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はじめに 

 
 我が国においては、科学技術創造立国の理念の下、産業競争力の強化を図る
べく「知的創造サイクル」の活性化を基本としたプロパテント政策が推進され
ております。 
 
 「知的創造サイクル」を活性化させるためには、技術開発や技術移転におい
て特許情報を有効に活用することが必要であることから、平成９年度より特許
庁の特許流通促進事業において「技術分野別特許マップ」が作成されてまいり
ました。 
 
 平成１３年度からは、独立行政法人工業所有権総合情報館が特許流通促進事
業を実施することとなり、特許情報をより一層戦略的かつ効果的にご活用いた
だくという観点から、「企業が新規事業創出時の技術導入・技術移転を図る上で
指標となりえる国内特許の動向を分析」した「特許流通支援チャート」を作成
することとなりました。 
 
 具体的には、技術テーマ毎に、特許公報やインターネット等による公開情報
をもとに以下のような分析を加えたものとなっております。 
 ・体系化された技術説明 
 ・主要出願人の出願動向 
 ・出願人数と出願件数の関係からみた出願活動状況 
 ・関連製品情報 
 ・課題と解決手段の対応関係 
 ・発明者情報に基づく研究開発拠点や研究者数情報 など 
 
 この「特許流通支援チャート」は、特に、異業種分野へ進出・事業展開を考
えておられる中小・ベンチャー企業の皆様にとって、当該分野の技術シーズや
その保有企業を探す際の有効な指標となるだけでなく、その後の研究開発の方
向性を決めたり特許化を図る上でも参考となるものと考えております。 
 
 最後に、「特許流通支援チャート」の作成にあたり、たくさんの企業をはじめ
大学や公的研究機関の方々にご協力をいただき大変有り難うございました。 
 
 今後とも、内容のより一層の充実に努めてまいりたいと考えておりますので、
何とぞご指導、ご鞭撻のほど、宜しくお願いいたします。  
 

独立行政法人工業所有権総合情報館 

 理事長  藤原 譲 
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発展するバイオメトリクス個人照合技術 

個人照合 
 

エグゼクティブサマリー 

■ 重要性を増す個人照合技術 

行政、金融、決済サービスなど社会生活上のいろいろなサービスを受けるとき

には、通常サービス提供者とそれを享受する人との間で本人の所有物あるいは固

有情報を用いて本人であることを確認、同定するプロセスが必要となる。この本

人であることの確認、同定プロセスを本人認証または個人照合という。 

ネットワーク社会の進展に伴う電子商取引、各種情報授受の機会増大は、機密

性、プライバシー保護などシステムセキュリティの重要性を増し、個人照合の精

度向上が期待されている。 

■ 開発が進むバイオメトリックス照合技術 

 従来、印鑑、ID カードなどの所有物や、暗証番号、パスワードなどの固有情報

による個人認証が一般化されているが、盗難などによるなりすましの問題がある。

この問題を解決するために、身体的特徴・行動特性による認証技術である「バイ

オメトリクス照合技術（生体情報を用いた個人照合技術）」が、1990 年代初めか

ら開発が進み、バイオメトリクス技術、パターン認識技術などの進展とあいまって、

より高い認証精度を得つつ、入退場管理や情報アクセス管理などで実用化の段階に

至っている。 

■ 実用化の進む指紋照合技術 

生体情報を用いる個人照合技術関連の 1991 年１月～2001 年９月公開の出願は

1,800 件強である。指紋関連出願が全体の 47％と圧倒的に多く、その中でシステ

ム・応用技術に関するものが約１／３を占め、指紋照合技術の実用化が進んでいる

様子がみられる。 
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発展するバイオメトリクス個人照合技術 

個人照合 
 

エグゼクティブサマリー 

■開発の進展著しい虹彩と顔貌照合技術 

 虹彩と顔貌は非接触での認識が可能など、指紋とは違った特長をもつことから個

人照合への利用研究開発が盛んになってきた生体情報である。1991 年 1 月～

2001 年 9 月公開の出願の特許出願人は、虹彩関連が 95 年までの 1 社から 99 年

には 8 社へ、顔貌関連が 91 年の８社から 99 年には 23 社へと急増している。 

           

■ バイオメトリクス個人照合の技術課題はセキュリティ向上 

出願特許にみられる技術課題には、不正防止、照合精度などに関連した「セキュリ

ティ向上」、迅速性や携帯性などに関連した「操作性・利便性の向上」、小形化、低コ

スト化,運営効率などに関連した「経済性向上」がある。生体情報の特徴を活かした

「セキュリティ向上」を課題とする出願が 55％と最も多い。 

■ 電気・情報・通信企業がリードするバイオメトリクス個人照合技術 

 1991 年 1 月～2001 年 9 月公開の出願で出願人の総数は 404、そのうち企業

は 313 件であった。その顔ぶれは、電機、情報、通信、電子部品、ベンチャー企業

などと多彩である。上位 10 社で全体出願件数の約半分を占め、電機、情報、通信

企業がバイオメトリクス個人照合技術をリードする。 

■ 解決手段の中心は入力技術と識別照合技術 

出願特許にみられる解決手段には、生体情報の「入力技術」、入力情報からの特徴

抽出、登録、辞書作成、分析処理、識別処理、照合判定手段を含む「識別照合技術」、

表示、暗号化、信号伝送手段などの「周辺技術」及び、「システム化・応用技術」が

ある。指紋、虹彩関連では、入力技術を解決手段とするものが多く、顔貌、署名、

声紋、複合照合関連では、識別照合技術を解決手段とするものが多い。 
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指紋が大半を占める個人照合関連特許 

個人照合 
 

技術開発の状況 

生体情報を用いた個人照合技術は指紋、虹彩、顔貌、その他生体（掌紋、耳介、

網膜、DNA など）の身体的特徴を用いるもの、声紋、署名の知的・行動的固有

情報を用いるもの、複数の固有情報を複合して用いるもの、および生体一般情報

を用いて個人照合を行う８つの技術要素に分解できる。これらの技術要素に関連

して 1991 年から 2001 年９月までに公開された出願は、指紋に関するものが

1,087 件と全体の半分を占め、次いで生体一般に関するものが 283 件、顔貌 172

件、複合 144 件と続く。さらに指紋に関する出願は、システム・応用技術、入

力技術、照合技術に関連するものにおおむね 3 等分される。 

顔貌照合
172件

その他生体情報（掌紋、耳介、
網膜、ＤＮＡほか）照合

92件

声紋照合
93件

署名照合
149件

複合照合
144件

生体一般照合
283件

虹彩照合
135件

指紋照合
372件

指紋照合システム・応用
302件

指紋入力
413件

指
紋
照
合
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技術要素別出願件数分布 

技術要素の動きをみる特許ポートフォリオ 

特許ポートフォリオ分析によれば、「指紋」は開発の成長期、「生体一般」、 

「虹彩」、「複合」、「顔貌」は著しい発展期にある。 

1991 年 1 月～2001 年 9 月に公開の出願 

1991 年 1 月～2001 年 9 月に公開の出願 
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急増する参入企業と特許出願 

個人照合 
 

技術開発の推移 

生体情報を用いる個人照合技術に関連する特許は出願件数、出願人数とも 1995

年からの増加が著しい。99 年には出願件数 419 件、出願人 118 人の規模となっ

た。指紋照合技術は 90 年以前から開発が進められ、その他の生体情報については

90 年以降に本格的な開発がスタートした。虹彩照合技術は 95 年以降に出願が始ま

り、その後急増している新しい開発技術である。 

0

20

40

60

80

100

120

140

0 50 100 150 200 250 300 350 400 450
出願件数

出
願
人
数

1991年

1999年

生体情報を用いた個人照合関連出願件数と出願人数 

出願件数推移 

1991 年 1 月～2001 年 9 月に公開の出願 

91 92 93 94 95 96 97 98 99

指紋
生体一般

顔貌
署名

複合
虹彩

声紋
その他生体

0

50

100

150

200

出
願
件
数

出願年

照合技術



 

v 

 

セキュリ
ティ
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経済性
8%

操作・利
便性
37%

生体情報を用いた個人照合

関連特許の技術課題分布 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

生体情報を用いた個人照合技術課題 

セキュリティ 不正防止 
確実性向上 
照合精度向上 
信頼性向上など 

操作・利便性 操作性 
利便性 
迅速性（処理速度） 
携帯性 
自動化 
受容性など 

経済性 低コスト化 
運営効率向上 
小形化 
省電力など 

 

 

 

 

セキュリティ、操作性、利便性向上が課題

個人照合 
 

課題と解決手段 

生体情報を用いた個人照合特許では、セキュリティ向上とするものが最も多く、

次いで操作性・利便性の向上を課題とするものが多い。「声紋」、「虹彩」、「指紋」

は経済性を課題としたものも 10％程度有り、実用化の進んでいることを裏付けて

いる。 
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出願件数の技術要素ごと課題比率 
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開発拠点一覧表 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

技術開発の拠点は関東、関西、中部に集中 

個人照合 
 

技術開発の拠点の分布 

出願上位 20 社の開発拠点を発明者の住所・居所でみると、東京都、神奈川県な
どの関東地方に 28 拠点、大阪府などの関西地方に７拠点、愛知県などの中部地方
に５拠点、それ以外に４拠点、米国に１拠点がある。 

開発拠点図 

企業名 事業所名 住所 

① 本社 東京都 

沖電気工業 沖ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ,沖ｿﾌﾄｳｴｱ 東京都 

 沖情報システムズ 群馬県 

② 
本社,青梅工場,日野工場,府中工
場 

東京都 

東芝 
ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ技術研究所,横浜事業所,
研究開発ｾﾝﾀｰ,小向工場,柳町工場 

神奈川県 

 関西研究所 兵庫県 

 関西支社 大阪府 

 深谷映像工場 埼玉県 

 那須工場 栃木県 

 
東芝ｴｰﾌﾞｲｰｲｰ,東芝ｺﾋﾟｭｰﾀｴﾝｼﾞﾆｱﾘ
ﾝｸﾞ 

東京都 

 
東芝ｿｼｵｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ,東芝ｿｼｵｼｽﾃﾑ,
東芝ﾏｲｸﾛｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ 

神奈川県 

 東芝テック 静岡県 

③ 本社 東京都 

三菱電機 ﾊﾟｰｿﾅﾙ情報機器開発研究所 神奈川県 

 稲沢製作所 愛知県 

 産業システム研究所 兵庫県 

 三菱電機ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ 東京都 

④ 本社 東京都 

ソニ－ ｱﾄﾐｯｸ,ﾏｽﾀｰｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ 東京都 

 ソニー長崎 長崎県 

⑤ 本社 東京都 

日本電気 NEC ソフト,NEC 三栄 東京都 

 NEC 情報ｼｽﾃﾑｽﾞ 神奈川県 

 関西日本電気ｿﾌﾄｳｴｱ 大阪府 

⑥ 本店 神奈川県 

富士通 富士通ｿｰｼｱﾙｼｽﾃﾑｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ 東京都 

 富士通香川ｼｽﾃﾑｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸ  ゙ 香川県 

⑦NTT 本社 東京都 

 

企業名 事業所名 住所 

⑧ 公共情報事業部,中央研究所,半導体事業部 東京都 

日立製作所 ｴﾝﾀｰﾌﾟﾗｲｽﾞｻｰﾊﾞ事業部,ｵﾌｨｽｼｽﾃﾑ事業部,ｼｽﾃﾑ開発研究
所,ｼｽﾃﾑ開発本部,ｿﾌﾄｳｴｱ開発本部,ｿﾌﾄｳｴｱ事業部,ﾃﾞｼﾞﾀ
ﾙﾒﾃﾞｨｱ開発本部,ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱｼｽﾃﾑ開発本部,映像ﾒﾃﾞｨｱ研究
所,画像情報ｼｽﾃﾑ,開発研究所,開発本部,情報システム
事業部,情報通信事業部,汎用ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ事業部 

神奈川県 

 ＡＶ機器事業部,機械研究所,電化機器事業部多賀本部 茨城県 

 旭工場,情報機器事業部 愛知県 

 日立情報ﾈｯﾄﾜｰｸ,日立超 LSI ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ 東京都 

 
那珂ｲﾝｽﾂﾙﾒﾝﾂ,日立ﾆｭｰｸﾘｱｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ,日立水戸ｴﾝｼﾞﾆｱﾘ
ﾝｸﾞ 

茨城県 

 日立中部ｿﾌﾄｳｴｱ 愛知県 

⑨ 本社 大阪府 

松下電器産業 松下電子工業 大阪府 

 松下技研,松下通信工業 神奈川県 

 松下通信金沢研究所 石川県 

⑩富士通電装 本社 神奈川県 

⑪ 本社 東京都 

キヤノン 小杉事業所 神奈川県 

 CANON U.S.A ﾆｭｰﾖｰｸ州 

⑫オムロン 本社 京都府 

⑬浜松ﾎﾄﾆｸｽ 本社 静岡県 

⑭ｶｼｵ計算機 東京事業所,羽村技術ｾﾝﾀｰ,八王子研究所 東京都 

⑮ 本社 東京都 

山武 伊勢原工場 神奈川県 

 東北大学 宮城県 

⑯ 本社 大阪府 

シャープ 鷹山 東京都 

⑰ﾃﾞﾝｿｰ 本社 愛知県 

⑱NTT デ－タ 本社,ﾌｫｰｶｼｽﾃﾑｽﾞ 東京都 

⑲日本ｻｲﾊﾞ-ｻｲﾝ 本社 東京都 

⑳大日本印刷 本社 東京都 

 

⑮ 

⑧ 

①②③④⑤⑥⑦⑧
⑪⑭⑮⑯⑱⑲⑳ 

② 

② 
① 

⑨ 

②③⑤⑥⑧ 
⑨⑩⑪⑮ 

②⑬ 

③⑧⑰ 

②⑤ 
⑨⑯ 

⑥ 

④ 

②③ ⑫ 

米国 
ﾆｭｰﾖｰｸ州 

⑪ 
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主要企業の出願件数マップ 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

［黄色ハッチはその技術要素で出願件数トップスリー］ 

  技術要素  

No. 出願人名 

指
紋・シ
ステ
ム 

指
紋・
入力
技術 

指
紋・
照合
技術 

虹彩 顔貌 
その
他生
体 

声紋 署名 複合 
バイ
オ全
般 

総件
数 

1 沖電気工業  1 2 101 5  2 2 6 32 151 

2 東芝 16 22 12  18 6 4 6 4 20 108 

3 三菱電機 18 26 31  2  3 6 7 8 101 

4 日本電気 11 24 24  4 4 5 1 5 10 88 

5 ソニー 14 32 24 2 1 1 1  8 5 88 

6 富士通 2 18 40  3 1 5 2 2 8 81 

7 日本電信電話 5 17 4  8 1 5 4 2 8 54 

8 日立製作所 8 1 4  4 4 4 2 10 15 52 

9 松下電器産業 2 3 1 12 10 5 2 1 6 6 48 

10 富士通電装 4 6 21  1 5   3 2 42 

11 キヤノン 5 1 2 1 3 2  10 3 5 32 

12 オムロン 3 5 5  9 1 1  2 5 31 

13 浜松ホトニクス 1 13 7  1     5 27 

14 カシオ計算機 7 9 3    2 3 1 1 26 

15 山武 2 5 11  1    1 4 24 

16 シャープ 2 12 2  1 2  1  2 22 

17 デンソー 2 4 5    1 6 1  19 

18 ＮＴＴデータ 5    2  4  5 3 19 

19 日本サイバーサイン        13  3 16 

20 大日本印刷 3 1 3  1   4  2 14 

 

 

 

 

 

 

 

 

主要企業 20 社で６割強の出願件数 

個人照合 
 

主要企業の状況 

生体情報を用いた個人照合関連全体で出願件数の多い企業は沖電気工業、東芝、三

菱電機、ソニー、日本電気、富士通である。 

指紋照合関連出願の多い企業は三菱電機、ソニー、富士通、日本電気、虹彩照合関

連出願の多い企業は沖電気工業、顔貌照合関連出願の多い企業は東芝である。 

上位 20 社で全体件数の 63％を占める。 

主要企業
20社
63%

その他
37%

　　1991年1月～2001年9月までに公開の出願
      (取下げ、放棄、拒絶を除く）

出願件数の割合 
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出願状況 技術要素･課題対応出願特許の分布 

 
沖電気工業の出願件

数は 151 件である。 
そのうち登録になっ

た特許が４件、係属中の
特許が 1４7 件および
海外出願特許が９件あ
る。 

 
 

保有特許リスト例 

技
術
要
素 

課
題 

特許番号 
（出願日） 

特許分類 
（解決手段要旨） 

発明の名称 
（参考図） 

G06T7/00 虹彩認識装置および虹彩認識方法                                             

特開平 
9-212644 
(96.2.7) 

類似度が所定値より低い
場合は、再度虹彩画像デー
タを取得し、取得した画像
データと登録データの一
致部分を抽出してマッチ
ングデータに追加する。 

 

  

G06T7/00 画像認識方法                                                                                        虹
彩
照
合 

セ
キ
ュ
リ 
テ
ィ 

特開平 
10-275234 
(97.3.28) 

眼の撮像画像をﾌﾞﾛｯｸに分
割し、ﾌﾞﾛｯｸの濃度値をあ
らわすモザイク画像に変
換し、各モザイク画像の中
心点からの距離が小さく、
かつ暗い濃度値のブロッ
クを瞳孔中心位置と判定
し、このブロック位置から
入力画像の中心位置を算
出する。 

 

沖電気工業 株式会社 

個人照合 
 

主要企業 

1991年1月～2001年9月までに公開の出願 
      (取下げ、放棄、拒絶を除く） 
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出願状況 技術要素･課題対応出願特許の分布 

 
東 芝 の 出 願 件 数 は

108 件である。 
そのうち登録になっ

た特許が３件、係属中
の特許が 105 件およ
び海外出願特許が 10
件ある。 

 

 

保有特許リスト例 

技 
術 
要 
素 

課
題 

特許番号 
（出願日） 

特許分類 
（解決手段要旨） 

発明の名称 
（参考図） 

G06T7/00 個人認証装置                                                       

指 
紋 

セ
キ
ュ
リ 
テ
ィ 

特許 
2971296 

(93.6.30) 

線状接触子電極に指を接触したとき
の圧力を感圧シートの抵抗値変化と
して検出し、圧力が一定になったら、
接触する皮膚の表面の凹凸パターン
に対応した、一次元の抵抗分布を読
み取って、精度の高い個人認証を行
なう。 

 

G07D9/00,421 自動取引装置                                                                                        

声 
紋 

利 
便 
性 

特許 
2916327 

(92.8.14) 

入力された音声から取引金額の単位
を示す言葉「円」を検出し、この単
位検出結果に応じて、「円」を示す
言葉の前に発声される取引金額を認
識するとともに、「円」に続く音声
の特徴を抽出する。この特徴を識別
し、本人の音声であると認識された
場合、取引金額に応じて所定の取引
を実行するようにした。 

 

株式会社 東芝 

個人照合 
 

主要企業 

1991年1月～2001年9月までに公開の出願 
      (取下げ、放棄、拒絶を除く） 
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出願状況 技術要素･課題対応出願特許の分布 

 
三菱電機の出願件数

は 101 件である。 
そのうち登録になっ

たものが３件、係属中
の特許が 98 件および
海外出願特許が 13 件
ある。 

 
 

保有特許リスト例 

技
術
要
素 

課題 
特許番号 

（出願日） 
特許分類 

（解決手段要旨） 
発明の名称 
（参考図） 

E05B49/00 個人判別装置                                                          

セキ
ュリ
ティ 

特許 
2903047 

(93.3.19) 

読み取られた指紋と予め登録された

指紋データとを比較する指紋判別手

段と、所定のモードをモード設定スイ

ッチを設け、該スイッチが操作されて

いると、指紋の不一致が判別されて

も、特定個人判別信号を出力する。 

 

G08B15/00 防犯装置                                                                               

指
紋 

経済
性 

特許 
2842754 

(93.4.16) 

複数の部屋を警備するシステムにお
いて、ID番号を正常と判別した所定時
間内は、各部屋の前の端末装置の監視
および解除スイッチの操作を有効と
する単一のID判別装置を備えた安価
システム。 

 

三菱電機 株式会社 

個人照合 
 

主要企業 

1991年1月～2001年9月までに公開の出願 
      (取下げ、放棄、拒絶を除く） 
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出願状況 技術要素･課題対応出願特許の分布 

 
ソニーの出願件数は

88 件である。 
そのうち６件以上の

海外出願特許がある。 

 
 

保有特許リスト例 

技 
術 
要 
素 

課 
題 

特許番号 
（出願日） 

特許分類 
（解決手段要旨） 

発明の名称 
（参考図） 

G06T7/00 画像照合装置                                                                   

特開平 
10-105704 
(96.9.25) 

線状の画像を複数本切り出
し、この切り出した線状の画
像を他の画像上で走査させて
順次類似の程度の高い位置を
検出し、この検出した位置の
座標値の関係より、画像を照
合する際に、これら検出した
座標値を部分的に組み合わせ
て、線状の画像に対応する相
対位置関係を満足しない組み
合わせを処理対象より除外す
る。 

 

G06T7/00 画像照合装置                                         

指 
紋 
照 
合 

操 
作 
・ 
利 
便 
性 

特開平 
10-214343 
(97.1.30) 

対象画像より切り出した複数
の領域を、他の画像上で走査
させて一致度の分布を検出
し、この一致度の分布を各領
域の相対位置関係により補正
して足し合わせ、その結果得
られる一致度の分布集計に基
づいて、画像の一致、不一致
を判定する。 

 

ソニー 株式会社 

個人照合 
 

主要企業 

1991年1月～2001年9月までに公開の出願 
      (取下げ、放棄、拒絶を除く） 
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出願状況 技術要素･課題対応出願特許の分布 

 
日本電気の出願件数

は 88 件である。 
そのうち登録になっ

たものが４9 件、係属
中のものが 39 件、海
外 出 願 さ れ た も の が
61 件ある。 

 
 

保有特許リスト例 

技
術
要
素 

課
題 

特許番号 
(出願日) 

特許分類 
（解決手段要旨） 

発明の名称 
（参考図） 

G06T1/00 指固定装置                                                     

指
紋
入
力 

セ 
キ 
ュ 
リ 
テ 
ィ 

特許 
2943749 
(97.1.9) 

基台面に設けられた指紋読取窓との間に
指１本分以上の間隔を隔てて当該指紋読
取窓の上方に掛け渡され，少なくとも一端
部が基台面に設けられた貫通穴を通って
当該基台面の面下で移動子に固定される
と共に他端部が基台面又は当該基台面の
面下にて所定位置に固定された絞め手段
と、少なくとも一部が絞め手段と指紋読取
窓との間に配置されかつ絞め手段に装備
された軟性の当たり手段と、基台面上にあ
る絞め手段が指紋読取窓と近づく方向に
移動子を移動させる駆動機構とを備える。  

G06T7/00 指紋特徴抽出装置                                                                                    

指
紋
照
合 

操
作 
・
簡
便
性 

特許 
2827994 

(95.12.22) 

指紋画像から関節線の位置を検出する節
線抽出手段と、指紋画像から指紋の複数の
特異点の位置を検出する特異点検出手段
と、関節線の位置と複数の特異点の位置と
から求められる特徴量を計算する節線特
徴計算手段とを有することを特徴とする
指紋特徴抽出装置。 

 

日本電気 株式会社 

個人照合 
 

主要企業 

1991年1月～2001年9月までに公開の出願 
      (取下げ、放棄、拒絶を除く） 



3 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
ネットワーク社会の進展に基づく電子商取引、各種情報授受の機会増大は、機密性、プ 

 

ネットワーク社会の進展に基づく電子商取引、各種情報授受の機会増大は、機密性、プ

ライバシー保護などシステムセキュリティの重要性を増している。行政、金融、決済サー

ビスなど社会生活上の諸々のサービスを受けるときなどには、サービス提供者とそれを享

受する人との間で本人だけが持ち得るものあるいは情報でもって確かに本人であることを

確認、同定するプロセスが必要となる。この本人であることの確認、同定プロセスを本人

認証とか個人照合という。したがって、個人照合とは、事前に本人が登録、届出した情報

と本人認証時に提示した情報とを比較することにより本人かどうかを確認する行為といえ

る。近年の社会環境変化により、情報の送受信者間で本人であることを確認する個人認証

の必要性が高まっている。 

 

1.1.1 個人照合技術の具体的方法 

個人照合の具体的方法としては、大きく下記３つの方法に分類できる。 

（１）本人の所有物によるもの：パスポート、運転免許証、ID カードなど 

（２）本人がもつ知識、情報によるもの：暗証番号、パスワードなど 

（３）本人固有の身体的特徴、行動特性によるもの：指紋、網膜、署名など 

（１）の方法は、鍵、ID カードなど正当な本人しかもち得ない所有物でもって本人を認証

するものである。携帯性などの長所の反面、偽造、盗難により他人による本人「なりすま

し」や紛失の危険性がある。（２）の方法は、暗証番号、パスワードなど正当な本人しか知

り得ない情報を提示することにより照合する方法である。簡便ではある反面、パスワード

などが盗まれることによる「なりすまし」や本人がパスワードを忘失するケースがある。

（３）の方法は、「バイオメトリクス認証」と呼ばれるもので、指紋や署名など本人固有の

身体的特徴、行動特性を予めシステムに登録しておき、認証時に測定する本人の身体的特

徴、行動特性と比較することにより本人を確認する。 

1.1 個人照合技術 

 

 

１. 技術の概要 
 

ネットワーク社会の進展など近年の社会環境変化は、各種情報を授受する 

機会の増大をもたらすとともに高いシステムセキュリティを要求する。情 

報の送受信者間での真偽確認のための個人照合技術の重要性が増している。 

特許流通 

支援チャート  
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図 1.1.1-1 個人照合の方法 

 

                         

                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ほかに、必要な認証レベルを確保するあるいは他の認証法を補完する目的で、上記各認

証法を組み合せて認証するマルチモーダル認証技術がある。例えば、出入国管理における

パスポートの確認とパスポートに貼り付けられている写真と本人の顔との一致をチェック

するプロセスは、本人の所有物（１）と身体的特徴である顔貌（３）との組み合せによる

本人認証にあたる。 

バイオメトリクス認証は、一般的に「なりすまし」抑止効果が大きい、利便性が大きい

などの特徴がある。反面、照合誤りが０％でない、照合システムと本人の身体的特徴の対

応率が 100％でない、本人固有の身体的特徴・行動特性が時間経過により変化する可能性

があるなどの問題を持っている。 

 

表 1.1.1-1 個人照合の方法と特徴 

本人固有の特徴（バイオメトリクス） 認証方法 本人の 

知識・情報 

本人の所有物 

身体的特徴 行動的特性 

組み合せ認証 

（マルチモーダル） 

認証要素 暗証番号、 

パ ス ワ ー ド

など 

身分証明書、 

ID カードなど 

指紋、虹彩、網膜、

顔貌、掌紋（形）、

DNA、血管パターン 

           など 

署名、声紋など 左記項目の組み

合せ 

特徴 １．携帯の要

なし 

２．忘失、管

理 が 悪

い と 盗

難 の 恐

れあり 

１．携帯性あり 

２．盗難、紛失

の 危 険 性

あり 

１．随意性なし 

２．利便性が大 

１．随意性あり 

２．利便性が大 

１．個別認証法の 

   補完 

２．高い認証精度

の期待 

所有物 

によるもの： 

・パスポート 

・ID カード 

など 

知識・情報 

によるもの： 

・暗証番号 

・パスワード 

など 

・網膜 

・虹彩 

・顔貌 

・指紋 

・掌紋 

・DNA 

・その他 

身体的特徴・ 

行動特性 

によるもの 

 

・マルチ 

モーダル 

・署名 

・声紋 
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1.1.2 個人照合技術の評価基準 

  電子商取引実証推進協議会（現電子商取引推進協議会：ECOM）は、「本人認証の評価基準

（第１版）」（平成 10 年３月）として下記６点の要件を挙げている。 

（１） 社会的認知性（社会的なインフラストラクチャとしての観点からの評価：バリアフ

リー、プライバシー保護、標準化など） 

（２） 利用者受容性（エンドユーザが感じる心理的および生理的な抵抗感などを考慮して

受入れられるかの観点からの評価） 

（３）脅威対抗性（盗難、偽造、改竄などに対抗する能力を備えているかの観点からの評

価） 

（４）認証精度（本人を誤って拒絶するエラー率を表す本人拒否率、他人を誤って受理す

るエラー率を表す他人受入率、認証システムと本人の身体的特徴などとの相性を表

す対応率に関する評価項目） 

（５）利便性（操作性、認証時間、事前準備など利用者が使いやすいかの観点での評価） 

（６）保守・更新性（保守頻度、保守時間、保守コストなどの情報の保守・更新の容易性

の観点からの評価） 

 

図 1.1.2-1 本人認証の評価基準と課題 

 

 

 

                                   

                                    [課題] 

セキュリティ 

                                  操作・利便性 

経済性 

                                  社会的受容性 

                                       

 

 

  本人認証技術における技術・製品・システムの使用目的に対する適合性を検証する上記

評価基準は本人認証における対応課題ともいえる。これを基に、本人認証技術に対する要

求条件および本人認証技術の比較を表 1.1.2-1 に示す（出典：瀬戸、バイオメトリクスを

用いた本人認証技術、計測と制御、VOL.37,No.6,PP.395-401（1998））。 

  近年におけるオープンネットワークを介した非対面の電子商取引、種々のデータへのア

クセスニーズの高まりなど社会的要請から、電子情報の盗聴、改ざんや「なりすまし」に

対して個人（本人）を確実に認証することの重要性が増えている。 

 

利便性 

（操作性、認証時間など） 

利用者受容性 

（心理的抵抗感など） 

社会的認知性 

（プライバシー保護など） 

認証精度 

（本人拒否率、他人受入率など） 

保守・更新性 

（保守時間、コストなど）

脅威対抗性 

（盗難、偽造耐性など） 
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現時点では、携帯性、コストなどに若干の問題を内包するが、本人であることを証明す

るために何かを携帯したり、暗証番号を記憶したりする必要性がない、高い認証精度を得

ることが期待されるなどの諸点からバイオメトリクス認証が個人照合の中でも究極の本人

確認技術として注目されている。特に近年の技術の進展はめざましく、従来問題とされて

いた経済性などの問題も徐々に克服されつつある。ちなみに 2001 年９月 30 日に米国国防

総省が議会に提出した国防白書（QUADRENNIAL DEFENSE REVIEW REPORT）に挙げられている

４つのキー・テクノロジーの１つにネットワーク侵入を防ぐ認証技術としてバイオメトリ

クスが挙げられている。 

表 1.1.2-1 本人認証技術と要求条件 

本人の所有物 本人の知識 バイオメトリクス           本人認証技術          

               

 

要求条件 

磁気カード、 

IC カード、 

証明書など 

パスワードなど 身体的（指紋，虹彩）、

行動的（署名、声紋）

特徴 

安全性 ・照合精度が高く、

認証が確実 

・偽造、盗難などに

よる悪用が困難 

・無害 

・経年変化しない 

・紛失、盗難、偽造の

恐れあり 

 

 

 

（×） 

・忘失の恐れあり 

・パスワードの管理方

法によっては、第３

者に盗難 

 

（×） 

・精度の比較的高い

ものがある 

・偽造は困難 

 

 

（◎） 

経済性 ・費用が保護すべき

利益に見合う 

・IC カードは将来低

価格化 

 

 

（△→○） 

・記憶によるので無償 

 

 

 

（◎） 

・現時点では他の方

法に比べ高価 

・適用対象に合わせ

選択      

 （×→○） 

簡便性 ・操作が簡単 

・認証時間が早い 

・携帯性がある 

・IC カードなどを読

取装置へ挿入 

             

 

（○） 

・キーボードなどによ

り文字、数字を入力        

 

 

             （○） 

・登録に時間を要す

る 

・現時点では携帯性

に問題あり 

（△→○） 

社会的 

受容性 

・違和感、抵抗感を

感じさせない 

・通常の社会生活で行

われている行為 

（○） 

・通常の社会生活で行

われている行為               

 （○） 

・指紋は抵抗感があ

るなどの問題あり 

（△） 

◎：適性優  ○：適性良  △：適性可  ×：問題あり 

 

1.1.3 バイオメトリクス技術の種類 

  本人認証技術として従来使われてきた ID カードやパスワードなど本人の所有物や秘密

情報（知識）で本人を照合する認証方式は、忘れやすい、盗難などにより不正使用される

可能性がある、運用管理が煩雑などの難点がある。一方、バイオメトリクス認証は特殊入

力装置が必要、性能が環境条件に依存するなどの克服すべき問題があるものの、偽造耐性・

盗難耐性が高い、高い認証精度が期待できるなど利便性、安全性などの面で魅力ある強み

を持っている。 
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バイオメトリクス技術は大別すると表 1.1.3-1 のように２種類に分けられる（電子商取

引実証推進協議会 ECOM 本人認証 WG の分類による）。その区分は、本人が随意的に変えられ

ないもの（バイオメトリクスⅠ）と随意的に変えられるもの（バイオメトリクスⅡ）であ

る。 

表 1.1.3-1 バイオメトリクス技術区分と種類 

バイオメトリクス技術の区分 バイオメトリクス技術の種類 

バイオメトリクスⅠ a.指紋、b.網膜、c.顔貌、d.虹彩、e.掌紋（形）、

f.耳、g.手の甲の血管模様など 

バイオメトリクスⅡ a.署名、b.声紋など 

 

  これら２種類のバイオメトリクス技術区分に含まれる主な個別技術を以下に挙げる。 

(1) バイオメトリクスⅠ 

a. 指紋 

法科学の分野では古くから個人識別の技術として使用されてきた。万人不同、終生不変

という指紋の２大特徴を活かし、個人認証においても確実性が高い技術として社会的に広

く認められている。指紋の照合技術は、指紋の端点や分岐点などの特徴点（マニューシャ）

を抽出して比較するマニューシャマッチング方式と指紋画像自体の画像相関による画像マ

ッチング方式に大別でき、実用化はマニューシャマッチング方式によるものが多い。 

b. 網膜 

  網膜上の血管パターンは３歳程度で完成して、その後は終生不変であると考えられてい

る。万人不同であり眼底撮影と同じく専用器具に被験者の眼を近づけ赤外線を円形にスキ

ャンして血管パターンを取り出し個人認証に適用する。専用器具を必要とするところから、

実用化は入退室管理が主である。 

c. 顔貌 

  日常生活において個人を確認するうえで自然に利用されている認証法である。しかしな

がら、コンピュータによる画像処理に基づく顔の照合ということになると、登録情報の顔

画像と認証時のそれとは撮影条件が異なるため単純な画像マッチングでは難しい面がある。

通常、顔の輪郭、目、鼻、口の形などの二次元情報、顔の起伏などの三次元情報を用いて

顔の特徴を抽出して照合が行われる。非接触で心理的抵抗感の少ない認証法である。 

d. 虹彩 

  虹彩は瞳孔の開閉を調節する筋肉から構成され、虹彩の模様（シワ）は生後数年で完成

し、終生不変で個人ごとに異なる。この模様を特徴量として抽出して個人認証に使用する。

網膜と同様に眼の一部であるが、虹彩は外部の離れた位置から見ることができる。 

e. 掌紋（形）・指形 

  掌紋は手のひらのしわの形状を特徴として捉える方式、俗にいう手相の特徴を使うもの

であるが、指紋ほど特徴がないため個人識別精度も指紋には及ばない。掌（指）形は、手

のひらの幅と厚さ、指の長さ、形などの特徴を計測して個人を確認する。方式が簡単で指

紋に比較して使用者の抵抗感が少ない。 
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f. 耳 

  耳の形の個人差を利用して個人認証を行うものであるが、可能性を含めて研究段階にあ

る。 

g. 手の甲の血管模様 

  手の甲に浮き出た血管パターンに着目した方式である。線の長さ、分岐角など静脈パタ

ーンの特徴を抽出して本人かどうかを認証する。 

 

(2) バイオメトリクスⅡ 

a. 署名 

  署名による認証は、筆跡の個人差を利用して事前登録した署名と認証時の署名とを照合

し、筆者を認証する。筆跡の形を問題にする静的署名認証方式と筆順、筆圧、運筆速度な

どを利用する動的署名認証方式がある。動的署名の方が利用できる情報量も多く、不正行

為に対して高いセキュリティを実現でき実用化に適している。 

 

b. 声紋 

  音声を周波数成分に分解したサウンドスペクトグラムの特徴を利用して音声認証をする。

サウンドスペクトグラムの時系列データを登録しておき、提示された音声のそれとを比較

する。発声自体に随意的な要素があり、登録時と認証時に差があるなどの問題がある。 

 

1.1.4 バイオメトリクス技術の特徴 

  個々のバイオメトリクス技術の主な特徴を表 1.1.4-1 に示す。 

 

表 1.1.4-1 バイオメトリクス技術の特徴（1/2） 

バイオメ
トリクス 

照合アルゴリズム・ 
パラメータ 

特徴 コスト 適用分野例 課題 
（セキュリテ
ィ、利便性、経
済性、社会的受
容性） 

指紋 １．特徴点（指紋の端点、分
岐点）の位置（マニュー
シャ・マッチング方式） 

２．特徴点の位置、方向、特
徴点間の隆線数（マニュ
ーシャ・リレーション方
式） 

３．指紋エリア画像の重ね合
わせ照合（パターン・マ
ッチング方式） 

１．万人不同、終
生不変 

２．法科学分野で
識別技術とし
て確立 

３．高認証精度 

低 １．入退室
管理 

２．セキュ
リティ
管理な
ど全般 

１．指紋画像
品質 

２．社会的受
容 
（プライ
バシー） 

 

網膜 １．網膜血管パターンのマッ
チング 

 

１．万人不同、終
生不変 

２．耐盗難・耐偽
造 

３．高認証精度 
４．非接触での認

識 

高 １．入退室
管理 

２．高セキ 
ュリリ
ティ管
理 

１．システム
規模、価
格 
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表 1.1.4-1 バイオメトリクス技術の特徴（2/2） 

バイオメ
トリクス 

照合アルゴリズム・ 
パラメータ 

特徴 コスト 適用分野例 課題 
（セキュリテ
ィ、利便性、経
済性、社会的受
容性） 

顔貌 １．顔器官上の特徴点（目、
口など）周りの特徴量抽
出、類似度算出など 

１．非接触での認証 
２．心理的抵抗が少

ない 
 

中 １．入退室
管理 

２．低セキ 
ュリテ 
ィ管理 

１．耐照明環
境、撮像
角度性 

２．眼鏡、ひ
げ、化粧
などへの
対応 

３．耐時間的
変化 

４．なりすま
し対応 

虹彩 １．アイリスを分割した分析
帯の濃淡データのマッチ
ング 

 

１．万人不同、終生
不変 

２．耐盗難・偽造 
３．高認証精度 
４．非接触での認識 

高 １．入退室
管理 

２．高セキ 
ュリテ 
ィ管理 

１．システム
規模、価
格 

掌紋・掌
形、指形 

１．掌の幾何学的な特徴（大
きさ、形など）の画像マ
ッチング 

 

１．操作性良 
２．高速認証 

中 １．一定時
間内の
多人数
入退室
管理 

 

１．機器サイ
ズ 

２．信頼性確
保 

手 の 甲
の 静 脈
パ タ ー
ン 
 

１．静脈パターンの特徴を分
析・抽出（線の長さ、分
岐画像）し、認証時のそ
れとの比較・照合 

 

１．非接触読取り 
２．高認証精度 

高 １．入退室
管理 

２．高セキ 
ュリテ 
ィ管理 

１．価格 

その他 
（耳介、
DNA，キ
ー ス ト
ロ ー ク
など） 

     

署名 １．静的形状（形態情報）の
比較 

２．筆順、筆圧、運筆速度な
ど動的特徴情報の比較 

１．操作性良 
２．心理的抵抗が少

ない 
 

低 １．セキュ
リティ
管理 

 

１．怪我などで
物理的に署
名不可ケー
スへの対応 

２．偽筆対応 
３．経時変化へ

の対応 
声紋（音
声） 
 

１．入力音声の分析結果（サ
ウンドスペクトグラム、
ピッチ、発音レベルなど）
と話者モデルの尤度計算 

 

１．非接触認証可 
２．心理的抵抗が少

ない 
 

中 
 

１．電話応
答サー
ビス 

 

１．雑音対応 
２．経時変化へ

の対応 
３．体調対応 
４．詐称対策

（テキス
ト提示型
実用化） 

一部実用化されているが多くは研究段階 
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1.1.5 バイオメトリクス技術における新しい技術動向 

  バイオメトリクス認証技術は、所有物や知識・情報を基に本人認証を行うほかの技術と

比較して、本人の身体的特徴や行動的特性という生体情報を用いる方法であるため、何か

を携行するとか何かを覚えておく必要性が少なく、本人情報の偽造が難しいという一般的

特徴を有している。しかしながら、精度が確率的であり、照合誤りが０％でないことや個

人のバイオメトリクス手段との適応性などの課題がある。これら課題を補完、緩和するた

めに、下記の技術が用いられる。 

 

(1) マルチモーダル（複合化）技術 

a. 生体情報の組み合せ 

  指紋、網膜、署名などの身体的特徴、行動特性による単独のバイオメトリクス技術では 

（１）多様化する使用目的、環境などに対応することが難しい 

（２）アプリケーションによっては単独のバイオメトリクス技術では、精度、受容性、

利便性などに限界がある 

ということから 2 つ以上の複数のバイオメトリクス技術の組み合せにより、単体バイオメ

トリクス認証の補完や認証精度などの改善を図る方法がある。 

  マルチモーダル技術による生体認証の機能構成図を図 1.1.5-1 に示す。認証時の生体情

報の特徴量と登録生体情報の比較照合を行うサブシステムが複数あり、これら複数のサブ

システムの照合結果の融合判定により総合的な個人認証を行う技術である。指紋、声紋と

顔貌など種々の生体情報の組み合せによる認証が考えられている。単体バイオメトリクス

認証に比較して、本人拒否率、他人受入率などの認証精度の改善、利用者受容性、利便性

および生体情報の偽造耐性向上に効果が期待され、今後の生体認証技術として注目される。 

 

図 1.1.5-1 マルチモーダル技術による生体認証（1/2） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            ・・・ 

 

生 体 認 証 技 術

      

      

特徴抽出 1

照
合
結
果 

融合判定 

登録生体情報 1 

照合 1 

生体認証技術 2 特徴抽出 2

登録生体情報 2 

生体認証技術 3 特徴抽出 3

登録生体情報 3 

照合 2 

照合 3 
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b. 生体情報と所有物、知識・情報との組み合せ 

  従来システムの本人所有物、知識・情報を基に行う認証技術とバイオメトリクス認証技

術の融合により、単体バイオメトリクス認証技術の補完をする。利便性、受容性などの認

証要件の改善を図る方法である。出入国管理でのパスポートと本人の顔、セキュア PC など

に見られるパスワードと指紋など種々の組み合せがある。 

 

図 1.1.5-2 マルチモーダル技術による生体認証（2/2） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) プロファイリング技術 

  個人の動作特徴（癖）を用いて個人を認証する技術はプロファイリング（Profiling）技

術と称されている。この事例の 1 つに「じゃんけん認証」がある（出典：長田他、エレク

トロニクス、オーム社、2000 年３月号、PP36-37）。これはじゃんけん時の個人の手指動作

（手形状、順序および手形状の移り変わる間の時間間隔）が個人固有の動作特徴をもつこ

とを活用した個人認証法である。一連の動作、掌形状がバイオメトリクスに相当し、手形

状を真似できても、一連の動作を自然な動きで行うことは困難である。このシステムでは

基本的にカメラのみを必要とする。パソコン、携帯電話にカメラが装備される時代の到来

で今後期待される方式の１つである。 

 

1.1.6 バイオメトリクス認証技術の応用事例と市場規模 

  従来の ID カードやパスワードなど本人の所有物や知識情報による認証以外にハイセキ

ュリティ指向のアプリケーションに対して個人の身体的特徴や行動特性を利用するバイオ

メトリクス認証技術が実用化されつつある。主なバイオメトリクス認証技術の応用分野と

しては、金融、企業・官公庁、民需などその他市場に分類できる。これら市場におけるア

プリケーションとして入退出（物理空間管理）、情報アクセス（情報空間管理）、電子商取

引、有資格者などを認証するその他機能に大別できる。表 1.1.6-1 にバイオメトリクス認

証システムの応用市場とアプリケーション例を示す（出典：塚田、情報処理 Vol.40 No.11 

Nov.1999 PP1084-1087 を参考にした）。アプリケーションとしては公共サービス、施設の

入退室管理、情報システムのアクセス制御など多岐にわたる。 

 

 

生 体 認 証 技 術 特 徴 抽 出

登 録 生 体 情 報

照合 

本人の所有物 

本人の知識・情報

照
合
結
果 

融合判定 
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表 1.1.6-1 バイオメトリクス認証システムの応用市場 

アプリケー 

ション 

市場分野 

入退出 

 

（物理空間管理） 

情報アクセス 

 

（情報空間管理） 

電子商取引 

 

（取引管理） 

その他 

金融 

 

貸し金庫、 

営業店鍵管理 他 

 

－ 

電子商取引、  

ホームバンキン

グ、ATM     他 

 

－ 

企業 

官公庁 

 

施設（研究、電力、

原子力など）入退

室管理、防犯管理 

他 

PC アクセス管理 

自動契約機 他 

クレジットカード

決済 他 

医師／弁護士登

録、外国人登録、

福祉、運転免許

証 他 

その他 

 

自動車キーレスシ

ステム、レジャー

施設入場管理 他 

電子承認、 

放送視聴管理 他 

 

－ 

身分証明 他 

   

バイオメトリクスを用いた認証市場規模について概観する（出典：瀬戸、製品の市場動

向をさぐる、エレクトロニクス、2000 年 3 月号 PP7-8）。図 1.1.6-1 にバイオメトリクス

を用いた本人認証装置の世界市場規模を示す（システム市場はここに示す装置市場の約 10

～100 倍程度と考えられる）。認証装置の 1996 年の世界市場規模は約１億 US ドルで、本人

認証市場のトータル規模は毎年 10％程度の伸びを示しており、2003 年には約 1.7 億 US ド

ルの市場規模になると予想されている。市場地域別では、北米 70％、欧州 25％、アジア５％

という構成比である。 

 

図 1.1.6-1 バイオメトリクスを用いた本人認証装置の世界市場 
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バイオメトリクス認証装置の世界市場での応用分野および認証技術別の構成比を図

1.1.6-2 および 1.1.6-3 に示す。入退室管理など物理的なアクセスコントロールが 63％を

占め、これに法秩序（犯罪者識別管理など）、医療、金融関係へのアプリケーションが続く。

利用される技術としては、現状では施設管理関係の市場が大きいことから掌形が約 35％、

指紋が約 30％を占める。 

 

図 1.1.6-2 バイオメトリクス製品の世界市場での構成比［応用分野］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1.1.6-3 バイオメトリクス製品の世界市場での構成比［技術］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本における本人認証装置市場を図 1.1.6-4 に示す。指紋関連の製品が 85％を占め、掌

形９％、網膜６％と続く。1996 年の装置市場規模は約 8.5 億円である。80 年代初頭の犯罪

捜査情報管理の AFIS（Automatic Fingerprint Identification System）への本格導入に

続き、電力関係の施設管理、アミューズメント施設の顧客管理などへの適用例がある。 

 

掌形

指紋

声紋

AFIS

虹彩

網膜
署名

顔

AFIS：Automatic Fingerprint Identification System

物理的なアク
セスコント
ロール

法秩序

医療･健康

金融

テレコム
福祉

コンピュータ
セキュリティ

入国審査
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日本には指紋認証装置など有力メーカがあること、システムに対する安全性、利便性に

対するニーズが高いことなどから、日本でも本人認証装置、システム市場が今後欧州レベ

ルまで立ち上がることが期待されている。 
 
 

図 1.1.6-4 バイオメトリクスを用いた本人認証装置の日本市場 

 1.1.7 1.1.7 1.1.7 1.1.7 バイオメトリクス技術に関する特許出願動向バイオメトリクス技術に関する特許出願動向バイオメトリクス技術に関する特許出願動向バイオメトリクス技術に関する特許出願動向    

  生体照合技術関連の 1991 年 1 月～2001 年 9 月に公開された特許出願のうち 91～99 年出

願（約 1,900 件）対応の出願件数推移を図 1.1.7-1 に示す。 

 

図 1.1.7-1 生体照合関連出願件数推移 
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全般的な傾向として入退室管理や情報へのアクセス管理を始めとする物理空間、情報空

間制御およびこれらのセキュリティ面での対応などへのニーズの高まりを反映して、1990

年代半ばから生体照合技術関連出願の増加が顕著である。 

図 1.1.7-2 は、この生体照合技術関連の出願増加傾向が顕著になった 1994 年以降２年

間ごとの照合技術別の出願件数比率を示す。圧倒的に多い指紋関連の出願件数が全体の

47％前後で推移している。身体的特徴あるいは行動特性のいずれか１つを用いる生体情報

一般関連出願が、94 年以降の２年間ごとの出願件数比で見ると、全生体照合関連出願の７、

10、19％と徐々に占有率が増えており、生体照合技術全般への関心が強くなっていること

がうかがわれる。 

 

図 1.1.7-2 生体照合技術関連の出願件数比率 
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1.1.8 個人照合技術の課題・対応技術および用途 

  個人照合技術の課題と課題対応技術および用途をまとめて表 1.1.8-1 に示す。 

 

表 1.1.8-1 個人照合技術の課題・対応技術および用途 
課題 課題対応技術 用途 

大区分 中区分 小区分 － － 
１．セキュリティ 1. 偽造耐性、盗難耐性、

不正使用防止   
２．照合精度 
３．信頼性       など 

２．操作・利便性 １．操作性 
２．利便性 
３．処理速度（照合時間） 
４．携帯性 
５．環境耐性 
６．変化耐性 
７．データ量削減 
８．自動化       など 

３．経済性 １．コスト 
２．小型化 
３．保守性  
４．省部品 
５．省電力 
６．省力化       など 

４．社会的受容性 １．抵抗感、違和感 

                 など 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
個人照合 
（認証） 

５．その他 － 

１．バイオメトリクス認証
技術 

（１）バイオメトリクスⅠ 
［身体的特徴（随意性
なし）］ 

①指紋 
②虹彩 
③顔貌 
④網膜 
⑤掌紋（形） 
⑥静脈パター 

など 
（２）バイオメトリクスⅡ 

［行動的特性（随意性
あり）］ 

①声紋（音声） 
②署名    

                  など 
（３）マルチモーダル（複

合化）技術 
２．所有物（所持品） 
    ①IC カード 
    ②身分証明書  

③運転免許証  
など 

３．本人固有の知識・情報 
［秘密情報Ⅰ］ 
   ①パスワード 
   ②暗証番号   

など     
［秘密情報Ⅱ］ 
   ①デジタル（電子） 

署名         など 

１．物理空
間制御
（鍵／
錠） 

２．情報空
間制御
（情報
システ
ムアク
セス制
御） 

３．身分証
明 

４．資格／
ライセ
ン ス
（有資
格者） 

 

 

個人照合技術につき技術、課題、用途などを概観するとともに、その中での生体（バイ

オメトリクス）認証技術の特徴、位置づけを見た。 

本書では、個人照合技術の中で「生体（バイオメトリクス）認証」に着目して、それに

関連する国内特許出願をベースに技術課題、解決策、主要出願人の保有特許出願動向、関

連製品などを分析する。 
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生体情報を用いた個人照合技術について特許調査を行う場合のアクセスツールとして、

技術要素(表 1.2.1-1 参照、IPC 分類、FI(File Index)、F ターム、FK(フリーキーワード)、

XK(固定キーワード)を紹介する 

○ 国際特許分類(IPC：International Patent Classification ) 

IPC は発明の技術内容を示す国際的に統一された特許分類である。 

○ FI(File Index) 

FI は、特許庁内の審査官がサーチファイルの編成に用いている分類で、IPC をさらに細

かく展開したものである。FI は IPC の記号と１桁のアルファベット、または IPC の記号と

３桁の数字および１桁のアルファベットで表されている。 

 

 
 
 
     24      B     1/100 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
         ＦＩ 
    ＩＰＣ 
 
        

            
        ４９／０２ 

４９／０４ 
Ａ  接触，押圧により操作されるもの 
Ｂ  ・押ボタン例えばテンキ－ 
Ｃ  ・・安全対策〔例，盗用防止〕のための回路 
Ｄ  ・ダイヤル 
Ｅ  挿入孔，挿入間隙に挿通されるもの 
Ｆ  ・キ－；カ－ド 
Ｇ  ・・磁気情報の付されたもの 
Ｈ  ・・安全対策〔例．盗用防止〕のための回路 
Ｊ  電磁波の放射によるもの 
Ｋ  ・電波 
Ｌ  ・光 
Ｍ  ・・赤外線 
Ｎ  音波によるもの〔Ｔが優先〕 
Ｐ  ・インタ－ホン 
Ｑ  ・超音波 
Ｒ  人体的特徴によるもの 
Ｓ  ・指紋，掌紋 
Ｔ  ・声紋 
Ｚ  その他のもの 

 
       グループ(E05B49/00 電気符号錠；その回路) 
           (E05B49/02 ・錠の内部に電気装置をもつもの) 
           (E05B49/04 ・錠の外部に電気装置をもつもの) 
              
      サブクラス (E05B 錠；そのための付属具；手錠) 
 
   クラス (E05 錠；鍵(かぎ)；窓または戸の付属品) 
 
セクション (E 処理操作；運輸 ) 
 

IPC および FI は、下図のようにセクション、ク
ラス、サブクラス、グループと呼ばれる階層構
造を有しており、それぞれ下位に細展開してい
る。E05B49/00 の「電気符号錠；その回路」は
さらに FI として分冊識別符号の A、B、C、D、
E、Ｆ、Ｇ、Ｈ、Ｊ、Ｋ、Ｌ、Ｍ、Ｎ、Ｐ、Ｑ、
Ｒ、Ｓ、Ｔ、Z に細分化されている。  

Ｅ  ０５   Ｂ  ４９／００ 

1.2 生体情報を用いた個人照合技術の特許情報へのアクセス 
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○ F ターム 

F タームは、特許庁審査官の審査資料検索のために開発されたもので、約 2,200 の技術

分野について、F ターム記号を付与したものである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ FK(フリーキーワード) 

技術の鍵となる言語で、特許電子図書館(IPDL:Industrial Property Digital Library)

では、発明の名称、要約、請求の範囲、要約+請求の範囲、と各項目のなかに含まれる技術

用語である。 

また、株式会社パトリスの特許デ－タベ－スでは、特許公報の発明の名称(考案の名称)

とその特許について、株式会社パトリスが作成した抄録文(要約文)を作成源にして、キー

ワードとなる技術用語を抽出したものである。 

 

○ XK(固定ーキーワード) 

株式会社パトリスの特許デ－タベ－スにおいて、特定技術テーマについて付与したもの

で現在約 120 テーマが選定されている。 

 
XK= テーマ名 分類の内容 

 R325 生体認証システム(バイオメトリツクス) その人だけが持つ生体としての特徴を用いて、本
人であることを認証する技術。指紋、顔つき、耳
の形、網膜の血管分布などを、画像処理技術やパ
タ－ン認識の技術を用いて判定する。現金自動預
払機（ATM）を利用する際の暗証番号の代わりや、
インタ－ネット上での本人確認、特に、電子商取
引の普及にともない不可欠の技術となつている。 

 R660 電子認証 電子商取引における暗号、認証に関する技術を対
象とする。例えば、デジタル認証、デジタル署名、
電子透かし技術、SSL（SecureSocketLayer）等の
通信プロトコル技術などがある。 

（PATOLIS-Web サーチガイド） 

 
テーマコード ５Ｂ０５５ 金融・保険関連業務，支払い･決済 
ＦＩカバー範囲 Ｇ０６Ｆ  １７／６０，２００～１７／６０，２５０ 
        Ｇ０６Ｆ  １７／６０，４００～１７／６０，４３２Ｚ 

 
５Ｂ０５５ＨＢ００  暗証番号以外の照合データとその照合 
５Ｂ０５５ＨＢ０１  ・照合データ 
５Ｂ０５５ＨＢ０２  ・・指紋 掌紋 
５Ｂ０５５ＨＢ０３  ・・声紋 
５Ｂ０５５ＨＢ０４  ・・顔・体形 
５Ｂ０５５ＨＢ０５  ・・印鑑 
５Ｂ０５５ＨＢ０６  ・・署名 
５Ｂ０５５ＨＢ０７  ・・質問・応答 
５Ｂ０５５ＨＢ０９  ・目視照合 
５Ｂ０５５ＨＢ１０  ・照合率 演算 
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1.2.1 生体情報を用いた個人照合のアクセスツール 

生体情報を用いた個人照合技術についてのアクセスツールを、表 1.2.1-1 に示す。 

ただし、先行技術調査を完全に漏れなく行うためには、調査目的に応じて下表の分類以

外の分類も調査しなければならないことも有り得るので、注意を要する。 

 

表 1.2.1-1 生体情報による個人照合技術のアクセスツール 

技術要素 集合名 検索式 概要 

指紋照合 指紋集合 (集合 S1+FI=G06F15/62,460) 

*FK=(指紋+指) 

+FT=5B049EE10+FT=5B055HB02 

+FT=5C084CC29 

指紋を用いた個人照合の

要素技術、用途技術 

虹彩照合 虹彩集合 集合 S1*FK=(虹彩+アイリス+瞳孔+瞳) 虹彩を用いた個人照合の

要素技術、用途技術 

顔貌照合 顔貌集合 集合 S1*FK=(顔貌+顔形+顔) 

+FT=5B055HB04 

顔形を用いた個人照合の

要素技術、用途技術 

耳介 耳介集合 集合 S1*FK=(耳+耳介) 

掌紋 掌紋集合 集合 S1*FK=(掌紋+掌+手形+掌形) 

網膜 網膜集合 集合 S1*FK=(網膜+眼底+目) 

細胞 細胞集合 集合 S1*FK=(ＤＮＡ+細胞) 

そ
の
他
生
体
照
合 その他

生体 
その他集
合 

集合 S1*FK=(手＋皮膚＋身体＋体重＋血管) 

その他生体（耳介、掌紋、

網膜、細胞など）を用いた

個人照合の要素技術、用途

技術 

声紋照合 声紋集合 集合 S1*FK=(声紋+声) 

+FT=5B049EE10+FT=5B055HB03 

+FT=5C084CC30 

声紋を用いた個人照合の

要素技術、用途技術 

署名照合 署名集合 (集合 S1+FI=G06K9/00) 

*FK=(署名+サイン+筆跡) 

署名を用い ts 個人照合の

要素技術、用途技術 

複合照合 複合集合 集合 S1+FK=(指紋集合+虹彩集合+顔貌集合+耳

介集合+掌紋集合+網膜集合+細胞集合+声紋集

合+署名集合+生体全般集合) 

生体情報を含む複数の個

人情報を用いた個人照合

の要素技術、用途技術 

生体情報一般

照合 

生体一般

集合 

(IC=A61B5/117+FI=A61B5/10,320 

+XK=R325)*FK=(本人+個人) 

*FK=(生体*情報+バイオ*メトリクス) 

種類を限定しない生体情

報による個人照合の要素

技術、用途技術 

・パトリスの特許データベースにおける検索記号を下記に示す。 

IC=国際特許分類、FI=File Index、FT=F ターム、FK=フリーキーワード 

*=AND、+=OR、XK=固定キーワード 

・集合 S1 は次頁 
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パトリスのデータベースによる集合 S1 の検索式を下記に示す。 

 

 

 

 

集合 S1= 

(IC=G07G1/12+IC=G07D9/00,461+IC=G09C1/00,640 

+IC=G09C1/00,660 

+IC=G06F15/00,330+IC=E05B49/00+IC=H04L9/32+IC=G06K9/00 

+IC=G10L?+IC=G06F17/60 

+FI=G06F15/21,340B+FI=G07D9/00,461+FI=E05B49/00 

+FI=G09C1/00,640+FI=G09C1/00,660+FI=H04L9/00,671 

+FI=G10L?+FI=G06F15/00,330+FI=G06F15/62,450 

+FI=G06F15/62,455+FI=G06F15/62,465?+FI=G06F15/64H 

+FI=G06F15/70,330? 

+FI=G06F15/70,450?+FI=G07G1/12) 

*(FK=(照合+識別+認証+判別+特定+ＩＤ+アイデンテイテイ)) 

*(FK=(生体*情報+バイオ*メトリクス+指紋+指+掌紋+掌+手形 

+掌形+顔貌+顔形+顔+耳+耳介+虹彩+アイリス+瞳孔+瞳+網膜 

+眼底+目+声紋+声+署名+サイン+筆跡+ＤＮＡ+細胞)) 

+FT=5B085AE25+FT=5J104KA14 

+(FT=2C005MB01+FT=2C005HA03+FT=2E203DD08 

+FT=2E250DD08 

+FT=3E001DA09+FT= 3E040DA02+FT=3E044DA05 

+FT=5B035BC01 

+FT=5B043AA09+FT= 5B047AA23+FT=5B058KA37 

+FT=5J104KA01 

+XK=R660) 

*(FK=(生体*情報+バイオ*メトリクス+指紋+指+掌紋+掌+手形 

+掌形+顔貌+顔形+顔+耳+耳介+虹彩+アイリス+瞳孔+瞳+網膜 

+眼底+目+声紋+声+署名+サイン+筆跡+ＤＮＡ+細胞)) 

 

・検索式内の各記号は下記に示す。 

IC=国際特許分類、FI=File Index、FT=F ターム、FK=フリーキーワード 

XK=固定キーワード、*=AND、+=OR、?=前方一致 
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1.2.2 生体情報を用いた個人照合関連分野のアクセスツール 

生体情報による個人照合技術について、関連分野のアクセスツールを、表 1.2.2-1 に示

す。 

表 1.2.2-1 生体情報による個人照合関連分野のアクセスツール 

関連分野 関連 FI，IPC 

電子商取引 G07D9/00,461 

G07G1/12 

入退場管理 E05B49/00 

情報アクセス管理 G06F15/00,330 

H04L9/00,671 

個人照合の用途 

その他用途 G09C1/00,640 

G09C1/00,660 

特徴パターン入力 G06F15/64H 

G06K9/00 

G06T1/00,340 

G06T1/00,400 

特徴分析 G06F15/70,330? 

G06F15/70,450? 

G10L? 

G06T7/00,200 

G06T7/00,250 

G06T7/00,300 

G06T7/00,350 

個人照合の要素技術 

識別・照合 G06F15/21,340B 

G06F15/62,450 

G06F15/62,460 

G06F15/62,465? 

G10L? 

G06T7/00,500 

G06T7/00,510 

G06T7/00,530 

G06T7/00,570 
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1.2 節のアクセスツールで検索抽出された個人照合関係特許は、1991 年以降 2001 年 9

月頃までに 3,380 件が公開された。これらの中で「生体情報を用いた個人照合」に関する

ものは 2,155 件であった。 

ここでは、「生体情報を用いた個人照合」特許を下記表 1.3-1 に示す技術要素に分類し、

技術開発活動の状況を眺めていく。 

 

表 1.3-1 生体情報を用いた個人照合の技術分類体系と出願件数 

技術テーマ 分類 技術要素 内容 
出願特許

件数 
指紋照合システ
ム・応用 

指紋を用いた個人照合の応用
技術 

302 

指紋入力 指紋入力技術 413 指紋照合 

指紋照合 指紋識別・照合技術 372 

虹彩照合 
虹彩を用いた個人照合技術 

135 

顔形照合 
顔形や顔貌を用いた個人照合
技術 

172 

バイオメトリクスⅠ
（身体的固有情報） 

その他生体情報（掌紋、
耳介、網膜、ＤＮＡほ
か）照合 

上記以外の生体情報による個
人照合技術 92 

声紋照合 声紋識別による個人照合技術 93 
バイオメトリクスⅡ
（知的固有情報） 

署名照合 
署名の筆跡識別による個人照
合技術 

149 

複合 複合照合 
生体情報を含む複数の識別技
術を組み合わせた個人照合技
術 

144 

生体情報を
用いた個人
照合 

バイオメトリクス一
般 

生体一般照合 
生体情報を特定はしないが、
生体情報を用いて個人照合を
行うシステム技術 

283 

(1991 年１月～2001 年９月に公開の出願) 

表 1.3-1 によれば、分類別で、身体的固有情報であるバイオメトリクスⅠに属する出

願件数が 1,486 件、知的固有情報であるバイオメトリクスⅡに属するものが 242 件、複合

144 件、生体一般のものが 283 件であった。技術要素別では、指紋を用いた個人照合特許

が最も多く、全体の半分を占めることが分かる。指紋以外の生体情報を利用するものは、

100 件前後で年当たりにすると数件～10 数件の出願規模である。なお表に件数は示してい

ないが、その他生体の内掌形は 40 件弱、網膜は 20 件程度、耳介、DNA は２件の出願で

あった。 

指紋照合は、「指紋照合システム・応用」、「指紋入力」及び「指紋照合」に大きく分け

ることができ、出願件数が概略３等分される。 

 

1.3 技術開発活動の状況 
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図 1.3-1 に生体情報を用いた個人照合全体及び指紋照合特許出願件数の年次推移を示

す。1991 年頃にピークが現れ、90 年代半ばに若干落ち込むが、その後かなりの勢いで増

加しており、この技術領域の開発力は増強されてきている。特に指紋以外の生体情報を用

いる開発が盛んになってきている。 

 

図 1.3-1 生体情報を用いた個人照合特許出願年次推移 

次に図 1.3-2 に生体情報を用いた個人照合特許のポートフォリオを示す。この図は各

技術要素の特許出願件数シェアを横軸に、それぞれの調査全期間件数に対する 1998 年以

降件数の比を「10 年／３年」倍した値を伸び率として縦軸に、さらにそれぞれの件数規

模をバブルの面積に対応させて描いたものである。 

 この図によれば、「指紋」は開発の安定期、「生体一般」、「虹彩」、「複合」、「顔貌」が成

長期にあり、「声紋」「署名」や掌形、網膜などの「その他生体」は開発逡巡期にあるとい

える。 

図 1.3-2 生体情報を用いた個人照合特許ポートフォリオ 

(1991 年１月～2001 年９月に公開の出願) 

次頁以降、技術要素ごとに出願人すなわち企業の情報を加えて、技術開発活動の状況

を見ていく。 
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1.3.1 生体情報を用いた個人照合 

表 1.3.1-1 と図 1.3.1-1 は、生体情報を用いた個人照合の出願件数と出願人数との関

連をみたものである。これらの図に示されるように、技術開発は 1995 年以降急速に進展

していることが分かる。また、表 1.3.1-2 は、主要出願人上位 20 位以上の出願件数推移

を示したもので、東芝、沖電気工業、三菱電機などの電気通信企業の出願が多い。 

 

表 1.3.1-1 生体情報を用いた個人照合の出願件数と出願人数 

出願年 91 92 93 94 95 96 97 98 99 計 
出願件数 132 153 120 96 130 247 278 335 419 1,910
出願人数 42 49 47 56 57 82 82 114 118 647

 

図 1.3.1-1 生体情報を用いた個人照合の出願件数と出願人数 

表 1.3.1-2 生体情報を用いた個人照合の主要出願人出願件数推移 

NO 出願人/出願年 90 以前 91 92 93 94 95 96 97 98 99 00 総計 

1 東芝 32 14 9 15 6 8 14 30 22 23  173 

2 沖電気工業 3 2 2 1 1 10 35 30 34 35 7 160 

3 富士通 35 31 34 8 2   5 4 5 11 1 136 

4 三菱電機 14 9 7 4 10 12 8 11 28 30 1 134 

5 日本電気 10 10 4 7 6 8 16 28 15 27 1 132 

6 ソニー    1     3 22 18 19 25 2 90 

7 日立製作所 4 3 4 5 1 6 7 5 13 17 2 67 

8 日本電信電話 4 2 2 1 8 10 5 5 11 14 2 64 

9 松下電器産業 4 4 3 7   2 7 3 13 16 3 62 

10 オムロン 13 4 3 3       8 8 14  53 

11 富士通電装 1   7 2 7 9 8 8 4 3  49 

12 シャープ 10 12 4 10 2   1 2 1 5 1 48 

13 キヤノン 1   4     4 5 4 7 10  35 

14 松村ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ     21 9 2            32 

15 山武       5 1 1 9 9 2 1 1 29 

16 浜松ホトニクス   2 3 4 1 3 5 4 3 3  28 

17 デンソー 6 5 3 1 3 1 3 2 1 2  27 

18 カシオ計算機       1   1 1 11 4 8  26 

19 日本電気ｾｷﾕﾘﾃｨｼｽﾃﾑ 22 4                  26 

20 NTT データ 2 1 1   2   4   8 4  22 
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1.3.2 指紋照合システムと応用技術 

表 1.3.2-1 と図 1.3.2-1 は、指紋照合システムと応用技術の出願件数と出願人数との

関連をみたものである。これらの図から、技術開発は 1994 年から最近まで活発に行われ

ている状況がうかがえる。特に 97～98 年に出願人が急激に増えているのが特徴的である。

また、表 1.3.2-2 は、主要出願人上位 20 位以上の出願件数推移を示したもので、上位３

社に加えてソニーの最近の出願が多い。 

表 1.3.2-1 指紋照合システムと応用技術の出願件数と出願人数 

出願年 91 92 93 94 95 96 97 98 99 計 
出願件数 18 21 8 8 15 27 46 47 86 276
出願人数 8 13 7 8 11 18 27 38 45 175

 

図 1.3.2-1 指紋照合システムと応用技術の出願件数と出願人数 

表 1.3.2-2 指紋システムと応用技術の主要出願人出願件数推移 

NO 出願人/出願年 90 以前 91 92 93 94 95 96 97 98 99 00 総計 

1 東芝 4 5 1 3   2 1 9 1 2   28 

2 日本電気 2 4 1   1   4 1 3 5   21 

3 三菱電機     1 1 1 1 1 2 2 10   19 

4 ソニー             1 3 3 7   14 

5 日立製作所   2       2     3 2 1 10 

6 松村ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ     8                 8 

7 カシオ計算機               4 1 2   7 

8 キヤノン     1           1 4   6 

9 ミノルタカメラ       1         1 4   6 

10 日本電信電話 1         2   2   1   6 

11 サンデン             3 2       5 

12 松下電工 1               1 3   5 

13 日本電気ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ 2 2 1                 5 

14 オムロン     1 1       1   2   5 

15 NTT データ 1           3     1   5 

16 シャープ     2           1 1   4 

17 トーキン               1 1 2   4 

18 三菱電機ﾋﾞﾙﾃｸﾉｻｰﾋﾞｽ                 2 2   4 

19 富士通 1 2   1               4 

20 富士通電装             1 1 1 1   4 
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1.3.3 指紋入力技術 

表 1.3.3-1 と図 1.3.3-1 は、指紋入力技術の出願件数と出願人数との関連をみたもの

である。これらの図から、技術開発は 1994 年から最近まで活発に行われ、特に 97～98 年

に出願人が急激に増えているのが、前述のシステムと応用技術の状況と同じである。また、

表 1.3.3-2 は、主要出願人上位 22 位以上の出願件数推移を示したもので、95 年以降ソ

ニー、三菱電機の出願が多い。 

 

表 1.3.3-1 指紋入力技術の出願件数と出願人数 

出願年 91 92 93 94 95 96 97 98 99 計 
出願件数 28 32 26 21 26 33 60 57 70 353
出願人数 13 12 13 15 14 19 19 26 28 159

 

図 1.3.3-1 指紋入力技術の出願件数と出願人数 

表 1.3.3-2 指紋入力技術の主要出願人出願件数推移 

NO 出願人/出願年 90 以前 91 92 93 94 95 96 97 98 99 00 総計 

1 東芝 17 6 1 7 1 2 2 9 3 3   51 

2 富士通 16 4 12 2 1       1 2   38 

3 ソニー           3 2 7 10 10   32 

4 三菱電機 4   1   1 4 1 3 6 11   31 

5 日本電気   2 1 1 2 2 2 15 3 3   31 

6 シャープ 7 5   5       1   4   22 

7 日本電信電話         3 5     5 4   17 

8 浜松ホトニクス     2 3     4 2 1 1   13 

9 松村ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ     8 1 2             11 

10 カシオ計算機               4 3 2   9 

11 山武       1     1 4   1 1 8 

12 デンソー 1 2 2 1 2             8 

13 ｴｽ ﾃｨ ﾏｲｸﾛｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ(米国)               2 5     7 

14 鷹山 1 1   5               7 

15 中央発条     1   1   3   2     7 

16 東芝ｲﾝﾃﾘｼﾞｴﾝﾄﾃｸﾉﾛｼﾞ 7                     7 

17 富士通電装 1     1 1   3 1       7 

18 オムロン 2               1 4   7 

19 日立ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ           1 2   2 1   6 

20 スガッネ工業           2   3       5 

21 東京電気                   5   5 

22 日本電気ｾｷﾕﾘﾃｨｼｽﾃﾑ 5                     5 
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1.3.4 指紋照合技術 

表 1.3.4-1 と図 1.3.4-1 は、指紋照合技術の出願件数と出願人数との関連をみたもの

である。これらの図から、技術開発は 1996 年以降出願人が増加しているのが特徴である。

また、表 1.3.4-2 は、主要出願人上位 25 位以上の出願件数推移を示したものである。 

 

表 1.3.4-1 指紋照合技術の出願件数と出願人数 

出願年 91 92 93 94 95 96 97 98 99 計 
出願件数 41 39 30 20 18 41 39 41 38 307
出願人数 11 12 12 10 13 16 20 23 24 141

 

図 1.3.4-1 指紋照合技術の出願件数と出願人数 

表 1.3.4-2 指紋照合技術の主要出願人出願件数推移 
NO 出願人/出願年 90 以前 91 92 93 94 95 96 97 98 99 00 総計 

1 富士通 18 25 19 5     1 2   2   72 

2 三菱電機 1   1 1 6 3 3 3 11 4 1 34 

3 日本電気 1 2   3 2 2 6 6 3 5   30 

4 ソニー             16 5 2 1   24 

5 富士通電装     6 1 5 3 3 4 1 1   24 

6 東芝 7 1 1 3   1 2 3 4 1   23 

7 日本電気ｾｷﾕﾘﾃｨｼｽﾃﾑ 13 4                   17 

8 山武       4 1 1 3 3 1     13 

9 シャープ 3 4 1 3 1             12 

10 オムロン 7               1 3   11 

11 松村ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ     5 4               9 

12 鷹山 1 4   3               8 

13 日本電気ｿﾌﾄｳｴｱ     1 3   1   1 1     7 

14 浜松ホトニクス     1 1   1 1   1 2   7 

15 デンソー 4 2                   6 

16 日本電信電話 1       1 1     1 1   5 

17 東芝ｲﾝﾃﾘｼﾞｴﾝﾄﾃｸﾉﾛｼﾞ 4                     4 

18 日立製作所               2   1 1 4 

19 カシオ計算機       1           2   3 

20 グローリー工業               1 1 1   3 

21 トーキン               1 1 1   3 

22 沖電気工業 1 1         1         3 

23 三菱電機ﾋﾞﾙﾃｸﾉｻｰﾋﾞｽ           1 1   1     3 

24 松下電器産業 2                 1   3 

25 大日本印刷                 3     3 
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1.3.5 虹彩照合技術 

表 1.3.5-1 と図 1.3.5-1 は、虹彩照合技術の出願件数と出願人数との関連をみたもの

である。これらの図から、技術開発は 1991 年から最近まで活発な状況がうかがえる。ま

た、表 1.3.5-2 は、主要出願人上位 22 位以上の出願件数推移を示したもので、沖電気工

業の出願が多い。 

表 1.3.5-1 虹彩照合技術の出願件数と出願人数 

出願年 91 92 93 94 95 96 97 98 99 計 
出願件数 0 1 0 1 7 30 24 34 36 133
出願人数 0 1 0 1 1 4 3 9 8 27

 

図 1.3.5-1 虹彩照合技術の出願件数と出願人数 

表 1.3.5-2 虹彩照合技術の主要出願人出願件数推移 
NO 出願人/出願年 90 以前 91 92 93 94 95 96 97 98 99 00 総計 
1 沖電気工業           7 25 22 22 24 2 102 
2 松下電器産業                 5 7   12 
3 エヌ シー アール(米国)               1 2     3 
4 ﾌﾞﾘﾃｨｯｼｭ ﾃﾚｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｽﾞ(ｲｷﾞﾘｽ)             3         3 
5 ソニー                 1 1   2 
6 アイリスキャン(米国)     1                 1 
7 アイリテック                   1   1 
8 アルゼ               1       1 
9 エルジー電子(韓国)                   1   1 
10 キヤノン             1         1 
11 コニカ                   1   1 
12 サーノフ（米国）         1             1 
13 スカイコム                     1 1 
14 セコム             1         1 
15 ﾃﾞｨｽﾞﾆー ｴﾝﾀーﾌﾟﾗｲｾﾞｽﾞ（米国）                   1   1 
16 ﾒﾃﾞｨｱ ﾃｸﾉﾛｼﾞｰ                 1     1 
17 沖情報システムズ                   1   1 
18 財務省印刷局長                 1     1 
19 三菱電機ﾋﾞﾙﾃｸﾉｻｰﾋﾞｽ                 1     1 
20 大蔵省印刷局長                 1     1 
21 保安電子通信技術協会                 1     1 
22 本田技研工業                 1     1 
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1.3.6 顔貌照合技術 

表 1.3.6-1 と図 1.3.6-1 は、顔貌照合技術の出願件数と出願人数との関連をみたもの

である。これらの図から、技術開発は 1995 年以降活発であり、まだ成長期の状態にある

ことが分かる。また、表 1.3.6-2 は、主要出願人上位 26 位以上の出願件数推移を示した

もので、いずれも最近出願を伸ばしているのが特徴である。 

表 1.3.6-1 顔貌照合技術の出願件数と出願人数 

出願年 91 92 93 94 95 96 97 98 99 計 
出願件数 11 18 7 7 14 15 18 31 39 160
出願人数 8 13 6 6 11 13 11 16 23 107

 

図 1.3.6-1 顔貌照合技術の出願件数と出願人数 

表 1.3.6-2 顔貌照合技術の主要出願人出願件数推移 

NO 出願人/出願年 90 以前 91 92 93 94 95 96 97 98 99 00 総計 

1 東芝     1 1 1 1 2 2 5 5   18 

2 松下電器産業   1 3 2     2   4 3   15 

3 日本電信電話   2 2   2 2 1 2   1   12 

4 オムロン 1             6 1 2   10 

5 日本ビクター               1 6 1 1 9 

6 日本電気 1   1     2 1     3   8 

7 沖電気工業 2           1   1 2   6 

8 日立製作所     2     1       2   5 

9 コニカ     2           1 1   4 

10 NTT データ 1               2     3 

11 キヤノン                 3     3 

12 ﾜｲｽﾞｺｰﾎﾟﾚｰｼﾖﾝ                   3   3 

13 三菱電機   1             1 1   3 

14 東京電気           2     1     3 

15 富士通               1   2   3 

16 エクシング             1 1       2 

17 シャープ   2                   2 

18 ソニー     1         1       2 

19 ブラザー工業             1 1       2 

20 メガチップス                   2   2 

21 ﾙｰｾﾝﾄ ﾃｸﾉﾛｼﾞｰｽﾞ(米国)           1 1         2 

22 ワイムアップ                   2   2 

23 三洋電機                   2   2 

24 凸版印刷         1       1     2 

25 浜松ホトニクス   2                   2 

26 富士通ゼネラル 1   1                 2 
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1.3.7 その他生体照合技術 

表 1.3.7-1 と図 1.3.7-1 は、その他生体照合技術の出願件数と出願人数との関連をみ

たものである。これらの図から、技術開発は、一時期活発化したものの、最近は停滞傾向

にある。また、表 1.3.7-2 は、主要出願人上位 11 位以上の出願件数推移を示したもので、

個人の出願がトップを占めている。 

 

表 1.3.7-1 その他生体照合技術の出願件数と出願人数 

出願年 91 92 93 94 95 96 97 98 99 計 
出願件数 2 2 11 10 7 23 14 9 5 83
出願人数 2 2 9 10 4 10 10 8 4 59

 

図 1.3.7-1 その他生体照合技術の出願件数と出願人数 

表 1.3.7-2 その他生体照合技術の主要出願人出願件数推移 

NO 出願人/出願年 90 以前 91 92 93 94 95 96 97 98 99 00 総計 

1 岩本秀治、岡田勝彦             10 1       11 

2 東芝 2 1   1     3 3       10 

3 富士通電装         1 4 1 1 1     8 

4 松下電器産業       1     4 1       6 

5 日本電気       2 1 1   1 1     6 

6 日立製作所           1     1 2   4 

7 キヤノン     1       1 1       3 

8 日立ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ               3       3 

9 富士ゼロックス                 2 1   3 

10 シャープ       1             1 2 

11 旭光学工業       2               2 
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1.3.8 声紋照合技術 

表 1.3.8-1 と図 1.3.8-1 は、声紋照合技術の出願件数と出願人数との関連をみたもの

である。これらの図から、技術開発は 1993～97 年まで活発に進められ、最近はやや停滞

気味である。また、表 1.3.8-2 は、主要出願人上位 20 位以上の出願件数推移を示したも

のである。 

表 1.3.8-1 声紋照合技術の出願件数と出願人数 

出願年 91 92 93 94 95 96 97 98 99 計 
出願件数 8 9 3 6 5 14 15 11 12 83
出願人数 7 8 3 5 5 8 14 9 10 69

 

図 1.3.8-1 声紋照合技術の出願件数と出願人数 

表 1.3.8-2 声紋照合技術の主要出願人出願件数推移 

NO 出願人/出願年 90 以前 91 92 93 94 95 96 97 98 99 00 総計 

1 日本電気 3   1       2 2 1 2   11 

2 日本電信電話       1     1 1 2 1   6 

3 日立製作所   1   1     3   1     6 

4 富士通     1       4 1       6 

5 NTT データ         2       2     4 

6 沖電気工業   1 1     1 1         4 

7 三菱電機   1           1   2   4 

8 東芝     2       1 1       4 

9 アニモ             3         3 

10 ｴｲ ﾃｨ ｱﾝﾄﾞ ﾃｨ(米国)     1 1 1             3 

11 積水化学工業 2 1                   3 

12 日本電気ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ 1 2                   3 

13 日本電気データ機器 3                     3 

14 オムロン 1   1             1   3 

15 
ｴｲ ﾃｨ ｱｰﾙ 
音声翻訳通信研究所         1     1       2 

16 カシオ計算機               1   1   2 

17 ディーディーアイ               1 1     2 

18 リコー 1         1           2 

19 松下電器産業               1 1     2 

20 日立画像情報システム             1   1     2 
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1.3.9 署名照合技術 

表 1.3.9-1 と図 1.3.9-1 は、署名照合技術の出願件数と出願人数との関連をみたもの

である。これらの図から、技術開発は 1995 年以降 98 年まで活発であったが、最近かげり

が見える状況にある。また、表 1.3.9-2 は、主要出願人上位 23 位以上の出願件数推移を

示したもので、出願件数で目立つ企業がないのが特徴である。 

 

表 1.3.9-1 署名照合技術の出願件数と出願人数 

出願年 91 92 93 94 95 96 97 98 99 計 
出願件数 11 9 13 8 11 23 22 22 15 134
出願人数 7 8 10 7 9 15 15 20 11 102

 

図 1.3.9-1 署名照合技術の出願件数と出願人数 

表 1.3.9-2 署名照合技術の主要出願人出願件数推移 

NO 出願人/出願年 90 以前 91 92 93 94 95 96 97 98 99 00 総計 

1 日本サイバーサイン             4 6 1 1 1 13 

2 キヤノン 1   2       1 3 1 3   11 

3 東芝         2   3   2 2   9 

4 オムロン 1 4 1 2               8 

5 日本電信電話 1       1   3   1 1   7 

6 沖電気工業     1 1 1     1 1 1   6 

7 三菱電機           3 1 1 1     6 

8 日本電気 1 2   1       1 1     6 

9 デンソー         1   3 2       6 

10 日立製作所 1   1 2           2   6 

11 リコー         1     1 1   1 4 

12 松下電器産業   1   2         1     4 

13 エヌ シー アール(米国)   1       1 1         3 

14 カシオ計算機           1 1 1       3 
15 三井ハイテック               1 1 1   3 

16 大日本印刷               1 2     3 

17 ＩＢＭ(米国) 1           1         2 

18 パイロット万年筆             1   1     2 

19 東邦ﾋﾞｼﾞﾈｽ管理ｾﾝﾀー           1     1     2 

20 日立マクセル               2       2 

21 富士ゼロックス             2         2 

22 富士通     1           1     2 
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1.3.10 複合照合技術 

表 1.3.10-1 と図 1.3.10-1 は、複合照合技術の出願件数と出願人数との関連をみたも

のである。これらの図から、1991 年以降最近まで、技術開発が順調に進められているこ

とが分かる。また、表 1.3.10-2 は、主要出願人上位 18 位以上の出願件数推移を示したも

ので、最近日立製作所、三菱電機に加え、ソニー、松下電器産業の出願が多い。 

表 1.3.10-1 複合照合技術の出願件数と出願人数 

出願年 91 92 93 94 95 96 97 98 99 計 
出願件数 2 9 8 7 17 16 11 28 32 130
出願人数 2 7 7 7 16 12 11 19 24 105

 

図 1.3.10-1 複合照合技術の出願件数と出願人数 

表 1.3.10-2 複合照合技術の主要出願人出願件数推移 

NO 出願人/出願年 90 以前 91 92 93 94 95 96 97 98 99 00 総計 

1 日立製作所 3   1 2   1 3 1 2 3   16 

2 三菱電機 3 1 2     1 1   3 1   12 

3 ソニー             2   3 2 1 8 

4 松下電器産業 1         1   1 1 3   7 

5 日本電気 2         1   1   3   7 

6 沖電気工業             2 1 2 1   6 

7 東芝     2     1   1 1 1   6 

8 NTT データ             1   3 1   5 

9 キヤノン           1 1   1     3 

10 富士通電装           2   1       3 

11 イース                   2   2 

12 ｴｲ ﾃｨ ｱﾝﾄﾞ ﾃｨ(米国)       1   1           2 

13 ソリトンシステムズ                 2     2 

14 ヘルスフアーム               1 1     2 

15 日本電信電話         1         1   2 

16 日立ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ     1       1         2 

17 富士通                 1 1   2 

18 オムロン                 1 1   2 
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1.3.11 生体一般照合技術 

表 1.3.11-1 と図 1.3.11-1 は、生体一般照合技術の出願件数と出願人数との関連をみ

たものである。これらの図から、技術開発は 1994 年以降活発に開発が進められ、成長期

にあることが分かる。また、表 1.3.11-2 は、主要出願人上位 22 位以上の出願件数推移を

示したもので、96 年以降沖電気工業の出願が多い。 

 

表 1.3.11-1 生体一般照合技術の出願件数と出願人数 

出願年 91 92 93 94 95 96 97 98 99 計 
出願件数 11 13 14 8 10 25 29 55 86 251
出願人数 6 9 11 6 9 19 19 24 45 148

 

図 1.3.11-1 生体一般照合技術の出願件数と出願人数 

表 1.3.11-2 生体一般照合技術の主要出願人出願件数推移 

NO 出願人/出願年 90 以前 91 92 93 94 95 96 97 98 99 00 総計 

1 沖電気工業             5 6 8 7 5 31 

2 三菱電機 5 6 2 2 2   1 1 4 1   24 

3 東芝 2 1 1   2 1   2 6 9   24 

4 日立製作所           1 1 2 6 5   15 

5 日本電気             1 1 3 6 1 12 

6 松下電器産業 1     1   1 1     2 2 8 

7 日本電信電話                 2 4 2 8 

8 富士通     1           2 4 1 8 

9 イース                   6   6 

10 東陶機器     4           2     6 

11 オムロン 1               4 1   6 

12 ＩＢＭ(米国)       1       1 2 1   5 

13 キヤノン           1 1   1 2   5 

14 ソニー             1     3 1 5 

15 浜松ホトニクス         1 2   2       5 

16 シャープ   1 1       1 1       4 

17 山武             3 1       4 

18 NTT データ                 1 2   3 

19 コニカ                   2 1 3 

20 セコム         1       1 1   3 

21 松村ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ       3               3 

22 翼システム             1 2       3 
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 ここでは、技術要素ごとに技術開発の課題と解決手段を体系化し、各企業が課題に対

する解決手段に何件の特許出願を行ったかを分析した。また、実用化の進んでいる指紋照

合などの技術要素については、用途との関係も分析した。 

課題については、表1.4-1に示す内容に体系化し、一方解決手段は、技術要素ごとにか

なり特徴が異なるので、技術要素ごとに分類体系化を行った。 

生体情報を用いた個人照合特許について、技術課題から見た出願件数分布を図1.4-1に

示す。セキュリティ向上を課題とするものが最も多く、操作・利便性、経済性と続く。 

なお、本節の分析調査においては、登録案件を含む係属中の特許のみを対象としている。

また共同出願特許については、出願人ごとに１件としてカウントしている。したがって、

表中の総合件数は出願件数と若干異なる。 

 

表1.4-1 生体情報による個人照合技術課題  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

特許全体の半数を占める指紋照合に関係する特許については、「指紋照合システム・応

用」、「指紋入力」及び「指紋照合」の３つの技術要素に大別し、それぞれについて分析

した。 

 

 

 

 

セキュリティ向上 不正防止 

確実性向上 

照合精度向上 

信頼性向上など 

操作・利便性 操作性 

利便性 

迅速性（処理速度） 

携帯性 

自動化 

受容性など 

経済性 低コスト化 

運営効率向上 

小形化 

省電力など 

セキュリ
ティ向上

55%

経済性
8%

操作・利
便性
37%

図 1.4-1 生体情報を用いた個人照合 

特許の技術課題分布 

1.4 技術開発の課題と解決手段 

(1991 年１月～2001 年９月に公開の出願) 
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指紋照合の３つの技術要素の特許出願件数比率を図1.4-2に示す。「指紋入力」に属す

るものが最も多いが、ほかの２つの技術要素との顕著な差は無く、それぞれの技術がバラ

ンス良く開発されているものと考えられる。 

 

図1.4-2 指紋照合技術要素の出願件数比率 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図1.4-3は指紋照合関連の３つの技術要素についての特許出願件数推移を示している。

照合技術については多少の波はあるが過去10年間開発が継続していることがうかがわれる。

一方、入力技術とシステム・応用技術は、1996年頃から出願が急増している。特にシステ

ム・応用技術に関する出願は、99年には前年の倍になっている。 

 

図1.4-3 指紋照合技術要素の出願件数推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

システム・
応用技術

28%

指紋入力技術
38%

指紋照合技術
34%

89
90

91
92

93
94

95
96

97
98

99

指紋照合技術

指紋入力技術

システム・応用技術

0

20

40

60

80

100

出
願
件
数

出願年

(1991 年１月～2001 年９月に公開の出願) 



 

 37

生体情報による個人照合特許における解決手段は、生体情報の「入力技術」、入力され

た情報から特徴を抽出し、登録、辞書作成、分析処理、識別処理、照合判定を行う「照合

技術」、さらに表示、暗号化、信号伝送などの「周辺技術」と「システム化・応用技術」

の４つに大きく分けることができる。図1.4-4に技術要素ごとの解決手段の出願件数比率

を示した。ここでは周辺技術とシステム化・応用技術をその他手段にひとまとめにして示

している。指紋と虹彩において入力技術の比重が大きく、その他の技術要素では入力技術

の割合が少ないのが特徴である。 

 

図1.4-4 技術要素ごとの解決手段の出願件数比率 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1991年１月～2001年９月に公開の出願) 

 

図1.4-5に技術要素ごとの課題の出願件数比率を示す。すべての技術要素でセキュリ

ティ向上を課題とするものが大半を占めている。「声紋」「虹彩」「指紋」では経済性を

課題としたものが10％程度あり、実用化が進んでいることを裏付けている。 

 

図1.4-5 技術要素ごと出願件数の課題比率 
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1.4.1 指紋照合システムと応用技術 

 指紋は他の生体情報に先んじて実用化されたきた照合技術であるだけに、いろいろな用

途向けにシステム化あるいは応用する技術開発が活発に行われてきた。ここでは指紋照合

システム・応用の特許出願状況について、主として用途と解決手段の対応について分析し、

その結果を表1.4.1-1に示す。 

表1.4.1-1 指紋照合システムと応用技術の用途と解決手段対応表（1/2） 
指紋照合システム技術  指紋照合応用技術   解決手段  

 
用途  

構 成 技 術 
(総件数） 

照合方法 
(総件数) 

暗号化 
(総件数） 

機器制御 
(総件数） 

情報制御 
(総件数） 

情報アクセス
管理 

東芝     4件 
日本電気   3件 
ソニー    2件 
三菱電機   2件 
カシオ計算機 2件 
立石電機   1件 
NECソフト   1件 
静岡日本電気 1件 
日本電気移動通信 
       1件 
山武     1件 
スガツネ工業 1件 
日本電信電話 1件 
翼システム  1件 
沖電気工業  1件 
ＩＢＭ(米国) 1件 
松下通信工業 1件 
東京電気   1件 
ｺﾝﾊﾟｯｸｺﾝﾋﾟｭｰﾀ 
(米国)    1件 
太極     1件 
富士通    1件 
郵政大臣   1件 
ﾄｰﾀﾙﾃｸﾉﾛｼﾞ  1件 
松下電工   1件 
シロキ工業  1件 

(31件) 

日立製作所  1件 
東芝     1件 
三菱電機   1件 
日本電気   1件 
公共情報ｼｽﾃﾑ 1件 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

(5件) 

日本電気 1件 
三菱商事 1件 
川崎製鉄 1件 
ﾌﾞﾗｻﾞｰ工業ｴｸｼ
ﾝｸﾞ    1件 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

(4件) 

日立製作所   1件 
日立旭ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ 1件 
東芝      1件 
大日本印刷   1件 
戸田泉     1件 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

(4件) 

キヤノン      2件 
ソニー        1件 
シャープ        1件 
日本電気       1件 
デナロ        1件 
カシオ計算機     1件 
ＮＣＲ(米国)     1件 
松下電器産業     1件 
ｾｲｺｰ電子工業     1件 
ｵﾘﾝﾊﾟｽ光学工業    1件 
東京電気       1件 
翼システム      1件 
甲府日本電気     1件 
中央発条       1件 
美和ロック      1件 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(15件) 
入退場管理 郵政大臣   2件 

松下通信工業 2件 
東芝     2件 
立石電機   1件 
日本電気   1件 
三洋電機   1件 
東芝ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾒﾃﾞｨｱｴﾝ
ｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ   1件 
トーキン   1件 
日立製作所  1件 
昭和ロック  1件 
中風馨    1件 
今井実郎   1件 
大城勇    1件 

 
(12件) 

三菱電機   3件 
三菱電機ﾋﾞﾙﾃｸﾉ 
ｻｰﾋﾞｽ     2件 
松下電工   1件 
三菱電機   1件 
ソニー    1件 
富士通電装  1件 
浜松ﾎﾄﾆｸｽ   1件 
 
 
 
 

 
 
 

(9件) 

ソニー   2件 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(2件) 

三菱電機    3件 
アイホン    2件 
金剛      1件 
東芝      1件 
日立製作所   1件 
富士通電装   1件 
松下電工    1件 
楢崎産業    1件 
大日本印刷   1件 
セコム     1件 
トーキン    1件 
デナロ     1件 
ダイフク    1件 
日本ﾄﾞﾗｲｹﾐｶﾙ  1件 
那珂ｲﾝｽﾂﾙﾒﾝﾄ  1件 

(18件) 

テクノバンク     1件 
富田悟        1件 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

(1件) 
電子商取引 富士通    1件 

NTTデータ   1件 
エニックス  1件 
ソフィヤ   1件 
日本LSIｶｰﾄﾞ  1件 
太極     1件 
ﾈﾙﾄﾞﾝ ﾋﾞｰ ｼﾞｮﾝｿﾝ 
       1件 
小林高    1件 

(8件) 

日立製作所  1件 
NTTデータ   1件 
サンワ    1件 
大日本印刷  1件 
沖縄日本電気ｿﾌﾄｳｴ
ｱ       1件 
ｾﾝﾄﾗﾙﾘｻｰﾁLAB 
(米国)    1件 
 

(5件) 

日本電信電話 
     1件 
九州日本電気ｿ
ﾌﾄｳｴｱ   1件 
 
 
 
 
 

(2件) 

サンデン    4件 
 
 
 
 
 
 

 
 

(4件) 

ｾｲｺｰ電子工業     2件 
日本電気       1件 
シャープ       1件 
NTTデータ       1件 
サンデン       1件 
イシダ        1件 
スガツネ工業     1件 
 
 

(8件) 
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表 1.4.1-1 指紋照合システムと応用技術の用途と解決手段対応表（2/2） 
指紋照合システム技術 指紋照合応用技術  解決手段 

用途 構 成 技 術 照合方法 暗号化 機器制御 情報制御 
認証システム 日立製作所  2件 

ソニー    2件 
神鋼電機   2件 
日立ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ2件 
中部科学技術ｾﾝﾀｰ 
       2件 
中部電力   2件 
日本電装   2件 
東海理化電機製作
所      2件 
トヨタ自動車 2件 
日本空圧ｼｽﾃﾑ 1件 
誉商事    1件 
谷電機工業  1件 
日本信号   1件 
富士通高見沢ｺﾝﾎﾟｰ
ﾈﾝﾄ      1件 
富士通電装  1件 
テクノプラン 1件 
NTTデータ   1件 
三菱電機   1件 
米沢日本電気 1件 
沈 明祥   1件 
萩原省三   1件 
真島良文   1件 
ﾜｼﾝﾄﾝUNIV 
    (米国)1件 

(21件) 

三菱電機   2件 
カシオ計算機 2件 
日立製作所  1件 
日本電信電話 1件 
富士通電装  1件 
立石電機   1件 
ﾐﾉﾙﾀｶﾒﾗ    1件 
NTTﾃﾞｰﾀ通信  1件 
静岡日本電気 1件 
中央発条   1件 
ユウシステム 1件 
トーキン   1件 
ﾏｲﾃｯｸﾃｸﾉﾛｼﾞｰｽﾞ 
(ｶﾅﾀﾞ)    1件 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(15件) 

ソニー  2件 
日本電気 1件 
米沢日本電気 
     1件 
トーキン 1件 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
(5件) 

筒井威雄    1件 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(1件) 

三菱電機        1件 
日本電気        1件 
ソニー         1件 
カシオ計算機      1件 
日本安全保障警備    1件 
ＩＢＭ(米国)      1件 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(6件) 
制御システム 東芝     3件 

三菱電機   1件 
日本電気   1件 

(5件) 

富士通    1件 
山武     1件 
 

(2件) 

 東芝      1件 
三菱電機    1件 
日本電気    1件 

(3件) 

東芝          1件 
日本電気        1件 
 

(2件) 
自動車用途 矢崎総業   2件 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

(2件) 

 
 
 
 
 
 
 

－ 
 
 
 
 
 

(0件) 

 
 
 
 
 
 
 

－ 
 
 
 
 
 

(0件) 

松下電器産業  1件 
アルパイン   1件 
日産自動車   1件 
本田技研工業  1件 
マツダ     1件 
矢崎総業    1件 
タカタ     1件 
日本輸送機   1件 
ｱﾙｶﾃﾙｼﾄ(ﾌﾗﾝｽ) 1件 
ＴＲＷ(米国)  1件 
ﾃﾐｯｸ ﾃﾚﾌﾝｹﾝ ﾏｲｸﾛｴﾚ
ｸﾄﾛﾆｸ(ﾄﾞｲﾂ)  1件 
小野洋二    1件 

(12件) 

 
 
 
 
 
 
 

－ 
 
 
 
 
 

(0件) 
その他用途 日本電信電話 1件 

キヤノン   1件 
ﾐﾉﾙﾀｶﾒﾗ    1件 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

(3件) 

政治広報ｾﾝﾀｰ 1件 
東芝     1件 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

(1件) 

カシオ計算機 
     1件 
ニコン  1件 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(2件) 

三菱電機ﾋﾞﾙﾃｸﾉｻｰﾋﾞ
ｽ       2件 
エース電研   2件 
三菱電機    2件 
松下電工    2件 
東芝      1件 
オムロン    1件 
三洋電機    1件 
松下電工ｷﾔﾉﾝ  1件 
ｵﾘﾝﾊﾟｽ光学工業 1件 
東芝キャリア  1件 
山岸潤一    1件 

 
 
 

(14件) 

ﾐﾉﾙﾀｶﾒﾗ        3件 
日本電気        2件 
ソニー         2件 
東芝          1件 
キヤノン        1件 
ｾｲｺｰｴﾌﾟｿﾝ       1件 
日立ﾋﾞﾙｼｽﾃﾑ      1件 
リコー         1件 
ブラザー工業      1件 
ＩＢＭ(米国)      1件 
ファム         1件 
三井物産ﾌﾟﾗﾝﾄ     1件 
ﾃｸﾉﾒﾃﾞｨｱ        1件 
森田光洋        1件 
友行安夫        1件 

(19件) 

(1991年１月～2001年９月に公開の出願) 
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用途には「情報アクセス管理」、「入退場管理」、「電子商取引」、「認証システム」、

「制御システム」、「自動車用途」が主だったものとして挙げられる（表1.4.1-2、図

1.4.1-1参照）。「その他用途」には印刷機、カメラ、遊戯機、エレベータ、医療システ

ム、投票受付システムなどが含まれている。一方解決手段は「指紋照合システム技術」と

「指紋照合応用技術」の２つの範ちゅうに分けられ、さらに前者は「構成技術」、「照合

方法」、「暗号化」に特徴のあるもの、後者は「機器制御」、「情報制御」に特徴のある

ものに分けることができる。表1.4.1-1によれば、指紋照合システム・応用の用途で最も件数

が多いのは「情報アクセス管理」で「認証システム」「入退場管理」がそれに続く。解決手段で

最も多いのはシステムの「構成技術」に特徴を有するものである。マトリクスのコラムでは、

「情報アクセス管理」用途で「構成技術」を解決手段とするものが31件有り、参入企業も24社

と最も多い。 

 大手電気メーカからの出願がいろいろな領域に見られるが、特定の企業と技術開発の特定領域

を結びつける構図ではなく、前節の表1.3.2-2と合わせて考察すると、多くの企業がいろいろな

領域に参入を続けている構図である。 

 

表1.4.1-2 指紋照合システムと応用技術の用途分類表 

用途分類 内容 用途分類 内容 

電子商取引 

自動取引（ATM) 
自動販売機 
自動発券機 
電子マネーほか 

制御システム 

施設（ネットワーク）運営管
理 
機器制御 
リモコンほか 

入退場管理 

施設入退出管理 
出退勤管理 
電子錠（金庫、保管庫）ほ
か 

自動車 

キーレスエントリ 
車載機器盗難防止ほか 

情報アクセス管
理 

コンピュータネットワーク 
携帯端末 
情報サービスシステムほか 

認証システム 
指紋照合装置（システム） 
指紋認証装置（システム） 
ＩＣ、ＰＣカードほか 

その他用途 

印刷機 
カメラ 
遊戯機 
エレベータ 
医療システム 
投票受付システムほか 

 

図1.4.1-1 指紋照合システムと応用技術出願の用途別比較 
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(1991 年１月～2001 年９月に公開の出願) 
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 次に解決手段の中で群を抜いて多い指紋照合システム技術の中の「構成技術」について、さらに

解決手段を４つに分解し、技術課題との対応を調べたのが表1.4.1-3である。 

 この表から、信頼性向上と操作性簡便性のために指紋入力に工夫を試みた特許が多いことが分か

る。また不正防止のためのカードを利用する技術についても関心が高いと見られる。 

 

表1.4.1-3 指紋照合システム技術「構成技術」における課題と解決手段対応表 
        解決手段  
 
課題  

指紋入力に特徴
あるもの  

信号伝送・表示
に特徴あるもの  

カードを利用す
るもの  

構造に特徴ある
もの  

不正防止  キヤノン   1件 
日本電気移動通信 
       1件 
大城勇    1件 

 
 
 
 

 
 

(3件) 

矢崎総業   2件 
東芝     1件 
神鋼電機   1件 
ﾜｼﾝﾄﾝUNIV(米国) 
       1件 

 
 

 
 
 

(5件) 

東芝     1件 
三菱電機   1件 
日本電気   1件 
日本信号   1件 
谷電機工業  1件 
日本LSIｶｰﾄﾞ  1件 
誉商事    1件 
ﾄｰﾀﾙﾃｸﾉﾛｼﾞ  1件 
小林高    1件 

 
(9件) 

 
 
 
 
 

－ 
 
 
 
 

(0件) 
確実性向上  ソニー    1件 

(1件) 
ソニー    1件 

(1件) 
 太極     1件 

(1件) 

セキュリティ向
上  

信頼性向上  富士通    2件 
東芝     1件 
日本電気   1件 
沖電気工業  1件 
静岡日本電気 1件 
郵政大臣   1件 
松下通信工業 1件 
トーキン   1件 
太極     1件 
シロキ工業  1件 
ＩＢＭ(米国) 1件
中風馨    1件 

(12件) 

東芝     1件 
ﾐﾉﾙﾀｶﾒﾗ    1件 
 
 
 
  
  
 
 
 
 

 
(2件) 

東京電気   1件 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(1件) 

中部科学技術ｾﾝﾀｰ 
       2件 
中部電力   2件 
ソニー    1件 
ＮＴＴデータ 1件 
翼システム  1件 
 
 
 
 
 

 
(5件) 

操作性・簡便性  東芝     2件 
オムロン   2件 
カシオ計算機 1件 
三洋電機   1件 
富士通高見沢ｺﾝﾎﾟｰ
ﾈﾝﾄ      1件 
ﾈﾙﾄﾞﾝ ﾋﾞｰ ｼﾞｮﾝｿﾝ 
(米国)    1件 
 

(8件) 

日立製作所  1件 
東芝     1件 
日本電気   1件 
ソニー    1件 
カシオ計算機 1件 
郵政大臣   1件 
松下通信工業 1件 
米沢日本電気 1件 
萩原省三   1件 

(8件) 

日本電信電話 1件 
ＮＴＴデータ 1件 
ソフィヤ   1件 
沈明祥    1件 
 
 
 
 
 

(4件) 

三菱電機   1件 
日本電気   1件 
郵政大臣   1件 
松下通信工業 1件 
テクノプラン 1件 
昭和ロック  1件 
エニックス  1件 
日本空圧ｼｽﾃﾑ 1件 
      

(7件) 
経済性  三菱電機   2件 

東芝     1件 
山武     1件 
松下電工   1件 
神鋼電機   1件 
ＮＥＣソフト 1件 

(7件) 

スガツネ工業 1件 
 
 
 
 
 

(1件) 

日立製作所  1件 
日本電気   1件 
富士通電装  1件 
       
 
 

(3件) 

日立製作所  1件 
東芝     1件 
日本電信電話 1件 
ｺﾝﾊﾟｯｸ ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ 
(米国)    1件 
 

(4件) 

(1991年１月～2001年９月に公開の出願) 

ATT：エイ ティ アンド ティ 

IBM：インターナショナル ビジネス マシーンズ 

NCR：エヌ シー アール 

TRW：ティー アール ダブリュー 
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1.4.2 指紋入力技術 

表1.4.2-1に指紋入力技術の課題と解決手段の対応表を示す。この表から、セキュリ

ティ向上、操作・利便性を課題とする出願が多いことが分かる。主だった課題解決手段と

しては、光学系、センサ素子および入力信号処理によるものが挙げられる。 

 

表1.4.2-1 指紋入力特許の課題と解決手段対応表(1/2) 
解決手段 

 
課題 

センサ素子 光学系 入力信号処理 制御系 機械的構成 

経済性 ソニー    2件 
東芝     2件 
日本電気   2件 
カシオ計算機 2件 
富士電機   2件 
戸田 耕司  1件 
ＴＲＷ(米国) 1件 
ハリス(米国) 1件 

(13件) 

ソニー    1件 
三菱電機   1件 
カシオ計算機 1件 
スガツネ工業 1件 
富士通    1件 
シャープ   1件 
 
 

(6件) 

ソニー    1件 
東芝     1件 
日本電気   1件 
富士通電装  1件 
ｴｽ ﾃｨｰ ﾏｲｸﾛｴﾚｸﾄﾛﾆｸ
ｽ(米国)    1件 
 
 

(5件) 

日本電気   1件 
ソニー    1件 
ｴｽ ﾃｨｰ ﾏｲｸﾛｴﾚｸﾄﾛﾆｸ
ｽ(米国)    1件 
 
 
 
 

(3件) 

日本電信電話 1件 
日立ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ1件 
 
 
 
 
 
 

(2件) 
操作・利便性 スカラ    9件 

東芝     7件 
カシオ計算機 5件 
三菱電機   4件 
ｴｽ ﾃｨｰ ﾏｲｸﾛｴﾚｸﾄﾛﾆｸ
ｽ(米国)    4件 
日本電信電話 3件 
ｾｲｺｰ電子工業 2件 
日本電気   2件 
ジーメンス(ﾄﾞｲﾂ) 
       2件 
日立ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ1件 
アルプス電気 1件 
ﾏｲｸﾛﾈｯﾄ    1件 
富士電機   1件 
グンゼ    1件 
松本 誠   1件 
ﾌﾗﾝｽ ﾃﾚｺﾑ(ﾌﾗﾝｽ) 
       1件 
ｺﾆﾝ ﾌｨﾘｯﾌﾟｽ ｴﾚｸﾄﾛﾆ
ｸｽ(ｵﾗﾝﾀﾞ)   1件 
ハリス(米国) 1件 

 
 
 
 
 
 

(47件) 

日本電信電話 3件 
日本電気   3件 
ソニー    3件 
浜松ﾎﾄﾆｸｽ   3件 
富士通    2件 
三菱電機   2件 
日立ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ 
       1件 

奥野 昌彦  1件 
ｲｰｽﾄﾏﾝ ｺﾀﾞｯｸ 
(米国)    1件 
松村ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ 1件 
ｾｲｺｰ電子工業 1件 
ｾｲｺｰｴﾌﾟｿﾝ   1件 
東芝     1件 
山武     1件 
セコム    1件 
ｿﾆｰｹﾐｶﾙ    1件 
ﾃﾞｼﾞﾀﾙｽﾄﾘｰﾑ  1件 
名古屋ｴｱｿﾞｰﾙ工業 
       1件 

日本電装   1件 
住友電気工業 1件 
シャープ   1件 
松下電器産業 1件 
武藤 俊一  1件 
ｲﾒｰｼﾞ ﾃｸﾉﾛｼﾞｰ 
(米国)    1件 

(34件) 

ソニー    1件 
東芝     2件 
三菱電機   2件 
富士通    1件 
富士通電装  1件 
日本電装   1件 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(8件) 

シャープ   3件 
落合 庸良  1件 
ﾄｯﾊﾟﾝ ﾌｫｰﾑｽﾞ 1件 
東芝     1件 
三菱電機   1件 
富士通    1件 
中央発条   1件 
ｸﾞﾛｰﾘｰ工業  1件 
ｾﾅﾅﾔｹ ﾀﾞﾔ ﾗﾝｼﾞｯﾄ 
       1件 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(11件) 

ソニー    6件 
三菱電機   4件 
日本電気   3件 
静岡日本電気 3件 
富士通    2件 
ｵﾘﾝﾊﾟｽ光学工業1件 
東芝     1件 
日本電信電話 1件 
山武     1件 
アンリツ   1件 
カシオ計算機 1件 
ホーチキ   1件 
日本ﾋﾞｸﾀｰ   1件 
富士通電装  1件 
オムロン   1件 
シャープ   1件 
ｱｲ ﾃｨｰ ﾃｨｰ MFG ｴﾝﾀ
ｰﾌﾟﾗｲｼﾞｽ(米国)1件 
ｴｽ ﾃｨｰ ﾏｲｸﾛｴﾚｸﾄﾛﾆｸ
ｽ(米国)    1件 

 
 
 
 
 
 
 
 

(31件) 
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表 1.4.2-1 指紋入力特許の課題と解決手段対応表(2/2) 
解決手段 

 
課題 

センサ素子 光学系 入力信号処理 制御系 機械的構成 

画質 
三菱電機   1件 
中央発条   1件 
ｶﾛ ﾍﾟﾃﾙ    1件 
シャープ   1件 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(4件) 

浜松ﾎﾄﾆｸｽ   5件 
山武     3件 
日本電気   1件 
ｵﾘﾝﾊﾟｽ光学工業1件 
コニカ    1件 
日本電信電話 1件 
日本電気   1件 
日立製作所  1件 
三菱電機   1件 
旭光学工業  1件 
スガツネ工業 1件 
川鉄ﾃｸﾉﾘｻｰﾁ  1件 
富士写真ﾌｨﾙﾑ 1件 
富士通    1件 
富士電機   1件 
富士通電装  1件 
日本電装   1件 
金星社    1件 
ｱﾚｲﾄ ｱｿｼｴｲﾂ(米国) 
       1件 
富士通    1件 
シャープ   1件 

(27件) 

日立ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ2件 
日本電信電話 2件 
三菱電機   1件 
東京電気   1件 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(6件) 

シロキ工業  1件 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(1件) 

トムソン(ﾌﾗﾝｽ)1件 
浜松ﾎﾄﾆｸｽ   1件 
シャープ   1件 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(3件) 

速度 
大日本印刷  1件 
ﾙｰｾﾝﾄ ﾃｸﾉﾛｼﾞｰｽﾞ 
(米国)    1件 
 
 
 

(2件) 

富士通    1件 
 
 
 
 
 

(1件) 

日立ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ1件 
キヤノン   1件 
東芝     1件 
日本電気   1件 
翼システム  1件 
ﾐﾉﾙﾀｶﾒﾗ    1件 

(6件) 

 
 
 
－ 
 
 

(0件) 

 
 
 

－ 
 
 

(0件) 

信頼
度 

東芝     2件 
東京電気   2件 
NECﾈｸｻｿﾘｭｰｼｮﾝｽﾞ 
       1件 

ソニー    1件 
日本電気   1件 
三菱電機   1件 
富士通電装  1件 
トムソン(ﾌﾗﾝｽ)1件 
 
 
 
 
 

(10件) 

ソニー    3件 
三菱電機ﾋﾞﾙﾃｸﾉｻｰﾋﾞ
ｽ       2件 
浜松ﾎﾄﾆｸｽ   2件 
ﾓｰﾗｰ ｱｲﾃﾞﾝﾃｨﾌｨｶﾃｨｵ
ﾝｽｼﾞｨｽﾃﾑ(ﾄﾞｲﾂ)1件 
富士写真光機 1件 
スガツネ工業 1件 
回線媒体研究所1件 
静岡日本電気 1件 
 
 
 
 

(12件) 

日本電気   3件 
オムロン   3件 
シャープ   2件 
ソニー    2件 
日本電信電話 2件 
中央発条   1件 
エニックス  1件 
ｴﾇｲｰｼｰｿﾌﾄ   1件 
東芝     1件 
三菱電機   1件 
富士通電装  1件 
中央発条   1件 
IBM (米国)  1件 
TRW (米国)   1件 

(21件) 

三菱電機   3件 
スガツネ工業 1件 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(4件) 

日本電気ｾｷｭﾘﾃｨｼｽﾃﾑ 
  2件 

東京電気   2件 
富士通    2件 
日本電気   1件 
浜松ﾎﾄﾆｸｽ   1件 
沖電気工業  1件 
東芝     1件 
三菱電機   1件 
スガツネ工業 1件 
 
 
 
 

(12件) 

精度 
松下電器産業 2件 
富士通    1件 
東芝     1件 
日本電信電話 1件 
ｴｯｾ ｼﾞ ｴｯｾ ﾄﾑｿﾝ ﾐｸ
ﾛｴﾚﾂﾄﾛﾆｶ(ｲﾀﾘｱ)1件 
 

(6件) 

ソニー    2件 
日本電信電話 1件 
 
 
 
 
 

(3件) 

日本電信電話 1件 
日本電気   1件 
三菱電機   1件 
富士通    1件 
浜松ﾎﾄﾆｸｽ   1件 
中央発条   1件 
ｸﾞﾛｰﾘｰ工業  1件 

(7件) 

 
 
 
 

－ 
 
 

(0件) 

 
 
 
 

－ 
 
 

(0件) 

セキ
ュリ
ティ
向上 

 

不正
防止 

富士通    2件 
日本電気   2件 
松村ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ 1件 
三菱電機   1件 
オムロン   1件 
ハリス(米国) 1件 

(8件) 

ｾｲｺｰｴﾌﾟｿﾝ   1件 
日本電信電話 1件 
富士通    1件 
シャープ   1件 
ｲｵﾈｯﾄﾜｰｸ   1件 

 
(5件) 

 
 
 

－ 
 
 

(0件) 

日本電気   1件 
富士通    1件 
伊藤 益美  1件 
奥田 光則  1件 
 
 

(4件) 

 
 
 

－ 
 
 

(0件) 

（1991年１月～2001年９月に公開の出願） 
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表1.4.2-2に指紋入力技術の用途と解決手段の対応表を示す。この表から、識別一般用

途において光学系とセンサ素子を課題解決手段とする出願が多数あり、光学系とセンサ素

子が指紋照合入力技術の解決手段の中心になっていることが分かる。 

 

表1.4.2-2 指紋入力技術の用途と解決手段対応表（1/2） 
解決手段 

 
用途 

センサ素子 光学系 入力信号処理 制御系 機械的構成 

識別一般 カシオ計算機 7件 
日本電気   6件 
三菱電機   6件 
ソニー    5件 
ｴｽ ﾃｨｰ ﾏｲｸﾛｴﾚｸﾄﾛﾆｸ
ｽ(米国)    3件 
ハリス(米国) 3件 
東芝     2件 
東京電気   2件 
日本電信電話 2件 
シャープ   2件 
日立ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ1件 
松村ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ 1件 
ｾｲｺｰ電子工業 1件 
大日本印刷  1件 
戸田 耕司   1件 
ﾏｲｸﾛﾈｯﾄ    1件 
富士通電装  1件 
中央発条   1件 
オムロン   1件 
ジーメンス(ﾄﾞｲﾂ) 
       1件 
ﾌﾗﾝｽﾃﾚｺﾑ(ﾌﾗﾝｽ)1件 
トムソン(ﾌﾗﾝｽ)1件 
カロ ペテル  1件 
ｴｯｾ ｼﾞ ｴｯｾ ﾄﾑｿﾝ ﾐｸ
ﾛｴﾚｯﾄﾛﾆｶ(ｲﾀﾘｱ)1件 
ｺﾆﾝ ﾌｲﾘｯﾌﾟｽ ｴﾚｸﾄﾛﾆ
ｸｽ(ｵﾗﾝﾀﾞ)   1件 
ﾙｰｾﾝﾄ ﾃｸﾉﾛｼﾞｰｽﾞ 
(米国)    1件 
 
 
 
 
 

(54件) 

浜松ﾎﾄﾆｸｽ   9件 
山武     6件 
日本電気   6件 
ソニー    4件 
三菱電機   4件 
富士通    4件 
シャープ   3件 
日本電装   3件 
川鉄ﾃｸﾉﾘｻｰﾁ  2件 
日本電信電話 2件 
ｲｵﾈｯﾄﾜｰｸ   1件 
ｵﾘﾝﾊﾟｽ光学工業1件 
カシオ計算機 1件 
コニカ    1件 
スガツネ工業 1件 
ｾｲｺｰｴﾌﾟｿﾝ   1件 
ｾｲｺｰ電子工業 1件 
ｿﾆｰｹﾐｶﾙ    1件 
チノン    1件 
ﾓｰﾗｰｱｲﾃﾞﾝﾃｨﾌｨｶﾃｨｵﾝ
ｽｼﾞｨｽﾃﾑ(ﾄﾞｲﾂ) 1件 
奥野昌彦   1件 
回線媒体研究所1件 
玉置良吉   1件 
金星社    1件 
住友電気工業 1件 
松下電器産業 1件 
松村ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ 1件 
静岡日本電気 1件 
日立ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ1件 
日立製作所  1件 
富士写真ﾌｨﾙﾑ 1件 
名古屋ｴｱｿﾞｰﾙ工業 
       1件 

 
 

(65件) 

シャープ   6件 
日本電気   6件 
日本電信電話 5件 
中央発条   3件 
日立ｴﾝｼﾞﾆｧﾘﾝｸﾞ3件 
富士通電装  3件 
ソニー    2件 
三菱電機   2件 
富士通    2件 
ＩＢＭ(米国) 1件 
ｴﾇｲｰｼｰｿﾌﾄ   1件 
キヤノン   1件 
ﾐﾉﾙﾀｶﾒﾗ    1件 
松村ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ 1件 
東京電気   1件 
日本電装   1件 
浜松ﾎﾄﾆｸｽ   1件 
オムロン   1件 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(41件) 

三菱電機   2件 
ｸﾞﾛｰﾘｰ工業  1件 
シャープ   1件 
シロキ工業  1件 
ソニー    1件 
ﾄｯﾊﾟﾟﾝ ﾌｫｰﾑｽﾞ 1件 
松村ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ 1件 
日本電気   1件 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(9件) 

日本電気   4件 
シャープ   3件 
日本電気ｾｷﾕﾘﾃｲｼｽﾃﾑ 
       3件 
三菱電機   2件 
東京電気   2件 
浜松ﾎﾄﾆｸｽ   2件 
アルファ   1件 
アンリツ   1件 
ｴｽ ﾃｨｰ ﾏｲｸﾛｴﾚｸﾄﾛﾆｸ
ｽ(米国)    1件 
カシオ計算機 1件 
ソニー    1件 
トムソン(ﾌﾗﾝｽ)1件 
山武     1件 
静岡日本電気 1件 
日本電信電話 1件 
日立ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ1件 
富士通    1件 
富士通電装  1件 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(28件) 
情報アクセス

管理 
松下電器産業 2件 
富士通    1件 
NECﾈｸｻｿﾘｭｰｼｮﾝｽﾞ 

1件 
ソニー    1件 
ｾｲｺｰ電子工業 1件 
東芝     1件 
日本電信電話 1件 
三菱電機   1件 
アルプス電気 1件 
富士通    1件 
松本誠    1件 
 
 

(12件) 

富士通    4件 
日本電信電話 4件 
ソニー    2件 
シャープ   1件 
浜松ﾎﾄﾆｸｽ   1件 
富士通電装  1件 
日本電気   1件 

 
 
 
 
 
 
 

(14件) 

日本電気   1件 
富士通    1件 
三菱電機   1件 
ｸﾞﾛｰﾘｰ工業  1件 
ソニー    1件 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

(5件) 

富士通    3件 
シャープ   2件 
ｴｽ ﾃｨｰ ﾏｲｸﾛｴﾚｸﾄﾛﾆｸ
ｽ(米国)    1件 
ジーメンス(ﾄﾞｲﾂ) 
       1件 
ﾜｼﾝﾄﾝ UNIV(米国) 
       1件 
伊藤益美   1件 
中央発条   1件 
日本電気   1件 
 
 
 

(11件) 

富士通    7件 
ソニー    4件 
三菱電機   3件 
東芝     2件 
静岡日本電気 2件 
沖電気工業  1件 
日本電信電話 1件 
ｱｲ ﾃｨｰ ﾃｨｰ MFG ｴﾝﾀ
ｰﾌﾟﾗｲｼﾞｽﾞ(米国)1件 

 
 
 
 
 

(21件) 
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表1.4.2-2 指紋入力技術の用途と解決手段対応表（2/2） 
解決手段 

 
用途 

センサ素子 光学系 入力信号処理 制御系 機械的構成 

入退場管理 東芝     9件 
ソニー    6件 
富士通    3件 
富士電機   3件 
グンゼ    1件 
三菱電機   1件 
 
 
 

(23件) 

ソニー    3件 
三菱電機ﾋﾞﾙﾃｸﾉｻｰﾋﾞ
ｽ       2件 
ｾｲｺｰｴﾌﾟｿﾝ   1件 
セコム    1件 
東芝     1件 
日本電気   1件 
富士通    1件 
  

(10件) 

東芝     5件 
三菱電機   2件 
立石電機   2件 
ｴｽ ﾃｨｰ ﾏｲｸﾛｴﾚｸﾄﾛﾆｸ
ｽ(米国)    1件 
エニックス  1件 
TRW(米国)   1件 
翼システム  1件 
 

(13件) 

三菱電機   2件 
東芝     1件 
ｾﾅﾅﾔｹ ﾀﾞﾔ ﾗﾝｼﾞﾂﾄ 
       1件 

 
 
 
 
 

(4件) 

アート    1件 
ｵﾘﾝﾊﾟｽ光学工業1件 
ホーチキ   1件 
立石電機   1件 
富士通電装  1件 
 
 
 
 

(5件) 
電子商取引 TRW(米国)   1件 

日本電信電話 1件 
ｴｽ ﾃｨｰ ﾏｲｸﾛｴﾚｸﾄﾛﾆｸ
ｽ(米国)    1件 
日本電気   1件 
 
 
 

(4件) 

スガツネ工業 2件 
富士電機   1件 
富士写真光機 1件 
松村ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ 1件 
旭光学工業  1件 
ﾃﾞｼﾞﾀﾙｽﾄﾘｰﾑ  1件 
ｲｰｽﾄﾏﾝ ｺﾀﾞｯｸ 
(米国)    1件 

(8件) 

ソニー    1件 
 
 
 
 
 
 
 

(1件) 

奥田光則   1件 
落合庸良   1件 
 
 
 
 
 
 

(2件) 

ソニー    1件 
日本電気   2件 
日本ビクター 1件 
三菱電機   1件 
スガツネ工業 1件 

 
 
 

(6件) 
防犯 スカラ    1件 

ジーメンス(ﾄﾞｲﾂ) 
       1件 
 
 

(2件) 

ｱﾚｲﾄ ｱｿｼｳｲﾂ(米国) 
       1件 
武藤 俊一   1件 
ｲﾒｰｼﾞ ﾃｸﾉﾛｼﾞｰ 
(米国)    1件 

(3件)  

日本電気   1件 
 
 
 
 

(1件) 

ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙ ﾊﾞｲｵﾒﾄﾘｸｽ 
(米国)    1件 
スガツネ工業 1件 
 
 

(2件) 

 
 

－ 
 
 

(0件) 

(1991年１月～2001年９月に公開の出願) 
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1.4.3 指紋照合技術 

 表 1.4.3-1 に指紋照合技術の課題と解決手段の対応表を示す。この表から、不正防止の

登録・辞書、照合精度の識別処理、処理速度の識別処理と照合方法に注力がそそがれてい

ることが分かる。 

表 1.4.3-1 指紋照合技術の課題と解決手段対応表（1/2） 
   解決 
   手段 
 
課題 

登録・辞書 識別処理 照合方法 装置・構成 判定 

不
正
防
止 

日本電気     4 件 
トーキン     2 件 
富士通       2 件 
アイホン     1 件 
エニックス   1 件 
オムロン     1 件 
キヤノン     1 件 
メイセイ     1 件 
三共         1 件 
三菱化成     1 件 
三菱電機     1 件 
大日本印刷   1 件 
長谷川洋一   1 件 
沈 明祥     1 件 
東芝         1 件 
日立製作所   1 件 
富士通ｾﾞﾈﾗﾙ  1 件 
富士通電装   1 件 
六然堂       1 件 

(24 件) 

浜松ﾎﾄﾆｸｽ    2 件 
ｸﾞﾛｰﾘｰ工業   1 件 
ソニー       1 件 
三菱電機     1 件 
山武         1 件 
村西 誠治   1 件 
日本電気     1 件 
日立製作所   1 件 
富士通電装   1 件 
平和         1 件 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

(11 件) 

富士通電装   3 件 
トーキン     1 件 
奥野 昌彦   1 件 
三菱電機     1 件 
日本電気     1 件 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(7 件) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

－ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(0 件) 

三菱電機    2 件 
ソニー      1 件 
沖 博子    1 件 
大日本印刷  1 件 
東京電気    1 件 
東芝ﾏｲｸﾛｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ 
            1 件 
富士通電装  1 件 
富士電機    1 件 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(9 件) 
照
合
精
度 

富士通      10 件 
富士通電装   7 件 
三菱電機     2 件 
東芝         2 件 
アルファ     1 件 
ｸﾞﾛｰﾘｰ工業   1 件 
ソニー       1 件 
三菱電機ﾋﾞﾙﾃｸﾉｻｰ
ﾋﾞｽ          1 件 
大日本印刷   1 件 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(26 件) 

富士通      11 件 
山武         5 件 
富士通電装   5 件 
シャープ     4 件 
三菱電機     3 件 
鷹山         3 件 
日本電気     3 件 
日本電気ｿﾌﾄｳｴｱ 
             3 件 
オムロン     2 件 
ｶﾊﾞｰ ｼｭﾘｰｽｼﾞｽﾃｰﾒ 
(ｽｲｽ)        2 件 
東芝         2 件 
日本電気ｾｷｭﾘﾃｨｼｽ
ﾃﾑ           2 件 
NEC ｿﾌﾄ      1 件 
NEC 情報ｼｽﾃﾑｽﾞ 
             1 件 
ソニー       1 件 
ＴＲＷ(米国) 1 件 
リーブソン   1 件 
高取育英会   1 件 
全勝リユウ   1 件 
孫 光燮     1 件 
デンソー     1 件 
李 相沢     1 件 
趙 エイ東   1 件 

(56 件) 

三菱電機     6 件 
富士通       3 件 
オムロン     1 件 
カシオ計算機 1 件 
ソニー       1 件 
ﾛｯｸﾋｰﾄﾞ ﾏｰﾃｨﾝ 
             1 件 
三菱電機ﾋﾞﾙﾃｸﾉｻｰ
ﾋﾞｽ          1 件 
日本電気     1 件 
日本電信電話 1 件 
デンソー     1 件 
浜松ﾎﾄﾆｸｽ    1 件 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(18 件) 

日本電気     1 件 
松下電器産業 1 件 
東京電気     1 件 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(3 件) 

シャープ    2 件 
鷹山        2 件 
日本電気    2 件 
富士通電装  2 件 
NEC 情報ｼｽﾃﾑｽﾞ 
            1 件 
ソニー      1 件 
富士通      1 件 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(11 件) 

セ
キ 
ュ
リ
テ
ィ 

信
頼
性 

富士通       4 件 
ＮＴＴデータ通信 
             1 件 
オムロン     1 件 
シャープ     1 件 
沖電気工業   1 件 
鷹山         1 件 
日本デルモ   1 件 
日本電気ｾｷｭﾘﾃｨｼｽ
ﾃﾑ           1 件 

(11 件) 

オムロン     1 件 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(1 件) 

ｼﾞｮｰｼﾞ ｼﾞｮﾝ ﾄﾑｺ 
             1 件 
富士通       1 件 
ﾛﾂｷｰﾄﾞ ﾏｰﾁﾝ 
(米国)       1 件 
日本電気     1 件 

 
 
 
 

(4 件) 

富士通       1 件 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(1 件) 

三菱電機    1 件 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(1 件) 
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表 1.4.3-1 指紋照合技術の課題と解決手段対応表（2/2） 
   解決 
   手段 
 
課題 

登録・辞書 識別処理 照合方法 装置・構成 判定 

操
作
性 

東芝         1 件 
 
 

(1 件) 

東芝         1 件 
東芝ｴｰ ﾌﾞｲ ｲｰ 
             1 件 

(2 件) 

富士通       1 件 
日本電気     1 件 

 
(2 件) 

 
－ 
 

(0 件) 

 
－ 
 

(0 件) 
利
便
性 

沖電気工業   1 件 
カシオ計算機 1 件 
スガツネ工業 1 件 
三菱電機     1 件 
日本電気     1 件 
アイホン     1 件 
オムロン     1 件 
日立製作所   1 件 
 

(8 件) 

日本電気ｾｷｭﾘﾃｨｼｽ
ﾃﾑ           3 件 
富士通       1 件 
松下電器産業 1 件 
ｲｰｽﾄﾏﾝ ｺﾀﾞｯｸ 
(米国)       1 件 
ソニー       1 件 
東芝         1 件 
キヤノン     1 件 

(9 件) 

三菱電機     1 件 
東芝         1 件 
日本電気     1 件 

 
 
 
 
 
 

(3 件) 

日本電気     1 件 
日本写真印刷 1 件 
ソニー       1 件 
日本ビクター 1 件 

 
 
 
 
 

(4 件) 

三菱電機    1 件 
 
 
 
 
 
 
 
 

(1 件) 
処
理
速
度 

オムロン     3 件 
ソニー       2 件 
富士通       2 件 
富士通電装   2 件 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(9 件) 

ソニー       8 件 
日本電気     6 件 
山武         4 件 
三菱電機     2 件 
松村ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ 2 件 
日本電信電話 2 件 
デンソー     2 件 
富士通       2 件 
中央発条     1 件 
中部日本電気ｿﾌﾄｳ
ｴｱ           1 件 
日本電気ｿﾌﾄｳｴｱ 
             1 件 
浜松ﾎﾄﾆｸｽ    1 件 

 
 
 
 

(32 件) 

日本電気     5 件 
富士通       3 件 
日本電気ｿﾌﾄｳｴｱ 
             2 件 
カシオ計算機 1 件 
シャープ     1 件 
セコム       1 件 
ソニー       1 件 
沖電気工業   1 件 
韓国科学技術研究
所(韓国)     1 件 
三菱電機     1 件 
山武         1 件 
松村ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ 1 件 
鷹山         1 件 
中部日本電気ｿﾌﾄｳ
ｴｱ           1 件 
長塩吉之助   1 件 

(22 件) 

ＴＲＷ(米国) 1 件 
豊田中央研究所 
             1 件 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(2 件) 

ソニー      5 件 
浜松ﾎﾄﾆｸｽ   1 件 
三菱電機    1 件 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(7 件) 
携
帯
性 

 
－ 

(0 件) 

 
－ 

(0 件) 

富士通       1 件 
 

(1 件) 

三菱電機     1 件 
ﾃﾞｼﾞﾀﾙｽﾄﾘｰﾑ  1 件 

(2 件) 

 
－ 

(0 件) 
環
境
耐
性 

三菱電機ﾋﾞﾙﾃｸﾉｻｰ
ﾋﾞｽ          1 件 

 
(1 件) 

 
－ 

 
(0 件) 

 
－ 

 
(0 件) 

 
－ 

 
(0 件) 

 
－ 

 
(0 件) 

デ
｜
タ
量 

三菱電機     1 件 
山武         1 件 
富士通ｻﾎﾟｰﾄｱﾝﾄﾞ
ｻｰﾋﾞｽ        1 件 
日本電子開発 1 件 

(4 件) 

デンソー     1 件 
富士通       1 件 

 
 
 

(2 件) 

三菱電機     1 件 
ハリス(米国) 1 件 
甲府日本電気 1 件 

 
 

(3 件) 

 
 
 

－ 
 

(0 件) 

 
 
 

－ 
 

(0 件) 

操
作 
・
利
便
性 

自
動
化 

 
 

－ 
 

(0 件) 

日本電気ｿﾌﾄｳｴｱ 
             1 件 
ｴｯｾ ｼﾞ ｴｯｾ ﾄﾑｿﾝ 
ﾐｸﾛｴﾚｯﾄﾛﾆｶ(ｲﾀﾘｱ) 
       1 件 

(2 件) 

 
 

－ 
 

(0 件) 

 
 

－ 
 

(0 件) 

 
 

－ 
 

(0 件) 

コ
ス
ト 

 
 
 

－ 
 

(0 件) 

中央発条     1 件 
富士通電装   1 件 

 
 
 

(2 件) 

富士通電装   1 件 
 
 
 
 

(1 件) 

山武         1 件 
東芝         1 件 
アルファ     1 件 
浜松ﾎﾄﾆｸｽ    1 件 
ｸﾞﾛｰﾘｰ工業   1 件 

(5 件) 

 
 
 

－ 
 

(0 件) 

経
済
性 

小
型
化 

 
 
 

－ 
 
 
 

(0 件) 

三菱電機     3 件 
富士通       1 件 
郵政大臣     1 件 
日本ｴﾙｴｽｱｲｶｰﾄﾞ 
             1 件 
小松 尚久   1 件 
松下通信工業 1 件 

(8 件) 

 
 
 

－ 
 
 
 

(0 件) 

浜松ﾎﾄﾆｸｽ    1 件 
日立製作所   1 件 
三菱電機     1 件 
三菱樹脂     1 件 
日本電信電話 1 件 

 
 

(5 件) 

ｾｲｺｰ電子工業 1 件 
 
 
 
 
 
 

(1 件) 
 
(1991 年１月～2001 年９月に公開の出願) 
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1.4.4 虹彩照合技術 

 表1.4.4-1に虹彩照合技術の用途と解決手段の対応表を示す。また表1.4.4-2に虹彩照合

技術の課題と解決手段の対応表を示す。主要な用途分野は「電子商取引」、「識別装置」

および「入力装置」である。対応解決手段としては要素技術と周辺技術および応用技術に

大くくりでき、要素技術に含まれる「入力技術」と「照合技術」が主要解決手段となって

いる。 

 

表1.4.4-1 虹彩照合技術の用途と解決手段対応表 
要素技術 周辺技術     解決手段 

用途・課題 入力技術 照合技術 
ガイダンス(誘

導)技術 暗号化 
応用技術 

電子商取引 

 

沖電気工業  11件 
ﾌﾞﾘﾃｨｯｼｭ ﾃﾚｺﾑ 
(ｲｷﾞﾘｽ)    1件 
 
 

 
(12件) 

沖電気工業 12件 
ＮＣＲ(米国) 1件 
アイリテック 1件 
 
 
 

(14件) 

沖電気工業  2件 
 
 
 
 
 

(2件) 

 
 
 

－ 
 
 

(0件) 

沖電気工業 7件 
沖情報ｼｽﾃﾑ 1件 
沖電気工業 1件 
ＮＣＲ(米国)1件 

 
 

(9件) 

識別装置 

 

沖電気工業  4件 
ソニー    1件 
ﾌﾞﾘﾃｨｯｼｭﾃﾚｺﾑ 1件 
ＬＧ電子(韓国)1件 
 
 

(7件) 

沖電気工業 17件 
ｱｲﾘｽｷｬﾝ(米国)1件 
サーノフ(米国) 
       1件 
ﾒﾃﾞｨｱﾃｸﾉﾛｼﾞｰ 1件 

 
(20件) 

沖電気工業  2件 
 
 
 
 

 
(2件) 

 
 
 

－ 
 

 
(0件) 

沖電気工業 3件 
 
 
 
 

 
(3件) 

入力装置 沖電気工業  15件 
松下電器    6件 
キヤノン    1件 
ﾌﾞﾘﾃｨｯｼｭﾃﾚｺﾑ 
(ｲｷﾞﾘｽ)    1件 
スカイコム   1件 
沖電気工業   1件 

(24件) 

 
 
 

 
－ 
 
 

(0件) 

 
 
 

 
－ 
 
 

(0件) 

 
 
 

 
－ 
 
 

(0件) 

ＮＣＲ(米国)1件 
 
 
 
 
 
 

(1件) 

入退場管理 沖電気工業   3件 
セコム     1件 
三菱ﾋﾞﾙﾃｸﾉｻｰﾋﾞｽ   
        1件 

 
(3件) 

沖電気工業  6件 
松下電器   1件 
保安電子通信技術
協会     1件 
沖電気工業  1件 

(8件) 

沖電気工業  2件 
 
 
 
 

(2件) 

 
 
 

－ 
 

(0件) 

沖電気工業 4件 
松下電器  1件 
ﾃﾞｨｽﾞﾆｰｴﾝﾀｰﾌﾟﾗｲ
ｼｰｽﾞ(米国) 1件 

 
(6件) 

情報アクセス  
－ 

      (0件) 

沖電気工業  2件 
 

(2件) 

 
－ 

     (0件) 

沖電気工業  1件 
 

(1件) 

沖電気工業 1件 
松下電器  1件 

(2件) 

用

途 

その他用途 沖電気工業   2件 
ソニー     1件 
ホンダ工業   1件 
コニカ     1件 

(5件) 

沖電気工業  4件 
財務省印刷局長 
       1件 
 

(5件) 

 
 

－ 
 

(0件) 

 
 

－ 
 

(0件) 

松下電器  3件 
沖電気工業 1件 
アルゼ   1件 

 
(5件) 

 

(1991年１月～2001年９月に公開の出願) 
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表1.4.4-2 虹彩照合技術の課題と解決手段対応表 

要素技術 周辺技術     解決手段 

 

課題 
入力技術 照合技術 

ガイダンス(誘

導）技術 
暗号化 

応用技術 

セキュリティ 沖電気工業  17件 
松下電器    3件 
ソニー     2件 
キヤノン    1件 
セコム     1件 
ﾌﾞﾘﾃｨｯｼｭﾃﾚｺﾑ 
(ｲｷﾞﾘｽ)    1件 

(25件) 

沖電気工業 29件 
松下電器   1件 
大蔵省    1件 
保安電子通信技術
協会     1件 
沖電気工業  1件 
 

(32件) 

沖電気工業  1件 
 
 
 
 
 
 

(1件) 

 
 
 

 
－ 
 
 

(0件) 

沖電気工業  5件 
松下電器   2件 
沖情報ｼｽﾃﾑ  1件 
沖電気工業  1件 
 
 

 
(8件) 

操作・利便性 沖電気工業  12件 
松下電器    2件 
ホンダ工業   1件 
スカイコム   1件 
沖電気工業   1件 
ＬＧ電子(韓国) 1件 
ﾌﾞﾘﾃｨｯｼｭﾃﾚｺﾑ 
(ｲｷﾞﾘｽ)    1件 

(18件) 

沖電気工業 10件 
ｱｲﾘｽｷｬﾝ(米国)1件 
サーノフ(米国) 
       1件 
ＮＣＲ(米国) 1件 
ﾒﾃﾞｨｱﾃｸﾉﾛｼﾞｰ 1件 
アイリテック 1件 
 

(15件) 

沖電気工業  4件 
 
 
 
 
 
 
 

(4件) 

 
 
 

 
－ 
 
 
 

(0件) 

沖電気工業  7件 
ＮＣＲ(米国) 2件 
松下電器   1件 
アルゼ    1件 
ﾃﾞｨｽﾞﾆｰｴﾝﾀｰﾌﾟﾗｲ
ｼｰｽﾞ(米国)  1件 
 
 

(12件) 

課

題 

経済性 沖電気工業   6件 
松下電器    1件 
コニカ     1件 

(8件) 

沖電気工業  1件 
 
 

(1件) 

沖電気工業  1件 
 
 

(1件) 

沖電気工業  1件 
 
 

(1件) 

沖電気工業  4件 
松下電器   2件 
 

(6件) 

(1991年１月～2001年９月に公開の出願) 

 

これらの対応表で最も顕著な状況は、ほとんどの桝目に沖電気工業がみられることであ

る。件数規模も沖電気工業が圧倒的に大きい。２番手は松下電器産業で、その他の企業は

散発的な出願である（図1.4.4-1参照）。件数マップから、注力されている領域は、入力

装置向けの「虹彩入力技術」と識別装置向けの「虹彩照合技術」であり、要素技術の開発

に力点が置かれている。また要素技術の開発課題は「セキュリティ」向上と「簡便・利便

性」であるが、応用技術の課題として「操作・利便性」も10件を越える出願があるのが注

目される。 

 

図1.4.4-1 虹彩照合技術出願件数の出願企業比較 

(1991年１月～2001年９月に公開の出願) 
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1.4.5 顔貌照合技術 

 表 1.4.5-1 に顔貌照合技術の課題と解決手段の対応表を示す。課題の中心は、セキュリ

ティ面の不正防止および照合精度の改善、操作・利便性における操作性向上である。その

解決手段としては、顔画像認識の研究が始まった当初は、顔画像、顔写真などとの視覚的

なパターンの類似度による認識が主流であったが、徐々に幾何学的あるいは顔パターンの

特徴量に着目した認識が主流になってきている。図 1.4.5-1 は、表 1.4.5-1 に示す課題と

解決手段対応表における出願件数の多い２つの桝目、不正防止－パターンマッチングおよ

び照合精度－特徴量比較、の係属案件の出願件数推移を見たものである。1990 年代半ば

頃からの研究活動を反映して照合精度－特徴量比較の桝目に対応する出願件数の伸びが顕

著である。特徴量比較は目、口、鼻など顔の造作の形状、配置などの個人差に着目した幾

何学的情報を用いるものと顔パターン全体を一般的な濃淡二次元配列画像として捉える顔

パターンによる方法に大きく分類できる。前者はオムロン、後者は東芝の課題解決のため

のアプローチである。 

表 1.4.5-1 顔貌照合技術の課題と解決手段対応表（1/2） 

顔画像認識 ハードウェア構成など 
解決 
 手段 

  
課題 
 

パターン 
マッチング 特徴量比較 ユーザインターフェース他 

不正防
止 

東芝                   4 件 
沖電気工業             2 件 
オムロン               2 件 
日本電気               2 件 
日本電信電話           2 件 
ﾌﾞﾗｻﾞｰ工業             2 件 
エクシング             2 件 
アート                 1 件 
アマノ                1 件 
ＮＴＴﾃﾞｰﾀ通信         1 件 
キヤノン               1 件 
コニカ                 1 件 
ﾃﾞﾝｾｲ ﾗﾑﾀﾞ             1 件 
ﾒｶﾞﾁｯﾌﾟｽ               1 件 
ﾜｲｽﾞｺｰﾎﾟﾚｰｼｮﾝ          1 件   
共同印刷               1 件 
甲府日本電気           1 件 
凸版印刷               1 件 
日本信号               1 件 
ﾜｲﾑｱｯﾌﾟ                1 件 

（29 件） 

ＮＴＴﾃﾞｰﾀ           1 件 
オムロン               1 件 
コニカ                 1 件 
ｺｰﾎﾟﾚｰｼｮﾝﾐﾕｷ           1 件 
シャープ               1 件 
ﾁｵﾝﾎ ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ(韓国)     1 件 
ﾋﾞｾﾞｯｼﾞ DEV(ｲｷﾞﾘｽ)     1 件 
技攷舎                 1 件 
大崎 茂芳              1 件 
大日本印刷             1 件 
東京電気               1 件 
東芝                   1 件 
日本ビクター           1 件 
日本電気               1 件 
日本電信電話           1 件 
日立製作所             1 件 
矢崎総業               1 件 
 
 

（17 件） 

ｲｰｽﾄﾏﾝ ｺﾀﾞｯｸ(米国)     1 件 
リコー                 1 件 
ﾛﾊﾞｰﾄ ｴﾙ ﾈｲｻﾝｽ(米国)   1 件 
ﾜｲｽﾞｺｰﾎﾟﾚｰｼｮﾝ          1 件 
沖電気工業             1 件 
東京電気               1 件 
凸版印刷               1 件 
浜松ﾎﾄﾆｸｽ              1 件 
ﾜｲﾑｱｯﾌﾟ                1 件 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

（9 件） 
照合精
度 

松下電器産業           3 件 
三菱電機               1 件 
三菱電機ﾋﾞﾙﾃｸﾉｻｰﾋﾞｽ    1 件 
東芝                   1 件 
日本ビクター           1 件 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(7 件) 

東芝                   4 件 
日本ビクター           3 件 
日本電気               2 件 
松下電器産業           2 件 
富士通                 2 件 
オムロン               1 件 
ＮＴＴﾃﾞｰﾀ             1 件 
ｴﾌ ｴﾌ ｼｰ              1 件 
キヤノン               1 件 
ソニー                 1 件 
ﾆｰﾙｾﾝ ﾒﾃﾞｨｱ ﾘｻｰﾁ(米国) 1 件 
ﾘｺｰｼｽﾃﾑ開発            1 件 
ﾙｰｾﾝﾄ ﾃｸﾉﾛｼﾞｰｽﾞ(米国)  1 件 
沖電気工業             1 件 
日産自動車             1 件 
富士写真フィルム       1 件 
富士電機               1 件 
 

(25 件) 

日本ビクター           3 件 
富士通                 1 件 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
  (4 件) 

セキ 
ュ リ
ティ 

信頼性 ﾒﾃﾞｨｯｸｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ      １件 
 
 

(1 件) 

オムロン               2 件 
ﾌｨﾘｯﾌﾟｽ ﾌﾙｰｲﾗﾝﾍﾟﾝﾌｧﾌﾞﾘｹﾝ 
(ｵﾗﾝﾀﾞ)                1 件 

 (3 件） 

 
－ 
 

                   (0 件) 
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表 1.4.5-1 顔貌照合技術の課題と解決手段対応表（2/2） 
 

顔画像認識 
 

ハードウェア構成など 
解決 
 手段 

  
課題 
 

パターン 
マッチング 特徴量比較 ユーザインターフェース他 

操作性 日本電信電話           2 件 
ﾙｰｾﾝﾄ ﾃｸﾉﾛｼﾞｰｽﾞ(米国)  1 件 
沖電気工業             1 件 
山武                   1 件 
松下電器産業           1 件 
石川島ｼｽﾃﾑﾃｸﾉﾛｼﾞｰ      1 件 
日本ビクター           1 件 
日立製作所             1 件 
浜松ﾎﾄﾆｸｽ              1 件 
富士通電装             1 件 

 
(11 件) 

東芝                   3 件 
日本電信電話           2 件 
オムロン               1 件 
シャープ               1 件 
タイトー               1 件 
三洋電機               1 件 
大宇電子(韓国)         1 件 
東京電気               1 件 
日本電気               1 件 
日立中部ｿﾌﾄｳｴｱ         1 件 
豊田中央研究所         1 件 

(14 件) 

松下電器産業           3 件 
ＩＢＭ(米国)           1 件 
NCR INTERN(米国)       1 件 
ｺﾆﾝ ﾌｲﾘｯﾌﾟｽ ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ 
(ｵﾗﾝﾀﾞ)                1 件 
ﾊﾗｯｸｽｺｰﾎﾟﾚｰｼｮﾝ         1 件 
ﾜｲｽﾞｺｰﾎﾟﾚｰｼｮﾝ          1 件 
三菱電機               1 件 
三洋電機               1 件 
資生堂                 1 件 
 

(11 件) 
利便性 ｱｲﾋﾞｯｸｽ                1 件 

キヤノン               1 件 
沖ｿﾌﾄｳｪｱ               1 件 
沖電気工業             1 件 
戸田 忠雄             1 件 
三双電機               1 件 
上杉 敏雄             1 件 
東芝                   1 件 
日立超 LSI ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ   1 件 
オムロン               1 件 

(10 件) 

 
 
 
 
 

－ 
 
 
 

 
(0 件) 

ホーチキ               1 件 
メガチップス           1 件 
古川 正重             1 件 
古野 陽一             1 件 
山崎 日出地           1 件 
 
 
 
 
 
                    (5 件) 

操作 
・ 利
便性 

自動化 ｸﾞﾛｰﾘｰ工業             1 件 
日立製作所             1 件 
                    (2 件) 

オムロン               2 件 
日本電信電話           1 件 
                    (3 件) 

－ 
 

(0 件) 

省電力 

 

 
－ 

(0 件) 

 
  － 

(0 件) 

東芝                   1 件 
東芝ｺﾝﾋﾟﾕｰﾀｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ  1 件 
                    (2 件) 

省力化 コニカ                 1 件 
(1 件) 

－ 
(0 件) 

－ 
(0 件) 

小型化 － 
(0 件) 

－ 
(0 件) 

松下電器産業           1 件 
(1 件) 

経 済
性 

コスト － 
(0 件) 

  － 
(0 件) 

富士ｾﾞﾛｯｸｽ             1 件 
(1 件) 

 
(1991 年１月～2001 年９月に公開の出願) 

 
 

図 1.4.5-1 主要課題－解決手段対応の出願件数推移 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

用途関連で見ると、電子商取引 19％、情報アクセス 16％、入退出 15％、その他 50％の 

出願件数比率である。 
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1.4.6 その他生体照合技術 

 表 1.4.6-1 にその他生体照合技術の課題と解決手段の対応表を示す。ここで用いられる

生体情報には、網膜、掌紋（形）、耳介、DNA、血管パターン、体重、歩行時特性など

種々の人間の静的、動的身体的特徴が含まれる。これら身体的特徴を用いる照合技術の主

対象課題は、不正防止と装置・システムの操作性向上に向けられている。網膜パターン、

掌（指）形状、DNA における塩基配列データ、歩行時加速度、指の押圧など個人の身体的

特徴量を識別情報とする解決手段が最も多い。網膜パターンの不正防止への応用、掌

（指）情報を用いた認証装置の操作性改善に集中出願が見られる。 

  特異な個人認証技術として手の甲の静脈パターンにより本人認証を行う方法がある。こ

れは、韓国の明知大学崔 煥洙教授が指揮するチームにより研究、開発されたものであり、

BK（ビーケー）システム社より出願されている。この手法によれば他人を本人として受入

れてしまう他人受入率が 0.0001％と虹彩によるものと同程度の高レベルであり、装置コ

ストは、虹彩システムに比較して低価格である。 

 用途関連別の出願件数を見ると、入退室 18％、情報アクセス 14％、電子商取引８％、

その他 60％の比率である。 

 

表 1.4.6-1 その他生体（網膜、血管パターンなど）照合技術の課題と解決手段対応表（1/2） 

識別情報 ハードウェア構成など 
解決 
 手段 

  
課題 
 特徴量比較 装置構成 画像処理・入力方法他 

不正防
止 

岡田 勝彦             7 件 
岩本 秀治             7 件 
日立製作所             2 件 
松下電器産業           2 件 
ＮＴＴﾃﾞｰﾀ ﾃｸﾉﾛｼﾞ      1 件 
ＮＥＣソフト           1 件 
ｽﾃｲｳﾞｧｰ ｼﾞｮﾝ ｴｲ        1 件 
セコム                 1 件 
ﾋﾟｰﾀｰｿﾝ ﾄﾞｳﾜｲﾄ ｼｰ     1 件 
コニカ                 1 件 
ﾙｰｾﾝﾄ ﾃｸﾉﾛｼﾞｰｽﾞ(米国)  1 件 
ワイ デー ケー         1 件 
松下通信工業           1 件 
辻井 重男             1 件 
日本電気               1 件 
日本電気データ機器     1 件 
日立水戸ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ     1 件 
富士通                 1 件 
郵政大臣               1 件 
廖 明振               1 件 

(34 件) 

ＮＴＴ ﾄﾞｺﾓ            1 件 
凸版印刷               1 件 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(2 件) 

オムロン               1 件 
キヤノン               1 件 
ﾃﾞﾝｾｲ ﾗﾑﾀﾞ            1 件 
総観                   1 件 
鈴木 旭               1 件 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(5 件) 
照合精

度 
岡田 勝彦             2 件 
岩本 秀治             2 件 
アックス               1 件 
キヤノン               1 件 
ｺｰﾎﾟﾚｰｼｮﾝﾐﾕｷ           1 件 
ﾋﾞｰ ｹｰ ｼｽﾃﾑ(韓国)     1 件 
山口 佳宏             1 件 
松下電器産業           1 件 
東芝                   1 件 
日本電気               1 件 
日立製作所             1 件 
崔 煥洙               1 件 

(14 件) 

東京電気               1 件 
日立製作所             1 件 
富士ｾﾞﾛｯｸｽ             1 件 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(3 件) 

日本電気               1 件 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
(1 件) 

セキ 
ュリ
ティ 

信頼性 シャープ               1 件 
(1 件) 

－ 
  (0 件) 

－ 
                   (0 件) 
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表 1.4.6-1 その他生体（網膜、血管パターンなど）照合技術の課題と解決手段対応表（2/2） 

識別情報 ハードウェア構成など 
解決 
 手段 

  
課題 
 

特徴量比較 装置構成 画像処理・入力方法他 

操作性 東芝                   4 件 
ｴﾊﾞﾝｽﾞ ﾚｲﾄﾝ ﾃﾞｰﾋﾞｯﾄﾞ 
(ｲｷﾞﾘｽ)                1 件 
シャープ               1 件 
トプコン               1 件 
ﾍﾞﾈｯﾄ ﾏｰｶﾞﾚｯﾄ ﾋｰｻﾞｰ(ｲｷﾞﾘｽ) 
                       1 件 
旭光学工業             1 件 
警察庁長官             1 件 
三城                   1 件 
鷹山                   1 件 
日本電気               1 件 
日本電信電話           1 件 

(14 件) 

富士通電装             6 件 
日立ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ         2 件 
ｱｲﾃﾞﾝﾃｨｯｸｽ(米国)       1 件 
ソニー                 1 件 
ﾎｰﾕｰﾃｯｸ                1 件 
岡田 勝彦             1 件 
岩本 秀治             1 件 
若松 秀俊             1 件 
松野 清               1 件 
日本ﾊﾟﾙｽ技術研究所     1 件 
日本電気               1 件 
美和ロック             1 件 
 

(18 件) 

ｱｻﾋ電子研究所          1 件 
ﾜｲｴﾑｼｽﾃﾑｽﾞ             1 件 
旭光学工業             1 件 
日本電気               1 件 
富士通電装             1 件 
柳本                   1 件 
柳本製作所             1 件 
 
 
 
 
 
 

(7 件) 
自動化 ユニレック             1 件 

山岸 潤一             1 件 
(2 件) 

－ 
 

(0 件) 

－ 
 

(0 件) 

操作 
・利
便性 

利便性 河西 洋一郎           1 件 
(1 件) 

－ 
(0 件) 

－ 
(0 件) 

社会
的受
容性 

抵抗感 富士ｾﾞﾛｯｸｽ             2 件 
岡田 勝彦             1 件 
岩本 秀治             1 件 

(4 件) 

松下電器産業           1 件 
 
 

(1 件) 

－ 
 
 

(0 件) 
小型化 

 
東芝                   1 件 

 
 

(1 件) 

松下電器産業           1 件 
日立ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ         1 件 
富士通電装             1 件 

(3 件) 

－ 
 
 

(0 件) 

経済
性 

省部品 － 
 

(0 件) 

ｲｰ ﾃﾞｨｰ ｱｲ ｵﾌﾞ ﾙｲｼﾞｱﾅ 
(米国)                 1 件 

(1 件) 

－ 
 

(0 件) 
 
(1991 年１月～2001 年９月に公開の出願) 

 
 
 

図 1.4.6-1 その他生体照合技術の用途別出願件数比率 
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1.4.7 声紋照合技術 

 表 1.4.7-1 に声紋照合技術の用途・課題と解決手段の対応表を示す。声紋認証システム

向けに照合技術の中でも識別・照合方法の開発に注力されている様子が見られる。また

「その他用途」を含めいろいろな用途向けの声紋照合の応用技術開発に多数の企業が参入

している様子がうかがえる。企業では、日本電信電話、富士通が主として照合技術に、日

本電気、日立製作所などが応用技術も含めて広範囲に出願している。 

 

表 1.4.7-1 声紋照合技術の用途・課題と解決手段対応表（1/2） 
照合技術       解決手段 

用途・課題 
音声入力技術 

音声分析 辞書・登録 識別照合方法 
認証システム 積水化学工業  2件 

村田機械    1件 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(3件) 

日本電信電話  1件 
日本電気    1件 
松下電器産業  1件 
ＤＤＩ     1件 
ＩＢＭ(米国)  1件 
馬場芳美    1件 
 
 
 
 
 

(6件) 

ＮＴＴデータ    3件 
ＡＴＲ音声翻訳通信研究
所         2件 
富士通       1件 
リコー       1件 

 
 
 
 
 
 

(7件) 

日本電信電話   2件 
日本電気     1件 
沖電気工業    1件 
国際電信電話   1件 
カシオ計算機   1件 
ＤＤＩ      1件 
ﾙｰｾﾝﾄ ﾃｸﾉﾛｰｽﾞ(米国) 
         1件 
ＡＴＴ(米国)   1件 
ﾃｷｻｽ ｲﾝｽﾂﾙﾒﾝﾂ(米国) 
         1件 

(9件) 
電子商取引 東芝      2件 

日本電信電話  1件 
ＡＴＴ(米国)  1件 
 

(2件) 

 
 
－ 
 

       (0件) 

富士通       1件
沖電気工業     1件 
 
 

(2件) 

富士通      2件 
日本電信電話   1件 
日本電気ﾃﾞｰﾀ機器 1件 
泉州銀行     1件 

       (5件) 
情報アクセス管理 日本電気    1件 

 
 

(1件) 

日立製作所   1件 
日立画像情報ｼｽﾃﾑ 
        1件 

(2件) 

富士通       1件 
三菱電機      1件 
 

(2件) 

日立製作所     1件 
日本電気     1件 
ＡＴＴ(米国)   1件 

(3件) 
入退場管理 － 

       (0件) 
－ 

       (0件) 
－ 

         (0件) 
アルファ     1件 

(1件) 

用
途 

その他用途  
－ 

       (0件) 

 
－ 

       (0件) 

 
－ 

         (0件) 

ＮＴＴｿﾌﾄｳｴｱ   1件 
富士通テン    1件 

(2件) 
セキュリティ向上 日本電信電話  1件 

日本電気    1件 
ＡＴＴ(米国)  1件 
 
 
 
 
 
 

(3件) 

日本電信電話  1件 
日本電気    1件 
日立製作所   1件 
日立画像情報ｼｽﾃﾑ 

       1件 
松下電器産業  1件 
ＤＤＩ     1件 
馬場芳美    1件 

 
(6件) 

三菱電機      1件 
ATR音声翻訳通信研究所 

         1件 
 
 
 
 
 
 

(2件) 

日本電信電話   3件 
ＡＴＴ(米国)   2件
日立製作所    1件 
日本電気     1件 
カシオ計算機   1件 
ＤＤＩ      1件 
アルファ     1件 
泉州銀行     1件 
ﾃｷｻｽｲﾝｽﾂﾙﾒﾝﾂ(米国)1件 

(12件) 
操作・利便性 積水化学工業  2件 

東芝      2件 
村田機械    1件 
 
 
 
 

(5件) 

ＩＢＭ(米国)  1件 
 
 
 
 
 
 

(1件) 

富士通       3件 
ＮＴＴデータ    2件 
沖電気工業     1件 
ATR音声翻訳通信研究所 

         1件 
 
 

(7件) 

日本電気     1件 
富士通      1件 
沖電気工業    1件 
富士通テン    1件 
日本電気ﾃﾞｰﾀ機器 1件 
ﾙｰｾﾝﾄ ﾃｸﾉﾛｰｽﾞ(米国) 
         1件 

(6件) 

課
題 

経済性  
 

－ 
(0件） 

 
 

－ 
(0件） 

ＮＴＴデータ    1件 
リコー       1件 
 

(2件) 

富士通      1件
国際電信電話   1件
ＮＴＴｿﾌﾄｳｪｱ   1件

(3件) 
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表 1.4.7-1 声紋照合技術の用途・課題と解決手段対応表（2/2） 
          解決手段  
用途・課題 暗号化 ガイダンス 応用技術 

電子商取引 ＮＴＴデータ  1件 
(1件) 

松下電器産業 1件 
(1件) 

－ 
   (0件) 

情報アクセス管理 日本電気    1件 
 
 
 
 
 
 

(1件) 

 
 
 

 
－ 
 
 

(0件) 

日立製作所       1件 
東芝          1件 
日本電気        1件 
オムロン        1件 
カシオ計算機      1件 
日立ＬＳＩｼｽﾃﾑｽﾞ    1件 
ＡＴＴ(米国)      1件 

        (7件) 
入退場管理  

－ 
 

(0件) 

 
－ 
 

(0件) 

東芝          1件 
旭精密         1件 
京葉システム      1件 

        (3件) 

用
途 

その他用途 五十嵐伸吾   1件 
栗田洋     1件 
加藤圭一    1件 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
 
 

(1件) 

 
 
 
 
 
 
 
－ 
 
 
 
 
 
 

(0件) 

三菱電機        2件 
日本電気        2件 
日立製作所       1件 
日立画像情報ｼｽﾃﾑ    1件 
デンソー        1件 
ソニー         1件 
ヤマハ         1件 
リコー         1件 
富士写真ﾌｨﾙﾑ      1件 
原田工業        1件 
エース電研       1件 
ﾃｨｰﾃｨｰﾀﾞｯｸ(米国)    1件 
NECｿﾌﾄｳｪｱ        1件 
第一興商        1件 

(14件) 
セキュリティ向上 日本電気    1件 

五十嵐伸吾   1件 
栗田洋     1件 
加藤 圭一   1件 
 
 
 
 
 

 
(2件) 

松下電器産業 1件 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(1件) 

日立製作所        2件 
日立画像情報ｼｽﾃﾑ    1件 
東芝          1件 
三菱電機        1件 
日本電気        1件 
エース電研       1件 
NECｿﾌﾄｳｪｱ        1件 
日立LSIｼｽﾃﾑｽﾞ      1件 
旭精密         1件 
ＡＴＴ(米国)      1件 

(10件) 
操作・利便性  

 
 
 
 
－ 
 
 
 
 

(0件) 

 
 
 
 
 
－ 
 
 
 
 

(0件) 

日本電気        2件 
ソニー         1件 
三菱電機        1件 
デンソー        1件 
カシオ計算機      1件 
リコー         1件 
ヤマハ         1件 
第一興商        1件 
富士写真ﾌｨﾙﾑ      1件 
京葉システム      1件 

(11件) 

課
題 

経済性 ＮＴＴデータ  1件 
 
 

 
(1件) 

 
 
－ 
 

(0件) 

東芝          1件 
オムロン        1件 
原田工業        1件 
ﾃｨｰﾃｨｰﾀﾞｯｸ(米国)    1件 

(3件) 

(1991 年１月～2001 年９月に公開の出願) 
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1.4.8 署名照合技術 

 表 1.4.8-1 に署名照合技術の課題と解決手段の対応表を示す。課題の中心は、セキュリ

ティ面の不正防止および照合精度の改善である。その解決手段としては、筆速、筆圧など

動的に変化する動的特徴情報を利用して照合の確実性改善、不正防止を図る方策が圧倒的

に多い。続いて静的パターン、特徴比較に基づくパターン照合、署名の偽筆耐性を高める

などを目的とした構造・表示制御手段に力が注がれている。用途関連では、情報アクセス

25％、電子商取引 24％、入退出２％、その他 49％の出願件数比率である。 

表 1.4.8-1 署名照合技術の課題と解決手段対応表 
識別情報 ハードウェア構成など 解決 

 手段 
 
課題 

パターン 
マッチング 特徴量比較 動的・変化情報比較 構造・表示制御他 

不
正
防
止 

大日本印刷      2 件 
カシオ計算機    1 件 
キヤノン        1 件 
ﾊﾙﾄﾑｰﾄ ﾍﾝﾆｹﾞ(ｲｷﾞﾘｽ) 
        1 件 
ぺんてる        1 件 
リコー          1 件 
沖電気工業      1 件 
京セラ          1 件 
三洋電機        1 件 
東邦 ﾋ ﾞ ｼ ﾞ ﾈ ｽ 管理 ｾ ﾝ ﾀ ｰ           

1 件 
凸版印刷        1 件 
日本電気        1 件 
デンソー        1 件 
日立マクセル    1 件 

(15 件) 

キヤノン        1 件 
シャープ        1 件 
沖縄日本電気ｿﾌﾄｳｴｱ 
                1 件 
三井ﾊｲﾃｯｸ       1 件 
日本電信電話    1 件 
日立製作所      1 件 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(6 件) 

日本ｻｲﾊﾞｰｻｲﾝ     4 件 
ソリマチ技研     1 件 
リコー           1 件 
松本 隆         1 件 
赤松 則男       1 件 
東芝             1 件 
東洋通信機       1 件 
日本ｼｽﾃﾑ開発     1 件 

 
 
 
 
 
 
 
 

(11 件) 

日本ｻｲﾊﾞｰｻｲﾝ    2 件 
大日本印刷      2 件 
NCR INTERN(米国)1 件 
キヤノン        1 件 
ｼﾞｮﾝ ﾏｯｸﾘｰﾝ ｱﾝﾄﾞ ｻﾝｽﾞ 
ｴﾚｸﾄﾘｶﾙ ﾃﾞｨﾝｸﾞｳｫｰﾙ(ｲ
ｷﾞﾘｽ)           1 件 
フェルモ        1 件 
三菱電機        1 件 
東芝            1 件 
日本電気        1 件 
オムロン        1 件 
 
 

 
 

(12 件) 
照
合
精
度 

日本ｻｲﾊﾞｰｻｲﾝ    1 件 
キヤノン        1 件 
ｻﾝ ﾏｲｸﾛｼｽﾃﾑｽﾞ(米国)          

1 件 
ﾊﾟｲﾛｯﾄ万年筆    1 件 
早津 輝雄      1 件 
NCR INTERN      1 件 
平野 すみえ    1 件 
 
 
 
 
 
 
 
 

(7 件) 

カシオ計算機    1 件 
キヤノン        1 件 
ＨＰ            1 件 
三井ﾊｲﾃｯｸ       1 件 
三菱電機        1 件 
東芝            1 件 
デンソー        1 件 
日立マクセル    1 件 
 
 
 
 
 
 
 
 

(8 件) 

日本ｻｲﾊﾞｰｻｲﾝ     3 件 
ＩＢＭ(米国)     1 件 
AT&T ｱｲ ﾋﾟｰｴﾑ(米国) 
                1 件 
ｼｭﾚｱｰﾏﾝ ﾙｰｽ(米国)1 件 
ﾌﾞﾗｲﾄ研究所      1 件 
ﾘｳﾞｼｯﾂ ｱﾚｸｻﾝﾀﾞｰ  1 件 
リコー           1 件 
三菱電機         1 件 
松浦 武信       1 件 
松下電器産業     1 件 
神戸日本電気ｿﾌﾄｳｪｱ      

1 件 
日本電信電話     1 件 
デンソー         1 件 
八洲電機         1 件 

(16 件) 

三菱電機        2 件 
カシオ計算機    1 件 
中央電子        1 件 
日本電信電話    1 件 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(5 件) 

セキ 
ュリ
ティ 

信
頼
性 

沖電気工業      1 件 
東芝            1 件 

 
(2 件) 

キヤノン        1 件 
 

 
(1 件) 

キヤノン         1 件 
東邦ﾋﾞｼﾞﾈｽ管理ｾﾝﾀｰ 

1 件        
(2 件) 

ﾊﾟｲﾛｯﾄ万年筆    1 件 
 
 

(1 件) 
操
作
性 

シグマ          1 件 
東芝            1 件 
デンソー        1 件 
日立製作所      1 件 
富士通          1 件 

(5 件) 

キヤノン        1 件 
沖電気工業      1 件 
 
 
 

(2 件) 

キヤノン         1 件 
ﾛｰﾙｽ ﾛｲｽ(ｲｷﾞﾘｽ)  1 件 
東芝             1 件 
 
 

(3 件) 

日本電気        1 件 
 
 
 
 

(1 件) 
利
便
性 

ｷｬﾃﾞｨｯｸｽ        1 件 
沖電気工業      1 件 
日本電気        1 件 
 

 
(3 件) 

－ 
 
 
 
 

              (0 件) 

NCR INTERN(米国) 1 件 
ﾙｰｾﾝﾄ ﾃｸﾉﾛｼﾞｰｽﾞ 
(米国)           1 件 
 
 

(2 件) 

日本ｻｲﾊﾞｰｻｲﾝ    1 件 
キヤノン        1 件 
三菱電機        1 件 
日本電信電話    1 件 
デンソー        1 件 

(5 件) 
自
動
化 

－ 
 

(0 件) 

ｸｲﾝﾃｯﾄ(米国)    1 件 
 

(1 件) 

日本ｻｲﾊﾞｰｻｲﾝ     1 件 
デンソー         1 件 

(2 件) 

－ 
 

(0 件) 

操作 
・利
便性 

処
理
速
度 

－ 
 
 

(0 件) 

三井ﾊｲﾃｯｸ       1 件 
 
 

(1 件) 

日立超 LSI ｼｽﾃﾑｽﾞ 1 件           
 
 

(1 件) 

－ 
 
 

(0 件) 
社会
的受
容性 

抵
抗
感 

－ 
 

(0 件) 

－ 
 

(0 件) 

－ 
 

(0 件) 

日立製作所      1 件 
 

(1 件) 

(1991 年１月～2001 年９月に公開の出願) 
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1.4.9 複合照合技術 

 生体情報を用いる複合照合技術には、生体情報を複数用いるものと、生体情報と生体以

外たとえばパスワードのようなものを合わせて用いる技術がある。今回の調査ではそれぞ

れ 58 件、53 件とほぼ同数の特許が抽出された（図 1.4.9-1 参照）。 

表 1.4.9-1、表 1.4.9-2 に前者に属する特許の用途・課題と解決手段の対応表を示す。

表 1.4.9-3 に後者に属するものの対応表を示す。 

 表 1.4.9-1 生体情報を複数用いる複合照合特許の用途と解決手段対応表 

生体情報を複数用いるもの 

照合技術 

    解決手段 

 

用途・課題 
入力技術 

照合方法・手順 辞書・登録・分析 
暗号化 応用 

認証システム 日立製作所  1件 
東芝     1件 
日本電気   1件 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

(3件) 

日本電信電話   2件 
日立製作所    1件 
東芝       1件 
三菱電機     1件 
松下電工     1件 
松下電器産業   1件 
沖電気工業    1件 
日本ｱﾋﾞｵﾆｸｽ    1件 
日本電気ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ 
         1件 
日本電気ﾃﾞｰﾀ機器 1件 
高度移動通信ｾｷｭﾘﾃｨ技
術研究所     1件 
ﾐﾈｿﾀ ﾏｲﾆﾝｸﾞ ｱﾝﾄﾞMFG 
(米国)      1件 

(13件) 

ＡＴＴ(米国) 2件 
日本電気   1件 
日立製作所  1件 
山武     1件 
三菱電機ﾋﾞﾙﾃｸﾉ 
ｻｰﾋﾞｽ     1件 
富士ｾﾞﾛｯｸｽ  1件 
ｵﾘﾝﾊﾟｽ光学工業 
       1件 

 
 

 
 
 
 
(8件) 

ソニー  1件 
ＮＴＴデータ 
     1件 
ＩＢＭ(米国) 
     1件 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

(3件) 

オムロン  1件 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

(1件) 

電子商取引 日立製作所  1件 
沖電気工業  1件 
 
 
 
 

(2件) 

沖電気工業     2件 
ＮＴＴデータ    2件 
ﾊﾟｰｿﾅﾙ ﾊﾞｲｵﾒﾄﾘｯｸ ｴﾝｺｰ
ﾀﾞｰｽﾞ(ｲｷﾞﾘｽ)    1件 
藤島久        1件 
 

 (6件) 

協和電子工業 1件 
 
 
 
 
 

(1件) 

ソニー  2件 
 
 
 
 
 

(2件) 

ソニー   1件 
NECﾈｸｻｽｿﾘｭｰｼｮﾝｽﾞ 

     1件 
ﾌﾟﾛﾌﾟﾗｲｴﾀﾘ ﾌｧｲﾅﾝ
ｼｬﾙ ﾌﾟﾛﾀﾞｸﾂ 
(米国)   1件 

(3件) 

情報アクセス管

理 

東芝     1件 
日本電気   1件 
長塩吉之助  1件 

(3件) 

日立製作所    1件 
日立情報ﾈｯﾄﾜｰｸ  1件 
 

(3件) 

グンゼ    1件 
郵政大臣   1件 
小松尚久   1件 
      (3件) 

 
－ 
 
(0件) 

大柱小太郎  1件 
 
 

(1件) 

入退場管理 保倉豊    1件 
 
 

(1件) 

富士通ｾﾞﾈﾗﾙ    1件 
ｵｰﾃｯｸ電子     1件 
イース       1件 

(3件) 

 
 
－ 

(0件) 

 
 
－ 

(0件) 

富士通機電  1件 
 

 
     (1件） 

用

途 

その他用途 ﾐﾉﾙﾀｶﾒﾗ   1件 
 

(1件) 

ｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙ ﾏﾄﾘｯｸｽ 
(米国)            1件 

(1件) 

キヤノン   1件 
 

(1件) 

－ 
 
(0件) 

松下電器産業 1件 
 

(1件) 

(1991 年１月～2001 年９月に公開の出願) 

生体複数
48%

生体と非生体
52%

(1991 年１月～2001 年９月に公開の出願) 

図 1.4.9-1 複合照合特許件数の複合形態別比較 
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表 1.4.9-2 生体情報を複数用いる複合照合特許の課題と解決手段対応表 

生体情報を複数用いるもの 

照合技術 

    解決手段 

 

用途・課題 
入力技術 

照合方法・手順 辞書・登録・分析 
暗号化 応用 

セキュリティ向

上 

日立製作所  1件 
日本電気   1件 
ﾐﾉﾙﾀｶﾒﾗ   1件 
長塩吉之助  1件 
保倉豊    1件 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

(5件) 

日立製作所    2件 
ＮＴＴデータ   2件 
東芝       1件 
日本電信電話   1件 
三菱電機     1件 
沖電気工業    1件 
松下電器産業   1件 
イース      1件 
松下電工     1件 
日本ｱﾋﾞｵﾆｸｽ    1件 
日本電気ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ 
         1件 
ｵｰﾃｯｸ電子     1件 
日本電気ﾃﾞｰﾀ機器 1件 
ﾊﾟｰｿﾅﾙ ﾊﾞｲｵﾒﾄﾘｯｸｽ  
ｴﾝｺｰﾀﾞｰｽﾞ(ｲｷﾞﾘｽ) 1件 
ｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙ ﾃﾞｰﾀﾏﾄﾘｯｸｽ 
(米国)      1件 
ﾐﾈｿﾀ ﾏｲﾆﾝｸﾞｱﾝﾄﾞMFG 
(米国)      1件 
藤島久      1件 

 (19件) 

日本電気   1件 
日立製作所  1件 
キヤノン   1件 
協和電子工業 1件 
三菱電機ﾋﾞﾙﾃｸﾉ 
ｻ-ﾋﾞｽ     1件 
ＡＴＴ(米国) 1件 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
      (6件) 

ソニー  3件 
ＮＴＴデータ 
     1件 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

(4件) 

立石電機  1件 
富士通電機 1件 
NECﾈｸｻｿﾘｭｰｼｮﾝｽﾞ 

     1件 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

(3件) 

操作・利便性 東芝     2件 
日立製作所  1件 
日本電気   1件 
沖電気工業  1件 
 

(5件) 

沖電気工業    2件 
日本電信電話   1件 
高度移動通信ｾｷｭﾘﾃｨ 
技術研究所    1件 
 

(4件) 

グンゼ    1件 
ｵﾘﾝﾊﾟｽ光学工業 
       1件 
富士ｾﾞﾛｯｸｽ  1件 
ＡＴＴ(米国) 1件 

(4件) 

ＩＢＭ(米国) 
    1件 
 
 
 

(1件) 

松下電器産業 
    1件 

ソニー    1件 
大柱小太郎  1件 
 

(3件) 

課

題 

経済性  
－ 
 

(0件) 

富士通ｾﾞﾈﾗﾙ    1件 
 
  

(1件) 

山武     1件 
郵政大臣   1件 
小松尚久   1件 
      (2件) 

 
－ 
 
(0件) 

ﾌﾟﾛﾊﾟﾗｲｴﾀﾘ ﾌｧｲﾅﾝ
ｼｬﾙ ﾌﾟﾛﾀﾞｸﾂ 
(米国)   1件 

(1件) 

(1991 年１月～2001 年９月に公開の出願) 

 

用途では、個人照合装置としての汎用用途となる認証システムが最も多いが、これに次

いで、「電子商取引」を対象としたものが多いのが特徴である。特に生体情報を複数用い

る方式に多く見られる。 

課題では、圧倒的に「セキュリティ向上」をねらったものが多い。またこれに対応する

解決手段として、「照合技術」の中でも、複合方式を基本とした「照合方法・手順」の開

発に力点が置かれている。 
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表 1.4.9-3 生体情報と非生体情報を用いる複合照合特許の用途・課題と解決手段対応表 

生体情報と生体以外の情報（パスワードなど）を用いるもの 

照合技術 

    解決手段 

 

用途・課題 
入力技術 

照合方法・手順 辞書・登録・分析 
暗号化 応用 

認証システム 日本電気  1件 
キヤノン  1件 
デンソー  1件 
ホーチキ  1件 
国際電気  1件 

 
 

(5件) 

富士通    2件 
ＮＥＣソフト 1件 
卯野小百合  1件 
 
 
 
 

(4件) 

三菱電機   2件 
日立製作所  1件 
松下電器産業 1件 
沖電気工業  1件 
富士通電装  1件 
ｲｰｽﾄﾏﾝ ｺﾀﾞｯｸ 
(米国)    1件 
ﾃﾞｨｰﾀｰ ﾊﾞｰﾄﾏﾝ 1件 
      (8件) 

日本電気   1件 
翼システム  1件 
凸版印刷   1件 
 
 
 
 

(3件) 

松下電器産業  2件 
三菱電機    1件 
キヤノン    1件 
平和      1件 
 
 

 
(5件) 

電子商取引 東芝    1件 
 
 

(1件) 

沖ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ 1件 
成山吉明   1件 
 

(2件) 

ＮＴＴデータ 1件 
ﾎﾞｺﾞｼｱﾝ ﾁｬｰﾙｽﾞ  
ｴｰ ｼﾞｭﾆｱ    1件 

(2件) 

 
－ 
 

(0件) 

ｿﾘﾄﾝｼｽﾃﾑｽﾞ   2件 
ソニー     1件 
ﾍﾙｽﾌｧｰﾑ     1件 

(4件) 

情報アクセス

管理 

日本電気ｲﾝﾌｫﾒｰ
ｼｮﾝﾃｸﾉﾛｼﾞｰ 1件 
東海理化電機製 
作所    1件 
 
 

(2件) 

日立製作所  1件 
松下電器産業 1件 
ケンウッド  1件 
カシオ計算機 1件 
日立ｿﾌﾄｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ 
       1件 
伊藤茂    1件 

(6件) 

日立製作所  1件 
ソニー    1件 
 
 
     
  
 

(2件) 

ｱﾃﾞｿﾝ ｴﾑ ﾌｨｯｼｬｰ 
      1件 
ｾｷｭｱ ｺﾝﾋﾟｭｰﾃｨﾝｸﾞ 
(米国)   1件 
 
 
 

(2件) 

ソニー     1件 
東北日本電気  1件 
 
 
 
 
 

(2件) 

入退場管理 三菱電機  2件 
 
 
 

(2件) 

富士通電装  1件 
イ－ス    1件 

 
 

(2件) 

富士通電装  1件 
 

 
 

(1件) 

 
 
－ 
 

(0件) 

三菱電機    1件 
ＮＴＴデータ  1件 
エース電研   1件 
ﾍﾙｽﾌｧｰﾑ     1件 

(4件) 

用

途 

その他用途 オムロン  1件 
 

(1件) 

ﾌﾟﾘｼｼﾞｮﾝ ﾀﾞｲﾅﾐｯｸｽ 
(米国)    1件 

(1件) 

日立製作所  1件 
ソニー    1件 
      (2件) 

 
－ 

(0件) 

日立製作所   1件 
川澄化学工業  1件 

(2件) 

セキュリティ

向上 

キヤノン  1件 
ホーチキ  1件 
日本電気ｲﾝﾌｫﾒｰ
ｼｮﾝﾃｸﾉﾛｼﾞｰ 1件 
東海理化電機製
作所    1件 

 
 
 
 

(4件) 

富士通    2件 
富士通電装  1件 
ケンウッド  1件 
ＮＥＣソフト 1件 
イース    1件 
ﾌﾟﾘｼｼﾞｮﾝ ﾀﾞｲﾅﾐｯｸｽ 
(米国)    1件 
卯野小百合  1件 
伊藤茂    1件 
成山吉明   1件 

(10件) 

富士通電装  2件 
三菱電機   2件 
日立製作所  2件 
ソニー    2件 
松下電器産業 1件 
ＮＴＴデータ 1件 
沖電気工業  1件 
ｲｰｽﾄﾏﾝ ｺﾀﾞｯｸ 
(米国)    1件 
ﾎﾞｺﾞｼｱﾝ ﾁｬｰﾙｽﾞ  
ｴｰ ｼﾞｭﾆｱ    1件 

   (13件) 

日本電気  1件 
ｱﾃﾞｿﾝ ｴﾑ ﾌｨｯｼｬｰ 
      1件 
ｾｷｭｱ ｺﾝﾋﾟｭｰﾃｨﾝｸﾞ 
(米国)   1件 
 
 
 

 
 

(3件) 

ｿﾘﾄﾝｼｽﾃﾑｽﾞ   2件 
日立製作所   1件
ＮＴＴデータ  1件 
エース電研   1件 
川澄化学工業  1件 
平和      1件 
ﾍﾙｽﾌｧｰﾑ     1件 
ソニー     1件 
東北日本電気  1件 

  
(10件) 

操作・利便性 東芝    1件 
立石電機  1件 
オムロン  1件 
国際電気  1件 

(4件) 

松下電器産業 1件 
カシオ計算機 1件 
日立ｿｳﾄｳｴｱｴﾝｼﾞﾆｱ 
ﾘﾝｸﾞ     1件 

(3件) 

日立製作所  1件 
ﾃﾞｲｰﾀｰ ﾊﾞｰﾄﾏﾝ 1件 
 
 

(2件) 

翼システム  1件 
 
 

 
(1件) 

松下電器産業  2件 
三菱電機    1件 
キヤノン    1件 
ﾍﾙｽﾌｧｰﾑ     1件 

(5件) 

課

題 

経済性 三菱電機  2件 
日本電気  1件 

(3件) 

日立製作所  1件 
沖ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ 1件 

(2件) 

 
－ 

(0件) 

凸版印刷   1件 
 

(1件) 

三菱電機    1件 
ソニー     1件 

(2件) 

 (1991 年１月～2001 年９月に公開の出願) 
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1.4.10 生体一般照合技術 

 表 1.4.10-1 に生体一般照合技術の課題と解決手段の対応表を示す。用いる生体情報を

特定しない照合技術を対象とする。生体情報を用いた個人照合への関心の高まりから、

1996 年以降この領域に対応する出願増加が顕著である。セキュリティ面の不正防止およ

び操作・利便性における操作性の向上が主課題である。照合処理法、装置構成など出願は

多岐にわたる。用途関連面で見ると情報アクセス 30％、電子商取引 17％、入退室 15％、

その他 38％の出願件数比率である。全般的に大手電機メーカが出願件数上位を占める。 

表 1.4.10-1 生体一般照合技術の課題と解決手段対応表（1/2） 
 

画像識別情報 
 

ハードウェア構成 
解決 
 手段 

  
課題 
 

 
特徴量比較 

 
処理判別手段 

 
装置構成 

不正防
止 

東芝                   6 件 
日立製作所             4 件 
日本電気               4 件 
富士通                 3 件 
日本電信電話           2 件 
ﾜｲｽﾞｺｰﾎﾟﾚｰｼｮﾝ          2 件 
ﾃｨｰ ｱｰﾙ ﾀﾞﾌﾞﾘﾕｰ(米国)  2 件 
ｲﾝﾋﾞｨｼﾞﾃｯｸ(米国)       1 件 
NCR INTERN(米国)       1 件 
ｵｰﾃｯｸ電子              1 件 
キヤノン               1 件 
ジーメンス(ﾄﾞｲﾂ)       1 件 
ｿﾘﾄﾝｼｽﾃﾑｽﾞ             1 件 
ホクエー               1 件 
ポラロイド(米国)       1 件 
ﾐﾈｿﾀ ﾏｲﾆﾝｸﾞ ｱﾝﾄﾞ MFG(米国) 
                       1 件 
ﾜｲﾑｱｯﾌﾟ                1 件 
沖 博子               1 件 
沖電気工業             1 件 
京葉ｼｽﾃﾑ技研           1 件 
熊平製作所             1 件 
国際電気               1 件 
三菱自動車工業         1 件 
三菱電機               1 件 
三洋電機               1 件 
川澄化学工業           1 件 
東芝ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ  1 件 
日本ビクター           1 件 
保倉 豊               1 件 

(45 件) 

イース                 5 件 
日立製作所             4 件 
ＩＢＭ(米国)           4 件 
沖電気工業             2 件 
東芝                   2 件 
AT＆T ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ ｲﾝﾌｫﾒｰｼｮﾝ 
ｿﾙｰｼｮﾝｽﾞ INTERN(米国)  1 件 
ｴﾇｲｰｼｰﾈｯﾄﾜｰｸ ｾﾝｻ       1 件 
ｷｬﾃﾞｨｯｸｽ               1 件 
ｾｲｺｰｴﾌﾟｿﾝ              1 件 
ソニー                 1 件 
リコー                 1 件 
三菱電機               1 件 
三洋電機               1 件 
松下電器産業           1 件 
東芝ｴｰ ﾌﾞｲ ｲｰ        1 件 
日本ｴﾙｴｽｱｲｶｰﾄﾞ         1 件 
日本電信電話           1 件 
日立ﾆｭｰｸﾘｱｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ   1 件 
日立マクセル           1 件 
富士ｾﾞﾛｯｸｽ             1 件 
富士通電装             1 件 
オムロン               1 件 
 
 
 
 
 
 
 

(34 件) 

沖電気工業             7 件 
東芝                   2 件 
三菱電機               2 件 
イース                 1 件 
ＩＢＭ(米国)           1 件 
ＡＴＴ(米国)           1 件 
ＮＴＴﾃﾞｰﾀ             1 件 
ｵｰﾃﾞｨｵ ﾃﾞｲｼﾞﾀﾙ ｲﾒｰｼﾞﾝｸﾞ 
(米国)                 1 件 
ｼﾃｨﾊﾞﾝｸ ｴﾇ ｴｲ(米国)    1 件 
シャープ               1 件 
ソニー                 1 件 
ｿﾙﾃｽﾞ ｼﾞｮﾝ ｴｰ          1 件 
ベンテック             1 件 
岩本 秀治             1 件 
山口 佳宏             1 件 
松下電器産業           1 件 
静岡日本電気           1 件 
大日本印刷             1 件 
都築電気               1 件 
凸版印刷               1 件 
富士通                 1 件 
 
 
 
 
 
 
 
 

(29 件) 
照合精
度 

沖電気工業             3 件 
山武                   3 件 
日本電気               2 件 
浜松ﾎﾄﾆｸｽ              2 件 
セコム                 2 件 
オムロン               1 件 
ＮＴＴﾃﾞｰﾀ             1 件 
日立製作所             1 件 
三菱電機               1 件 
東芝                   1 件 
朴 宰佑               1 件 

(18 件) 

ＮＴＴﾃﾞｰﾀ             1 件 
キヤノン               1 件 
ｷﾔﾉﾝ ﾕｰ ｴｽ ｴｲ(米国)    1 件 
沖電気工業             1 件 

 
 
 
 
 
 
 

(4 件) 

日立製作所             1 件 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(1 件) 

セキ 
ュ リ
ティ 

信頼性 キヤノン               2 件 
ﾈｯﾄﾏｰｸｽ                1 件 
関西日本電気ｿﾌﾄｳｪｱ     1 件 
松下電器産業           1 件 
新井 史人             1 件 
東芝                   1 件 
日本ｻｲﾊﾞｰｻｲﾝ           1 件 
日本電気               1 件 
福田 敏男             1 件 

 
(10 件) 

日立製作所             1 件 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
(1 件) 

ﾓｰﾘｽ ｴｲﾁ ｼﾔﾓｽ         1 件 
保倉 豊              1 件 
 
 
 
 
 
 
 

 
(2 件) 
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表 1.4.10-1 生体一般照合技術の課題と解決手段対応表（2/2） 
 

 
画像識別情報 

 
ハードウェア構成 

解決 
 手段 

  
課題 
 

 
特徴量比較 

 
処理判別手段 

 
装置構成 

操作性 オムロン               2 件 
東芝                   2 件 
松下電器産業           2 件 
三菱電機               2 件 
コニカ                 1 件 
シャープ               1 件 
スカイコム             1 件 
ｾｲｺｰ電子工業           1 件 
ヒエロニムス           1 件 
横河電機               1 件 
埼玉日本電気           1 件 
三星 十久             1 件 
日本コーリン           1 件 
日立ｲﾝﾌｫﾒｰｼｮﾝﾃｸﾉﾛｼﾞｰ   1 件 
畑田 明信             1 件 
翼システム             1 件 
 
 
 
 
 

 
 

(20 件) 

沖電気工業             3 件 
日本電信電話           3 件 
東芝                   2 件 
ソニー                 1 件 
東京三菱銀行           1 件 
日立画像情報ｼｽﾃﾑ       1 件 
日立製作所             1 件 
翼システム             1 件 
落合 庸良             1 件 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(14 件) 

沖電気工業             2 件 
日立製作所             2 件 
日本電信電話           2 件 
富士通                 2 件 
オムロン               1 件 
ＮＥＣソフト           1 件 
キヤノン               1 件 
コニカ                 1 件 
ソニー                 1 件 
ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙ ｴｸｲッﾌﾟﾒﾝﾄ(米国) 
             1 件 
ﾋﾟｰｼﾞｴｲｱｲ              1 件 
山武                   1 件 
松下電器産業           1 件 
大日本印刷             1 件 
東芝                   1 件 
日本ﾒﾃﾞｨﾊﾟｯｸ           1 件 
日本電気               1 件 
デンソー               1 件 
浜松ﾎﾄﾆｸｽ              1 件 
富士通電装             1 件 
富士電機               1 件 
翼システム             1 件 

(26 件) 
利便性 沖電気工業             3 件 

東芝                   2 件 
日本ｻｲﾊﾞｰｻｲﾝ           2 件 
東陶機器               2 件 
ｺﾆﾝ ﾌｨﾘｯﾌﾟｽ ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ 
(ｵﾗﾝﾀﾞ)                1 件 
ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｿﾌﾄ開発         1 件 
ﾃｸﾉﾒﾃﾞｨｶ               1 件 
沖 博子               1 件 
馬場 勉               1 件 
白川 司郎             1 件 

 
 

(15 件) 

沖電気工業             4 件 
日本電気               4 件 
ｼﾞｬｯｸﾎﾟｯﾄ              1 件 
ｽﾏｰﾄ ﾀｯﾁ(米国)         1 件 
ﾐﾉﾙﾀｶﾒﾗ                1 件 
三菱電機               1 件 
生熊 克己             1 件 
富士通                 1 件 
富士通ｾﾞﾈﾗﾙ            1 件 
豊田自動織機製作所     1 件 
 
 

 
(16 件) 

東陶機器               3 件 
東芝                   2 件 
沖電気工業             1 件 
オムロン               1 件 
タカタ                 1 件 
ﾃﾞﾆｽ ｻﾝｶﾞ ﾌｴﾙﾅﾝﾃﾞｽﾞ    1 件 
トーカド               1 件 
溝部 達司             1 件 
三菱電機ﾋﾞﾙﾃｸﾉｻｰﾋﾞｽ    1 件 
大日本印刷             1 件 
沢口 高司             1 件 
日立情報ｼｽﾃﾑｽﾞ         1 件 
 

(15 件) 
処理速
度 

－ 
 

(0 件) 

沖電気工業             4 件 
浜松ﾎﾄﾆｸｽ              1 件 

(5 件) 

五味 和史             1 件 
浜松ﾎﾄﾆｸｽ              1 件 

(2 件) 

操作 
・ 利
便性 

自動化 富士通                 1 件 
 

(1 件) 

ＮＥＣ情報ｼｽﾃﾑｽﾞ       1 件 
コニカ                 1 件 

                   (2 件) 

テクノバンク           1 件 
倉林 譲               1 件 

(2 件) 
小型化 カシオ計算機           1 件 

(1 件) 
ソニー                 1 件 

(1 件) 
－ 

(0 件) 
省電力 ミヨタ                 1 件 

(1 件) 
－ 

(0 件) 
－ 

(0 件) 
省力化 日本信号               1 件 

(1 件) 
－ 

(0 件) 
－ 

(0 件) 

経 済
性 

コスト － 
(0 件) 

－ 
(0 件) 

沖電気工業             1 件 
(1 件) 

 
(1991 年１月～2001 年９月に公開の出願) 
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出願件数から見て上位 20 位以上の主要出願人を表 2.-1 に示す。本章では、この主要出願人

20 社につき企業の概要、生体情報を用いた個人照合技術に関する製品・技術、技術課題対応の

各社の保有特許およびその保有特許の主要なものの概要、技術開発拠点、技術開発者と出願件

数の推移を紹介する。 

本章で調査対象とした特許は、1991 年 1 月から 2001 年９月までに公開された「生体情報を

用いた個人照合」に関連するものから、下記のものを除いた公開特許 1,667 件である。 

（１）無効、取り下げ、放棄、審査未請求により取り下げられたもの 

（２）2001 年 12 月の時点で拒絶確定及び拒絶査定後 1 年以上経過したもの 

出願人の総数は 404、そのうち企業件数は 313 であった。なお資料５の表 3「出願件数上位 52

社の連絡先」に示すように、出願人ランキングで 21 位は出願件数 13 件の「IBM(インターナショ

ナルビジネスマシーンズ）」、「三菱電機ビルテクノサービス」、「NEC ソフト」の３社であっ

た。 

上位 20 社の顔ぶれは、電機、家電、情報、通信、写真、画像表示、電装品、印刷メーカ、

ベンチャーメーカなど多彩である。上位は、電機、家電、情報、通信メーカが占めている。生

体情報を用いた個人照合特許の上位 20 社による出願総件数は 1,043 件であった。 

 

 

表 2.-1 生体情報を用いた個人照合技術の主要企業 20 社の出願件数 

（1991 年 1 月～2001 年 9 月に公開の出願） 

No 出願人名 出願件数  No 出願人名 出願件数 

1 沖電気工業 151  11 キヤノン 32 

2 東芝 108  12 オムロン 31 

3 三菱電機 101  13 浜松ホトニクス 27 

4 ソニ－ 88  14 カシオ計算機 26 

5 日本電気 88  15 山武 24 

6 富士通 81  16 シャ－プ 22 

7 日本電信電話 54  17 デンソー 19 

8 日立製作所 52  18 NTT デ－タ 19 

9 松下電器産業 48  19 日本サイバ－サイン 16 

10 富士通電装 42  20 大日本印刷 14 

 

 

２. 主要企業等の特許活動 
 

大手電気、情報、通信メーカが上位にならぶが、印刷、 

計測、制御、電装品、ベンチャーなど参入企業は多彩。 

 

 

特許流通 

支援チャート 
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 主要企業 20 社の技術要素別出願件数マップを表 2.-2 に示す。表中ハッチ部分は、それぞれ

の技術要素で件数が上位３位までの企業を意味している。この表から、どの企業が、どの技術

要素（生体情報）に注目しているかをうかがい知ることができる。 

 総件数でトップの「沖電気工業」は虹彩に、総件数で上位の「三菱電機」、「日本電気」、 

「ソニー」、「富士通」は指紋に、「東芝」、「オムロン」は顔貌に比重がかかっている。 

特徴的なのは、総件数では下位の「日本サーバーサイン」と「キヤノン」が署名では１、２位

にランクされる。 

 

表 2.-2 主要企業 20 社の技術要素別出願件数マップ 

（1991 年 1 月～2001 年 9 月に公開の出願） 
  技術要素  

ﾗﾝｸ 出願人名 

指
紋・シ
ステ
ム 

指
紋・
入力
技術 

指
紋・
照合
技術 

虹彩 顔貌 
その
他生
体 

声紋 署名 複合 
生体
一般 

総件
数 

1 沖電気工業  1 2 101 5  2 2 6 32 151 

2 東芝 16 22 12  18 6 4 6 4 20 108 

3 三菱電機 18 26 31  2  3 6 7 8 101 

4 日本電気 11 24 24  4 4 5 1 5 10 88 

5 ソニー 14 32 24 2 1 1 1  8 5 88 

6 富士通 2 18 40  3 1 5 2 2 8 81 

7 日本電信電話 5 17 4  8 1 5 4 2 8 54 

8 日立製作所 8 1 4  4 4 4 2 10 15 52 

9 松下電器産業 2 3 1 12 10 5 2 1 6 6 48 

10 富士通電装 4 6 21  1 5   3 2 42 

11 キヤノン 5 1 2 1 3 2  10 3 5 32 

12 オムロン 3 5 5  9 1 1  2 5 31 

13 浜松ホトニクス 1 13 7  1     5 27 

14 カシオ計算機 7 9 3    2 3 1 1 26 

15 山武 2 5 11  1    1 4 24 

16 シャープ 2 12 2  1 2  1  2 22 

17 デンソー 2 4 5    1 6 1  19 

18 ＮＴＴデータ 5    2  4  5 3 19 

19 日本サイバーサイン        13  3 16 

20 大日本印刷 3 1 3  1   4  2 14 

 

なお、本章では各企業の保有特許リストを掲げた。登録されているものと海外出願されてい

ると調査確認されたものから、出願件数規模、技術要素件数分布を考慮して選出し、リスト中

の出願特許について概要を掲載した。また、掲載した特許（出願）は、各々、各企業から出願

されたものであり、各企業の事業戦略などによっては、ライセンスされるとは限らない。 
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2.1.1 企業の概要 

沖電気工業は 1949 年に設立された金融端末や通信 LSI を主力とする通信系メーカであ

る。生体情報による個人照合に関する事業では、虹彩照合技術開発で日本で先駆的なポジ

ションにあり、虹彩（アイリス）認識装置や、その応用であるゲート管理システムなどの

製品がある。今回調査した中の沖電気工業の特許は、登録が４件、公開のものが 148 件で

あった。そのうち９件を海外にも出願している。虹彩照合に関する特許が 98 件と群を抜い

て多く、次いで生体一般照合に関する出願が 32 件で、複合、顔貌にそれぞれ６件、５件と

まとまった出願が有る。 

 表 2.1.1-1 に沖電気工業の概要を示す。 

 

表 2.1.1-1 沖電気工業の概要 

1) 商号 沖電気工業株式会社 

2) 設立年月日 1949年11月 

3) 資本金 678億6,200万円 

4) 従業員 8,217名（単独）、25,626名（連結） 

5) 事業内容 情報機器、通信機器、電子デバイスの開発・製造・販売・サービス 

  （技術導入）センサ（米国）「アイリス認識」関連技術 など10社 

6) 技術・資本提携関係 
（クロスライセンス）ルーセントテクノロジー（米国）、IBM(米国）、 
 HP（米国）、TI（米国）、ハリス(米国）、フィリップス（オランダ） 

  
（共同開発）GBT（米国）「CDMA方式」関連技術ほか数社 
   ソニー「0.25μシステムLSI要素技術」ほか数社 

7) 事業所 本社／東京、向上／沼津、高崎、八王子、本庄、富岡 

8) 関連会社 国内/沖電気工事、沖データ、沖カスタマアドホック等 

9) 業績推移（百万円） 
売上／669,776（1999年度）、740,250（2000年度） 
利益／1,146（1999年度）、8,944（2000年度） 

10) 主要製品 
電子通信装置（ATM交換装置など）、情報処理装置（金融自動化機器など）、
電子デバイス（集積回路、電子部品） 

11) 主な取引先 NTT、日本電素工業、日本ユニシス、三菱商事 

 

 

 

 

 

2.1 沖電気工業 
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2.1.2 生体情報を用いた個人照合技術に関連する製品・技術 

 

表 2.1.2-1 沖電気工業の生体情報を用いた個人照合関連製品・技術一覧表 

技術要素 製品 製品名 発売時期 出典 

虹彩照合技術 ゲート管理システ
ム 

アイリスパス－Ｓ 1998年10月 http://www.oki.com/jp/home/P
ROD/iris 

虹彩照合技術 情報セキュリティ
システム 

アイリスパス－ｈ 2001年12月 http://www.oki.com/jp/home/P
ROD/iris 

 

 沖電気工業は、虹彩照合技術を用いた製品やシステムを実用化し販売している。ゲート

管理や情報セキュリティシステムに利用されている。     

沖電気工業が「アイリスパス－Ｓ」の名称で事業化しているゲート管理システムの外観

を図 2.1.2-1 に、その主な用途を表 2.1.2-2 に、システム接続例を図 2.1.2-2 に、仕様を

表 2.1.2-3 に、それぞれ示す。 

 

 

 

                               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

部屋への入退室管理用として  

 資料室・媒体などの保管庫  

 薬品・危険物などの保管室  

 研究室・コンピュータルーム  

 プライベートルーム  

 金庫室  

 無人店舗保守室  

 夜間/休日用出入口  

装置の扉管理用として  

 現金収納庫 、保守用扉 

図 2.1.2-1 アイリスパス－Ｓの外観 

表 2.1.2-2 アイリスパス－Ｓゲート管理 

システムの主な用途 

図 2.1.2-2 沖電気工業の虹彩照合を利用したゲート管理システムの接続例 
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表 2.1.2-3 沖電気工業の虹彩照合を利用したゲート管理システム仕様 

 

また、「アイリスパス-ｈ」の名称で製品化している情報システム端末向け認証ユニット

の概観を図 2.1.2-3 に、その主な利用方法・適用を表 2.1.2-4 に示す。 

 

 

  

 

 

項目 仕様 

最大ゲート装置数 128台 

登録人数 最大1000人／各ゲート 

認識性能 
認識率：99.9%以上 

／誤認識率：0.0001%以下 
（取得画像品質による） 

認識時間 1秒以内（画像入力後～判定） 

管理装置－ 
ゲート装置間インタフェース 

１０ＢＡＳＥ－Ｔ 

電源 ＡＣ１００Ｖ 50/60Hz 

重量 
照合機：7.5Kg 

ゲート装置制御部：15Kg 

環境条件 
管理装置：10～35℃ 
ゲート装置：0～40℃ 

外形寸法 照合機：260(W)×320(H)×110(D) 

 

利用方法  

・端末へのログイン制御  

・C/S でのサーバログイン制御  

・Web システムへのログイン制御  

・各種システムログイン制御  

・データへのアクセス制御  

適用  

・企業内や庁舎内の情報システム  

・パソコンを用いた様々なシステム  

 

表 2.1.2-4 アイリスパス－ｈセキュリ

ティシステムの主な利用方法・適用 

システムの主な用途 

図 2.1.2-3 アイリスパス－ｈの概観 
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2.1.3 技術開発課題対応保有特許の概要 

 沖電気工業の生体情報を用いた個人照合に関連する特許における技術要素と技術課題の

対応を図 2.1.3-1 に、また解決手段との対応を図 2.1.3-2 に示す。これらの図によれば、 

虹彩照合関連で、セキュリティ向上と操作・利便性を課題とし、入力技術と識別照合技術

を解決手段とする出願が多くみられることが分かる。生体一般照合関連で識別照合技術を

解決手段とするものもかなり出願されている。 

 なお技術課題、解決手段の具体内容については 1.4 節技術開発の課題と解決手段を参照

されたい。 

図 2.1.3-1 技術要素・課題手段対応出願件数分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.1.3-2 技術要素・解決手段対応出願件数分布 
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 表 2.1.3-1 に沖電気工業の技術開発課題対応保有特許の一覧表を示す。この表は生体情

報を用いた個人照合技術に関連する 1991 年 1 月～2001 年 9 月に公開された登録と係属の

特許について技術要素、課題ごとに分類したものである。 

 

表 2.1.3-1 沖電気工業の技術開発課題対応特許一覧表(1/9) 

特許番号 特許分類 名称 技
術
要
素 

課 
題 （概要：解決手段要旨) （図） 

指
紋
入
力 

信
頼
性 

特開平8-287012 G06F15/00,330 
指紋照合機能付きコンピユ－タ端末装置及びその
セキユリテイ確認方法                                    

信
頼
性 

特開平10-134229 G07D9/00,461 自動取引装置及び自動取引システム                                                                    

G06T7/00 指紋照合装置                                                                                        

指
紋
照
合 
 

利
便
性 

特許2804576 

求めた指紋流に対応する
中心核パターンを作成し、
中心核パターンに類似す
る指紋群と入力した指紋
とを照合し、一致するかど
うかを判定するようにし
たことによりIDコードを
入力することなく指紋照
合ができる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

特開平9-106470 G07D9/00,461 自動取引システムおよび個人識別方法                         

G06T7/00 虹彩認識装置および虹彩認識方法                                                                      

特開平9-212644 

類似度が所定値より低い
場合は、再度虹彩画像デー
タを取得し、取得した画像
データと登録データの一
致部分を抽出してマッチ
ングデータに追加するこ
とにより誤認識を防止す
る。 

 

  
 

特開平9-212645 G06T7/00 身分証明書照合システム                                                                              

特開平9-259197 G06F19/00 電子財布システム                                                                                    

特開平9-234264 A63B71/06 競技出場選手管理システム                                                                            

特開平9-273337 E05B49/00 キ－レスエントリシステム                                                                            

特開平9-305196 G10L3/00,551 音声入力装置                                                                                        

特開平9-305765 G06T7/00 虹彩識別方法および虹彩識別装置                                                                      

特開平10-21392 G06T7/00 虹彩認識システムおよび虹彩認識装置                                                 

虹
彩 
 

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ 
 

特開平10-5195 A61B5/117 虹彩の撮像方法及びその撮像装置                                                                      
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表 2.1.3-1 沖電気工業の技術開発課題対応特許一覧表(2/9) 
特許番号 特許分類 名称 技

術
要
素 

課 
題 （概要：解決手段要旨) （図） 

特開平9-198510 G06T7/00 自動取引装置及び自動取引システム                                                                    

特開平10-63858 G06T7/00 個人識別方法及び個人識別装置                                                                        

特開平10-162146 G06T7/00 個人識別装置                                                

特開平10-177553 G06F15/00,330 ネツトワ－クセキユリテイシステム                                                                    

特開平10-222469 G06F15/00,330 オンラインシステム                                                             

特開平10-240691 G06F15/00,330 ネツトワ－クセキユリテイシステム                                                                    

特開平10-268372 G03B3/00 撮影装置                                                                                          

特開平10-269183 G06F15/00,330 
自動取引装置および自動取引装置システムおよび
アイリスパタ－ン登録装置                                

G06T7/00 画像認識方法                                                                                        

特開平10-275234 

眼の撮像画像をブロック
に分割し、ブロックの濃度
値をあらわすモザイク画
像に変換し、各モザイク画
像の中心点からの距離が
小さく、かつ暗い濃度値の
ブロックを瞳孔中心位置
と判定し、このブロック位
置から入力画像の中心位
置を算出することで、正確
に瞳孔を抽出する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A61B5/117 画像認識装置                                                                                        

虹
彩 

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ 

特開平10-262953 

 
虹彩照合手段が検出した
円（瞳孔、虹彩）に基づい
て照合処理を行い、座標系
の不一致により、照合に失
敗した場合でも、座標系補
正手段により座標系を楕
円に再設定して照合処理
をやり直すので、照合の失
敗を減少させることがで
きる。 
 

 

G06T7/00 動物の個体識別装置                                                                                  

虹
彩 

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ 

特開平10-275235 

動物の目の虹彩周辺にあ
る虹彩顆粒を個体識別に
利用する。虹彩顆粒の画像
は、傾きや長さ、濃度等を
正規化し、辞書に登録して
おくことで安定した照合
が得られる。 
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表 2.1.3-1 沖電気工業の技術開発課題対応特許一覧表(3/9) 
特許番号 特許分類 名称 技

術
要
素 

課 
題 （概要：解決手段要旨) （図） 

特開平10-275236 G06T7/00 動物の個体識別装置                                                                                  

特開平10-302065 G06T7/00 個体識別方法および個体識別装置                                                                      

特開平11-15972 G06T7/00 アイリス撮影装置                                                                                    

特開平11-25273 G06T7/00 無人取引システム                                                                                    

特開平11-31243 G07B5/00 乗車券類販売精算システム                                                                            

A61B5/117 個体識別装置およびその方法                                

特開平11-113885 

動物の目の中の情報を用
いて個体識別を行う個体
識別装置であって、瞳孔の
輪郭線を抽出する輪郭線
抽出部と、瞳孔の重心を通
り、かつ、瞳孔内領域を点
の集合とした場合、その軸
上に全ての点を写像した
とき点の分布が最も大き
くなるような軸である主
軸に対して垂直な直線上
に中心点を持つ円弧に
よって、瞳孔の下部領域ま
たは上部領域の輪郭線を
近似する円弧当てはめ処
理部とを備えたことを特
徴とする。 

 

特開平11-164823 A61B5/117 医療管理システムと個人情報カ－ドシステム                                                            

特開平11-185087 G07C9/00 入退場者管理システム                                                                                

特開平11-203478 G06T7/00 アイリスデ－タ取得装置                                                                              

特開平11-213047 G06F17/60 無人取引システム                                                                                    

特開平11-200684 E05B49/00 扉錠前操作システム                                         

特開平11-244261 A61B5/117 
アイリス認識方法及び装置、デ－タ変換方法及び装
置                                                    

特開2000-33080 A61B5/117 
アイリスコ－ド生成装置およびアイリス認識シス
テム                                                    

特開2000-83930 A61B5/117 アイリスを用いた個人識別装置                                                                        

特開2000-105830 G06T7/00 個人識別装置                                                                                        

特開2000-107156 A61B5/117 個人識別装置                                                                                        

特開2000-132681 G06T7/00 アイリスデ－タ取得装置                                                                              

特開2001-155222 G07D9/00,461 自動取引システム                                                                                    

特開2000-180707 G02B7/28 オ－トフォ－カスカメラ及び個人識別装置                                                              

虹
彩 

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ 

特開2000-185031 A61B5/117 個体識別装置                                        
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表 2.1.3-1 沖電気工業の技術開発課題対応特許一覧表(4/9) 
特許番号 特許分類 名称 技

術
要
素 

課 
題 （概要：解決手段要旨) （図） 

特開2000-194856 G06T7/00 輪郭抽出方法及び装置                                                                                

特開2000-210271 A61B5/117 アイリス撮影装置                                                                                    

特開2000-322575 G06T7/00 自動受付システム及び自動決済システム                                                                

特開2000-357232 G06T7/00 アイリス認識装置                                                                                    

特開2001-17410 A61B5/117 目画像撮像装置                                                                                      

特開2001-67399 G06F17/60 電子マネ－取引システム                                                                              

特開2001-118103 G07C9/00 ゲ－ト管理装置                                                                                      

特開2001-133737 G02C7/04 コンタクトレンズの虹彩識別装置                            

特開2001-143123 G07D9/00,331 アイリス認証による現金処理システム                                                                  

特開2001-148001 G06T1/00 本人認証装置及び本人認証方法                                                           

特開2001-167284 G06T7/60 眼鏡反射検出装置及び眼鏡反射検出方法                                                                

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ 

特開2001-167252 G06T1/00 
眼画像作成方法、アイリス認証方法及びアイリス認
証装置                                                

特開平9-147233 G07F19/00 自動取引システム                                                                                    

特開平9-161135 G07D9/00,461 自動取引システム                                                                                    

特開平9-160879 G06F15/00,330 顧客認識処理システム                                                                                

特開平9-198531 G07B11/00,501 カ－ドレス施設利用システム                                                                          

特開平9-282526 G07D9/00,461 自動取引装置                                                                                        

特開平9-305834 G07D9/00,461 自動取引装置                                                                                        

特開平9-319927 G07D9/00,461 自動取引装置                                      

特開平9-198545 G07D9/00,426 自動取引装置                                                                                        

特開平10-137223 A61B5/117 
アイリスを用いた個人認識装置およびこの個人認
識装置を用いた自動取引システム                   

特開平10-137225 A61B5/117 
生体の特徴を用いた個人認識装置およびこの個人
認識装置を用いた自動取引システム                        

特開平10-198843 G07D9/00,461 自動取引装置                                                                                        

特開平11-89820 A61B5/117 アイリス入力装置                                                                                    

特開平11-149513 G06F19/00 無人取引システム                                                                                    

虹
彩 

操
作
・
利
便
性 

特開平11-175728 G06T7/00 無人取引システム                                                                                    
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表 2.1.3-1 沖電気工業の技術開発課題対応特許一覧表(5/9) 
特許番号 特許分類 名称 技

術
要
素 

課 
題 （概要：解決手段要旨) （図） 

特開2000-5146 A61B5/117 撮像装置                                                                              

特開2000-60825 A61B5/117 アイリス認識装置                                                                                    

G06T1/00,400 アイリスパタ－ン入力装置                                                                            

特開2000-132665 

映像信号に基づく画像表
示を行う表示装置の表示
画面近傍に表示された画
像の可視光成分を透過し
つつ外光中の近赤外領域
光のみを反射するハーフ
ミラーと、このハーフミ
ラーで反射された反射光
を受光してこれを上記映
像信号に変換する撮像素
子とを有するキャプチャ
カメラを設ける構成とす
ることによって使用者は、
視線を反らすことなく、
ハーフミラー越しに表示
装置上に表示された自分
のアイリス画像をモニタ
しつつ、アイリスの位置合
わせ及び取り込みを容易
に行うことが可能となる。 

 

特開2000-139878 A61B5/117 アイリスパタ－ン認識装置                                                                            

特開2000-155863 G07C9/00 入退室管理システム                                                                                  

特開2000-182049 G06T7/00 動物の個体識別装置                                                                                  

特開2000-194853 G06T7/00 個体識別装置                                                                                        

特開2000-194854 G06T7/00 個体識別装置                                    

特開2000-194855 G06T7/00 個体識別システム                                                                                    

特開2000-207536 G06T1/00 
撮影装置およびアイリス画像入力装置およびアイ
リス画像入力方法                                        

特開2000-237167 A61B5/117 アイリス認識装置                                                                                    

特開2000-251068 G06T7/00 個体識別装置                                                                                        

特開2000-259817 G06T1/00 アイリス認識装置                                                                                    

特開2000-293663 G06T1/00 個人識別装置                                                                                        

虹
彩 

操
作
・
利
便
性 

特開2001-29330 A61B5/117 
アイリス撮影装置、代金処理装置、自動取引装置、
遊技装置                                              
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表 2.1.3-1 沖電気工業の技術開発課題対応特許一覧表(6/9) 
特許番号 特許分類 名称 技

術
要
素 

課 
題 （概要：解決手段要旨) （図） 

G06F17/60 電子決済システム                                                       

特開2001-67411 

アイリス認証局に送信さ
れたアイリスデータで本
人認証が行われ、顧客が登
録された者である旨の認
定通知が行われたときは、
消費者サーバに備えられ
た電子金庫から商品の購
入代金を転送するように
し、クレジッドカード等を
用いずに電子決済を行う。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

特開2001-118055 G06T1/00 撮影装置                                                                

特開2001-167275 G06T7/00 個体識別装置                                                                                        

特開2001-184483 G06T1/00 個人識別装置及び個人識別方法                                                                  

特開2001-215109 G01B11/00 虹彩画像入力装置                                                                                    

操
作
・
利
便
性 

特開2001-236499 G06T7/00 アイリス画像判定装置                                                                                

特開平9-212722 G07D9/00,461 本人確認装置                                                                                        

特開平10-40386 G06T7/00 虹彩認識システム                                                                                    

特開平10-49728 G07D9/00,461 自動取引装置                                                                                        

特開平10-139100 B67D5/06 無人ガソリンスタンドシステム                                                                        

特開平10-137219 A61B5/117 虹彩画像取得装置                                                                                    

特開平10-137220 A61B5/117 個人識別装置                                                                                        

特開平10-177651 G06T7/00 デ－タ処理システム                                                                                  

特開平10-269412 G07D9/00,456 自動取引装置の運用システム                                                                          

特開平11-47117 A61B5/117 
アイリス撮影装置およびアイリスパタ－ン認識装
置                                                      

特開平11-144105 G07C1/00 出退勤管理装置                                                                                      

特開2001-76072 G06F19/00 個体識別システム                                                                                    

特開2001-145613 
 

A61B5/117 距離計測機能付きカメラ装置                                                                          

虹
彩 

経
済
性 

特開2001-5836 
 

G06F17/30 アイリス登録システム                                                                                
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表 2.1.3-1 沖電気工業の技術開発課題対応特許一覧表(7/9) 
特許番号 特許分類 名称 技

術
要
素 

課 
題 （概要：解決手段要旨) （図） 

G06F17/60 自動審査装置                                                                                        

特許2793658 

本人データと登録データ
を本人判定手段によって
比較し、または本人データ
と登録データをデータ判
定手段によって比較する
と同時に本人身長データ
を身長判定手段によって
比較するようにした。短時
間かつ正確に審査するこ
とが可能。 

 

特開2000-235640 G06T1/00 顔器官検出装置                                                                                      

セ
キ
ュ
リ 
テ
ィ 

特開2001-169272 H04N7/18 撮影装置及びその撮影装置を用いた監視システム                                                 

特開平10-137221 A61B5/117 個人識別装置                                                                                        

顔
貌 

操
作
性 特開2000-90329 G07D9/00,461 カ－ド無し取引方法                                                                                  

特開平9-127977 G10L3/00,535 音声認識方法                                                                                        
声
紋 

迅
速
性 特開平9-204292 G06F3/16,340 音声入力装置およびそのカ－ド                                                                        

不
正
防
止 

特開平10-334049 G06F15/00,330 電子文書の承認行為における承認者識別方法                                                            
署
名 

利
便
性 

特開2000-215295 G06K19/10 
本人確認デ－タ内蔵ＩＣカ－ド及びそれを用いた
本人確認方法                                            

特開平10-137222 A61B5/117 個人識別装置                                                                                        
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ 

特開2000-102524 A61B5/117 個体識別装置                                                                                        

特開平10-49606 G06F19/00 窓口処理装置                                                                                        

特開平10-248827 A61B5/11 個人認識装置                                                                                        

操
作
・ 
利
便
性 

特開平11-232531 G07D9/00,461 自動取引システム                                                                                    

複
合 

経
済
性 

特開2001-143004 G06F19/00 取引処理システム                                                                                    
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表 2.1.3-1 沖電気工業の技術開発課題対応特許一覧表(8/9) 
特許番号 特許分類 名称 技

術
要
素 

課 
題 （概要：解決手段要旨) （図） 

特開平10-136011 H04L12/54 情報伝達装置                                                                                        

特開平10-242958 H04L9/32 ネットワ－クセキュリティシステム                                                                    

特開平11-219412 G06K17/00 ＩＣカ－ド発行システム                                                                              

特開平11-213163 G06T7/00 個体識別装置                                                                                        

特開平11-306143 G06F15/00,330 コンピユ－タ端末装置                                                                                

特開平11-312250 G06T7/00 個体認識装置                                                                                        

特開2000-94873 B42D15/10,521 個人識別カ－ドシステム                                                                              

特開2000-163575 G06T7/00 個体識別装置                                                                                        

特開2000-207461 G06F17/60 電子商取引システム                             

特開2000-215294 G06K19/10 
生体識別情報内蔵型ＩＣカ－ド及びその本人認証
方法                                                    

特開2001-40924 E05B49/00 入退室・機器使用統合管理システム                                                        

特開2001-67137 G06F1/00,370 個人認証システム                                                                                    

特開2001-195366 G06F15/00,330 本人確認システム                                                                                  

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ 

特開2001-217863 H04L12/54 電子メ－ルシステム                                                                                  

G06T7/00 人体の特徴認識による取引処理システム                                                                

特許2855102 

自動取引装置の操作待ち
行列の顧客を取引開始に
先立って、識別し、ホスト
コンピュータの保有する
口座情報を予めターミナ
ルコントローラ又は自動
取引装置に取込み、待ち行
列の先頭顧客が科目を選
択したとき、前記の受信し
た口座情報から所定の情
報を抽出し表示入力部に
表示し、支払取引であれば
暗証入力、振込取引であれ
ば振込先の金融機関名、支
店名、科目、口座番号、受
取人名又は依頼人名、電話
番号等の入力を省略し、取
引時間の短縮を図ったも
の。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

特開平9-204528 G06T7/00 機密管理装置                                                                                        

特開平10-137224 A61B5/117 
生体の特徴を用いた個人認識装置およびこの個人
認識装置を用いた自動取引システム                        

特開平10-171547 G06F1/00,370 自動化機器の連続取引制御システム                                                         

特開平10-208113 G07D9/00,451 自動化機器のログ取得方法およびシステム                                                              

生
体
一
般 

操
作
・
利
便
性 

特開平10-340343 G06T7/00 個体識別装置                                                                                        



 

79 

表 2.1.3-1 沖電気工業の技術開発課題対応特許一覧表(9/9) 
特許番号 特許分類 名称 技

術
要
素 

課 
題 （概要：解決手段要旨) （図） 

特開平10-340345 G06T7/00 個体識別装置                                                                                        

G06T7/00 個体識別装置                                                                                        

特開平11-7535 

個体識別処理で本人判定
を失敗した場合でも、ユー
ザやオペレータに付加情
報の入力を促し、入力され
た付加情報を用いて辞書
を選択し、本人判定の閾値
を変更してから（閾値を少
しずつあまくしてから）判
定を行うので、システムが
本人判定を失敗した場合
でも、本人判定が可能とな
る。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

特開平11-45364 G07D9/00,461 連携取引システム                                                                                    

特開平11-328421 G06T7/00 自動取引システム                                                                                    

特開平11-353485 G06T7/00 個体認識方法および装置                               

特開2000-137810 G06T7/00 個体識別装置                                                                                        

特開2001-40923 E05B49/00 入室管理システム                                                     

特開2001-140518 E05B49/00 通行制御装置                                                                                        

特開2001-195523 G06F19/00 患者確認装置                                                                     

特開2001-216269 G06F15/00,330 利用者認証装置                                                                                      

操
作
・
利
便
性 

特開2001-216514 G06T7/00 本人認証装置                                                                               

生
体
一
般 

経
済
性 

特開 2001-67505 G07C9/00 入退室管理用照合装置                                                                                
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2.1.4 技術開発拠点 

 沖電気工業特許の発明者所属、住所およびホームページ、カタログ情報から抽出した生

体情報による個人照合技術開発拠点を表 2.1.4-1 に示す。 

 

表 2.1.4-1 沖電気工業の主要技術開発拠点 

開発拠点 所在地 分野 
本社 東京都港区 － 
東海Ｒ＆Ｄセンタ 静岡県清水市 － 
システム開発センタ 埼玉県蕨市 － 
富岡工場 群馬県富岡市 ＡＴＭ、ＣＤなど各種金融システムなど

の製品の一貫生産 
沖電気工業八王子地区 東京都八王子市 オプトデバイス、化合物半導体 
沖情報システムズ 群馬県高崎市 － 
沖エンジニアリング 東京都港区 － 
沖ソフトウエア 東京都板橋区 － 

 

2.1.5 研究開発者 

 沖電気工業の出願特許の実質発明者数情報より、研究開発担当者を推定し、開発者規模

の推移を分析した結果が、図 2.1.5-1 である。個人照合技術開発は 1990 年以前にスタート

したと思われるが、本格的に進み出したのは 95 年からで、その後大変な勢いで研究開発者

を増員してきた様子がみられる。出願件数の推移も研究開発者数の推移に連動している。 
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2.2.1 企業の概要 

 東芝は 1904 年に設立された日本を代表する総合電気メーカである。生体情報を用いた

個人照合に関する事業では、2000 年以降、パソコン用の顔認識ソフトや、顔照合による

入退場管理システムがある。今回調査した中の東芝の関係特許は、登録が３件、公開のも

のが 105 件であった。そのうち 10 件が海外にも出願されている。指紋照合に関する特許

が 48 件と最も多く、生体一般と顔貌照合に関するものもそれぞれ 18 件、17 件と多く見

られる。 

 表 2.2.1-1 に東芝の概要を示す。 

表 2.2.1-1 東芝の概要 

1) 商号 株式会社東芝 

2) 設立年月日 1904年6月 

3) 資本金 2,749億円1,627万円 

4) 従業員 52,263名（単独）、188,042名（連結） 

5) 事業内容 ＩＴ、社会インフラシステム、デジタルメディアネットワーク、モバイ

ルコミュニケーション、電力システム、半導体、表示・部品材料、医用

システム、家電機器 

  （技術導入）GE（米国）「原子炉システム」に関する特許実施の許与、

同技術的知識の供与 等 34社 

6) 技術・資本提携関係 （クロスライセンス）モトローラ（米国）、エシュロン（米国）、イン

テル（米国）、シーゲイト（米国）、サンディスク（米国） 他 

  （共同開発）GE（米国）「次世代火力発電システムの共同開発」 他数社 

7) 事業所 本社／東京、工場／那須、深谷、深谷電子、青梅、日野、府中、浜川

崎、浜川崎・福島、浜川崎・入舟分、柳町、小向、多摩川、京浜、横

浜、横浜・横浜材料部品、横浜・大井川、富士、愛知、三重、四日市、

大阪、姫路、姫路・太子、北九州、大分 

8) 関連会社 国内／アジアエレクトロニクス、東芝ITソリューション、東芝エンジニ

アリング等 

9) 業績推移（百万円） 売上／5,749,372（1999年度）、5,951,357（2000年度） 

利益／▲28,000（1999年度）、96,168（2000年度） 

10) 主要製品 情報通信システム（OAコンピュータなど）、電子デバイス・材料（ブラ

ウン管など）、電力・産業システム（原子力発電機器など）、家庭電器

（テレビなど）の開発・生産・販売・据付・保守・サービス 

11) 主な取引先 （納入先）東京電力、中部電力、JR、三井物産、千代田組、官公庁他 

（仕入先）三井物産、松下電器、TDK他多数 

 

2.2 東芝 
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図 2.2.2-1 SmartFace の利用イメージ図 

2.2.2 生体情報を用いた個人照合技術に関連する製品・技術 

 

表 2.2.2-1 東芝の関連製品・技術例 

技術要素 製品 製品名 発売時期 出典 

顔貌照合 顔 認 識 ソ フ ト

ウエア 

Smartface 2000 年 5 月 http://www3.toshiba.co.jp/pc/mes

/style/face.htm 

顔貌照合 顔 照 合 セ キ ュ

リ テ ィ シ ス テ

ム 「 入 退 場 管

理システム」 

FacePass 2001 年 11 月 http://www3.toshiba.co.jp/ccc/sc

d/fps/、 

TOSHIBA 顔照合セキュリティシステ

ム「FacePass」カタログ 

 

 東芝は表 2.2.2-1 に示すような顔貌照合

技術を用いた顔認識ソフトウエアや顔照合

セキュリティシステムを実用化し販売 

している。 

 図 2.2.2-1 に顔認識ソフトウエアのパソ

コンでの利用イメージ図を示す。 

図 2.2.2-2、図 2.2.2-3、表 2.2.2-2 にそ

れぞれ、入退場管理に利用される顔セキュ

リティシステム FacePass の外観図、シス

テム構成図、仕様を示す。 

 

 

 

 

 

 

図 2.2.2-2 FacePass の外観図 
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項目 Standard Model Basic Model 

型式 VU-R700AS VU-R700AB 

登録人数 最大 1000 人 最大 300 人 

照合方式 東芝独自方式【動画像パターンマッチング方式】 

照合時間（※１） 約 1 秒 

他人受理率（FAR） 0.1％以下 
照合精度（※２） 

本人排除率（FRR） 1％以下 

通行履歴蓄積（※３） 
データ 6 万件、 

全顔画像最大 6 万件 

データ 1.5 万件、 

NG 顔画像 50 件（※４） 

電源条件 制御部 AC100V 50/60Hz 

消費電力 制御部 200W 

操作部 W331×H247×D104（※５） 
寸法（mm） 

制御部 W466×H108×D448 

操作部 5kg 5kg 
質量 

制御部 12.5kg 11.5kg 

画面表示 操作部 6.4 型カラー液晶 

補助入力 操作部 テンキー（0～9 および確定キー、取消キー） 

照明 操作部 冷陰極管 

電気錠制御（※６） 

自動ドア制御 
制御部 無電圧接点出力 1 ポート 

 

図 2.2.2-3 FacePass のシステム構成図 

表 2.2.2-2 FacePass の仕様 
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※１ １：１の照合を行ったときにかかる時間 

※２ 東芝で実施したモニタ測定による値 

※３ 入（退）室記録（解錠者、解錠時刻）、扉監視記録（開け放し監視、こじ開け監視） 

※４ ＮＧ顔画像とは、照合の結果入（退）室不可となった顔画像のこと 

※５ 設置は壁掛けもしくは埋め込みになる。壁へ埋め込むことにより表面突出部分の奥

行（Ｄ）は、59ｍｍになる。 

※６ 電気錠については別途「電気錠制御盤」が必要である。対応電気錠は、「通電時解錠

0 型」「通電時施錠型」「瞬時通電施解錠型」「モーター錠」になる。 
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2.2.3 技術開発課題対応保有特許の概要  

 東芝の生体情報を用いた個人照合に関連する特許における技術要素と技術課題の対応を

図 2.2.3-1 に、また解決手段との対応を図 2.2.3-2 に示す。これらの図によれば、指紋関

連で、操作・利便性を課題としたセンサなど指紋入力技術を解決手段としたものが最も多

い。また顔貌と生体一般照合関連で、セキュリティ向上を課題とし識別・照合技術を解決

手段としたものも多い。 

 なお技術課題、解決手段の具体内容については 1.4 節技術開発の課題と解決手段を参照

されたい。 

図 2.2.3-1 技術要素・課題対応出願件数分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.2.3-2 技術要素・解決手段対応出願件数分布 
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表 2.2.3-1 に東芝の技術開発課題対応保有特許の一覧表を示す。この表は、生体情報

を用いた個人照合技術に関連する 1991 年 1 月～2001 年 9 月に公開された登録と係属の特

許について技術要素、課題ごとに分類したものである。 

表 2.2.3-1 東芝の技術開発課題対応保有特許一覧表(1/8) 

特許番号 特許分類 名称 技
術
要
素 

課

題 （概要：解決手段要旨) （図） 

特開平10-208049 G06T7/00 個人認証システム、個人認証装置、携帯形記憶媒体                                                     

特開平10-208053 G06T7/00 
指照合による個人認証装置を用いた機器制御システ
ム                                                    

特開平10-208054 G06T7/00 個人認証システム装置                                                                                

特開2000-90052 G06F15/00,330 コンピュータ装置                                                                                    

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ 
 

特開2000-341662 H04N7/16 
デジタル放送システムにおける限定受信方法及び
セットトップボックス                                 

G06F15/00,330 

コンピュ－タネットワ－クシステム、このコンピュ
－タネットワ－クシステムにおけるアクセス管理方
法、及びこのコンピュ－タネットワ－クシステムに
おいて使用される個人認証装置 

操
作
・
利
便
性 

特開平8-329010 

アクセス要求に応じ、使用
者の身体的特徴（指紋）を
計測しさらに一次元射影等
の縮退された特徴データと
して処理される。予め登録
されている特徴データと照
合し、一致すれば、コン
ピュータネットワークアク
セスを許可する。 

 

特開平10-40425 G07B1/00 駅務装置                                                                                            

特開平10-198453 G06F1/00,370 パ－ソナルコンピュ－タシステム                                                                      

特開平10-207840 G06F15/00,330 認証システム                                                                                        

指
紋
シ
ス
テ
ム 

操
作
・
利
便
性 特開平10-254615 G06F3/033,320 

セキュリテイ機能を持つペン入力装置ならびにペン
入力装置を用いた情報機器                              
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表 2.2.3-1 東芝の技術開発課題対応保有特許一覧表(2/8) 

特許番号 特許分類 名称 技
術
要
素 

課

題 （概要：解決手段要旨) （図） 

A61B5/107 指照合システム                                                                                      

特許262951 

遠隔操作送信装置の裏面に
溝を設け、この溝に複数の
電極が設けられる。電極間
の抵抗値又はインピーダン
ス値を測定し、分布パター
ンをコード化して認識装置
に伝送する。認識装置は、
予め記憶された登録パター
ンと照合して、特定の個人
か否かを判定し、この判定
結果に応じて、制御装置は
有料チャンネルの視聴可否
を制御する。リモコンの握
り方によらず個人認識が可
能。 

 

操
作
・
利
便
性 

特開2001-28790 H04Q9/00,331 リモ－トコントロ－ル装置                                                                            

特開平6-251049 G06F15/28 投票受付端末装置                                                                                    

特開平8-326375 E05B49/00 入場管理システム                                       

特開平10-208052 G06T7/00 
指照合による個人認証装置を用いた機器制御システ
ム                                                    

指
紋
シ
ス
テ
ム 

経
済
性 

特開平11-149345 G06F3/033,340 情報処理用マウス                                                                      

G06T7/00 個人認証装置                                                                                        

特許2971296 

線状接触子電極に指を接触
したときの圧力を感圧シー
トの抵抗値変化として検出
し、圧力が一定になった
ら、接触する皮膚の表面の
凹凸パターンに対応した、
一次元の抵抗分布を読み
取って、精度の高い個人認
証を行なう。 

 

G06T7/00 個人認証装置                                                                                        

特開平8-235361 

複数の線状電極を基板上に
配列して指を押し当てたと
きの抵抗分布を用いて個人
認証する装置において、基
板表面に多孔質膜を使用す
ることにより、状態変化に
影響されることなく安定し
た信号を得ることができ信
頼性が向上する。  

特開平9-161052 G06T7/00 個人認証装置                                                                                        

特開平10-222667 G06T7/00 個人認証装置                                                                                        

特開平10-314148 A61B5/117 指認証センサならびに同センサの実装構造                              

指
紋
入
力 

セ
キ
ュ
リ 
テ
ィ 

特開平11-99141 A61B5/117 個体認証装置及びその製造方法                                                                        
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表 2.2.3-1 東芝の技術開発課題対応保有特許一覧表(3/8) 

特許番号 特許分類 名称 技
術
要
素 

課

題 （概要：解決手段要旨) （図） 

G06T7/00 
指の凹凸情報入力装置および個人認証装置およびそ
の認証方法                                            

特開平11-96359 

発汗などの指の表面の状態
変化の影響を受けにくく、
個人認証能力を向上可能な
指の凹凸情報入力装置。指
の凹凸情報を検出する際に
異なる複数の周波数が利用
され、最も雑音レベルの低
い出力信号から相違度が求
められて被認証者が本人か
否かが識別されることか
ら、精度の高い個人認証が
可能となる。 

 

特開2000-93410 A61B5/117 個人認証装置および個人認証方法                                                                      

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ 

特開2001-17412 A61B5/117 個体認証装置                                      

G06T1/00 
表面形状センサ、個体認証装置、被起動型システム
および個体認証方法                                    

特開平7-168930 

皮膚の接触により生じる電
気特性の変化を利用して指
紋の凹凸パターンを検出す
るもので、少ない情報量、
簡単なアルゴリズムで情報
を生成できる。このため、
表面形状センサや個体認識
装置において、信号処理全
体に費やす時間の短縮化
や、サイズの小型化を図っ
たもの。 
 
 

 

特開平9-69161 G06T7/00 個人認証装置                                                                                        

特開平10-214342 G06T7/00 個人認証装置                                                                                        

特開平10-222634 G06K19/10 個人認証装置およびＩＣカ－ド                                                                        

特開平10-234711 A61B5/117 個人認証装置                                                                                        

特開平10-261088 G06T7/00 指の凹凸情報入力装置および個人認証装置                                                              

特開平11-96357 G06T7/00 指の凹凸情報入力装置および個人認証装置                                                              

特開平11-328362 G06T1/00 
個人認証機能付き情報処理装置及びこの情報処理装
置に用いられる表示装置                                

特開2000-242770 G06T1/00 指の凹凸情報入力装置および個人認証装置                                                              

指
紋
入
力 

操
作
性 

特開2001-5972 G06T7/00 個人認証装置と個人認証方法                                                                          
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表 2.2.3-1 東芝の技術開発課題対応保有特許一覧表(4/8) 

特許番号 特許分類 名称 技
術
要
素 

課

題 （概要：解決手段要旨) （図） 

G06T1/00 指紋検出装置                                                                                        

特開平9-245149 

複雑な光学系を用いずに被
認証者の指紋を二次元画像
信号として検出することが
できる指紋検出装置で、平
行に配列された複数の線状
電極と、少なくとも複数の
線状電極の相互間にこの線
状電極の長さ方向に沿って
配列された複数の点状電極
と、複数の線状電極および
複数の点状電極に被認証者
の指が接触することによる
隣接した線状電極と点状電
極との間の抵抗値を測定し
て指紋画像を検出する。検
出は2組のアナログスイッチ
群を切り換えて行われる。 

 

特開平9-245174 G06T7/00 個人認証装置                                                                                        

指
紋
入
力 

経
済
性 

特開2000-5147 A61B5/117 個人認証装置                                                                                        

G06K17/00 携帯可能記憶媒体                                                                                    

特許2877547 

登録手段による身体的特徴
情報の登録動作をあらかじ
め定められた所定回数に制
限（ヒューズ溶断）するよ
うにしてＩＣカードの不正
使用を確実に防止したＩＣ
カード。 

 

特開平9-81728 G06T7/00 個人認証装置                                                

特開平9-259274 G06T7/00 指紋認識装置                                                                                        

特開平10-171984 G06T7/00 個人認証装置                                                                 

特開2000-99720 G06T7/00 個人認証方法および個人認証装置                                                                      

特開2000-93411 A61B5/117 個人照合方法および個人照合装置                                                                      

指
紋
・
照
合 

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ 

特開2001-21309 G01B7/28 個体認証方法及び個人認証方法                                                                        
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表 2.2.3-1 東芝の技術開発課題対応保有特許一覧表(5/8) 

特許番号 特許分類 名称 技
術
要
素 

課

題 （概要：解決手段要旨) （図） 

G06T1/00 画像入力システムおよび画像入力方法                          

特開平10-214324 

複数のユーザが使用する画
像入力装置（スキャナ）に
おいて、指紋照合によっ
て、ユーザを特定し、その
ユーザの設定に応じた適切
な処理を行えるようにした
もの。 

 

特開平10-260940 G06F15/00,330 
情報管理システム、装置制御方法及び情報登録方
法、並びにトレ－ニング機器システム及びトレ－ニ
ング機器制御方法 

特開平10-268960 G06F1/00,370 
指照合機能付き情報機器及び機器におけるシステム
の起動方法                                            

操
作
・
利
便
性 

特開平11-353380 G06F17/60 展示会入場登録システム及び展示会入場登録方法                                         

指
紋
照
合 

経
済
性 

特開平11-327699 G06F1/26 
個人認証機能付き情報処理装置及びこの情報処理装
置に用いられるシステム起動方法                        

特開平6-259534 G06F15/62,465 人物認証装置及び方法                                                                                

特開平8-39973 B42D15/10,501 本人確認証                                                                                          

特開平9-179945 G06K17/00 カ－ド発行システム                                                                                  

特開平9-251534 G06T7/00 人物認証装置、特徴点抽出装置及び特徴点抽出方法                                                      

 

分離度フィルタを用いて顔
の各特徴点候補を抽出し、
顔の構造的な制約を用いて
特徴点セット候補を絞り込
むことにより輝度変化など
に影響されずに、入力画像
から目、鼻などの特徴点を
安定に抽出して人物認証を
高精度に行う。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

特開平9-319877 G06T7/00 
本人確認方法、本人確認装置及び入退室管理システ
ム                                                    

特開平11-219421 G06T1/00 画像認識装置及び画像認識装置方法                                                                    

顔
貌 

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ 

 

抽出した部分の距離画像ス
トリームに基づいて認識処
理を行うことにより、人間
の顔や口唇の形状や動きを
高速かつ高精度に認識する
ことができる。 
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表 2.2.3-1 東芝の技術開発課題対応保有特許一覧表(6/8) 

特許番号 特許分類 名称 技
術
要
素 

課

題 （概要：解決手段要旨) （図） 

特開2000-99722 G06T7/00 人物顔認識装置及び人物顔認識方法                                                                    

特開2000-137809 G06T7/00 携帯型情報処理装置                                                        

特開2000-259834 G06T7/00 人物認識装置における登録装置及びその方法                                                            

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ 特開2001-56859 G06T7/00 顔画像認識装置および通行制御装置                                                                    

特開平6-119433 G06F15/62,465 人物認証装置及び方法                                                                                

特開平10-232934 G06T7/00 顔画像登録装置及びその方法                                                                          

特開平11-84481 G03B15/00 顔画像撮影方法および顔画像撮影装置                                                                  

特開2000-3386 G06F17/60 自動更新処理装置及び自動更新処理システム                                                            

特開2000-30065 G06T7/00 パタ－ン認識装置及びその方法                               

特開2000-220333 E05B49/00 人物認証装置およびその方法                                                                          

操
作
・
利
便
性 

特開2001-45471 H04N7/18 居所管理装置                                                                    

顔
貌 

経
済
性 

特開2001-14463 G06T7/00 
コンピュータシステム、コンピュータシステムの個
人認証方法、及び画像処理方法                          

精
度 

特開平10-208050 G06T7/00 個人認証装置                                                                                        

特開平10-91784 G06T7/00 個人認証装置                                                                                        

特開平10-154235 G06T7/00 個人認証装置                                                                                        

特開平10-208097 G07C9/00 入退場管理システム                                                                                  

操
作
性 

特開平10-211357 A63F9/22 ビデオゲ－ム装置およびゲ－ムシステム                                                                

そ
の
他
生
体 

経
済
性 

特開平10-49675 G06T7/00 個体認証装置                                                                                        

確
実
性 

特開平10-243105 H04M3/42 音声情報サ－ビスへのアクセス認証システム                                                            

G07D9/00,421 自動取引装置                                                 

声
紋 利

便
性 

特許2916327 

入力された音声から取引金
額の単位を示す言葉「円」
を検出し、この単位検出結
果に応じて、「円」を示す
言葉の前に発声される取引
金額を認識するとともに、
「円」に続く音声の特徴を
抽出する。この特徴を識別
し、本人の音声であると認
識された場合、取引金額に
応じて所定の取引を実行す
るようにした。 
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表 2.2.3-1 東芝の技術開発課題対応保有特許一覧表(7/8) 

特許番号 特許分類 名称 技
術
要
素 

課

題 （概要：解決手段要旨) （図） 

利
便
性 

特開平11-39540 G07D9/00,461 自動取引装置および自動取引方法                                                                      
声
紋 経

済
性 

特開平9-231421 G07C3/00 従業員管理装置                                                                                      

特開平7-306942 G06T7/00 情報表示処理装置                                                                                    

特開平9-259331 G07D9/00,461 自動取引装置及び暗証照合方法                                                                        

特開2000-353243 G06T7/00 
署名照合装置とその方法、ならびにプログラム記憶
媒体                                                  

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ 特開2001-184505 G06T7/00 

署名照合方法、装置、及び署名照合プログラムを記
録した記録媒体                                        

特開2000-67179 G06K17/00 
ＩＣカ－ド、ＩＣカ－ド作成装置、デ－タ管理装
置、デ－タ検索装置、ＩＣカ－ド作成方法及びデ－
タ管理方法 

署
名 

操
作
性 

特開2000-123170 G06T7/00 
署名照合方法及び署名照合用プログラムを記録した
記録媒体                                              

精
度 

特開平10-261083 G06T7/00 個人同定装置及び個人同定方法                                                                        

特開平9-138878 G07D9/00,421 自動取引装置                                                                                        

特開2000-148376 G06F3/033,35 デ－タ入力装置                                                                                      

複
合 

操
作
・
利
便
性 

特開2001-161665 A61B5/117 情報処理装置、情報処理方法及びカ－ド発行装置                                                        

特開平4-120651 G06F12/14,310 医療情報処理システム                                 

特開平8-30513 G06F12/14,320 保存デ－タの秘匿保護方法及び携帯型情報処理装置                                                      

特開平9-81727 G06T7/00 個人認証装置                                                                         

特開平10-211191 A61B5/117 生体情報を使用する記録再生装置及び記録再生方法                                                      

特開平11-143833 G06F15/00,330 
生体デ－タによるユ－ザ確認システム及びＩＣカ－
ド並びに記録媒体                                      

特開2000-29837 G06F15/00,330 個人認証方法、ユ－ザ認証装置、及び記録媒体                                                          

特開2000-137681 G06F15/00,330 個人認証方法および個人認証装置                                                                      

特開2000-242750 G06K17/00 
個人認証システム、それに使用される携帯装置及び
記憶媒体                                              

特開2000-276446 G06F15/00,330 本人確認装置及び方法                                                                                

特開2001-44986 H04L9/32 暗号化装置、暗号化方法、及びデ－タ通信システム                                                  

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ 

特開2001-86319 H04N1/387 
認証用記録物、認証方法、認証装置および認証シス
テム                                                  

特開平5-163860 E05B49/00 個人認証装置                                                                                        

生
体
一
般 

操
作
・
利
便
性 

特開平11-282319 G03G21/04 画像形成装置                                                                                        
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表 2.2.3-1 東芝の技術開発課題対応保有特許一覧表(8/8) 

特許番号 特許分類 名称 技
術
要
素 

課

題 （概要：解決手段要旨) （図） 

G06F15/00,330 
バイオメトリクスによるユ－ザ－確認システム及び
記憶媒体                                              

特開2000-122975 

少なくともバイオメトリク
スを含むユーザー確認方法
を提示し、、選択された
ユーザー確認実行手段によ
りユーザー確認を実行する
ようにして、ユーザーが確
認手段を選択して使用で
き、あるユーザ確認手段が
使えないような緊急事態に
柔軟に対処することができ
る認証システム。 

 

特開2000-137844 G07C9/00 出入管理システムおよび複合型ゲ－ト装置                       

特開2000-163634 G07D9/00,461 現金処理システム及びその制御方法                                                                    

特開2000-215308 G06T7/00 生体情報認証装置およびその方法                                                            

特開2000-215316 G06T7/00 生体情報認識装置およびその方法                                                                      

特開2000-250862 G06F15/00,330 プロセス監視制御システム                                                                            

生
体
一
般 

操
作
・
利
便
性 

特開2001-92838 G06F17/30 
マルチメディア情報収集管理装置およびプログラム
を格納した記憶媒体                                    
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2.2.4 技術開発拠点 

 東芝特許の発明者所属、住所およびカタログ情報から抽出した生体情報による個人照合

技術開発拠点を表 2.2.4-1 に示す。 

表 2.2.4-1 東芝の主要技術開発拠点 

開発拠点 所在地 分野 

東芝研究開発センター 神奈川県川崎市 － 

東芝ｅ－ソリューション社システム

コンポーネンツ事業部 

東京都港区 顔認証による入退場管理シス

テム Facepass の事業化 

東芝府中工場 東京都府中市 － 

東芝マルチメディア技術研究所 神奈川県横浜市 － 

東芝柳町工場 神奈川県川崎市 － 

東芝青梅工場 東京都青梅市 － 

東芝日野工場 東京都日野市 － 

東芝横浜事業所 神奈川県横浜市 － 

東芝深谷映像工場 埼玉県深谷市 － 

東芝関西研究所 兵庫県神戸市 － 

東芝小向工場 神奈川県川崎市 － 

東芝関西支社 大阪府大阪市 － 

東芝本社事務所 東京都港区 － 

東芝ソシオエンジニアリング 神奈川県川崎市 － 

東芝コンピュータエンジニアリング 東京都青梅市 － 

東芝テック製品開発センター 静岡県三島市 － 

東芝エー・ブイ・イー 東京都港区 － 

東芝マイクロエレクトロニクス 神奈川県川崎市 － 

 

2.2.5 研究開発者 

 東芝の出願特許の実質発明者情報より、研究開発担当者を推定し、開発者規模の推移

を分析した結果が、図 2.2.5-1 である。研究開発者は 1997 年にピークの 30 人に達し以降

20 数名の規模で推移し出願件数も同じ動きをしている。 

図 2.2.5-1 東芝の発明者数と出願件数の推移 
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2.3.1 企業の概要 

三菱電機は、重電システム、産業メカトロニクス、情報通信システム、電子デバイス、

家庭電器事業分野において製品・サービスを提供している総合電機メーカである。総合電

機メーカとして蓄積してきた幅広い技術を活かし、グローバル経済社会に対応できるソ

リューションビジネスの推進を図っている。2000 年度における部門別売上高比率は、情

報通信システム 24％、重電システム 23％、電子デバイス 21％、産業メカトロニクス 20％、

家庭電器 12％である。今回調査した中の三菱電機の関係特許は、登録が 3 件、公開のも

のが 98 件であった。そのうち 13 件が海外にも出願されている。 

表 2.3.1-1 に三菱電機の概要を示す。 

 

表 2.3.1-1 三菱電機の概要 

1) 商号 三菱電機株式会社 

2) 設立年月日 1921年1月15日 

3) 資本金 1,758億2,000万円（2001年３月31日現在） 

4) 従業員 40,906名（単独）、116,715名（連結） 

5) 事業内容 各種電気機械、電子応用機械、産業機械、情報処理機械、家庭用電気機

械、通信機械、半導体素子、集積回路など電気機器その他一般機械器具

および部品の製造並びに販売 

6) 技術・資本提携関係 （技術導入）－ 

（資本提携）－ 

（共同開発）「次世代マンション・インテグレーテッド・システ 

ム」（松下電工、三菱電機ビルテクノサービス）、 

「指紋認証付きICカードリーダライターおよび認証システム」 

（NTTデータ） 

7) 事業所 電力･産業システム事業所 他40 

8) 関連会社 三菱電機インフォメーションシステムズ、三菱電機ビルテクノサービ

ス、島田理化工業、アドバンスト・ディスプレイ、第一電工 他 

9) 業績推移 

（連結、百万円） 

売上／3,774,230(1999年度)、4,129,493(2000年度)          

利益／24,833(1999年度）、124,786(2000年度） 

10) 主要製品 重電機器、産業・メカトロニクス機器、情報通信システム・電子デバイ

ス、家庭電気器具  

11) 主な取引先 関西電力、東京電力、中部電力、九州電力、NTT、JR、防衛庁など官公

庁、三菱重工、三菱製鋼、地方自治体 他 

 

 

 

2.3 三菱電機 
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2.3.2 生体情報を用いた個人照合技術に関連する製品・技術 

 指紋照合技術を中心に要素技術、製品・システムの開発が行われている。表 2.3.2-1 に

従来の「FPR-MKⅡシリーズ」をより小型、低価格化し、2000 年６月から発売された三菱

小型指紋照合装置「FPR-MKⅢシリーズ」の製品ラインアップを、図 2.3.2-1 にその外観

を示す。製品ラインアップとしては、出入管理、情報セキュリティ分野および出勤怠管

理や装置組み込み用途の分野が用意されている。三菱小型指紋照合装置は、主に下記特

長を有す。 

（１）小型・軽量（小型指紋センサ、専用 LSI の採用） 

（２）短判定時間（わずか１秒で読取り判定） 

（３）簡単操作（指を置くだけの自動照合モード、暗証番号＋指置きの暗証モード、グ

ループを選択して検索照合するグループモードの３照合方法を自由選択） 

（４）ハイセキュリティの実現（指紋照合と４桁 ID 番号の併用で他人受入率 0.0002％以

下） 

（５）充実した製品ラインアップ（出入管理用ゲートタイプ、パソコン接続タイプ、タ

イムレコーダタイプ） 

（６）豊富な用途展開（小型指紋照合ユニットによる鍵、本人認証を要する機器・装置

への組み込み可能） 

 

表 2.3.2-1 三菱電機の関連製品例 

技術要素 製品 

 

製品名（型名） 

FPR-MKⅢシリーズ 

発売時期 出典 

出入管理 

 

FPR-200/1000ADMKⅢ 

FPR-1000CSMKⅢ 

FPR-1000CS2MKⅢ 

（型名の数値は登録可能な指

数） 

2000 年６月 http://www.melco.co.jp

/giho/0111/0111. 

html 

http://www.building.me

lco.co.jp/system/ 

prodsys/fpr_dt.htm 

情報セキュリ

ティ 

FPR-DTMKⅢ 

関連ソフトウェア 

FPR-WWW 

ログオンパケージソフト 

認証パッケージソフト 

同上 同上 

出退勤管理 

（型名の数値

は登録可能な

指数） 

FPR-200/1000HGMKⅢ 

（型名の数値は登録可能な指

数） 

同上 同上 

指 紋 照

合 

 

 

 

 

 

三 

菱

小

型

指

紋

照

合

装

置 

装置組み込み

用 

 

FPR-BTMKⅢ 

 

同上 同上 
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図 2.3.2-1 三菱小型指紋照合装置 FPR-MKⅢシリーズ外観 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  指紋照合技術を核とした三菱電機における製品・システム開発の二、三の例を下記に挙

げる（出典：http://www.building.melco.co.jp/system/topics/main.htm）。 

 

(1) 次世代マンション・インテグレーテッド・システム 

 松下電工、三菱電機ビルテクノサービスおよび三菱電機は、指紋照合システムを核にし

てマンション・ホームオートメーション、エレベータ制御、情報提供システム、監視カ

メラなどを総合的に連動させた「次世代マンション・インテグレーテッド・システム」

を共同開発した（2000 年７月広報発表）。この製品の主な特長を挙げる。 

a.エントランスのオートロック解錠のための高精度な指紋照合認証とエレベータ内の

監視カメラによりセキュリティ性を大幅に向上 

b.指紋照合によるエレベータ呼び登録、宅配ボックスとの連動、不在時来客録画など

により利便性を向上 

c.生活に便利な各種情報を電子掲示板として住戸内モニターTV へ配信サービス 

 

(2) バイオメトリクス複合認証システム 

社会インフラ・ビル・FA などの分野でシステム製品開発を担当している産業システム

研究所では、昇降機やビル・セキュリティシステムなどの新システム、要素技術の開発に

関連してバイオメトリクス複合認証システムを開発した（2001 年２月広報発表）。これは

利便性と汎用性に優れた認証システムであり、次の特長を持つ。 

a.１つの個人認証サーバで複数種類のバイオメトリクス識別手段や複合判定演算を、毎

回の認証ごとに自由に組み合せて個人認証を行うことができる。 

b.ユーザが ID 番号を入力しなくても、バイオメトリクス情報のみで本人確認が可能な

高速 ID レス検索照合機能を併せ持っている。 
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(3) 「指紋認証付き IC カードリーダライター」を用いた認証システム 

IC カードを利用した認証システムでのカードホルダーの認証、指紋認証システムでの

端末自体での個人情報管理、秘匿性の確保などセキュリティおよび運用上の課題を解決す

る方法として、NTT データと三菱電機は、NTT データの IC カード技術と三菱電機のバイオ

メトリクス（指紋）認証技術を組み合せて、「指紋認証付き IC カードリーダライター」を

用いた認証システムを開発した（2001 年３月広報発表）。本システムは、従来認証システ

ムと比較して以下の面でセキュリティレベルと運用性が向上する。 

a.本人認証に指紋照合を用いることにより、なりすまし、改竄などの不正防止 

b.個人情報を IC カード上に保持し、IC カードの耐タンパ性により秘匿性確保 

c.認証データを他の機能と組み合わせて 1 枚の IC カード上に搭載し、IC カードをマル

チアプリケーション型カードとして展開可能 

d.個人情報を IC カード上に保持するため、端末への個人情報登録が不要 

e.照合処理がカードと端末間で完結しているため、認証専用サーバの設置不要 
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2.3.3 技術開発課題対応保有特許の概要 

 三菱電機の生体情報を用いた個人照合に関連する特許における技術要素と技術課題の対

応を図 2.3.3-1 に、また解決手段との対応を図 2.3.3-2 に示す。これらの図によれば、指

紋照合関連に出願は集中しており、セキュリティ向上と操作・利便性を課題とし、識別照

合技術を解決手段とする出願が最も多くみられる。入力技術を解決手段とするものもかな

りある。 

 なお技術課題、解決手段の具体内容については 1.4 節技術開発の課題と解決手段を参照

されたい。 

図 2.3.3-1 技術要素・課題手段対応出願件数分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.3.3-2 技術要素・解決手段対応出願件数分布 
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  表 2.3.3-1 は三菱電機の生体情報を用いた個人照合技術に関連する 1991 年１月～2001

年９月に公開された登録と係属の特許について、技術要素、課題ごとに分類したものであ

る。 

表 2.3.3-1 三菱電機の技術開発課題対応保有特許一覧表（1/6） 

特許番号 特許分類 名称 技
術
要
素 

課

題 （概要：解決手段要旨) （図） 

特開平11-15789 G06F15/00,330 
セキユリテイ情報配布装置およびセキユリテ

イ情報配布システム                                          

特開平11-134302 G06F15/00,330 端末のアクセス制御装置および認証カ－ド                       

特開2000-181564 G06F1/00,370 指紋照合装置                                                                                        

特開2001-118066 G06T7/00 指紋照合装置                                                           

E05B49/00 指紋照合連動マンシヨンＨＡシステム                                                                  

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ 
 

特開2001-140519 

マンション居住者の指紋データを

居住階に応じてグループ区分して

登録し、指紋照合端末機では、指

紋データを読取り、グループ区分

に対応した指紋データを迅速に認

証して、共同玄関の電気錠を解錠

する。 

 

特開平10-31743 G06T7/00 通行管理装置とその管理方法                                                                          

特開2000-186444 E05B49/00 指紋照合装置                                                                                        

特開2000-204803 E05B19/00 キ－ボツクス装置及びその制御方法。                                                                  

特開2000-302342 B66B1/14 エレベ－タ－の運転装置                                                                              

特開2001-84374 G06T7/00 指紋照合管理装置                           

B66B1/14 指紋照合連動マンシヨンＨＡシステム                                                                  

特開2001-139241 

指紋照合端末機から入力された指

紋データを登録データと照合、認

証後、共同玄関の電気錠を解錠す

る指紋照合制御システムとエレ

ベータ昇降制御装置とを組合せ、

エレベータの移送を制御する。 

 

操
作
・
利
便
性 

特開2001-143069 G06T7/00 個人識別装置及びその識別方法                                                                        

G08B15/00 防犯装置                                                                                            

特許2842754 

複数の部屋を警備するシステムに

おいて、ID番号を正常と判別した

所定時間内は、各部屋の前の端末

装置の監視および解除スイッチの

操作を有効とする単一のID判別装

置を備えた安価システム。 

 

特開平7-325949 G07C9/00 通行制御装置                                                                                        

指
紋
シ
ス
テ
ム 

経
済
性 

特開平8-218689 E05B19/00 キ－収納装置                                                                                        
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表 2.3.3-1 三菱電機の技術開発課題対応保有特許一覧表（2/6） 

特許番号 特許分類 名称 技
術
要
素 

課

題 （概要：解決手段要旨) （図） 

特開2000-207047 G06F1/00,370 機器の運用システム                                                                 

特開2001-84050 G06F1/00,370 機器の遠隔制御装置                                                                                  

指
紋
シ
ス
テ
ム 

経
済
性 

特開2001-142606 G06F3/02,310 携帯型電子機器                                                                                

特開平8-123961 G06T7/00 指紋照合装置                                                                                        

特開平8-315142 G06T7/00 個人識別装置                                                                                        

特開平9-16767 G06T7/00 指紋照合装置                                                                                        

特開平10-31740 G06T7/00 指紋照合装置及びその照合方法                                                                        

特開平10-334237 G06T7/00 指紋照合装置                                                                                        

特開2000-20719 G06T7/00 指紋照合装置                                                                                        

特開2000-20684 G06T1/00 指紋像入力装置                                                                                      

特開2000-279397 A61B5/117 
凹凸検出センサ、凹凸検出装置、指紋照合装

置および個人判別装置                                        

特開2001-5949 G06T1/00 指紋照合装置                                                    

特開2001-153630 G01B11/24 凹凸パタ－ン検出装置                                                                                

G01B7/28 
凹凸検出センサ、凹凸検出装置、指紋照合装

置および個人判別装置                                        

セ
キ
ュ
リ 
テ
ィ 

特開2000-346610 

感知電極とこの感知電極近傍の物

体との間に形成される容量を電圧

または電流に変換する変換回路

と、上記感知電極からなる感知素

子を縦N行×横M列のアレイ状に配

置し、上記感知素子を、上記アレ

イの各列に沿って配置された走査

線と、各行に沿って配置された出

力線に接続して高S/N比を得る。 

 

特開平9-147085 G06T1/00 指紋照合装置                                                                                 

特開平9-161053 G06T7/00 指紋照合装置                                                                                        

特開平11-85704 G06F15/00,330 機密保持機能付きコンピユ－タ                                                                        

特開平11-95921 G06F3/033,340 コンピユ－タの入力装置                                                                              

特開平11-306323 G06T1/00 個人識別装置の入力装置                                                                              

特開平11-306332 G06T1/00 指紋検出装置                                                                                        

特開2000-11142 G06T1/00 
指紋画像撮像装置及びそれを用いた指紋照合

装置                                                        

特開2000-76420 G06T1/00 画像撮影装置                                    

特開2000-293669 G06T1/00 指紋入力装置                                                                                        

指
紋
入
力 

操
作
・
利
便
性 

特開2000-300542 A61B5/117 指紋識別センサおよびその製造方法                                       
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表 2.3.3-1 三菱電機の技術開発課題対応保有特許一覧表（3/6） 

特許番号 特許分類 名称 技
術
要
素 

課

題 （概要：解決手段要旨) （図） 

特開2000-353236 G06T1/00 指紋照合装置                                                                                        

特開2000-357222 G06T1/00 指紋検出装置                                                                                        

特開2001-155137 G06T1/00 携帯型電子機器                                                                                      

操
作
・
利
便
性 特開2001-177743 H04N5/225 撮像装置                                                                                            

指
紋
入
力 

経
済
性 

特開2001-61818 A61B5/117 凹凸パタ－ン読取装置の照明光学系                                                                    

E05B49/00 個人判別装置                                                                                        

特許2903047 

読み取られた指紋と予め登録され

た指紋データとを比較する指紋判

別手段と、所定のモードをモード

設定スイッチを設け、該スイッチ

が操作されていると、指紋の不一

致が判別されても,特定個人判別

信号を出力する。 

 

特開平8-180187 G06T7/00 個人識別装置                                            

特開平8-185517 G06T7/00 指紋照合装置                                                                                        

特開平9-161033 G06K17/00 個人識別装置                                                             

特開平9-297845 G06T7/00 指紋照合装置                                                                                        

特開平9-330408 G06T7/00 指紋照合装置                                                                               

特開平11-25268 G06T7/00 指紋照合装置及びその照合方法                                                                        

特開平11-39478 G06T7/00 指紋照合装置及びその照合処理方法                                                                    

特開平11-110541 G06T7/00 個人判別装置                                                                                        

特開2000-99728 G06T7/00 
指紋認証機能付き遠隔制御装置及び遠隔制御

システム                                                    

特開2000-123178 G06T7/00 指紋照合装置                                                                                        

特開2000-163572 G06T7/00 指紋照合装置及び指紋照合方法                                                                        

特開2000-11179 G06T7/00 人体照合装置                                                   

特開2001-14462 G06T7/00 指紋照合システム                                                                                    

特開2001-52165 G06T7/00 デ－タ照合装置及びデ－タ照合方法                                                           

特開2001-76143 G06T7/00 指紋照合装置及びその照合方法                                                                        

指
紋
照
合 

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ 

特開2001-202513 G06T7/00 指紋照合装置及びその照合方法                                                                        
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表 2.3.3-1 三菱電機の技術開発課題対応保有特許一覧表（4/6） 

特許番号 特許分類 名称 技
術
要
素 

課

題 （概要：解決手段要旨) （図） 

特開平7-317398 E05B49/00 家庭用機器の制御装置                                                                                

特開平8-96135 G06T7/00 通行制御装置                                             

特開平8-123960 G06T7/00 個人識別装置                                                                                        

特開平8-202873 G06T7/00 指紋照合装置                                                               

特開平9-27032 G06T7/00 指紋照合システム                                                                                    

特開平10-149446 G06T7/00 
指紋照合装置、指紋照合システム及び指紋照

合方法                                                      

特開平11-286378 B66B1/14 エレベ－タ－の操作装置                                                                              

G06T7/00 人体照合装置                                                                                        

特開平11-283030 

照合時、指紋センサで指紋を自動

的に検出させるか、テンキーでグ

ループ番号を入力するか、あるい

は、ID番号を入力して指紋センサ

で指紋を検出させるかの3種類の

手順を選択できる人体照合装置。 

 

特開2000-194848 G06T7/00 指紋照合装置及びその処理方法                                                                        

操
作
・
利
便
性 

特開2001-155150 G06T7/00 指紋照合装置及びその照合方法                                     

特開平11-353457 G06T1/00 
指紋画像撮像装置及びそれを用いた指紋照合

装置                                                        

特開2000-57340 G06T7/00 パタ－ン照合装置及びパタ－ン照合方法                                                                

特開2000-90247 G06T1/00 
指紋画像撮像装置及びそれを用いた指紋照合

装置                                                        

指
紋
照
合 

経
済
性 

特開2000-90248 G06T1/00 
指紋画像撮像装置及びそれを用いた指紋照合

装置                                                        

精
度 

特開平11-328405 G06T7/00 顔形判別装置                                                                                        
顔
貌 操

作
性 

特開2000-331158 G06T7/00 顔画像処理装置                                                                                      

特開平11-66006 G06F15/00,330 
情報処理装置管理システム及び情報処理装置

管理方法                                                    
声
紋 

確
実
性 

特開2000-324230 H04M1/57 通信装置および通信方法                                                                              
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表 2.3.3-1 三菱電機の技術開発課題対応保有特許一覧表（5/6） 

特許番号 特許分類 名称 技
術
要
素 

課

題 （概要：解決手段要旨) （図） 

声
紋 

利
便
性 

特開2001-5487 G10L15/22 音声認識装置                                                                                        

特開平8-279040 G06T7/00 個人識別装置                                                                                        

特開平8-279041 G06T7/00 筆記者識別装置                                                                                      

特開平8-315139 G06T7/00 
筆者識別装置及びデ－タベ－スの検索制御装

置                                                          

特開平10-187968 G06T7/00 筆者識別装置及び筆者識別方法                                                                        

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ 

特開平11-238131 G06T7/00 筆跡照合装置                                                                                        

署
名 

操
作
性 

特開平11-175716 G06T7/00 署名照合装置                                          

特開平9-147104 G06T7/00 指紋照合装置                                                                                        

特開2000-148690 G06F15/00,330 個人認識装置                                             

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ 

特開2000-347995 G06F15/00,330 デ－タ複合識別方法およびその装置                                                                    

操
作
性 

特開2000-90263 G06T7/00 指紋照合装置並びにその錠制御方法                                                    

G07C9/00 ＩＤカ－ド及びＩＤ判別装置                                                                          

特許2118521 

ID番号が書き込まれたIDカードを

カードリーダにより読み取ってID

番号の照合を行うID判別装置にお

いて、上記IDカードに指紋リード

部を設け、記憶部の指紋データと

照合を行う。 

 

特開平10-162188 G07C9/00 入退室管理装置                                                                                      

複
合 

経
済
性 

特開平11-219340 G06F15/00,330 認証管理装置及び認証管理システム                                                                    

G06F12/14,320 
セキユリテイ機能付きストレ－ジカ－ド及び

セキユリテイシステム                                        

生
体
一
般 

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ 

特開平11-96076 

外部から与えられる特定情報か

ら、記憶部に記憶するデータと照

合可能な形式のデータを電子キー

のデータとして取得し、これと記

憶部に予め記憶してあるデータと

が合致した場合のみ使用可能にな

るセキュリティ機能付きストレー

ジカード。 
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表 2.3.3-1 三菱電機の技術開発課題対応保有特許一覧表（6/6） 

特許番号 特許分類 名称 技
術
要
素 

課

題 （概要：解決手段要旨) （図） 

G06F15/00,330 遠隔認証システム                                                                                    

特開平11-224236 

ユーザ端末には少なくとも１また

は複数種類のバイオメトリクス取

得装置が接続され、認証サーバに

は、ユーザ端末および／または

ユーザに応じた所定の１または複

数の認証情報取得ソフトウェアが

格納され、認証に際して該ソフト

ウェアの動作に応じて、バイオメ

トリクス情報またはユーザ識別情

報を用いる。 

 

H04L9/32 遠隔認証システム                                                                                    

特開2000-92046 

バイオメトリクス情報を暗号化

し、該情報は、ユーザの指定した

認証サーバにのみ複合可能な状態

でネットワーク上を転送させ、個

人のプライバシーを保護するとと

もに、認証サーバで認証情報作成

時の日時確認ができ、不正な認証

情報の再使用を防止する。 

 

特開2000-163578 G06T7/00 個人識別装置                                                                                        

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ 

特開2001-14575 G08B25/08 車載異常通報装置                                                                                    

特開平8-83342 G06T7/00 人体照合装置                                                                                        

特開平10-46882 E05B19/00 キ－管理装置及びその管理方法                                                                        

生
体
一
般 

操
作
・
利
便
性 

特開2000-16708 B66B1/14 エレベ－タ－の呼び登録装置                                                                          

 

2.3.4 技術開発拠点 

三菱電機は、国内に６つの研究所および開発センターを、海外の米欧に研究開発拠点を

置き、国際的なネットワークを構築し、研究開発を推進している。産業システム研究所で

は、研究開発の一分野としてビル・セキュリティシステムなどビル分野での新システムお

よび要素技術の開発が進められており、バイオメトリクス複合認証システムの開発が行わ

れている。ビル・セキュリティシステムなどの関連製品開発は、ビルシステム事業本部の

稲沢製作所で推進されている。ここでは本レポートのテーマに関連する三菱電機の主要技

術開発拠点（国内）と拠点の担う分野を表 2.3.4-1 に示す。 

（出典：http://www.melco.co.jp/corporate/randd/index_b.html） 
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表 2.3.4-1 三菱電機の主要技術開発拠点 

開発拠点 所在地 分野 

先端技術総合研究所 兵庫県尼崎市 

電機、機械、新デバイス、エネルギー、環境・ウ

エルネス、材料などの研究開発および基礎・基盤

技術の開発 

情報技術総合研究所 
神奈川県鎌倉市 

 

情報処理、通信、インターフェース、マルチメ

ディア、光電波技術分野の研究開発 

産業システム研究所 兵庫県尼崎市 
社会インフラ、ビル、FA、自動車などの分野での

システム製品開発 

情報通信システム開発セン

ター 
神奈川県鎌倉市 

情報ネットワーク、インターネットサービスのシ

ステム構築技術およびオープンプラットフォーム

技術の研究開発 

映像情報開発センター 京都府長岡京市 
映像事業分野でのデジタル画像信号処理技術およ

びそれを核とした製品システム化技術の開発 

稲沢製作所 愛知県稲沢市 
ビルセキュリティシステム、ビル管理システム、

エレベータ事業などの推進、関連技術開発 

 

 

 

2.3.5 研究開発者 

  図 2.3.5-1 に三菱電機の生体情報を用いた個人照合技術関連の 1991 年１月～2001 年９

月に公開の出願を対象に発明者数および出願件数推移を示す。生体情報を用いた照合関連

技術の係属および登録案件 101 件中約 74％にあたる 75 件が指紋関連の出願である。昇降

機やビル・セキュリティシステムなどビル分野での新システムおよび要素技術の開発を進

めている産業システム研究所では、指紋など生体情報のシステムへの応用が図られている。

最近開発された指紋や顔、署名などバイオメトリクスによる個人認証を自由に組み合せて、

本人かどうかを確認できるバイオメトリクス複合認証システムの開発はその一例である。

事業サイドでは、ビルシステム事業本部に属する稲沢製作所の開発者により、ビルセキュ

リティシステム、ビル管理システム、エレベータ事業などに関連して、小型指紋照合装置

などが開発され、出入管理、情報セキュリティなどへの応用が進められている。90 年代

後半から発明者数および関連出願件数の増加が顕著である。 
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図 2.3.5-1 三菱電機の発明者数と出願件数推移 
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2.4.1 企業の概要 

 ソニーは 1946 年に設立され、AV 機器で世界最大のメーカである。生体情報を用いた個

人照合に関する事業では、指紋照合技術を活用した指紋センサー、パソコンや携帯端末用

指紋認証ソウトウエア、指紋認証キットなどの製品が有る。今回調査した中のソニーの特

許は、公開特許が 88 件であった。そのうち、６件が海外にも出願されている。 

 指紋照合に関する特許が 70 件と群を抜いて多く、複合照合特許が８件、虹彩、顔貌、

声紋、署名、生体一般に関するものは前者に比べて少ない。 

 表 2.4.1-1 にソニーの概要を示す。 

 

表 2.4.1-1 ソニーの概要 

1) 商号 ソニー株式会社 

2) 設立年月日 1946年5月 

3) 資本金 4,623億6,700万円 

4) 従業員 18,845名（単独）、181,800名（連結） 

5) 事業内容 AV機器、情報通信機器、電子デバイス他 

  （技術導入）ヴィジョンアーツ「IP3」の独占ライセンス導入     

など８社 

6) 技術・資本提携関係 （クロスライセンス）マイクロソフト（米国）、IBM（米国）、         

フィリップス・エレクトロニクス（オランダ） 

  （共同開発）日本電気「デジタルテレビ用システムLSI、回路基板、搭

載ソフトウェア」ほか数社                                                 

サン・マイクロシステムズ（米国）「デジタル家電とインターネットを

接続する技術」ほか数社 

7) 事業所 大崎東、大崎西、芝浦、品川、厚木、仙台他 

8) 関連会社 アイワ、ソニー生命保険、                    

ソニーコンピュータエンタテインメント、他多数 

9) 業績推移（百万円） 売上／6,686,661(1999年度)、7,314,824(2000年度)                     

利益／121,835(1999年度)、16,754(2000年度) 

10) 主要製品 ビデオ、オーディオ、テレビ、情報･通信、電子デバイス他の生産・販

売 

11) 主な取引先 ソニーマーケティング、ソニーコンポーネントマーケティング、     

ユーエスシー、テクノソニック、バイテック、ナナオ 

 

 

2.4 ソニー 
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図 2.4.2-1 ソニーの指紋センサー 

2.4.2 生体情報を用いた個人照合技術に関連する製品・技術 

 

表 2.4.2-1 ソニーの関連製品・技術例 

技術要素 製品 製品名 発売時期 出典 

指紋入力 半 導 体 セ ン

サー 

指紋センサー － http://www.sony.co.jp/~semicon/j

apanese/  

指紋照合 指紋認証機能

付トークン 

PUPPY － http://www.sony.co.jp/Products/pup

py/pdf.html 

指紋照合 セキュリティ

ソフトウエア 

PuppySuite2.0 

FIS-730 ｼﾘｰｽﾞ 

－ http://www.sony.co.jp/Products/pup

py/pdf.html 

指紋照合 セキュリティ

ソフトウエア 

Puppy Internet 

Token FIS-740 

－ http://www.sony.co.jp/Products/pup

py/pdf.html 

指紋照合 セキュリティ

ソフトウエア 

Puppy for 

Entrust FIS-

710 

－ http://www.sony.co.jp/Products/pup

py/pdf.html 

指紋照合 指紋照合キッ

ト 

PUPPY Kit 2001 年 12 月 http://www.jp.sonystyle.com/ 

 

 ソニーは表 2.4.2-1 に示すように、指紋入力技

術、照合技術を活用した指紋センサーや、パソコ

ン向け指紋認証ソフトなどを製品化している。 

 ソニーの指紋センサーは静電容量検出タイプで、

図 2.4.2-2 に示すように、センサ部は金属電極が

アレイ状に並んでおり、上面は絶縁膜でコートさ

れている。その表面に指を置くことにより、静電

容量値の変化を検出し、指紋のパターンを電気信

号として取り出すようにしたものである。 

 

 

 

 

 

 

 

 図 2.4.2-3 にソニーの指紋認証装置をパソ

コン向けに製品化した指紋認証機能付トークン PUPPY の外観を示す。また表 2.4.2-2 に 

図 2.4.2-2 指紋センサーの原理模式図 
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図 2.4.2-3 指紋認証付トークン PUPPY の外観 

図 2.4.2-5 PUPPY の適応例 

PUPPY の特長を示す。また図 2.4.2-4 に

PUPPY に使われている暗号化のしくみを模

式図として示す。 

 図 2.4.2-5 に PUPPY をインターネット VPN の

リモートアクセスに適用したシステム例を示す。 

 

 

 

 

 

                           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

・カードタイプのコンパクトボディ 

・個人データを本体に記録 

・PKI（公開鍵暗号基盤）機能を搭載 

・高速高精度に指紋を照合 

表 2.4.2-2 PUPPY の特長 

図 2.4.2-4 ソニーの指紋認証に使われている 

暗号化のしくみ 
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2.4.3 技術開発課題対応保有特許の概要  

 ソニーの生体情報を用いた個人照合に関連する特許における技術要素と技術課題の対応

を図 2.4.3-1 に、また解決手段との対応を図 2.4.3-2 に示す。これらの図によれば、指紋

照合関連に集中した出願があり、操作・利便性を課題とし、入力技術と識別照合技術を解

決手段とする出願が最も多くみられる。また指紋照合の構成技術を解決手段とするものも

まとまった出願がある。 

 なお技術課題、解決手段の具体内容については 1.4 節技術開発の課題と解決手段を参照

されたい。 

図 2.4.3-1 技術要素・課題対応出願件数分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.4.3-2 技術要素・解決手段対応出願件数分布 
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表 2.4.3-1 にソニーの技術開発課題対応保有特許の一覧表を示す。この表は、生体情

報を用いた個人照合技術に関連する 1991 年 1 月～2001 年 9 月に公開された登録と係属の

特許について技術要素、課題ごとに分類したものである。 

 

表 2.4.3-1 ソニーの技術開発課題対応保有特許一覧表(1/5) 

特許番号 特許分類 名称 技
術
要
素 

課

題 （概要：解決手段要旨) （図） 

特開平11-250225 G06T1/00 指紋読取装置                                                                                        

特開2000-90265 G06T7/00 指紋照合装置                                                                                        

特開2000-188594 H04L9/32 認証システム及び指紋照合装置並びに認証方法                            

特開2000-352998 G10L19/00 記録再生装置とその駆動方法                                                                          

特開2001-56858 G06T7/00 指紋照合装置及び指紋照合方法                                                                       

特開2001-92668 G06F9/445 電子機器、電子機器の内部プログラム書き換え方法及び

電子機器の内部プログラム書き換え機能を有するプログ

ラムを記録したコンピュ－タ読み取り可能な情報記録媒

体 

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ 

特開2001-168855 H04L9/08 暗号鍵生成装置、暗号化・復号化装置および暗号鍵生成

方法、暗号化・復号化方法、並びにプログラム提供媒体 

特開平9-245176 G06T7/00 来訪者管理システム                                   

特開平11-175726 G06T7/00 情報処理装置および方法、情報処理システム、並びに提

供媒体                                             

特開2000-222556 G06T1/00 指紋画像取得装置及び指紋照合装置                                                                    

操
作
・
利
便
性 

特開2001-56796 G06F15/00,330 ネットワ－クシステム、通信端末装置及び携帯装置                                                      

特開平11-134501 G06T7/00 画像照合装置                                                                                        

特開平11-134497 G06T7/00 画像照合装置、画像照合システム、照合装置及び照合シ

ステム                                             

指
紋
シ
ス
テ
ム 

経
済
性 

特開2001-103046 H04L9/08 通信装置、通信システム及び通信方法並びに認証装置                                                    

特開平8-334691 G02B13/22 結像レンズ装置                                                                                      

特開平9-44674 G06T7/00 画像読み取り装置                                                                                    

特開平9-91400 G06T1/00 指紋読取センサ                                                           

特開平10-149448 G06T7/00 指紋照合装置の光学補正方法                                                                          

特開平10-293844 G06T7/00 指紋照合装置の参照枠設定方法                                                                        

指
紋
入
力 

セ
キ
ュ
リ 
テ
ィ 

特開平10-307904 G06T1/00 凹凸パタ－ン読み取り装置                                                                            
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表 2.4.3-1 ソニーの技術開発課題対応保有特許一覧表(2/5) 

特許番号 特許分類 名称 技
術
要
素 

課

題 （概要：解決手段要旨) （図） 

G06T1/00 指紋画像処理装置及び指紋画像処理方法                                                                

特開平11-259628 

画像入力手段より入力
される指紋画像より輝
度レベルの脈動を検出
し、この脈動が所定の
判定レベル以上増大す
ると、指紋画像の処理
を開始するようにし、
確実に指紋画像を処理
できるようにした。 

 

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ 

特開2000-3441 G06T7/00 指紋画像処理方法および指紋画像処理装置                                                              

特開平10-269344 G06T1/00 指紋読み取り装置                                                                                    

特開平10-293833 G06T1/00 指紋照合装置及び複合型指紋照合装置                                                                  

特開平11-232423 G06T1/00 
指紋照合装置用の指位置決め部材の製造方法とその製造

装置                                               

特開平11-250255 G06T7/00 
指紋照合用の指紋代用部材の製造装置と指紋照合用の指

紋代用部材の製造方法及び指紋照合用の指紋代用部材   

特開平11-250226 G06T1/00 指紋照合装置                                                                                

特開平11-250229 G06T1/00 指紋読取装置                                                                                        

特開平11-250230 G06T1/00 指紋読み取り用の指サック                                                                            

特開2000-166900 A61B5/117 指紋センサ及びその指紋デ－タ生成方法                                                                

特開2000-194825 G06T1/00 指紋センサ－装置                                                                                    

特開2000-222555 G06T1/00 指紋画像取得装置及び指紋照合装置                                                                    

特開2000-337813 G01B7/28 静電容量式指紋センサおよびその製造方法                                                              

特開2000-356506 G01B7/28 指紋認識用半導体装置およびその製造方法                                

特開2001-56852 G06T1/00 指紋照合装置                                                                                        

特開2001-56204 G01B7/28 静電容量式指紋センサ                                                                      

特開2001-60261 G06T1/00 指紋認識用半導体装置                                                                                

特開2001-59701 G01B7/28 指紋照合装置                                                                                        

特開2001-67460 G06T1/00 指紋読取装置及び指紋照合装置                                                                        

特開2001-120519 A61B5/117 指紋認識用半導体装置およびその製造方法                                                              

操
作
性 

特開2001-133213 G01B7/34,102 半導体装置およびその製造方法                                                                        

特開平10-3532 G06T1/00 指紋読み取り装置                                                                                    

指
紋
入
力 

経
済
性 特開平10-320550 G06T7/00 照合装置                                                                                            
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表 2.4.3-1 ソニーの技術開発課題対応保有特許一覧表(3/5) 

特許番号 特許分類 名称 技
術
要
素 

課

題 （概要：解決手段要旨) （図） 

特開平11-118415 G01B7/28 指紋読取り装置及びその方法                                                                          

特開平11-134496 G06T7/00 画像照合装置                                                                                        

指
紋
入
力 

経
済
性 

特開平11-197135 A61B5/117 指紋画像入力装置及び指紋照合装置                                                                    

特開平10-105710 G06T7/00 
擬似指紋パタ－ン作成方法と擬似紋様パタ－ンの作成方

法                                                 

特開平10-293849 G06T7/00 画像照合装置                                                                                        

特開平10-302047 G06T1/00 指紋照合装置                                                                                        

特開平11-53545 G06T7/00 照合装置および方法                                                                                  

特開平11-154230 G06T7/00 画像照合装置及び画像照合方法                                  

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ 

特開平11-345332 G06T7/00 指紋照合装置                                                                                        

特開平9-282465 G06T7/00 対象体の管理装置と対象体の管理方法                                                  

G06T7/00 画像照合装置                                                                                        

特開平10-105704 

線状の画像を複数本切
り出し、この切り出し
た線状の画像を他の画
像上で走査させて順次
類似の程度の高い位置
を検出し、この検出し
た位置の座標値の関係
より、画像を照合する
際に、これら検出した
座標値を部分的に組み
合わせて、線状の画像
に対応する相対位置関
係を満足しない組み合
わせを処理対象より除
外する。処理時間が短
くなる。 

 

特開平10-105705 G06T7/00 画像照合装置                                                                                        

特開平10-105706 G06T7/00 画像照合装置                                                               

G06T7/00 画像照合装置                                                                                        

特開平10-105707 

従来技術の特徴点の抽
出照合方法ではなく、
画像より切り出した線
状の画像の画像データ
を所定の記憶手段に記
憶し、さらにこの記憶
手段に記憶した画像
データと、第２の画像
の画像データとの比較
処理により、一致又は
不一致を判定すること
で記憶容量の低減や処
理時間の短縮を図った
もの。  

特開平10-105708 G06T7/00 画像照合装置                                                                                        

指
紋
照
合 

操
作
・
利
便
性 

特開平10-105709 G06T7/00 画像照合装置                                                                            
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表 2.4.3-1 ソニーの技術開発課題対応保有特許一覧表(4/5) 

特許番号 特許分類 名称 技
術
要
素 

課

題 （概要：解決手段要旨) （図） 

特開平10-187980 G06T7/00 画像照合装置                                                                                        

特開平10-187981 G06T7/00 画像照合装置                                                                                        

特開平10-187982 G06T7/00 画像照合装置                                                                                        

特開平10-187984 G06T7/00 画像照合装置                                                                                        

G06T7/00 画像照合装置                                                                                        

特開平10-187985 

検査対象に複数の枠を
設定すると共に、各枠
よりそれぞれ複数の線
状画像を切り出し、こ
の切り出した複数本の
線状画像を基準にして
各枠について画像の一
致、不一致を判定し、
この判定結果を総合的
に判定して最終的に一
致、不一致を判定する
ことにより、照合時間
を短縮する。 

 

特開平10-187986 G06T7/00 画像照合装置                                                                                        

特開平10-187987 G06T7/00 画像照合装置                                         

特開平10-187988 G06T7/00 画像照合装置                                                                                        

G06T7/00 画像照合装置                                                         

特開平10-214343 

対象画像より切り出し
た複数の領域を、他の
画像上で走査させて一
致度の分布を検出し、
この一致度の分布を各
領域の相対位置関係に
より補正して足し合わ
せ、その結果得られる
一致度の分布集計に基
づいて、画像の一致、
不一致を判定すること
により照合時間を短縮
する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特開2000-67236 G06T7/00 指紋照合装置                                                       

指
紋
照
合 

操
作
・
利
便
性 

特開2001-167274 G06T7/00 指紋照合装置および指紋照合方法                                                                      

特開2000-92523 H04N17/00 撮像機能を備えた画像表示装置                                                              

虹
彩 

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ 

特開2001-34754 G06T7/00 虹彩認証装置                                                 
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表 2.4.3-1 ソニーの技術開発課題対応保有特許一覧表(5/5) 

特許番号 特許分類 名称 技
術
要
素 

課

題 （概要：解決手段要旨) （図） 

顔
貌 

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ 

特開平10-269358 G06T7/00 物体認識装置                                                 

そ
の
他
生
体 

操
作
性 

特開平11-126253 G06T1/00 生体検出装置                                                                                        

特開平9-274431 G09C1/00,630 
記録再生装置、記録再生方法、送受信装置及び送受信方

法                                                 

特開平11-341146 H04M1/65 電話機                                                                                              

特開2000-76443 G06T7/00 指紋照合装置と指紋照合方法                                                                        

特開2000-75954 G06F1/00,370 電子機器制御装置                                                                                    

特開2001-144743 H04L9/08 
暗号鍵生成装置、暗号化・復号化装置および暗号鍵生成

方法、暗号化・復号化方法、並びにプログラム提供媒体 

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ 

特開2001-168854 H04L9/08 
暗号鍵生成装置、暗号化・復号化装置および暗号鍵生成

方法、暗号化・復号化方法、並びにプログラム提供媒体 

利
便
性 

特開2001-195477 G06F17/60 
情報処理装置および方法、情報処理システム、並びに提

供媒体                                             

複
合 

経
済
性 

特開平10-40324 G06F19/00 
通信投票システム、通信投票方法、および通信端末                                                      

特開2001-76118 G06K19/10 記録装置                                                                                            セ
キ
ュ
リ
テ
ィ 

特開2001-216271 G06F15/00,330 

情報処理システム、情報蓄積装置、アダプタ装置、情報

端末装置                                           

特開2000-267997 G06F15/00,330 
情報処理装置および方法、情報処理システム、並びに提

供媒体                                             

操
作
・
利
便
性 

特開2000-276246 G06F1/00,370 情報提供装置                                                                                        

A61B5/04 生体検知装置                                                                                        

生
体
一
般 

経
済
性 

特開平10-165382 

被検体の持つ静電容量
を利用して被検体が生
体である否かを検知す
る構成とすることによ
り、回路構成が簡単に
なり、装置が小型にな
る。 
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2.4.4 技術開発拠点 

 ソニー特許の発明者所属、住所および同社ホームページから抽出した生体情報を用いた

個人照合技術開発拠点を、表 2.4.4-1 に示す。 

表 2.4.4-1 ソニーの主要技術開発拠点 

開発拠点 所在地 分野 

本社 東京都品川区 － 

ソニー長崎 長崎県諌早市 － 

マスターエンジニアリング 東京都品川区 － 

アトミック 東京都千代田区 － 

株式会社ネットマークス 東京都港区 
ソニーの指紋認証関連ソリューション

パートナー 

 

 

2.4.5 研究開発者 

 ソニーの出願特許の実質発明者情報より、研究開発担当者を推定し、開発者規模の推

移を分析した結果が、図 2.4.5-1 である。1995 年から 97 年にかけて発明者が急増し、出

願件数も 1996 年以降 20 件前後の規模で推移している。 

           

 

 

 

 

 

 

 

図 2.4.5-1 ソニーの発明者数と出願件数推移 
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2.5.1 企業の概要 

 日本電気は 1899 年に設立された通信で国内首位の日本を代表する通信・情報系メーカ

である。生体情報を用いた個人照合に関する事業では、指紋照合技術を活用した指紋認識

装置やその応用システムなどの製品が有る。指紋照合分野のパイオニア的存在である。 

 今回調査した中の日本電気の特許は、登録が 49 件、公開のものが 39 件であった。その

うち 61 件が海外にも出願されている。指紋照合に関する特許が 59 件と群を抜いて多くそ

のうちの 38 件が登録されている。指紋に次いで多く出願が見られるのは生体一般照合の

８件や声紋照合の５件である。 

表 2.5.1-1 に日本電気の概要を示す。 

 

表 2.5.1-1 日本電気の概要 

1) 商号 日本電気株式会社 

2) 設立年月日 1899年7月 

3) 資本金 2,447億1,700万円 

4) 従業員 34,878名(単独）、149,931名（連結） 

5) 事業内容 コンピュータ、通信機器、電子デバイス、ソフトウェアなどの製造販売を

含むインターネット・ソリューション事業 

  （技術導入）MIPSﾃｸﾉﾛｼﾞｰｽﾞ（米国）「RiSC型ﾌﾟﾛｾｯｻｰ」 等 

6) 技術・資本提携関

係 

（クロスライセンス）AT&T、Lucent、NCR「通信、電子、デバイス」出願

特許（1993-1～1999-12）、IBM「情報処理システム等」出願特許（2000-

12） 等 

  （共同開発提携）TI、HP、ケメット、グレンエア「音声情報配信」、

Philips「システムLSI」、Thomson Multimedia「PDP関連」 他 

7) 事業所 三田、玉川、府中、相模原、横浜 他 

8) 関連会社 国内140社（含むNEC）、海外107社 

9) 業績推移（百万

円） 

売上／4,991,447(1999年度)、5,409,736(2000年度)                            

利益／10,416(1999年度)、56,603(2000年度) 

10) 主要製品 通信機器、コンピュータ・その他電子機器、電子デバイス その他 

11) 主な取引先 NECパーソナルシステム、NECビジネスシステム、日本事務器、NEC-HE、

リョーサン、三信電気、佐鳥電機、新光商事、ミカサ商事、NTT、         

NTTドコモ、IDO、防衛庁、宇宙開発事業団、住友銀行、デルコンピュー

タ、大塚商会、任天堂 

 

2.5 日本電気 
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2.5.2 生体情報を用いた個人照合技術に関連する製品・技術 

 

表 2.5.2-1 日本電気の生体情報を用いた個人照合関連製品・技術一覧表 

技術要素 製品 製品名 発売時期 出典 

指紋照合 
パ ソ コ ン 向 け
ハードウエア 

指紋認証ユニット
（PC カード） 

1999 年 5 月 
www.sw.nec.co.jp/pid/pk-
fp001.html 

指紋照合 
パ ソ コ ン 向 け
ハードウエア 

指紋認証ユニット
（シリアル） 

1999 年 5 月 
www.sw.nec.co.jp/pid/pk-
fp002.html 

指紋照合 パソコン 
指紋認証ユニット
（VersaPro) 

1999 年 10 月 
www.sw.nec.co.jp/pid/interpc.ht
ml 

指紋照合 携帯端末 
指紋認証ユニット
（MobileGearⅡ） 

1999 年 11 月 
www.sw.nec.co.jp/pid/intermg.ht
ml 

指紋照合 
パ ソ コ ン 向 け
ハードウエア 

指紋認証ユニット
（プリズム) 

1999 年 10 月 www.sw.nec.co.jp/pid/prism.html 

指紋照合 
パ ソ コ ン 向 け
ハードウエア 

指紋認証ユニット
（プリズム・USB) 

2001 年 5 月 
www.sw.nec.co.jp/pid/prismusb.h
tml 

指紋照合 
ドアコントロー
ルシステム 

FingerThrough 1999 年 11 月 
www.sw.nec.co.jp/pid/n7950-
51.html 

指紋照合 
出退勤管理シス
テム 

FingerRecorder 2000 年 10 月 
www.sw.nec.co.jp/pid/FingerReco
rder.html 

指紋照合 
モジュールハー
ドウエア 

指紋認証モジュー
ル 

2000 年 2 月 www.sw.nec.co.jp/pid/sa101.html 

 

 日本電気は表 2.5.2-1 に示すような指紋照合に関する製品やシステムを擁し、指紋照合

技術開発のパイオニアとして独自の技術開発を行い精力的な事業展開を行っている。 

 日本電気の指紋照合方式は特徴点（指紋隆線における端点と分岐点）情報と、リレー

ションと呼ぶ特徴点と他の特徴点との間を横切る隆線の数の情報を組み合わせた情報で照

合を行うところに特長がある。図 2.5.2-1 にそれぞれ、特徴点とリレーション方式の原理

模式図を示す。  

       

図 2.5.2-1 日本電気の特徴点とリレーション方式の原理模式図 
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 次に表 2.5.2-1 に掲載した日本電気のパソコン向けハードウエアの指紋認証ユニット５

機種の製品外観図を図 2.5.2-2、図 2.5.2-3、図 2.5.2-4、図 2.5.2-5、図 2.5.2-6 に示す。

また、同ユニットの製品仕様の概要を表 2.5.2-2 に示す。 

 

図 2.5.2-2 指紋認証ユニット(PC ｶｰﾄﾞ)   図 2.5.2-3 指紋認証ユニット（ﾌﾟﾘｽﾞﾑ・USB） 

図 2.5.2-4 指紋認証ユニット(ｼﾘｱﾙ)   図 2.5.2-5 指紋認証ユニット（内蔵型 VersaPro) 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.5.2-6 指紋認証ユニット内蔵型 MobileGearⅡ 

 

 

表 2.5.2-2 指紋認証ユニットの製品仕様概要 

照合精度 
他人許容率＝0.0002%、

本人拒否率＝0.05% 

ユニット内照合時間 0.025 秒／指 

ユニット内登録指数 200 指 

登録時間 約 5 秒／指 

センサ密度 500dpi（20 ﾄﾞｯﾄ／mm） 

画像センサ 

プリズム・USB は光学

式（CCD)センサ、 

その他は静電容量型半

導体センサ使用 

 

 

 



121 

日本電気の指紋照合応用製品であるドアコントロールシステム FingerThrough の外観

図を図 2.5.2-7 にまたそのシステム概要を表 2.5.2-3 に示す。 

指紋出退勤システム FingerRecorder の外観図を図 2.5.2-8 にまたそのシステム概要を表

2.5.2-4 に示す。 

 

表 2.5.2-3 FingerTrough のシステム概要   表 2.5.2-4 FingerRecorder のシステム概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図 2.5.2-9 に指紋認証モジュールの外観を、その主な特長を表 2.5.2-5 に示す。 

 

表 2.5.2-5 指紋認証モジュールの主な特長     図 2.5.2-9 指紋認証モジュール 

 

 

 

 

 

 

 

 

・指を置くだけの簡単操作で扉の解錠が可能 

・電気錠を直接接続でき、ドアコントロールパ

ネル以外の装置は不要 

・利用者の登録・変更・削除機能、履歴情報管

理機能、監視機能 

・扉の両面（入側・出側）に本機を設置するこ

とで、入退室の管理を実現 

・別売のソフトウェアを利用することにより、

複数扉の管理を実現 

・指を置くだけの簡単操作で勤怠情報を記録 

・人事異動などによる指紋ＤＢの人事情報の

更新、着任後の指紋出退勤端末への自動配

信を実現 

・フレキシブルなシステム構成が可能で、最

大２５５台まで接続可能 

・他部門の方が利用者ＩＤを入力することに

より、打刻する機能も実現 

・「指紋出退勤ソフトウェア」が必須 

・指紋の登録および照合がモジュール単体で可

能 

・指紋のみでの照合が最大１００指まで可能 

・コンパクト設計により実装が容易 

図 2.5.2-7 ドア

コントロールシ

ステム 

：FingerThrough   

図 2.5.2-8 指紋出退勤システム 

：FingerRecorder 
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2.5.3 技術開発課題対応保有特許の概要  

 日本電気の生体情報を用いた個人照合に関連する特許における技術要素と技術課題の対

応を図 2.5.3-1 に、また解決手段との対応を図 2.5.3-2 に示す。これらの図によれば、指

紋照合関連で、操作・利便性とセキュリティ向上を課題とし、識別照合技術と入力技術を

解決手段とする出願が最も多くみられる。生体一般と声紋の識別照合関連にも操作・利便

性を課題とし識別照合技術を解決手段とした出願がまとまってみられる。 

 なお技術課題、解決手段の具体内容については 1.4 節技術開発の課題と解決手段を参照

されたい。 

図 2.5.3-1 技術要素・課題対応出願件数分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.5.3-2 技術要素・解決手段対応出願件数分布 
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表 2.5.3-1 に日本電気の技術開発課題対応保有特許の一覧表を示す。この表は、生体

情報を用いた個人照合技術に関連する 1991 年 1 月～2001 年 9 月に公開された登録と係属

の特許について技術要素、課題ごとに分類したものである。 

表 2.5.3-1 日本電気の技術開発課題対応保有特許一覧表(1/9) 

特許番号 特許分類 名称 技
術
要
素 

課

題 （概要：解決手段要旨) （図） 

特許 3022776 H04L9/32 無線通信端末                                                                                        

G06T7/00 個人認証装置と個人認証方法                                                                          

特許 2950307 

個人情報を格納するデータ
ベース、アクセス可否を判
定するアクセス判定手段を
サーバに設け、ＩＤカード
読取り手段、指紋読取り手
段を設けたキーボードを端
末に設け、照合結果をコン
ピュータに送信するサーバ
との通信信手段とを設ける
ことにより、コンピュータ
への不正アクセスを防止で
きる小型の個人認証装置及
び個人認証方法。 

 

特開2000-322493 G06F19/00 電子商取引システム及び電子商取引方法                                                                

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ 

特開2001-57551 H04L9/08 暗号化通信システムおよび暗号化通信方法                                                              

特開平11-296678 G06T7/00 入力装置および入力方法                          

特開平11-353281 G06F15/00,330 
デ－タ転送システム及びデ－タ転送方法並びにそ

のデ－タ転送端末                                        

特開2000-90273 G06T7/00 
指紋識別を用いた情報処理装置および情報処理方

法                                                      

特開2000-270385 H04Q9/00,331 携帯情報端末装置                                                                                    

操
作
・
利
便
性 

特開2000-276445 G06F15/00,330 
バイオメトリクス識別を用いた認証方法、装置、

認証実行機、認証プログラムを記録した記録媒体            

特開平10-157352 B42D15/10,521 
ＩＣカ－ド及びそれを用いた個人情報管理システ

ム                                                      

指
紋
シ
ス
テ
ム 

経
済
性 

特開2000-298529 G06F1/00,370 パ－ソナルコンピュ－タシステム                                                                      
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表 2.5.3-1 日本電気の技術開発課題対応保有特許一覧表(2/9) 

特許番号 特許分類 名称 技
術
要
素 

課

題 （概要：解決手段要旨) （図） 

G06T7/00 指紋特徴抽出装置                                                                                    

特許2776340 

入力画像をＹ方向の平行な
直線群により複数の小領域
（以下帯と呼ぶ）に分ける
垂直領域分離部と、それぞ
れの帯でＸ方向への濃度投
影処理を行い、投影ヒスト
グラムを求める投影計算部
と、各帯で得られた投影ヒ
ストグラムから谷と呼ぶ極
小点を求める谷候補計算部
と、複数の帯での谷候補計
算部から得られた谷の位置
を入力して、指紋画像の節
線位置とその確信度を求
め、照合精度を上げる。 

特開平10-3531 G06T1/00 押捺指紋画像入力装置およびその入力方法                                         

特許2927343 G06T1/00 指紋画像入力装置及びその入力方法                                                                    

特許2980051 G06T7/00 指紋検知方法および装置                                                                              

特許2962274 A61B5/117 生体識別方法および装置                                                                              

特許2967764 G06K19/07 
非接触式ＩＣカ－ドおよびそれを用いたログイン

方法                                                    

特許2959532 A61B5/117 静電容量検出方式の指紋画像入力装置                  

特許2953440 G06T1/00 押捺指紋画像入力装置及びその入力方法                                                                

特許2947234 G06T7/00 生体識別装置                                                                          

特開2000-339455 G06T7/00 指紋照合装置                                                                                        

特開2001-14464 G06T7/00 指紋画像処理装置及び指紋画像処理方法                                                                

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ 

特開2001-175848 G06T1/00 画像撮像装置及びその画像撮像方法                                                                    

特公平7-62865 G06T1/00 指紋画像入力装置                                                                                    

指
紋
入
力 

操
作
・
利
便
性 

特許2937046 G06T1/00 指紋画像入力装置                                                                                    
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表 2.5.3-1 日本電気の技術開発課題対応保有特許一覧表(3/9) 

特許番号 特許分類 名称 技
術
要
素 

課

題 （概要：解決手段要旨) （図） 

G06T1/00 指固定装置                                                              

特許2943749 

基台面に設けられた指紋読
取窓との間に指１本分以上
の間隔を隔てて当該指紋読
取窓の上方に掛け渡され，
少なくとも一端部が基台面
に設けられた貫通穴を通っ
て当該基台面の面下で移動
子に固定されると共に他端
部が基台面又は当該基台面
の面下にて所定位置に固定
された絞め手段と、少なく
とも一部が絞め手段と指紋
読取窓との間に配置されか
つ絞め手段に装備された軟
性の当たり手段と、基台面
上にある絞め手段が指紋読
取窓と近づく方向に移動子
を移動させる駆動機構とを
備えることにより、指紋撮
像を容易にする。 

特許3042434 G06T1/00 指固定装置                                                                                          

特許3001044 G06T1/00 ハンデイスキヤナ                                                                                    

特許3132411 G06T1/00,400 指紋検知装置                                                                                        

特許3011125 G06T1/00 指紋検知装置および方法                                                                              

操
作
・
利
便
性 

特許3011126 G06T1/00 指紋検知装置                                                                                        

特許2910683 H01L27/14 指紋画像入力装置及びその製造方法                                                                    

特許3102395 G06T1/00,400 指紋検出装置                                                                                        

特開平11-175478 G06F15/00,330 本人認証システム                                                                                    

指
紋
入
力 

経
済
性 

特許3102403 A61B5/117 指紋画像入力装置と入力方法                                  

特許2734245 G06T7/00 画像特徴抽出方法及びその装置                                                                        

特許2755127 G06T7/00 個人認証装置                                                                   

特許2636736 G06T7/00 指紋合成装置                                                                                        

特許2872176 G06T7/00 個人認証装置                                                                                        

指
紋
照
合 
 

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ 

特許2947210 G06T7/00 生体識別装置                                                                                        
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表 2.5.3-1 日本電気の技術開発課題対応保有特許一覧表(4/9) 

特許番号 特許分類 名称 技
術
要
素 

課

題 （概要：解決手段要旨) （図） 

G06K19/10 

カ－ド型記録媒体及びその認証方法及び認証装

置、作成システム、暗号化方式、その解読器と記

録媒体         

特許3075221 

第３者がカードの磁気を不
正に複製した場合に、容易
に複製したカードであるか
判断が出来る様に、磁気
データの他にカードの模様
に例えば顔写真、指紋情報
を入れる手段を設けること
により、不正な複製かどう
かを容易に判断する手段。 

 

G06T7/00 生体照合方法および装置、情報記憶媒体                                                     

特許2985839 

一人の人間に複数が存在す
る生体情報を種別ごとに事
前に登録しておき、登録さ
れている生体情報の複数の
種別から少なくとも一つを
ランダムに選択し、ランダ
ムに選択された種別の生体
情報の入力を指示し、生体
情報の入力を受け付け、入
力された生体情報と選択さ
れた種別の登録されている
生体情報とを照合するよう
にし、他人が生体情報を事
前に用意しておくことを困
難にした。  

特開2000-182057 G06T7/00 個人識別方法、個人識別装置および記録媒体                                                            

特開2001-5969 G06T7/00 指紋照合システムとその指紋照合方法                                                                  

特開2001-67474 G06T7/00 紋様デ－タ照合装置                                                

特開2001-155122 G06K17/00 
カ－ド情報一括管理装置，記録媒体，および使用

方法                                                    

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ 

特開2001-167053 G06F15/00,330 
バイオメトリクスを用いるユ－ザ認証装置及びそ

れに用いるユ－ザ認証方法                                

特許2551191 G06T7/00 指紋パタ－ン照合方式                                                                                

特許2679601 G06T5/20 デジタル画像フイルタリング方法                                                                      

指
紋
照
合 

操
作
・
利
便
性 

特許2734373 G06T7/00 指紋照合処理装置                                                                                    
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表 2.5.3-1 日本電気の技術開発課題対応保有特許一覧表(5/9) 

特許番号 特許分類 名称 技
術
要
素 

課

題 （概要：解決手段要旨) （図） 

特許2838990 G06T1/00 指紋画像細線化処理装置およびその方法                                                              

G06T7/00 指紋特徴抽出装置                                                                                    

特許2827994 

指紋画像から関節線の位置
を検出する節線抽出手段
と、指紋画像から指紋の複
数の特異点の位置を検出す
る特異点検出手段と、関節
線の位置と複数の特異点の
位置とから求められる特徴
量を計算する節線特徴計算
手段とを有することにより
処理時間を長くすること無
くより高精度を実現する。 

 

特許2817730 G06T7/00 指紋照合結果表示制御装置                                                                            

特許2867978 G06T7/00 指紋照合による個人識別方法及び装置                                                                  

G06T7/00 
指紋カ－ド絞り込み装置及び指紋カ－ド絞り込み

方法                                                    

指
紋
照
合 

操
作
・
利
便
性 

特許2924958 

指紋から得られた紋様パ
ターンの組み合わせ等の特
徴情報を用いて、クラスタ
に分割して登録側のデータ
を登録側カード特徴記憶部
に登録しておき、採取側
データの特徴と矛盾しない
クラスタのみを選択してそ
こに登録されたデータを指
紋カードと比較判定するこ
とにより精度を劣化させる
こと無く絞り込み処理を高
速化する。 
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表 2.5.3-1 日本電気の技術開発課題対応保有特許一覧表(6/9) 

特許番号 特許分類 名称 技
術
要
素 

課

題 （概要：解決手段要旨) （図） 

G06T7/00 縞パタ－ン照合装置                                                                 

特許2944557 

探索縞パターンの方向また
は位置の一方または両方が
特定できない場合にも、採
取した縞パターンの特徴点
に対応する登録縞パターン
の特徴点を選択して候補対
リストを作成できるように
したもの。すなわち、採取
縞パターンの特徴点と登録
縞パターンの特徴点とを比
較するとき、採取縞パター
ンの特徴点の周囲の子特徴
点との間の距離や方向やリ
レーション（隆線数）と、
登録縞パターンの特徴点の
周囲の子特徴点との間の距
離や方向やリレーションと
を比較する。照合時間の短
縮が可能。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特許2996295 G06T1/00 指ガイド付指紋画像入力装置                                                                          

特許2950295 G06T7/00 紋様デ－タ照合装置                                                                                  

指
紋
照
合 

操
作
・
利
便
性 

特開2001-167268 G06T7/00 指紋入力装置                                                                                        

特許2768308 G06T7/00 パタ－ン認識を用いた顔画像の特徴点抽出方法                                                          

特開2000-222576 G06T7/00 
人物識別方法及び装置と人物識別プログラムを記

録した記録媒体                                          

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ 特開2000-322577 G06T7/00 

画像照合装置及びその画像照合方法並びにその制

御プログラムを記録した記録媒体                          

G06T7/00 人物顔画像照合装置                                                                                  
顔
貌
照
合 

利便 特許2735028 

人物の顔の画像について異
なった２以上の方向に沿っ
てそれぞれ輝度が極小をな
すＶ字エッジに見える構造
点を抽出し、顔ごとの構造
点間距離が最小となる者を
照合対象となる人物として
選択することにより、顔の
構造を簡単に自動抽出でき
る。 

そ
の
他
生
体 

精度 特許2776294 G06T7/00 

皮膚紋様画像の画像特徴抽出装置および画像処理

装置                                                    
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表 2.5.3-1 日本電気の技術開発課題対応保有特許一覧表(7/9) 

特許番号 特許分類 名称 技
術
要
素 

課

題 （概要：解決手段要旨) （図） 

G06T7/00 皮膚紋様特徴抽出装置                                                                                

精度 特許3075345 

オペレータが隆線形状や端
点・分岐点などの微細構造
を人手で入力あるいは修正
する入力支援にかかわるも
ので、与えられた画像に対
しオペレータからの指示に
基づいて視点変換し、その
結果を表示することによ
り、低品質な原画像では見
えにくかった隆線の流れの
視認性が高まり、個人識別
の精度が向上する。 

G06T7/00 隆線方向抽出装置                                                         

特許2725599 

皮膚紋様画像から予め設定
した各点において勾配ベク
トルを算出する勾配ベクト
ル算出手段と、勾配ベクト
ル記憶手段と、予め設定し
た画像の各局所領域毎に、
局所領域に含まれる勾配ベ
クトルの分布の分散共分散
行列の固有値のうち、小さ
い方の固有値に対応する固
有ベクトルの方向を局所領
域における皮膚紋様の隆線
方向として算出し出力する
分布解析手段により、単純
な処理によって精度良く皮
膚紋様画像の隆線方向を抽
出する。 

 

そ
の
他
生
体 

操
作
性 

特開2000-122792 G06F3/02,310 キ－ボ－ド                                                                                          
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表 2.5.3-1 日本電気の技術開発課題対応保有特許一覧表(8/9) 

特許番号 特許分類 名称 技
術
要
素 

課

題 （概要：解決手段要旨) （図） 

G06F15/00,330 コンピユ－タ利用者管理システム                          

特許2921245 

複数の利用者それぞれに対
する予め定められた言葉の
音声とこの音声に対応する
パスワードとを予め記憶し
ておき、このデーだベース
音声と利用者の入力音声を
照合し、照合一致の場合に
出力音声に対応するパス
ワードを音声データベース
から読出してコンピュータ
システムのパスワード入力
部へ出力することにより、
本来コンピュータシステム
を利用しない人の利用を禁
止する。  

特許2900869 G06F15/00,330 
デ－タベ－ス検索システムおよびデ－タベ－ス保

護方法                                                  

特許3090119 G10L17/00 話者照合装置、方法及び記憶媒体                                                                      

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ 

特開2000-250861 G06F15/00,330 非接触式ＩＣカ－ドログインシステム及びそのロ

グイン方法                                              

声
紋
照
合 

簡便 特開2000-330589 G10L17/00 本人特定システム及びその方法                                                                        

署
名 

不正
防止 

特開2000-148742 G06F17/21 認証管理システム及び認証管理方法                                                               

G06T7/00 指紋カ－ド選択装置および指紋カ－ド絞り込み装

置                                                      

複
合
照
合 

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ 

特許2785862 

複数指の指紋について、紋
様パターン種別の判定と指
紋紋様上の特徴点の抽出と
を自動で行なった場合に、
それらが判定不明あるいは
判定誤りを含む可能性を許
容しつつ、照合にかけるべ
きカード対の信頼性および
選択性を高めるとともに、
信頼性および選択性という
２つの尺度のトレードオフ
に応じた所望の特性および
性能を持つ絞り込みの実現
を可能にする柔軟性を有す
る指紋カード選択装置。 
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表 2.5.3-1 日本電気の技術開発課題対応保有特許一覧表(9/9) 

特許番号 特許分類 名称 技
術
要
素 

課

題 （概要：解決手段要旨) （図） 

特許3138694 A61B5/117 指紋検出方法                                                                                       
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ 

特開2000-215172 G06F15/00,330 個人認証システム                                                                                    

操作
性 

特開2001-134744 G06T1/00 携帯情報端末                                                                                        

複
合 

経済
性 

特開平11-53317 G06F15/00,330 パスワ－ド入力装置                                                                                  

H04Q7/38 パ－ソナル通信システム及びその通信方法                                                              

特許3139483 

パーソナル通信システムに
おいて行う加入者の認証
を、使用者の身体的物理情
報（声紋、指紋、人相及び
筆跡等）の特徴を抽出して
データ化し、加入者データ
ベースに予め登録されてい
るデータとの照合により行
うことにより、高い安全性
と、加入者の行う操作の簡
略化とを同時に満たす。 

 

特開2000-194658 G06F15/00,330 
暗証番号照合装置、暗証番号照合方法および暗証

番号照合用プログラムを記録した記録媒体                  

特開2000-307715 H04M1/66 携帯電話装置のセキュリティシステム及び方法                                                          

特開2000-358025 H04L9/32 
情報処理方法、情報処理装置及び情報処理プログ

ラムを記憶した記録媒体                                  

特開2001-175795 G06F19/00 
診療録作成者認証システム、診療録記憶装置、作

成者認証装置および診療録作成者認証方法                 

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ 

特開2001-216045 G06F1/00,370 
バイオメトリクス入力装置及びバイオメトリクス

照合装置                                                

特開平11-73103 G09C1/00,630 
暗号化制御方法及びプログラムを記録した機械読

み取り可能な記録媒体                                    

特開2001-14276 G06F15/00,330 個人認証システム及びその方法                                                                        

特開2001-134696 G06F19/00 
診療録情報の真正性を高めた診療録作成装置なら

びにその方法                                            

生
体
一
般 

操
作
・
利
便
性 

特開2001-148072 G07G1/00,311 対面式の予約販売システム                                           
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2.5.4 技術開発拠点 

 日本電気特許の発明者所属、住所から抽出した生体情報を用いた個人照合技術開発拠点

を表 2.5.4-1 に示す。 

表 2.5.4-1 日本電気の技術開発拠点 

開発拠点 所在地 分野 

本社 東京都港区 － 

日本電気ソフトウエア 東京都江東区 － 

関西日本電気ソフトウエア 大阪府大阪市 － 

ＮＥＣソフト 東京都江東区 － 

ＮＥＣ三栄 東京都小平市 － 

ＮＥＣ情報システムズ 神奈川県川崎市 － 

 

2.5.5 研究開発者 

                       

日本電気の出願特許の実質発明者情報より、研究開発担当者を推定し、開発者規模の

推移を分析した結果が、図 2.5.5-1 である。研究開発者は 1991 年の時点で 10 人が認めら

れ、一時減少するが、1999 年には 30 名を超えている。出願件数も研究者数の推移に連動

した動きである。 
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図 2.5.5-1 日本電気の発明者数と出願件数の推移 
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2.6.1 企業の概要 

富士通は 1935 年に設立されたコンピュータで世界第 2 位の日本を代表する情報・通信

系メーカである。生体情報を用いた個人照合に関する事業では、指紋照合、署名照合、声

紋照合技術を活用した指紋認識装置、筆跡認証装置、声紋認識装置などの製品が有る。 

 今回調査した中の富士通の特許は、登録が 50 件、公開のものが 31 件であった。そのう

ち９件が海外にも出願されている。指紋照合に関する特許が 58 件と群を抜いて多くその

うちの８割にあたる 48 件が登録されている。まとまったものとしては声紋５件、生体一

般に関するものが８件出願されている。 

 表 2.6.1-1 に富士通の概要を示す。 

 

表 2.6.1-1 富士通の概要 

1) 商号 富士通株式会社 

2) 設立年月日 1935年6月 

3) 資本金 3,146億5,200万円 

4) 従業員 42,010名（単独）、187,399名（連結） 

5) 事業内容 ソフトウエアサービス、情報処理、通信、電子デバイス 等 

  （技術導入）ラムバス（米国）「ラムバス型DRAMのライセンス導入」等

7社 

6) 技術・資本提携関係 （クロスライセンス）LG半導体（韓国）、モトローラ（米国）、AT&T

（米国）、TI（米国）、ハリス（米国）、IBM（米国）、マイクロソフ

ト（米国）、シーゲイト・テクノロジー（米国） 他 

  （共同開発）東芝「次世代メモリー量産技術の共同開発などを柱とした

包括提携」1GDRAMの共同開発 他14社 

7) 事業所 本社／東京、本店／神奈川、工場／岩手、会津、若松、小山、鹿沼、那

須、館林、熊谷、南多摩、川崎、長野、須坂、沼津、三重、明石 

8) 関連会社 国内/PFU、エフ・エフ・シー、島根富士通、富士通アイソテック、富士

通周辺機 等 

9) 業績推移（百万円） 売上／5,255,102（1999年度）、5,484,426（2000年度） 

利益／42,734（1999年度）、8,521（2000年度） 

10) 主要製品 情報処理機器（スーパーコンピュータ等）、通信機器（電子交換機

等）、電子デバイス（ゲートアレイ等）の生産・販売・保守 

11) 主な取引先 （納入先）富士通ビジネスシステム、富士通パーソナルズ、富士通デバ

イス他、NTT、官公庁、地方自治体、アムダール 

（仕入先）古河電工、アドバンテスト、インテル、AMD、サン・マイク

ロシステムズ 

 

2.6 富士通 
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図 2.6.2-1 Fingsensor の外観図 

2.6.2 生体情報を用いた個人照合技術に関連する製品・技術 

 

表 2.6.2-1 富士通の関連製品（システム）・技術例 

技術要素 
製品（システ

ム） 
製品名 発売時期 出典 

指紋照合 指紋認識装置 Fingsensor(フィンセン

サ) 

1999 年 10 月 http://pr.fujitsu.com/jp/n

ews/1999/Oct/20.html 

生体一般

照合 

バイオ認証ソ

フトウエア 

Fsas バイオ認証システ

ム SF2000Bio 

2001 年 2 月 http://www.fsas.fujitsu.co

m/release/backno/010221a.h

tml 

署名照合 筆跡認証装置 SuperSIGN 2001 年 11 月 http://primeserver.fujitsu

.com/primepower/opt/sign/ 

声紋照合 声紋認識装置 VoiceGATE 1996 年 10 月 http://pr.fujitsu.com/jp/n

ews/1996/Jul/3.html 

声紋照合 声紋認識装置 VoiceGATE-II 2000 年 1 月 http://www.animo.co.jp/Voi

ceGATEII.doc 

 

 富士通は表 2.6.2-1 に示すような指紋照合、 

顔貌照合、声紋照合、生体全般照合技術を活用し

た認証装置を製品化している。  

 図 2.6.2-1、表 2.6.2-2 にそれぞれ指紋認識装置

Fingsensor の外観図および特長を示す。 

 

表 2.6.2-2 Fingsensor の特長 

 

Fsas バイオ認証システム SF2000 Bio は下記の特長を有するパソコン用認証ソウトウエア

である。 

（１）複数のバイオ認証を統合し、セキュリティ強化 

（２）充実した管理機能による容易な運用管理 

（３）バイオ認証によるシングルサインオンの実現 

（４）他社アプリケーションとの連携 

なお同社は指紋照合技術について富士通電装社の、署名照合技術について日本サイ

バーサイン社の、声紋照合技術についてアニモ社のさらに顔照合技術については、米国

MIT,eTrue 社の技術や製品を導入している。 

 

・高い指紋認識精度を実現する指紋識別アルゴリ

ズム「特徴相関法」を採用 

・静電容量式半導体センサを採用 

・名刺サイズ、重量約 250g(*4)と小型/軽量 



135 

2.6.3 技術開発課題対応保有特許の概要 

 富士通の生体情報を用いた個人照合に関連する特許における技術要素と技術課題の対応

を図 2.6.3-1 に、また解決手段との対応を図 2.6.3-2 に示す。これらの図によれば、指紋

照合関連で、セキュリティ向上を課題とし、照合精度をあげるための識別照合技術を解決

手段とする出願が最も多くみられ、次いで辞書・登録技術を解決手段とするものが多い。

声紋照合関連で操作・利便性のための辞書・登録技術を解決手段とするものもまとまって

みられる。 

 なお技術課題、解決手段の具体内容については 1.4 節技術開発の課題と解決手段を参照

されたい。 

図 2.6.3-1 技術要素・課題対応出願件数分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.6.3-2 技術要素・解決手段対応出願件数分布 

 

 

図 2.6.3-2 技術要素・解決手段対応出願件数分布 
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表 2.6.3-1 に富士通の技術開発課題対応保有特許の一覧表を示す。この表は、生体情

報を用いた個人照合技術に関連する 1991 年 1 月～2001 年 9 月に公開された登録と係属の

特許について技術要素、課題ごとに分類したものである。 

 

表 2.6.3-1 富士通の技術開発課題対応保有特許一覧表(1/7) 

特許番号 特許分類 名称 技
術
要
素 

課

題 （概要：解決手段要旨) （図） 

安
全
性 

特開平6-274759 G07G1/00,321 キャッシュレジスタ                                                                                  

G06T7/00 指紋照合装置                                                                                        

指
紋
シ
ス
テ
ム 

運
営
効
率 

特許2899119 
 

登録用指紋画像から得
られた特徴点を全て記
憶しておき、これら特
徴点に対応する登録用
指紋２値画像と照合用
指紋２値画像とを窓単
位で比較し、照合誤差
の小さいものから順に
特徴パターンとして登
録することにより、出
現頻度の高い特徴点を
優先的に選択しつつ、
処理時間を短くするこ
とができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特許2708051 G06T1/00 指紋像入力装置                                                                                      

特許2989200 G06F15/00,330 個人識別装置                                                                                        

特許3058176 G06K9/00 指紋画像入力装置                                                                                    

特許2917352 G06T1/00 指紋読取装置                                                                                        

特許2867551 G06T1/00 指紋読取装置                                                                                        

特許2806008 G06T7/00 指紋の臍位置検出装置                                          

特許2943337 G06T1/00 生体識別機能を備えた指紋像入力装置                                                                  

特許2955059 G06T1/00 指紋センサ                                                                                    

特許3100456 G06T1/00 指紋像入力装置                                                                                      

特許3014552 G06T7/00 位置合わせ用窓変更式指紋照合方法及びその装置                                                        

セ
キ
ュ
リ 
テ
ィ 

特開平 3-226888 G06T1/00 指ガイド                                                                                             

特許2859681 G06T1/00 指紋デ－タの２値化方法                                                                              

指
紋
入
力 

操
作
性 特許2993287 G06T1/00 凹凸形状検出装置                                                                                    
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表 2.6.3-1 富士通の技術開発課題対応保有特許一覧表(2/7) 

特許番号 特許分類 名称 技
術
要
素 

課

題 （概要：解決手段要旨) （図） 

G06T1/00 凹凸面読み取り装置                                                                               

特許3012138 

一方の面に凹凸物体が
密着される平行平面板
の他方の面における全
反射光の一部を選択的
に結像させることに
よって、凹凸物体の凹
部内に水が存在してい
ても、凸部の像だけを
結像させる。小形で取
扱い容易となる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

特開2000-132261 G06F1/00,370 座標入力装置及び情報処理方法並びに記録媒体                                                          

G06F1/16 拡張装置及び情報処理装置                                                                            

特開2001-84062 

情報処理装置に備えら
れた収容部に着脱可能
な拡張装置の発明であ
り、指紋を読み取るた
めの指紋読み取り手段
と、前記指紋読み取り
手段を前記拡張装置内
部に収納された状態か
ら、指紋読み取りが可
能となるように外に出
るように移動させる移
動手段とを設け、操作
性の向上をはかったも
の。  

操
作
性 

特開2001-125662 G06F1/00,370 
情報処理装置用の認証情報入力手段付き拡張装置、認

証情報入力ユニット及び情報処理装置                  

指
紋
入
力 

経
済
性 

特許2713311 G06T7/00 指紋像入力装置                                                                                      

特許2698453 G06T7/00 指紋照合方法                                           

特許2788527 G06T7/00 指紋照合方法                                                                                        

特許2788529 G06T7/00 指紋照合装置の辞書登録方法                                                          

特許2943814 G06T7/00 指紋画像登録方式                                                                                    

特許3033595 G06T7/00 指紋画像登録方式                                                                                    

特許2864685 G06T7/00 指紋デ－タ登録装置                                                                                  

特許2802154 G06T7/00 指紋照合装置                                                                                        

特許2866461 G06T7/00 指紋照合装置                                                                                        

特許2877533 G06T7/00 指紋照合装置                                                                                        

特許2818317 G06T7/00 指紋登録照合方法                                                                                    

指
紋
照
合 

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ 

特許2875053 G06T7/00 登録済み指紋特徴点の更新方法                                                                        
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表 2.6.3-1 富士通の技術開発課題対応保有特許一覧表(3/7) 

特許番号 特許分類 名称 技
術
要
素 

課

題 （概要：解決手段要旨) （図） 

特許2871157 G06T7/00 指紋登録照合方法                                                                                    

特許2922330 G06T7/00 
ム－ビング・ウインドウ型指紋画像照合方法及び照合

装置                                                

特許2821282 G06T7/00 
ム－ビング・ウインドウ型指紋画像照合方法及び照合

装置                                                

特許2871160 G06T7/00 疑似特徴点識別方法                                                                                  

特許2871161 G06T7/00 疑似特徴点識別方法                                                            

特許2875055 G06T7/00 指紋照合方法                                                                                        

特許2880587 G06T7/00 指紋照合装置                                                                                        

特許2693663 G06T7/00 指紋照合装置                                                                                        

特許2919653 G06T7/00 指紋照合装置                                                                                        

特許2871233 G06T7/00 二値化像修正方法                                                                                    

特許2833313 G06T7/00 指紋特徴点の真偽判定装置                                                                            

特許2828820 G06T7/00 指紋照合装置                                                                                        

特許2951472 G06T7/00 指紋照合装置及び指紋照合方法                                                                        

特許3009542 G06T7/00 指紋照合処理装置                                                   

G06T7/00 指紋辞書登録処理方式                                                                                

特許2974857 

誤照合の確率を小さく
するため、指紋辞書登
録処理において，指紋
辞書に既に登録されて
いる辞書データと登録
しようとする指紋の
データとの相関をとる
ことによって、既登録
の辞書データとの相関
の小さいデータを新た
に登録する指紋の辞書
データとする。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

特開平4-277872 G06F15/62,460 指紋照合機                                                                                          

特開平11-25257 G06T1/00 回転指紋印象採取方式                                                                  

指
紋
照
合 

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ 

特開平11-195119 G06T7/00 指紋登録装置、指紋照合装置及び指紋照合方法                                                          
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表 2.6.3-1 富士通の技術開発課題対応保有特許一覧表(4/7) 

特許番号 特許分類 名称 技
術
要
素 

課

題 （概要：解決手段要旨) （図） 

G06T7/00 指紋照合装置及び照合方法                                                                            

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ 

特開2001-118065 

隆線でつながれている
特徴点のネットワーク
は、指紋がひずんだり
伸び縮みしたり、一部
が欠けても、そのネッ
トワーク構造は不変で
あることを利用し、高
い照合性能を得るため
に、指紋の隆線構造と
特徴点の位置関係を用
いて指紋の照合を行
う。 

 

特許2702786 G06T7/00 指紋照合装置                                                                                        

特許2790689 G06T7/00 指紋中心位置算出方式                                                                                

特許2806037 G06T7/00 指紋照合装置                                          

特許2868909 G06T7/00 指紋照合装置                                                                                        

特許2833314 G06T7/00 指紋照合装置                                                                

特許2899159 G06T7/00 指紋照合装置                                                                                        

特開平6-274602 G06F15/62,460 指紋登録・照合装置                                                                            

特開平10-124668 G06T7/00 指紋照合方式、及びネットワ－ク認証装置                                                              

操
作
・
利
便
性 

特開2000-293688 G06T7/00 指紋照合装置                                                                                        

指
紋
照
合 

経
済
性 

特開平3-291776 G06T1/00 指紋画像処理装置                                                                                    

特開平11-85988 G06T7/00 顔画像認識システム                                                                                  

特開2000-306095 G06T7/00 画像照合・検索システム                                                                              顔
貌 

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ 

特開2001-92963 G06T7/00 画像照合方法および装置                                                                              



140 

表 2.6.3-1 富士通の技術開発課題対応保有特許一覧表(5/7) 

特許番号 特許分類 名称 技
術
要
素 

課

題 （概要：解決手段要旨) （図） 

G06F9/06,550 鍵認証方式                                                                                          

そ
の
他
生
体 

不
正
防
止 

特開平8-55021 

暗号化ソフトウェアに
対して、ハードウェア
に内蔵あるいは着脱可
能なモジュールを提供
し、このモジュールに
はユーザ固有のユニー
クな情報（たとえば、
打鍵特性、マウスの2次
元移動特性など）を生
成する機能を備え、ソ
フトウェアの利用を許
可すべき正当なユーザ
か否かを判別するよう
にしたもの。 

 

特開平10-20883 G10L3/00,531 ユ－ザ認証装置                                                                                      

特開平10-116307 G06F19/00 

電話取引支援システム及びその支援システムでの処理

をコンピュ－タに実行させるためのプログラムを格納

した記録媒体 

特開平10-65821 H04M3/60 

電話接続制御システム及びそのシステムでの処理をコ

ンピュ－タに行なわせるためのプログラムを格納した

記録媒体 

利
便
性 

特開平10-124294 G06F3/16,320 
本人同定方法及び装置及び電子決裁システム並びに記

録媒体                                              

声
紋 

経
済
性 

特開平11-134303 G06F15/00,330 取引処理装置                                                                                        

特許2868962 G06T7/00 印鑑・署名のイメ－ジ表示方法                                                                        署
名 

操
作
性 特開平11-338925 G06F17/60 署名情報入力装置及びプログラム記録媒体 

特開2000-132515 G06F15/00,330 不正アクセス判断装置及び方法                                                                        

複
合 

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ 

特開2000-259278 G06F1/00,370 生体情報を用いて個人認証を行う認証装置および方法                                                    

生
体
一
般 

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ 

特開2000-11176 G06T7/00 認証装置及び記憶媒体                                                                                
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表 2.6.3-1 富士通の技術開発課題対応保有特許一覧表(6/7) 

特許番号 特許分類 名称 技
術
要
素 

課

題 （概要：解決手段要旨) （図） 

H04L9/32 
生体情報の暗号化・復号化方法および装置並びに、生

体情報を利用した本人認証システム                    

特開2001-7802 

暗号化ステップで、個
人に固有の特徴を表す
生体情報を入力し、暗
号化の都度、任意の値
を持つ数値キーを決定
し、数値キーと所定の
一次鍵とから暗号鍵を
生成し、暗号鍵を用い
て生体情報を暗号化
し、複合化ステップで
は、得られた暗号化生
体情報と数値キーとに
基づいて、復号化処理
側で暗号鍵を再生する
ための復号制御情報を
作成し、暗号化生体情
報と復号制御情報とを
組み合わせて認証情報
を作成する。安全かつ
確実な伝送が可能。 

 

G06F15/00,330 生体情報を用いた認証装置及びその方法               

特開2001-117876 

指紋の特徴点情報など
の生体情報と識別情報
が組み合わせたものを
照合情報とし、さらに
これを暗号化して、ら
照合装置に送信する。
なお、識別情報として
は、従来時刻情報を用
いていたものを、採取
装置のシリアル番号や
装置名称、採取装置か
ら認証を行う装置まで
の経路情報、あるい
は、特定装置で採取し
た生体情報につけた一
連番号などとする。な
りすましなどを正確に
排除できる。 

 

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ 

特開2001-236324 G06F15/00,330 
バイオメトリクス情報による個人認証機能を有する携

帯電子装置                                          

特開平5-263558 E05B49/00 
商品貸し出し管理システム、無線装置、管理装置、精

算システム及び精算装置                              

生
体
一
般 

操
作
・
利
便
性 

特開平11-250231 G06T1/00 凹凸面接触パッドおよび凹凸パタ－ン採取装置           
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表 2.6.3-1 富士通の技術開発課題対応保有特許一覧表(7/7) 

特許番号 特許分類 名称 技
術
要
素 

課

題 （概要：解決手段要旨) （図） 

特開2000-322358 G06F13/00,354 
デ－タ表示装置及び情報表示のためのプログラムを記

録した記録媒体                                      

特開2001-84371 G06T7/00 生体情報を用いた個人認証システム                                                                    

生
体
一
般 

操
作
・
利
便
性  

生体情報を採取する機
能をもつ生体情報入力
部２２と、この生体情
報入力部２２により採
取された生体情報を所
定の採取条件で採取さ
れた状態に変換する生
体情報変換部２３１
と、この生体情報変換
部２３１により変換さ
れた生体情報から生体
特徴データを抽出する
生体特徴データ抽出部
３１とをそなえて構成
することにより、生体
情報採取用デバイス，
生体情報採取方式ある
いは照合時に使用すべ
き生体特徴データが変
更されても、ユーザに
生体情報の再登録作業
を求める必要性をなく
した。  

 

2.6.4 技術開発拠点 

富士通特許の発明者所属、住所から抽出した生体情報を用いた個人照合技術開発拠点

を表 2.6.4-1 に示す。 

 

表 2.6.4-1 富士通の技術開発拠点 

開発拠点 所在地 分野 

本店 神奈川県川崎市 － 

富士通サポートアンドサービス

株式会社 
東京都品川区 － 

富士通電装 神奈川県川崎市 指紋照合技術開発 

富士通香川システムエンジニア

リング 
香川県高松市 － 

富士通ソーシャルシステムエン

ジニアリング 
東京都品川区 － 

アニモ 神奈川県川崎市 声紋照合技術開発 
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2.6.5 研究開発者 

富士通の出願特許の実質発明者情報より、研究開発担当者を推定し、開発者規模の推移

を分析した結果が、図 2.6.5-1 である。研究開発者、出願件数とも 1992 年に 20 名強、34

件とピークに達したが、90 年代半ばにはなくなり、その後再び増加の方向にある。 

図 2.6.5-1 富士通の発明者数と出願件数の推移 
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2.7.1 企業の概要 

日本電信電話は 1985 年に民営化によって発足し、99 年７月に東日本電信電話、西日本

電信電話、研究所などを傘下に置く持ち株会社となった日本の通信分野を牽引する企業で

ある。生体情報を用いた個人照合に関して、指紋照合技術を活用した指紋認識システムや

指紋センサ LSI などの研究開発が有る。 

 今回調査した中の日本電信電話の特許は、登録が４件、公開のものが 50 件であった。

そのうち９件が海外にも出願されている。指紋照合に関する特許が 26 件と最も多いが、

顔貌や、声紋、生体一般に関するものも、まとまった件数の出願がある。指紋照合の中で

は入力技術に関するものが 17 件と大半を占めている。 

 表 2.7.1-1 に日本電信電話の概要を示す。 

 

表 2.7.1-1 日本電信電話の概要 

1） 商号 日本電信電話株式会社 

2） 設立年月日 1985 年 4 月 

3） 資本金 9,379 億 5,000 万円（2001 年 3 月末） 

4） 従業員数 3,314 名（2001 年 3 月末） （連結：215,231 名） 

5） 

事業内容 

（売上構成比は

連結ベース） 

地域通信事業    （売上構成比 38%） 

長距離・国際通信事業（売上構成比 10%） 

移動通信事業    （売上構成比 41%） 

データ通信事業   （売上構成比 6%） 

その他の事業    （売上構成比 5%） 

（技術導入）－ 

（クロスライセンス）－ 6) 
技術・資本提携

関係 

（共同開発）－ 

7） 本社所在地 東京都千代田区 

8） 関連会社 
東日本電信電話、西日本電信電話、NTT コミュニケーションズ、

NTT ドコモ等 

9） 売上高 
3,228 億 65 百万円（2001 年 3 月期） （連結：11 兆 4,141 億 81

百万円） 

 

 

 

 

2.7 日本電信電話 



145 

 

2.7.2 生体情報を用いた個人照合技術に関連する製品・技術 

 

表 2.7.2-1 日本電信電話の生体情報を用いた個人照合関連製品（システム）・技術一覧表 

技術

要素 

技術 開発テーマ名 開発時期 出典 

指紋 

照合 

指紋認証システ

ム 

高信頼性半導体指紋セン

サ LSI 

 

センサ搭載ワンチップ指

紋認証用 LSI 

実 用 化 実

験 2000 年

2 月～9 月 

http://kankyo.lelab.ecl.ntt.

co.jp/taisei_hum_bio.htm、 

http://www.ntt-

east.co.jp/release/0002/0002

10.html、 

http://www.ntt-

west.co.jp/info/fromntt/0103

/06.html、 

http://www.sctlg.ecl.ntt.co.

jp/ntt_en/top06.html 

 

日本電信電話は表 2.7.2-1 に示すような指紋認証技術を、通信系のさまざまな事業領

域に活用することを目的に研究開発を進めている。 

 日本電信電話の指紋照合技術開発には、指紋センサの LSI 化や指紋認証アルゴリズムに

関するテーマが見られる。 

図 2.7.2-1 に日本電信電話の半導体指紋センサ LSI の構造図を示す。センサ電極の四

方を接地した壁状の電極で取り囲んだ構造を持つ。期待される効果としては、静電気耐圧

の向上と指紋読み取りの高感度化があげられている。これについて第１段階で社内評価実

験を、第２段階で運用環境での評価実験が行われた。図 2.7.2-2 に半導体指紋センサ LSI

を応用した指紋読取装置（試作品）の概観を示す。 

 

図 2.7.2-1 日本電信電話の指紋センサ LSI 構造図 
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 表 2.7.2-1 に記載したセンサ搭載ワンチップ指紋

認証用 LSI は上記の指紋入力センサと認証回路など

を一体化した LSI である。ここに使われている認証

アルゴリズムはパタンマッチング方式である。 

図 2.7.2-3 にセンサ搭載ワンチップ指紋認証 LSI

の外観図を、図 2.7.2-4 にイメージ図と期待される

効果等を示す。また図 2.7.2-5 に LSI の構造図を示

す。 

 図 2.7.2-6、図 2.7.2-7 に日本電信電話の指紋認証システム応用例２件を紹介する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【期待される効果等】  

・ ワンチップなので小型で薄い 

・ 照合用チップが不要で低価格 

・ 指紋データをシステムの外へ出さないので高セキュリ

ティ 

・ 並列処理で高速、低消費エネルギー  

図 2.7.2-2 日本電信電話の指紋読取

装置（試作品） 

図 2.7.2-3 日本電信電話の 

ワンチップ指紋 

認証用 LSI 

図 2.7.2-4 日本電信電話の指紋認証用 LSI 構成図と効果 
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         図 2.7.2-5 日本電信電話の指紋認証 LSI の構造 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.7.2-6 日本電信電話の指紋認証システム応用例 1 

社内システム利用シーン 
  

 

 

図 2.7.2-7 日本電信電話の指紋認証システム応用例 2 
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2.7.3 技術開発課題対応保有特許の概要 

 日本電信電話の生体情報を用いた個人照合に関連する特許における技術要素と技術課題

の対応を図 2.7.3-1 に、また解決手段との対応を図 2.7.3-2 に示す。これらの図によれば、 

虹彩照合を除いて指紋照合を筆頭に、顔貌、生体一般、声紋、署名の順に関連出願が有る。

指紋関連では指紋センサ LSI 技術などを含む入力技術を解決手段とするものが大勢を占め、

指紋以外ではセキュリティ向上などを課題とし、識別照合技術を解決手段とする出願が多

くみられる。 

 なお技術課題、解決手段の具体内容については 1.4 節技術開発の課題と解決手段を参照

されたい。 

図 2.7.3-1 技術要素・課題対応出願件数分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.7.3-2 技術要素・解決手段対応出願件数分布 
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表 2.7.3-1 に日本電信電話の技術開発課題対応保有特許の一覧表を示す。この表は、

生体情報を用いた個人照合技術に関連する 1991 年 1 月～2001 年 9 月に公開された登録と

係属の特許について技術要素、課題ごとに分類したものである。 

 

表 2.7.3-1 日本電信電話の技術開発課題対応保有特許一覧表(1/6) 

特許番号 特許分類 名称 技
術
要
素 

課

題 （概要：解決手段要旨) （図） 

特開平8-287259 G06T7/00 指紋照合方法                                                                                        セ
キ
ュ
リ
テ
ィ 

特開平9-147072 G06K17/00 

個人認証システム、個人認証カ－ドおよびセンタ装

置                                                    

特開平11-39483 G06T7/00 
指紋認証カ－ド、メモリカ－ド、認証システム、認

証装置及び携帯機器                                    

操
作
・
利
便
性 

特開2000-244481 H04L9/32 
アクセス制御方法および装置とアクセス制御プログ

ラムを記録した記録媒体                                

指
紋
シ
ス
テ
ム 

経
済
性 

特開平11-19069 A61B5/117 
指紋認識集積回路                                                  

G01B7/28 表面形状認識用センサ回路                                                                            

特許3082141 

表面形状に応じて電気量
が変化する素子を含むセ
ンサ回路の出力電圧信号
を時間方向の信号に変換
し、センサ回路の出力ダ
イナミックレンジを大き
くする。また、出力部に
バイアス調節回路６０を
設け、出力部のバイアス
状態を調整することで、
指紋の凹凸のコントラス
トを強調し指紋を正確に
入力するもの。 

 

 

 

 

 

G01B7/28 表面形状認識用センサ回路                                                                            

指
紋
入
力 

セ
キ
ュ
リ 
テ
ィ 

特許3044660 

指紋の凹凸等、表面形状
認識用センサ回路を、容
量値Ｃｓを有する容量素
子１４から構成して、容
量素子の第１の端子を節
点Ｎ１に接続し、容量素
子の第２の端子の電圧を
第１の電位に設定すると
ともに、節点Ｎ１に電荷
が充電された後に第２の
端子を第２の電位に変化
させて節点Ｎ１の電荷を
引き抜くことにより検出
精度を向上させる。 
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表 2.7.3-1 日本電信電話の技術開発課題対応保有特許一覧表(2/6) 

特許番号 特許分類 名称 技
術
要
素 

課

題 （概要：解決手段要旨) （図） 

特開平7-334646 G06T1/00 指紋撮像装置                                                                     

特開平9-134419 G06T1/00 指紋の照明方法および指紋撮像装置                                                                    

G01B7/28 表面形状認識用センサ                                                                                

特開2000-18908 

指紋のような微小な凹凸
を精度よく検出できるよ
うにするため、下部電極
１０４の周囲を囲うよう
に、下部電極１０４およ
び支持部材１０３とは離
間して、絶縁層１０２上
に参照電極１０４ａを配
置する。そして、上部電
極１０５および下部電極
１ ０ ４ の 間 の 容 量 Ｃ ｆ
と、上部電極１０５およ
び参照電極１０４ａの間
の容量Ｃｒとの差を、セ
ンサ回路１１０により検
出する。 

 

G01B7/28 表面形状認識用センサ回路                                                       

特開2000-28311 

表面形状認識用センサ回
路の検出精度を向上させ
るために、第１の信号発
生手段２０による信号の
レベルを増幅して出力手
段４０に出力する増幅手
段３０を備える。 

 

G01B7/28 表面形状認識用センサ回路                                                                            

指
紋
入
力 

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ 

特開2000-65514 

指紋のような微小な凹凸
を、大きな信号差として
発生させるための手段で
あって、上部電極４に接
続される第１の端子と下
部電極１に接続される第
２の端子間の容量が測定
対象物の表面凹凸に応じ
て変化する容量センサ素
子Ｃｆと、第２の端子に
接続されＣｆの容量の変
化を検出する検出回路１
０と、第２の端子と外部
電 位 Ｖ ｐ と の 接 続 を オ
ン・オフするスイッチＳ
Ｗと、第１の端子の電位
を制御し、かつスイッチ
のオン・オフを制御する
制 御 手 段 １ １ と を 備 え
る。 
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表 2.7.3-1 日本電信電話の技術開発課題対応保有特許一覧表(3/6) 

特許番号 特許分類 名称 技
術
要
素 

課

題 （概要：解決手段要旨) （図） 

G01B7/34,102 表面形状認識用センサ回路                                                                            

特開2000-65516 

測定対象物である指紋の
ような微小な凹凸を、大
きな信号差として発生さ
せ る た め の 手 段 で あ っ
て、上部電極４に接続さ
れる第１の端子と下部電
極１に接続される第２の
端子間の容量が測定対象
物の表面凹凸に応じて変
化する容量センサ素子Ｃ
ｆと、第２の端子に接続
され容量センサ素子Ｃｆ
の容量の変化を検出する
検出回路１０と、第２の
端子と外部電位Ｖｐとの
接続をオン・オフするス
イッチＳＷと、スイッチ
のオン・オフを制御する
制御手段１１とを備え、
第１の端子は一定電位に
保持される。 

 

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ 

特開2000-163589 G06T7/00 
光学的情報照合装置及びこれを搭載した携帯型情報

処理装置                                              

特開平7-334649 G06T1/00 指紋入力装置                                                                                        

特開平8-154921 A61B5/117 指紋撮像装置                                                                                        

特開平8-279035 G06T1/00 指紋入力装置                                                                                        

特開平8-305832 G06T1/00 指紋入力装置                                                                                        

特開平8-320919 G06T1/00 指紋撮像装置                                                      

特開2001-76142 G06T7/00 
指紋画像照合方法及び装置及びこの方法を記録した

記録媒体                                              

操
作
性 

特開2001-143077 G06T7/00 指紋認識型デ－タ入力装置                                                                            

指
紋
入
力 

経
済
性 

特開平8-263631 G06T1/00 
指紋入力装置                                                                                        
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表 2.7.3-1 日本電信電話の技術開発課題対応保有特許一覧表(4/6) 

特許番号 特許分類 名称 技
術
要
素 

課

題 （概要：解決手段要旨) （図） 

G06T7/00 指紋認識装置およびデ－タ処理方法                                                                    

認
識
精
度 

特開2001-84370 

マトリクス状に配置され
た複数の画素ユニットの
端の列や行のデータが、
反対の端の列や行に移動
するようにし、マトリク
ス状に配置した複数の画
素ユニットの外側にバッ
フ ァ な ど を 用 い な く て
も、指紋画像のシフトに
より指紋画像の端がかけ
て無くなることが無いの
で、指紋認識装置の面積
を大きくすることなく正
確に指紋を認識できる。 

 

特開平8-54283 G01J1/44 画像入力装置                                                                                        迅
速
化 特開平9-147113 G06T7/00 指紋照合方法及び装置                                                                                

G06T1/00 指紋認識集積回路                                                                                    

指
紋
照
合 

経
済
性 

特開2000-242771 

指紋を採取するセンサ回
路 を 集 積 回 路 上 に 形 成
し、認識回路、指紋メモ
リを同じ集積回路上に形
成することにより、指紋
認識システムを集積回路
上に構成でき、非常に小
さい指紋認識システムを
実現する。 

 

特開平9-91429 G06T7/00 顔領域抽出方法                                                   

特開平9-91432 G06T7/00 不審人物抽出方法                                                                                    

不
正
防
止 特開平10-283465 G06T1/00 定期券および定期券不正使用防止システム                                                            

G06T1/00 顔基準点抽出方法                                                                                    

特許3089605 

顔画像中から安定に基準
点抽出を行うために、目
や口の造作を表すエッジ
情報ではなく色情報に着
目し、この色情報によっ
て領域分割を行い得るべ
き 造 作 の 候 補 を 抽 出 す
る。抽出された候補領域
とテンプレートとを照合
することにより、候補領
域中から正しい候補を選
択するもの。  

顔
貌 操

作
・
利
便
性 

特開平7-302337 G06T7/00 類似顔画像検索装置                                                                                  
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表 2.7.3-1 日本電信電話の技術開発課題対応保有特許一覧表(5/6) 

特許番号 特許分類 名称 技
術
要
素 

課

題 （概要：解決手段要旨) （図） 

特開平8-55133 G06F17/30 顔画像による登録デ－タ検索装置                                                                      

特開平9-259271 G06T7/00 人物照合装置                                                    

顔
貌 

操
作
・
利
便
性 

特開2001-92737 G06F13/00,351 

３次元共有仮想空間におけるコミュニケ－シヨン方

法およびシステムならびにそのプログラムを格納し

た記録媒体 

G06T7/00 個人識別装置                                                                                        

そ
の
他
生
体 

操
作
性 

特許2801362 

 

人間の歩行動を捉えた動
画像を利用して、入力さ
れた歩行者が予め登録さ
れている人物の中で誰で
あるかを判定する個人認
識、あるいは予め登録さ
れている人物と一致する
かどうかを判定する個人
識別装置において、入力
された画像からシルエッ
トを作成するシルエット
作成手段と、この作成さ
れたシルエットの輪郭か
ら特徴量を抽出する特徴
抽出手段と、予め個人情
報が格納されている個人
用辞書と特徴抽出手段か
ら送出された特徴とを比
較する波形照合手段とで
構成されることを特徴と
する個人識別装置。 

 

特開平10-173644 H04L9/32 本人認証方法                                                                                        

特開平11-85181 G10L3/00,531 
音声モデルの生成方法並びにその音声モデルを用い

た話者認識方法及び話者認識装置                        

特開2000-67004 G06F15/00,330 
本人確認方法及びその方法を用いた装置及び本人確

認装置制御プログラムを記録した記録媒体                

特開2000-67005 G06F15/00,330 
本人確認方法及びその方法を用いた装置及び本人確

認装置制御プログラムを記録した記録媒体                

声
紋 

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ 

特開2000-347683 G10L15/10 音声認識方法及びシステム装置                                                                        

特開平7-302340 G06T7/00 オンラインサイン認証方法および認証学習方法                                                          

特開平10-63849 G06T7/00 サイン認証方法                                                                                      

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ 

特開2000-194618 G06F13/00,351 
手書き認証通信システム、手書き認証通信方法、手

書き認証サ－バ及び手書き入力装置                      
署
名 

利
便
性 

特開2001-56835 G06F17/60,410 

電子権利情報処理システム、その処理方法、装置及

びその方法を実施するプログラムが記録された記録

媒体     
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表 2.7.3-1 日本電信電話の技術開発課題対応保有特許一覧表(6/6) 

特許番号 特許分類 名称 技
術
要
素 

課

題 （概要：解決手段要旨) （図） 

確
実
性 

特開2001-52181 G06T7/00 
個人認証方法及び個人認証プログラムを記録した記

録媒体                                                

複
合 受

容
性 

特開平8-30745 G06K17/00 

個人識別機能付きカ－ド、個人識別機能付きカ－ド

の処理システムおよび個人識別機能付きカ－ドの処

理方法   

特開平11-338985 G06K17/00 
セキュリティレベル設定判別方法とＩＣカ－ド及び

その使用方法                                          

特開2001-202511 G06T7/00 個人認証方法及び個人認証装置                                                                        

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ 特開2001-202336 G06F15/00,330 本人認証方法およびこの方法を実施する装置                                                            

特開2000-29932 G06F17/60 

利用者検知機能を用いた情報案内方法及び利用者検

知機能を有する情報案内システム及び情報案内プロ

グラムを格納した記憶媒体 

特開2000-354943 B23Q41/08 
作業管理・支援方法、その装置及びそのプログラム

を記録した記録媒体                                    

特開2001-43190 G06F15/00,330 認証用端末及び認証システム                                                                          

特開2001-52180 G06T7/00 
個人認証方法及び個人認証プログラムを記録した記

録媒体                                                

生
体
一
般 

操
作
・
利
便
性 

特開2001-52182 G06T7/00 
個人認証方法及び個人認証プログラムを記録した記

録媒体                                                

 

 

 

 

2.7.4 技術開発拠点 

日本電信電話の特許の発明者所属、住所および同社ホームページから抽出した生体情

報による個人照合技術開発拠点を表 2.7.4-1 に示す。 

表 2.7.4-1 日本電信電話の技術開発拠点 

開発拠点 所在地 分野 

本社 東京都千代田区 － 

東日本電信電話本社 東京都新宿区 － 

NTT 生活環境研究所 神奈川県厚木市、東京都武蔵野市 指紋認証ＬＳＩ研究開発 

NTT エレクトロニクス 東京都渋谷区 指紋認証ＬＳＩ事業化 
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2.7.5 研究開発者 

日本電信電話の出願特許の実質発明者情報より、研究開発担当者を推定し、開発者規

模の推移を分析した結果が、図 2.7.5-1 である。研究開発者は 1991 年から 3 年間は５名

程度であったが 94 年に 15 名まで一気に増加し、その後波はあるが増員されている。出願

件数も研究者数の推移に連動した動きである。 

 

 

 

0

5

10

15

20

25

30

91 92 93 94 95 96 97 98 99

出願年

発
明
者
数
・
出
願
件
数

発明者数
出願件数

0

2

4

6

8

10

12

14

16

0 10 20 30

発明者数

出
願
件
数

91年

99年

発展期

図 2.7.5-1 日本電信電話の発明者数と出願件数の推移 
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2.8.1 2.8.1 企業の概要企業の概要    

日立製作所は、電機メーカとして、情報・通信システム、マルチメディア関連機器、家

電品、電子デバイス、電力・エネルギーシステム、環境・公共システム、産業機器など幅

広い製品・サービスを提供、地球レベルでの事業展開をしている総合電機メーカである。

2001 年 3 月現在、グループは、製造会社、エンジニアリング・サービス会社などを含めて

1,153 社にのぼる。今回調査した中の日立製作所の特許は、登録が 2 件、公開特許が 50 件

であった。そのうち海外に 2 件が出願されている。 

表 2.8.1-1 に日立製作所の概要を示す。 

 

表 2.8.1-1 日立製作所の概要    

1) 商号 株式会社 日立製作所 

2) 設立年月日 1920年2月1日 

3) 資本金 2,817億5,400万円                    （2001年3月31日現在） 

4) 従業員 55,609名（単独）、340,939名（連結）（2001年3月31日現在） 

5) 事業内容 情報・通信システム、電力・エネルギーシステム、マルチメディア関連

機器、電子デバイス、環境・公共システム、家電品、産業機器など総合

電機事業 

6) 技術・資本提携関係 （技術導入）－ 

 (資本提携) －  

（共同開発）－ 

7) 事業所 日立、国分、大みか、土浦、水戸、岐阜、東海、海老名、豊川、佐倉、

小諸、他 

8) 関連会社 日製産業、日立キャピタル、他多数 

9) 業績推移 

（連結、百万円） 

売上／8,001,203(1999年度)、8,416,982(2000年度)                   

利益／16,922(1999年度)、104,380(2000年度) 

10) 主要製品 情報・エレクトロニクス、電力システム、産業システム、交通システム、

家庭電器製品 他 

11) 主な取引先 NTT、東京電力、中部電力 他 

    

    

    

    

    

    

    

2.82.82.82.8    日立製作所日立製作所日立製作所日立製作所    
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2.8.2 2.8.2 生体情報を用いた個人照合技術に関連する製品・技術生体情報を用いた個人照合技術に関連する製品・技術    

    近赤外光を用いた指の静脈パターンによる個人認証、生体情報のシステムへの応用など

種々の生体情報を用いた技術開発がなされている。生体情報を利用した照合関連製品とし

ては、セキュアなオフィス環境を提供するための入退室管理システム、PC デスクトップ上

でシングルサインオン環境を実現するシングルログインマネージャ、情報セキュリティを

強化した IC カードソリューションなどが挙げられる。グループ会社の１つである日立エン

ジニアリングの指紋認証システムなども利用されている。表 2.8.2-1 に指紋照合技術を用

いた製品例を挙げる。 

 

表 2.8.2-1 日立製作所の関連製品例 

技術要素 製品 製品名 発売時期 出典 

日立アクセスコント

ロールシステム 

－ http://www.hitachi.co.jp/P

rod/elv/jp/products/ 

builmax/acs1.html 

日立 IC カードシステ

ムソリューションズ 

2001 年 7 月 http://www.hitachi.co. 

jp/New/cnews/2001/0704/ind

ex.html 

入退室管理 

 

情報アクセスコ

ントロール 

シングルログインマ

ネージャ 

－ http://www.hitachi.co.jp/P

rod/comp/soft1/ 

security/catalog.html 

モジュー

ルタイプ 

指紋認証システ

ム 

 

Finger 

Attestor PC カー

ドタイ

プ 

－ http://www.hitachi-hec.co.

jp/ 

日立エンジニアリング 

カタログ（B3-054R） 

指紋照合 

入退管理指紋認

証システム 

Finger Attestor-E1 － http://www.Hitachi-hec.co.

jp/virsecur/tateyase/tatey

a02.htm 

 

(1) (1) (1) (1) 日立アクセスコントロールシステム日立アクセスコントロールシステム日立アクセスコントロールシステム日立アクセスコントロールシステム    

    本システムは、非接触 IC カードを個人 ID として使用する信頼性の高い入退室管理シス

テムである。セキュリティレベルを高めるために指紋照合技術も適用できる。下記のシス

テム特長を持つ。 

a.最大 30ｃｍ、平均 25ｃｍのカード検知距離 

b.高セキュリティレベルに対応するために指紋照合装置が適用できる 

c.エレベータとの連動制御や、映像監視、機械警備システムとの連携が容易 など 
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図 2.8.2-1 日立アクセスコントロールシステム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.11.3-2 顔認識入退室管理システム 

    

    

    

(2) (2) (2) (2) 日立日立日立日立 ICICICIC カードシステムソリューションズカードシステムソリューションズカードシステムソリューションズカードシステムソリューションズ    

 IC カードシステムの活用により最適なソリューションを提供するものである。例えば組

織内の情報システムへのアクセスや入退室管理に適用できる。IC カードと指紋またはサイ

ン照合による生体認証およびシングルサインオンを組み合せたパッケージで高度なセキュ

リティシステムを構築できる。 

 

(3) (3) (3) (3) シングルログインマネージャシングルログインマネージャシングルログインマネージャシングルログインマネージャ    

  シングルログインマネージャは、PC 上でのユーザのログイン操作を不要にし、パスワー

ド漏洩の危険を少なくするシングルサインオン環境を実現する。主な特長を下記する。 

a.ユーザ ID やパスワードなどのユーザ情報が、アプリケーションごとに設定できる 

b.IC カードオプションにより、強固なユーザ認証ができる 

c.スクリーンセーバー連携により、第三者の不正操作を防止できる 

d.生体情報や署名認証機能を持つ認証プラグインを登録でき、生体情報や署名筆跡によ

り個人を認証し、シングルログインマネージャへのログインを可能にする など 

    

2.8.3 2.8.3 2.8.3 技術開発課題対応保有特許の概要技術開発課題対応保有特許の概要    

 日立製作所の生体情報を用いた個人照合に関連する特許における技術要素と技術課題の

対応を図 2.8.3-1 に、また解決手段との対応を図 2.8.3-2 に示す。これらの図によれば、

生体一般照合関連で、セキュリティ向上を課題とし、識別照合技術を解決手段とする出願

が最も多くみられる。また複合照合関連ではセキュリティ向上を課題とし、辞書・登録技

術や識別照合技術を解決手段とするもにまとまった出願がある。 

 なお３つの技術課題、解決手段の具体内容については 1.4 節技術開発の課題と解決手段

を参照されたい。 
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図 2.8.3-1 技術要素・課題対応出願件数分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 2.8.3-2 技術要素・解決手段対応出願件数分布 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  表2.8.3-1は日立製作所の生体情報を用いた個人照合技術に関連する1991年１月～2001

年９月に公開された登録と係属の特許について、技術要素、課題ごとに分類したものであ

る。 

表 2.8.3-1 日立製作所の技術開発課題対応保有特許一覧表（1/6） 

技術要素 課題 特許番号 特許分類 名称 

   概要(解決手段要旨) 図 
特開平
8-22531 

G06T1/00 データ照合用画像入力装置                 指紋 
 

セキュリ
ティ 
 特開平

8-314862 
G06F15/00,330 自動認証方法                            

指
紋
虹
彩
顔
貌
そ
の
他
生
体

声
紋
署
名
複
合
生
体
一
般

入力技術

辞書・登録技術
識別照合技術
構成技術
周辺技術
応用技術
その他

0

2

4

6

8

10

出
願
件
数

技術要素 解決手段

指
紋

虹
彩

顔
貌

そ
の
他
生
体

声
紋

署
名

複
合

生
体
一
般

セキュリティ

操作・利便性

経済性

0

2

4

6

8

10

12

出
願
件
数

技術要素

課題

(1991 年 1 月～2001 年 9 月に公開の登録と係属案件)

(1991 年 1 月～2001 年 9 月に公開の登録と係属案件)
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表 2.8.3-1 日立製作所の技術開発課題対応保有特許一覧表（2/6） 

技術要素 課題 特許番号 特許分類 名称 

   概要(解決手段要旨) 図 
特開平
11-110505 G06K17/00 ＩＣカードターミナル                     

特開
2001-67523 

G07D9/00,461 
ＡＴＭにおける指紋照合システムおよびそ
の方法                                  

セキュリ
ティ 
 

特開
2001-202494 

G06K19/10 ＩＣカード及びＩＣカード認証方法         

特開平
9-120321 

G06F1/00,370 
サスペンド／レジューム機能を有する情報
処理装置                                

特開平
11-265451 

G06T7/00 画像情報照会システム                     

 

画像照合装置,情報照会装
置をネットワークで接続
し、画像照会システムにお
いて処理分散、データ分散
によりレスポンスタイム
の短縮などを図る。 

 

操作・ 
利便性 
 

特開
2001-147997 

G06K19/073 
ＩＣカードおよびＩＣカード取り扱いシス
テム                                    

特開平
10-222633 

G06K19/077 ＩＣカード                              

特開平
11-259616 

G06K19/07 
ＩＣカードおよびＩＣカードによる処理方
法                                      

特開
2000-76422 

G06T1/00 指掌紋押捺装置                           

特開
2001-204794 

A61J3/00,310 薬品保管管理システム                     

特開
2001-76270 

G08B25/04 セキュリティシステム                     

指紋 

  

経済性 
 

 

利用者が警備区域内にい
る間だけ、固有情報をセ
キュリティシステムが保
持する、また警備区域内
の入退場の際にのみ携帯
型端末装置を用いる低コ
ストシステム。 
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表 2.8.3-1 日立製作所の技術開発課題対応保有特許一覧表（3/6） 

技術要素 課題 特許番号 特許分類 名称 

   概要(解決手段要旨) 図 
セキュリ
ティ 

特開
2000-215171 

G06F15/00,330 認証システムおよび認証方法               

特許3168546 G06F17/60,236 肖像処理装置および現金自動取引装置       

特開平
6-52209 

現金自動取引装置の操作
者が所定の方向を向き、
背景が除去された肖像部
分のみを切り出し記憶す
る。 

 

特開平
8-272973 

G06T7/00 顔面特徴抽出を行なうイメージ処理         

顔貌 
 
 操作・ 

利便性 
 

特開
2000-331157 

G06T7/00 本人自動確認機能付き端末システム         

特開平
8-337368 

B66B3/00 エレベータセキュリティシステム           

特開平
11-203452 

G06T1/00 
個人特徴パターン検出装置及びそれを用い
た個人識別装置                           

 

静脈血管と一緒に汚れな
どが写っている指の近赤
外線透過光映像と指表面
の汚れやしわの映像であ
る可視光映像の両画像を
利用して演算処理する。 

 

特開
2000-305653 

G06F1/00,370 パスワード認識装置                       

その他生体 セキュリ
ティ 
 

特開
2001-184507 

G06T7/00 個人認証装置                            

特開平
9-294172 

H04M11/06 音声の伝送装置                           

特開平
9-312694 

H04M3/42 安否確認システム                         

特開平
10-111728 

G06F1/00,370 
セキュリティ方法、データ処理装置、携帯
型情報端末機器                           

声紋 
 

セキュリ
ティ 
 

特開
2000-48130 

G06K17/00 ＩＣカード読み取り装置及び音声変換装置   



162 

表 2.8.3-1 日立製作所の技術開発課題対応保有特許一覧表（4/6） 

技術要素 課題 特許番号 特許分類 名称 

   概要(解決手段要旨) 図 
セキュリ
ティ 

特開
2000-222541 

G06K19/07 ＩＣカード                              署名 

 
操作・ 
利便性 

特開
2001-178707 

A61B5/117 個人認証装置                            

特開平
8-221570 

G06T7/00 個人識別装置及びその可搬形筐体           

特開平
10-127609 

A61B5/117 生体識別装置                            

 

光を用いて計測される血
管パターンとその血管が
走行する生体外部形状を
撮像し、それぞれの画像
を個人識別に用いる。 

 

特開平
10-161979 

G06F15/00,330 
サーバへログイン時の指紋、及び変換した
パスワードによるユーザ認証               

特開平
10-154231 

G06T7/00 生態情報を用いた本人認証装置および方法   

 

1つの指の指紋を入力す
るだけでなく、入力する
指の順番を暗証番号とみ
たてて、複数回の指入力
を組み合せて照合する。 

 

特開平
11-96252 

G06F19/00 
マルチメディア携帯端末を用いた電子マネ
ー取引方式                              

特開
2000-215280 

G06K17/00 本人認証システム                         

複合 
 

セキュリ
ティ 
 

特開
2000-311220 G06K17/00 

機器操作権管理システムおよび機器操作権
管理端末およびＩＣチップおよびＩＣチッ
プケース                 
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表 2.8.3-1 日立製作所の技術開発課題対応保有特許一覧表（5/6） 

技術要素 課題 特許番号 特許分類 名称 

   概要(解決手段要旨) 図 
特開
2000-47990 

G06F15/00,330 本人認証システム利用者登録方法           

 

暗号化された個人ID情報
を含むバイオメトリクス
特徴量を記録媒体に格納
する登録プログラムをネ
ットワーク経由で提供す
る。 

 

操作・ 
利便性 
 

特開
2000-148985 

G06T1/00 個人認証システム                         

複合 
 

経済性 特開
2000-200113 

G06F1/00,370 
本人否認リカバリ方法及びその実施装置並
びにその処理プログラムを記録した媒体     

特開平
9-297847 

G06T7/00 情報端末装置                            

特開平
11-95789 

G10L3/00,531 
音声認識システムおよび音声認識システム
における話者適応方法                     

G06T7/00 
携帯電子装置及び生体情報を用いた個人認
証方法                                  

特開平
10-312459 

携帯電子装置に生体情報
の特徴量を登録データと
して格納し、生体情報をデ
ータ処理装置に入力する。
データ処理装置は、照合に
供する生体情報の特徴量
を抽出し、携帯電子装置に
送信する。 

 

G06T7/00 
電子データ確認及び発行方法、その実施装
置、その処理プログラムを記録した媒体並び
に電子データ記録媒体   

生体一般 セキュリ
ティ 
 

特開平
11-339045 

電子データの所有者の身
体的特徴およびその電子
署名を検定し、電子身分証
明書の所有者の確認を行
う。 
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表 2.8.3-1 日立製作所の技術開発課題対応保有特許一覧表（6/6） 

技術要素 課題 特許番号 特許分類 名称 

   概要(解決手段要旨) 図 
特開
2000-76451 

G06T7/00 
入室管理サーバ及び入室管理クライアント
並びにその処理プログラムを記録した媒体   

G06F15/00,330 個人認証方法                            特開
2000-132514 

個人登録時に、パスワー
ド登録に加えて、個人の
パスワード入力動作の特
徴を学習させ、一人一人
の特徴を認識、識別する。 
 

 

特開
2000-132260 

G06F1/00,370 情報処理装置                            

特開
2000-181870 

G06F15/00,330 携帯電子装置、故障検出方法               

特開
2000-216822 

H04L12/56 ＩＰアドレスの割当て方法                 

特開
2000-298756 

G07F7/12 
セキュリティ連動認証方法      
                                        

セキュリ
ティ 
 

特開
2001-184312 

G06F15/00,330 
電子認証方法及びその実施装置並びにその
処理プログラムを記録した記録媒体         

特許 
3101551 

G06F17/60,126 在宅医療システム 

特開
2000-105747 

G06F15/00,330 
シングルログイン方式のための画面制御方
法                                      

特開
2000-209453 H04N5/00 

放送受信リモートコントロールシステム及
びそのリモートコントロール装置と放送受
信装置                   

生体一般 

 

 
 

操作・ 
利便性 
 

特開
2000-215279 

G06K17/00 ＩＣカード決済装置                       
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2.8.4 2.8.4 技術開発拠点技術開発拠点    

日立製作所には国内で６つの全社的研究所、一方各事業本部では各事業に関連した開発

がなされている。ここでは本レポートのテーマに関連する日立製作所の主要技術開発拠点

（国内）と拠点の担う分野を表 2.8.4-1 に示す。 

（出典：http://www.hqrd.Hitachi.co.jp/Rd/location.html） 

 

表 2.8.4-1 日立製作所の主要技術開発拠点 

開発拠点 所在地 分野 

中央研究所 東京都国分寺市 情報・通信、ソリューション LSI、先端デバイス、 

ライフサイエンス 

システム開発研究所 神奈川県川崎市 

神奈川県横浜市 

サービス・ソリューション、情報ネットワーク、

ソフトウェア 

基礎研究所 埼玉県比企郡 先端基礎研究 

日立研究所 茨城県日立市 社会システム、デバイス、コンポーネント、材料 

機械研究所 茨城県土浦市 メカトロニクス 

ビルシステムグループ 他 － エレベータ、エスカレータ、ビルシステム 他 

 

2.8.5 2.8.5 2.8.5 研究開発者研究開発者    

  図 2.8.5-1 に日立製作所の生体情報を用いた個人照合技術関連の 1991 年１月～2001 年

９月に公開の出願を対象に発明者数および出願件数推移を示す。最近、中央研究所では新

しい生体認証技術として、指の静脈パターンを用いた個人識別「指静脈パターン認証技術」

の開発、システム開発研究所では高度交通システムにおけるバイオメトリクスによる走行

中のドライバー認証技術の開発など種々のセキュリティ技術、システムの開発がなされて

いる。事業本部サイドでは、入退出管理用アクセスコントロールシステムなどが事業化さ

れている。生体情報を用いた照合関連技術の中でも、生体一般および指紋に関する出願が

全体の 50％強を占めており、これら生体情報の利用についての関心が高い。開発および事

業本部の活動を反映して 90 年代半ばより発明者人数および関連出願件数は全般的に右肩

上がりのトレンドにあり、生体情報を用いた個人認証への関心が高まっていることがうか

がわれる。 

 

図 2.8.5-1 日立製作所の発明者数と出願件数推移 
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2.9.1 2.9.1 2.9.1 企業の概要企業の概要    

松下電器産業は 1935 年に設立され、家電を主力とする日本を代表する電機メーカであ

る。生体情報を用いた個人照合に関する事業では、指紋、声紋、顔貌、署名、複合照合技

術などを活用した個人認証システムを製品化し幅広い展開を見せている。今回調査した中

の松下電器産業の特許は、登録が３件、公開特許が 45 件であった。そのうち、１件が海

外にも出願されている。虹彩照合に関する特許が 12 件で最多、次いで、顔貌の 10 件、指

紋、複合の６件、その他生体の５件と続く。指紋照合関係特許より、虹彩照合関連が多い

のは沖電気工業と同じであるが、多種類の生体情報に指向している出願分布である。 
 表 2.9.1-1 に松下電器産業の概要を示す。 

 

表 2.9.1-1 松下電器産業の概要 

1) 商号 松下電器産業株式会社 

2) 設立年月日 1935年12月 

3) 資本金 2,096億5,200万円 

4) 従業員 44,951名（単独）、292,790名（連結） 

5) 事業内容 AVCネットワーク、アプライアンス、インダストリアル・イクイップメ

ント、デバイス 

  （技術導入）ドルビー・ラボラトリーズ・ライセンシング（米国）   

「雑音低減装置」に関する製造技術 など13社 

6) 技術・資本提携関係 (クロスライセンス）IBM（米国）、AT&T（米国）、TI（米国）、    

ディスコビジョン・アソシエイツ（米国） 

  （共同開発）モトローラ（米国） 、「非接触型次世代ICカード及び同

カード搭載用半導体チップ」関連技術他数社、東芝「SDメモリーカー

ド」関連技術ほか数社 

7) 事業所 門真、豊中、茨木、草津、他 

8) 関連会社 日本ビクター、九州松下電器、他多数 

9) 業績推移（百万円） 売上／7,299,387(1999年度)、7,681,561(2000年度)          

利益／99,709(1999年度)、41,500(2000年度) 

10) 主要製品 民生分野(映像・音響機器、家庭電化・住宅設備機器)         

産業分野(情報・通信機器、産業機器)                

部品分野(半導体、ブラウン管、電子回路部品、プリント配線板、トラ

ンス、電源、コイル、コンデンサ、抵抗器、チューナ、スイッチ、コン

プレッサー、乾電池、蓄電池、太陽電池、充電器、非鉄金属) 

11) 主な取引先 松下CE、北海道松下LEC、他国内LEC各社、イギリス松下電器他海外販社

各社 

    

2.9 2.9 2.9 2.9 松下電器産業松下電器産業松下電器産業松下電器産業    
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2.9.2 2.9.2 2.9.2 生体情報を用いた個人照合技術に関連する製品・技術生体情報を用いた個人照合技術に関連する製品・技術    

表 2.9.2-1 松下電器産業の関連製品（システム）・技術例 

技術要素 
製品（システ

ム） 
システム名 発売時期 出典 

指紋照合 認証システム 指紋認証装置を活用した

端末セキュリティ 
－ 

http://www.itbc.panasonic.co.

jp/cssditbu-tmp/solution/ 

複合照合 認証システム 指紋認証装置とスマート

カードを活用した端末セ

キュリティ 

 

－ 
http://www.itbc.panasonic.co.

jp/cssditbu-tmp/solution/ 

生体一般

照合 

クライアント

サーバシステ

ム 

指紋認証装置を活用した

クライアントサーバーシ

ステム 

 

－ 
http://www.itbc.panasonic.co.

jp/cssditbu-tmp/solution/ 

顔貌照合 認証システム 顔認証システムを活用し

た特定人物捜索システム 
－ 

http://www.itbc.panasonic.co.

jp/cssditbu-tmp/solution/ 

声紋照合 認証システム 声紋認証を活用した、

コールセンターの効率化

と不良顧客排除システム 

 

－ 
http://www.itbc.panasonic.co.

jp/cssditbu-tmp/solution/ 

生体一般

照合 

出退勤管理シ

ステム 

指紋、声紋、顔、サイン

認証に対応したタイムレ

コーダシステム 

 

－ 
http://www.itbc.panasonic.co.

jp/cssditbu-tmp/solution/ 

生体一般

照合 

認証システム 複数のバイオメトリクス

and 認証によるクライア

ントサーバーシステム 

 

－ 
http://www.itbc.panasonic.co.

jp/cssditbu-tmp/solution/ 

署名照合 認証システム サイン本人認証システム

「Cyber-SIGN」 
－ 

http://www.hms.sc.panasonic.c

o.jp/seihin/5.html 

    

  

表 2.9.2-1 に松下電器産業の生体情報を用いた個人照合関連製品一覧表を示す。同社

は指紋、声紋、顔、署名などの個人認証装置を利用した各種システムの製品化を行ってい

る。 

指紋によるものでは、マウスやハムスターに指紋センサを装着したパソコン用端末セ

キュリティシステムや、図 2.9.2-1 に示す指紋センサとスマートカードを一体化した端末

セキュリティシステムを販売している。これは、所持品認証と知識認証に本人認証を加え、

セキュリティ強度の高いユーザ認証を実現したもの

である。 

    

さらに、いろいろな生体情報を個人認証に使える

図 2.9.2-1 松下電器産業の指紋センサとス

マートカードを一体化した指紋認証装置外観 

松下電器産業の都合により製品等の情報は予告なく変更されることがあります。
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ようにしたクライアントサーバシステムや、音声パスワードで本人確認を行う対話型の

コールセンターシステム、顔認証システムを活用した特定人物捜索システムや動的署名照

合システムを活用したサイン本人認証システム「Ciber-SIGN」など多様な応用製品を提供

している。 

なお、いろいろな生体情報を使えるシステムでは、それら生体認証を Or で判定するも

のと And（複合）で実行するものを選択できるように工夫されている。 

    図 2.9.2-2 に多数の生体情報を利用して認証するマルチバイオ認証システムのシステ

ムイメージ図を示す。図 2.9.2-3 に声紋認証の応用例の不良顧客排除システムのシステム

図を示す。 

 なお松下電器産業はグループ内

の松下通信工業が沖電気工業と

2000 年 3 月に虹彩照合装置の開

発製品販売に関する提携を交わし

ている。 

    

    

    

    

図 2.9.2-3 松下電器産業の声紋認証を活用した、 

コールセンターの効率化と不良顧客排除システム 

図 2.9.2-2 松下電器産業のマルチバイオ 

認証システムのイメージ 
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2.9.3 2.9.3 2.9.3 技術開発課題対応保有特許の概要技術開発課題対応保有特許の概要    

 松下電器産業の生体情報を用いた個人照合に関連する特許における技術要素と技術課題

の対応を図 2.9.3-1 に、また解決手段との対応を図 2.9.3-2 に示す。これらの図によれば、

虹彩照合と顔貌照合関連を主体に、幅広く技術要素に分布した出願があり、セキュリティ

向上などを課題とし、入力技術を解決手段とする出願が指紋と虹彩関連で最も多くみられ

る。また顔貌照合のセキュリティ向上を課題とし識別照合技術を解決手段とするものその

次に多くみられ、複合、生体一般関連で操作・利便性のための識別照合技術を解決手段と

するものにまとまった出願がある。なお技術課題、解決手段の具体内容については 1.4 節

技術開発の課題と解決手段を参照されたい。 

図 2.9.3-1 技術要素・課題対応出願件数分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.9.3-2 技術要素・解決手段対応出願件数分布 
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表 2.9.3-1 に松下電器の技術開発課題対応保有特許の一覧表を示す。この表は、生体

情報を用いた個人照合技術に関連する 1991 年 1 月～2001 年 9 月に公開された登録と係属

の特許について技術要素、課題ごとに分類したものである。    

 

表 2.9.3-1 松下電器産業の技術開発課題対応保有特許一覧表(1/4)    

特許番号 特許分類 名称 技
術
要
素 

課

題 （概要：解決手段要旨) （図） 

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ 

特開2001-222509 G06F15/00,330 
指紋認証を備えたソフトウエア初期化方法と、ソフトウ
エア初期化方法を備えた情報処理装置                 

指
紋
シ
ス
テ
ム 経

済
性 

特開平11-293981 E05B49/00 自動車                                              

G06T1/00 指紋センサ                                          

指
紋
入
力 

精
度 

特許3003311 

ICカード１における集
積デバイスには、端末
装置に数cm～10cmまで
接近した場合、アクセ
スされる不揮発メモリ
１２と、第１端末装置
と協調して双方向認証
を行う暗号回路１０と
が備えられている。こ
れと共に、集積デバイ
スには、端末装置に
0mm～5mmまで接近し、
アンテナからより大き
な電力が供給された場
合のみアクセスされる
不揮発メモリ１３と、
第１端末装置と協調し
て双方向認証を行う暗
号回路１１とが備えら
れている。この不揮発
メモリ１３に機密性が
強く求められる個人情
報（バイオ情報など）
を記憶させ、この不揮
発メモリ１３をアクセ
スする際の双方向認証
を、暗号回路１１を用
いて行うことで、個人
情報の保護万全とな
る。 
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表 2.9.3-1 松下電器産業の技術開発課題対応保有特許一覧表(2/4)    

特許番号 特許分類 名称 技
術
要
素 

課

題 （概要：解決手段要旨) （図） 

特許2943437 G06T1/00 指紋センサ                                          

精
度 

 

下面電極上に圧電薄膜
を形成したのち、この
圧電薄膜上に下面電極
の境界より少なくとも
圧電薄膜の厚みの１／
２の寸法だけ後退させ
た上面電極を形成し、
下面電極と上面電極を
介して分極処理するこ
とにより構成したセン
サ素子をマトリックス
状に配置した構成とす
ることにより、隣接素
子への影響を及ぼすこ
となく、圧電薄膜セン
サ素子による指の指紋
パターンに応じた圧力
分布を精度良く検出す
ることができるため、
小型化が可能でありか
つ高分解能で指紋パ
ターンを検出すること
ができる。 

 

 
 

指
紋
入
力 

操
作
性 

特開平6-282637 G06F15/64 導波路型画像伝送装置及び指紋検出装置                 

指
紋
照
合 

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ 

特開2001-101404 G06T7/00 指紋認識方法と指紋認識装置                           

特開2000-5149 A61B5/117 虹彩撮像装置及び、その虹彩撮像方法                   

特開2000-5150 A61B5/117 虹彩撮像装置及び、その虹彩撮像方法                   

特開2000-194972 G08B25/04 入退室管理システム                                   

特開2000-238970 B66B5/00 エレベ－タシステム                                   

特開2000-356059 E05B49/00 ホテル管理装置                                      

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ 

特開2001-24936 H04N5/232 画像取込装置                                        

特開2000-23946 A61B5/117 虹彩撮像装置および虹彩撮像方法                       

特開2000-242158 G09B5/14 学習システム                                        
利
便
性 

特開2001-5948 G06T1/00 虹彩撮像装置                                        

特開2000-11163 G06T1/00 虹彩撮像装置及び、その虹彩撮像方法                   

特開2000-242788 G06T7/00 虹彩認識システム                                     

虹
彩 

経
済
性 

特開2000-293579 G06F17/60 図書管理システム                                    
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表 2.9.3-1 松下電器産業の技術開発課題対応保有特許一覧表(3/4)    

特許番号 特許分類 名称 技
術
要
素 

課

題 （概要：解決手段要旨) （図） 

G06T7/00 顔画像特徴点抽出装置                                 

特許2973676 

二値化されたエッジ画
像を用い、顔の構成部
品の形状データ並びに
形状データ変更部を有
することにより、光源
の状態が変化しても安
定して顔の特徴点を抽
出する。 

 
 
 
 
 
 
 
 

特開平10-171988 G06T7/00 パタ－ン認識・照合装置                               

特開2000-105829 G06T7/00 顔パ－ツ検出方法及びその装置                         

特開2000-132675 G06T7/00 顔識別・照合方法及びその装置                         

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ 

特開2000-132688 G06T7/00 顔パ－ツ検出方法及びその装置                         

特開平10-21394 G06T7/00 個人照合装置                                        

特開2000-134638 H04N11/04 画像処理装置                                        

特開2001-5967 G06T7/00 画像送信装置及びニュ－ラルネットワ－ク               

操
作 
性 

特開2001-109855 G06K17/00 個人認証装置                                        

顔
貌 

経
済
性 

特開2001-76208 G07D9/00,401 無人契約装置                                        

特開平9-326086 G07G1/12,321 クレジット処理システム                               

特開平10-94534 A61B5/117 個人識別装置                                        

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ 

特開平10-198638 G06F15/00,330 情報通信システムにおけるセキュリテイ装置             

操
作
性 

特開平9-299355 A61B5/117 個人識別装置                                        

そ
の
他
生
体 

経
済
性 

特開平9-253072 A61B5/107 個人識別装置                                        

特開平10-301755 G06F3/16,320 操作誘導装置                                        

声
紋 

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ 

特開平11-282492 G10L3/00,571 音声認識装置、話者検出装置及び画像記録装置           

署
名 

精
度 

特開平11-213093 G06K9/62 
パタ－ン認識装置及び方法並びにパタ－ン認識プログラ
ムと辞書を記録した記録媒体                         

特開平9-160589 G10L3/00,571 利用者照合装置                                      

複
合 

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ 

特開平11-53494 G06K17/00 個人識別システム                                     
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表 2.9.3-1 松下電器産業の技術開発課題対応保有特許一覧表(4/4)    

特許番号 特許分類 名称 技
術
要
素 

課

題 （概要：解決手段要旨) （図） 

特開2000-259828 G06T7/00 個人認証装置及び方法                                 

特開2000-280843 B60R21/00 緊急通報システム                                     

G06K17/00 
２つの用途で用いられる可搬体、通信システム、通信方
式、端末装置、プログラムを記録したコンピユ－タ読み
取り可能な記録媒体 

特開2000-137774 

電気的接触を行わず
に、決済用途や改札用
途など２つの用途に用
いることのできる可搬
体で、内部の非揮発性
メモリに機密性が強く
求められる個人情報を
記憶させ、また端末装
置と協調して双方向認
証を行う暗号回路を設
けた。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

複
合 

操
作
・
利
便
性 

特開2001-109717 G06F15/00,330 パスワ－ド送出方法およびパスワ－ド送出装置           

特開平9-282282 G06F15/00,330 利用者照合装置                                      

特開2001-1866 B60R25/04,603 交通機関の操作者判別方法及び装置                     

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ 

特開2001-67477 G06T7/00 個人識別システム                                     

特開平9-18971 H04Q9/00,301 電子機器操作装置                                     

特開2001-204705 A61B5/05 個人識別方法およびそれを用いた体脂肪計               

生
体
一
般 

操
作
性 

特開2001-204706 A61B5/05 体脂肪率測定方法および体脂肪計                       
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2.9.4 2.9.4 2.9.4 技術開発拠点技術開発拠点    

松下電器産業特許の発明者所属、住所およびホームページから抽出した生体情報を用

いた個人照合技術開発拠点を表 2.9.4-1 に示す。    

表 2.9.4-1 松下電器産業の技術開発拠点    

開発拠点 所在地 分野 

本社 大阪府門真市 － 

松下通信工業本社 神奈川県横浜市 － 

松下通信金沢研究所 石川県金沢市 虹彩照合技術開発 

松下技研 神奈川県川崎市 顔貌照合製品開発 

松下電子工業 大阪府高槻市 － 

    

2.9.5 2.9.5 2.9.5 研究開発者研究開発者    

松下電器産業の出願特許の実質発明者情報より、研究開発担当者を推定し、開発者規模

の推移を分析した結果が、図 2.9.5-1 である。出願が 1994 年に途切れているが、研究開

発者数は 91 年に 10 名であったものが、99 年には 30 名近くに増加している。出願件数も、

同じ推移を示している。特に 98 年からの伸びが著しい。 
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図 2.9.5-1 松下電器産業の発明者数と出願件数の推移 
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2.10.1 2.10.1 2.10.1 企業の概要企業の概要 

    富士通電装は 1935 年に河津無線研究所として設立され、72 年に現名称に改称された通

信系メーカである。生体情報を用いた個人照合に関する事業では、指紋照合技術を活用し

た指紋認識装置などの製品が有る。今回調査した中の富士通電装の特許は、登録が 22 件、

公開のものが 20 件であった。そのうち 10 件が海外にも出願されている。指紋照合に関す

る特許が 30 件と群を抜いて多くそのうち 29 件が登録されている。その他生体に関する出

願も６件有る。 

 表 2.10.1-1 に富士通電装の概要を示す。 

 

表 2.10.1-1 富士通電装の概要 

1) 商号 富士通電装株式会社 

2) 設立年月日 1935年3月 

3) 資本金 66億9,172万円 

4) 従業員 1,419名（単独）、1,835名（連結） 

5) 事業内容 アクセスネットワーク、社会システム、パワーエレクトロニクス 

  （技術導入）－ 

6) 技術・資本提携関係 （クロスライセンス）－ 

  （共同開発）－ 

7) 事業所 本社／神奈川、工場／下館、協和、関城、古殿 

8) 関連会社 富士通電装アール・アンド・ディー、富士通電装福島、光和電装、富士

通電装茨城、山形電装、富士通電装シー・アンド・エス、電装サポー

ト、Fujitsu Denso International Limited ほか 

9) 業績推移（百万円） 売上／67,179（1999年度）、60,997（2000年度） 

利益／1,194（1999年度）、370（2000年度） 

10) 主要製品 アクセスネットワーク機器（専用サービスノード装置(DSM)など）、社

会システム機器（ARGUS(集中監視制御ｼｽﾃﾑ)など）、パワートロニクス

機器（M２PSシリーズ可変電源など） 

11) 主な取引先 通信事業者、電力会社、富士通、官公庁、自治体、半導体メーカ 

    

    

2.10 2.10 2.10 富士通電装富士通電装    
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2.10.2 2.10.2 2.10.2 生体情報を用いた個人照合技術に関連する製品・技術生体情報を用いた個人照合技術に関連する製品・技術    

表 2.10.2-1 に富士通電装の関連製品・技術例を示す。    

 

表 2.10.2-1 富士通電装の関連製品・技術例 

技術要素 製品 製品名 発売時期 出典 

指紋照合 指紋認識装置 Fingerpass（スタンドア

ロ－ンタイプ） 

－ http://www.denso.fujitsu.com/

products/s-dhns-s.html 

指紋照合 指紋認識装置 Fingerpass（出入管理シ

ステム） 

－ http://www.denso.fujitsu.com/

products/s-dhns-s.html 

指紋照合 指紋認識装置 Fingerpass Card（ノー

トブックパソコン用カー

ド指紋認識装置） 

1998 年 8

月 

http://pr.fujitsu.com/jp/news

/1998/Aug/19-2.html 

    

    

2.10.3 2.10.3 2.10.3 技術開発課題対応保有特許の概要技術開発課題対応保有特許の概要    

 富士通電装の生体情報を用いた個人照合に関連する特許における技術要素と技術課題の

対応を図 2.10.3-1 に、また解決手段との対応を図 2.10.3-2 に示す。これらの図によれば、

指紋照合関連でセキュリティ向上を課題としたものに集中した出願があり、解決手段は識

別照合技術、辞書・登録技術、入力技術の順に多い。なおその他生体にもまとまった出願

がみられるが、これは掌紋照合に関連するもので構成技術を解決手段とするものが主体で

ある。なお技術課題、解決手段の具体内容については 1.4 節技術開発の課題と解決手段を

参照されたい。 

図 2.10.3-1 技術要素・課題対応出願件数分布 
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図 2.10.3-2 技術要素・解決手段対応出願件数分布 

表 2.10.3-1 に富士通電装の技術開発課題対応保有特許の一覧表を示す。この表は、生

体情報を用いた個人照合技術に関連する 1991 年 1 月～2001 年 9 月に公開された登録と係

属の特許について技術要素、課題ごとに分類したものである。 

表 2.10.3-1 富士通電装の技術開発課題対応保有特許一覧表(1/5)    

特許番号 特許分類 名称 技
術
要
素 

課

題 （概要：解決手段要旨) （図） 

特開平11-85994 G06T7/00 指紋照合方法及び指紋照合装置                         セ
キ
ュ
リ
テ
ィ 

特開2000-242819 G07C9/00 

入退室経路の制御方法                                

G06T7/00 指紋照合装置                                        

指
紋
シ
ス
テ
ム 

操
作
性 

特許3000341 

正規ＩＤに比較して少
ない桁数のローカルＩ
Ｄを割当てることによ
り、指紋照合時の入力
操作を簡単化して、操
作性を向上すると共
に、ローカルＩＤの有
効時刻を設定すること
により、一時的に使用
頻度が高い人に割当て
たローカルＩＤを、有
効時刻経過後には、他
の人に割当てることが
可能となり、ローカル
ＩＤの有効利用を図る
ことができる。  

指
紋
虹
彩
顔
貌
そ
の
他
生
体

声
紋
署
名
複
合
生
体
一
般

入力技術

辞書・登録技術
識別照合技術
構成技術
周辺技術
応用技術
その他

0

5

10

15

出
願
件
数

技術要素 解決手段

(1991 年 1 月～2001 年 9 月に公開の登録と係属案件) 
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表 2.10.3-1 富士通電装の技術開発課題対応保有特許一覧表(2/5)    

特許番号 特許分類 名称 技
術
要
素 

課

題 （概要：解決手段要旨) （図） 

指
紋
シ
ス
テ
ム 

経
済
性 

特開2000-57324 G06T1/00 カ－ド型指紋認識装置                                

特許2650104 G06T1/00 レンズの固定装置                                    

特許3097024 G06T1/00 指紋入力装置                                        

特開平9-259249 G06T1/00 指紋押捺装置及び撮像指紋処理方法                     

セ
キ
ュ
リ 
テ
ィ 特開平10-240913 G06T1/00 指紋画像処理装置                                    

操
作
性 

特許2964201 G06T1/00 
画像処理装置                                        

G06T1/00 指紋入力装置                                        

指
紋
入
力 

経
済
性 

特許3066729 

押圧によって交点が接
触状態となる直交配置
の電極を有するマトリ
クススイッチ板５を設
け、このマトリクスス
イッチ板５上に取り外
し可能のテンプレート
による入力点の押圧位
置を、マトリクスス
イッチ板５の接触状態
の交点位置により検出
して、データ処理部４
に入力する入力検出部
６を設け、配置スペー
スを縮小する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

特許2904463 G06T7/00 指紋照合装置の辞書登録方式                           

特許2874104 G06T7/00 本人確認システム                                    

特許2873647 G06T7/00 指紋の特徴点抽出方法及び特徴点抽出装置               

特許2964199 G06T7/00 指紋照合方法                                        

特許2952637 G06T1/00 指紋照合装置の押捺判定処理方式                       

特許2976362 G06T7/00 指紋認識用辞書登録照合方法                           

特許2949555 G06T7/00 指紋認識用辞書登録更新方法                           

特許2990488 G06T7/00 指紋照合装置及び指紋押捺判定方法                     

指
紋
照
合 

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ 

特許2990491 G06T7/00 指紋登録方法及び指紋照合装置                         
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表 2.10.3-1 富士通電装の技術開発課題対応保有特許一覧表(3/5)    

特許番号 特許分類 名称 技
術
要
素 

課

題 （概要：解決手段要旨) （図） 

G06T7/00 指紋登録方法及び指紋照合入退室管理システム           

特許2964221 

指紋登録用鍵を用い
て、少なくとも２名以
上の所定数のスーパー
バイザーの指紋を指紋
登録装置１に登録し、
新規指紋登録者は、指
紋登録用鍵と、スー
パーバイザーの指紋照
合とによって、登録許
可とするもので、指紋
登録用鍵によるガード
と、スーパーバイザー
の指紋照合によるガー
ドとの二重のガードに
より、入退室管理用の
指紋の登録，更新，抹
消及び入室履歴収集等
のその他のメニューの
操作を可能とし、入退
室管理のセキュリティ
を向上する。 

 

 

G06T7/00 指紋照合入退室管理システム                           

特許2964222 

指紋照合により本人確
認が得られた時に、登
録指紋データを押捺指
紋データにより更新
し、且つタイムスタン
プを付加し、ホスト装
置が、更新登録指紋
データを収集して、タ
イムスタンプによる最
新の指紋データにより
指紋辞書ファイルを更
新する構成とした登録
指紋更新方法。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

特許2990495 G06T7/00 指紋照合に於ける生体認識方法                         

指
紋
照
合 

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ 

特開平9-167229 G06T7/00 指紋認識方法                                        
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表 2.10.3-1 富士通電装の技術開発課題対応保有特許一覧表(4/5)    

特許番号 特許分類 名称 技
術
要
素 

課

題 （概要：解決手段要旨) （図） 

G06T7/00,530 指紋登録方法                                        

特開平9-265528 

２値画像データにおけ
る特徴点数が所定数以
上でなく、１回目の指
紋登録処理が失敗した
時は、指紋画像が不良
と判定して、２回目以
降の指紋登録処理に於
いて多値画像データに
対して空間フィルタ処
理を行い、この空間
フィルタ処理を行った
多値画像データを二値
化処理する過程を含む
ことにより、指紋照合
率を向上する。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特開平10-261086 G06T7/00 生体指識別方法                                      

G06T1/00 回転指紋印象採取方式                                

特開平11-25257 

入力面上に回転押捺さ
れる指の指紋画像をフ
レーム単位に入力する
画像入力手段と、前記
フレームデータより前
記指紋画像の特徴点の
位置を検出する特徴点
検出手段と、前記特徴
点の位置に応じて合成
用に抽出する領域を決
定する合成領域決定手
段と、前記合成領域決
定手段により決定され
た合成領域の画像デー
タを前記フレームデー
タから抽出する画像切
り出し手段と、前記画
像入力手段が前記フ
レームデータの入力前
に入力したフレーム
データを合成して得ら
れた合成フレームの前
記合成領域に対応する
領域の画像データを前
記画像切り出し手段に
より抽出された画像
データに書き換える画
像合成手段。 

 

指
紋
照
合 

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ 

特開平11-45329 G06T1/00 画像撮像装置及び画像合成処理方法                     
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表 2.10.3-1 富士通電装の技術開発課題対応保有特許一覧表(5/5)    

特許番号 特許分類 名称 技
術
要
素 

課

題 （概要：解決手段要旨) （図） 

特開平11-96358 G06T7/00 指紋照合処理方法及び指紋照合装置                     

特開2000-57343 G06T7/00 指紋照合方法及び指紋照合システム                     

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ 

特開2001-34753 G06T7/00 指紋照合判定方法                                    

指
紋
照
合 

迅
速
化 

特許2947313 G06T7/00 
登録指紋デ－タの登録方法及び指紋照合方法             

顔
貌 

操
作 
性 

特許2735167 G07C9/00 
入退場者照合装置                                    

特許 3066723 G06T1/00 掌紋押捺装置                                        

特開平8-272953 G06T5/00 指掌紋押捺装置                                      

特開平10-255051 G06T7/00 掌紋採取処理方法                                    

操
作
性 

特開2000-48194 G06T7/00 指掌紋認識装置                                      

そ
の
他
生
体 

経
済
性 

特許3097028 G06T1/00 
指掌紋採取装置                                      

特開平8-270281 E05B49/00 遠隔操作電気錠                                      

特開平9-147110 G06T7/00 指紋照合方法                                        複
合 

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ 

特開平11-85995 G06T7/00 指紋照合入力方法                                    

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ 

特開2001-52127 G06K17/00 

本人認証装置及びクライアントサ－バシステム           

生
体
一
般 

操
作
性 

特開平11-250231 G06T1/00 
凹凸面接触パッドおよび凹凸パタ－ン採取装置           

    

2.10.4 2.10.4 2.10.4 技術開発拠点技術開発拠点技術開発拠点    

 

富士通電装特許の発明者所属、住所から抽出した生体情報を用いた個人照合技術開発

拠点は富士通電装本社（神奈川県川崎市）である。 

 

2.10.5 2.10.5 2.10.5 研究開発者研究開発者    

    

富士通電装の出願特許の実質発明者情報より、研究開発担当者を推定し、開発者規模

の推移を分析した結果が、図 2.10.5-1 である。1992 年から 97 年にかけて 10 名弱の研究

開発が見られ、直近の２年で減少してきている。出願件数の推移も開発者数の推移に連動

している。 
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図 2.10.5-1 富士通電装の発明者数と出願件数の推移 
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2.11.1 2.11.1 企業の概要企業の概要    

カメラと事務機の総合精密機械メーカへの飛躍に向けて、キヤノンは 1969 年、キヤノ

ンカメラ株式会社から現キヤノン株式会社に社名を変更した。複写機、コンピュータ周辺

機器、情報・通信機器から成る事務機およびカメラ、光学機器などを主要事業とし、2000

年 12 月決算では、事務機が約 80％弱の売上構成を占める。真のグローバルエクセレント

カンパニーを目指し、新たなイメージ情報関連サービス事業、コンテンツ関連事業、ネッ

トワークビジネスの展開を図っている。今回調査した中のキヤノンの特許は、登録が１件

公開特許が 31 件であった。 

表 2.11.1-1 にキヤノンの概要を示す。 

 

表 2.11.1-1 キヤノンの概要    

1) 商号 キヤノン株式会社 

2) 設立年月日 1937年8月10日 

3) 資本金 1,647億9,600万円（2000年12月31日現在） 

4) 従業員 21,200名        （2000年12月31日現在） 

5) 事業内容 事務機（複写機、コンピュータ周辺機器、情報・通信機器） 

カメラ、光学機器およびその他 

6) 技術・資本提携関係 （技術導入）－ 

（資本提携）－ 

（共同開発）－ 

7) 事業所 本社／東京、事業部／取手事業所、阿見事業所、玉川事業所、目黒事業

所、福島工場、宇都宮光学機器事業所、小杉事業所 他 

8) 関連会社 国内／キヤノン販売、キヤノン電子、コピア、キヤノンアプテックス、

ニスカ、キヤノン・コンポーネンツ、オハラ、キヤノン精機、塙精機、

弘前精機、オプトロン、東京電子設計 

海外／クライテリオンソフトウェア（イギリス）、キヤノン電産香港（香

港） 他 

9) 業績推移 

（連結、百万円） 

売上／2,622,265（1999年12月）、2,781,303（2000年12月） 

利益／70,234（1999年12月）、134,088（2000年12月） 

10) 主要製品 オフィス／パーソナル／カラー複写機、レーザビームプリンタ、 

バブルジェットプリンタ、スキャナ、ファクシミリ、一眼レフカメラ、

デジタルカメラ、ビデオカメラ、半導体製造装置、眼科機器、医療画像

記録機器 他 

11) 主な取引先 － 

    

2.11 2.11 2.11 2.11 キヤノンキヤノンキヤノンキヤノン    
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2.11.2 2.11.2 2.11.2 生体情報を用いた個人照合技術に関連する製品・技術生体情報を用いた個人照合技術に関連する製品・技術 

    キヤノンでは、個人照合技術に関連するものに、「手書き文字認識技術」を実用化して

いる。これは、入力デバイスの 1 つとしての「手書き文字入力」においてアルゴリズムの

見直しと統計情報の活用により、筆跡を正確に読取り、かつスピーディに文字変換する技

術である。財産保全のために個人認証技術が重要視されるカード社会において、手書き文

字認識技術のセキュリティを目的としたバイオメトリクスへの応用が期待されているもの

の、 

キヤノンには、現時点では生体情報（身体的特徴あるいは行動特性）を用いた個人照合技

術関連の該当製品はない。 

 

 

2.11.3 2.11.3 2.11.3 技術開発課題対応保有特許の概要技術開発課題対応保有特許の概要 

 キャノンの生体情報を用いた個人照合に関連する特許における技術要素と技術課題の対

応を図 2.11.3-1 に、また解決手段との対応を図 2.11.3-2 に示す。これらの図によれば、

署名照合関連で、セキュリティ向上を課題とし識別照合技術を解決手段とする出願が最も

多くみられる。また指紋照合関連では、セキュリティ向上を課題とし解決手段が応用技術

のものが目立った出願として数件ある。 
 なお３つの技術課題、解決手段の具体内容については 1.4 節技術開発の課題と解決手

段を参照されたい。 
 

図 2.11.3-1 技術要素・課題対応出願件数分布 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(1991 年１月～2001 年９月に公開の登録と係属案件) 
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図 2.11.3-2 技術要素・解決手段対応出願件数分布 

表 2.11.3-1 はキヤノンの生体情報を用いた個人照合技術に関連する 1991 年１月～2001

年９月に公開された登録と係属の特許について、技術要素、課題ごとに分類したものであ

る。 

表 2.11.3-1 キヤノンの技術開発課題対応保有特許一覧表（1/4） 

技術要素 課題 特許番号 特許分類 名称 

   概要(解決手段要旨) 図 
特開平
8-335256 

G06K17/00 情報処理システムと情報処理方法           

特開平
9-35060 

G06T7/00 指紋照合システム                         

特開
2000-115624 

H04N5/232 撮像装置及びその制御方法及び記憶媒体     

特開
2000-276018 

G03G21/04 画像形成装置および画像形成方法           

セキュリ
ティ 
 

特開
2001-67321 

G06F15/00,330 
通信システム及び通信装置及びその制御方
法                                       

操作・ 
利便性 

特開
2000-315118 

G06F1/00,370 
情報処理装置、情報処理装置制御方法、情報
処 
理装置制御プログラムを格納した記憶媒体   

特開
2001-45192 

H04N1/00 
画像処理装置及びその制御方法並びにメモ
リ媒体                                   

指紋 
 

経済性 
 特開

2000-315120 
G06F1/00,370 

情報処理装置、情報処理方法、情報処理プロ
グラムを格納した記憶媒体                 

虹彩 
セキュリ
ティ 

特開平
9-313441 

A61B3/113 撮像装置                                 

特開
2000-132620 

G06F19/00 
端末装置、カード状記憶媒体、電子通貨取引
システム、及び記憶媒体                   

顔貌 
 
 

セキュリ
ティ 
 

特開
2000-187733 

G06T7/00 画像処理装置及び方法並びに記憶媒体       

 

指
紋
虹
彩
顔
貌
そ
の
他
生
体

声
紋
署
名
複
合
生
体
一
般

入力技術

辞書・登録技術
識別照合技術
構成技術
周辺技術
応用技術
その他
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願
件
数

技術要素 解決手段

(1991 年１月～2001 年９月に公開の登録と係属案件) 
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表 2.11.3-1 キヤノンの技術開発課題対応保有特許一覧表（2/4） 

技術要素 課題 特許番号 特許分類 名称 

   概要(解決手段要旨) 図 
操作・ 
利便性 

B42D15/10,501 ＩＤカードシステム                       

顔貌 

 

特開
2000-15966 

情報記録カードに記録さ
れている本人確認のため
の ID情報を再生する情報
再生装置から、前記カー
ドが排出された後も ID情
報を表示し続ける。 

 

特開平
10-5196 

A61B5/117 眼識別装置                               
その他生体 

セキュリ
ティ 
 

特開平
11-149453 

G06F15/00,330 情報処理装置及び方法                     

B42D15/10,501 情報担持カードのサイン偽造防止方法       

特許2766055 
特開平
4-90393 

透明層からなるサインパ
ネルの内側に感光変色層
と保護層を設け、サイン
偽造防止機能付きカード
を提供する。 

 

特開平
6-84017 

G06K9/68 文字処理方法及び装置                     

特開平
10-222241 

G06F1/00,370 
電子ペン及び個人認証システム並びに個人
認証方法                                 

特開平
10-240941 

G06T7/00 
入力データ認識装置と入力データの認識方
法                                       

署名 
 
 

セキュリ
ティ 
 

特開平
11-66007 

G06F15/00,330 
携帯型端末装置及びその通信方法及びその
データ通信システム                       
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表 2.11.3-1 キヤノンの技術開発課題対応保有特許一覧表（3/4） 

技術要素 課題 特許番号 特許分類 名称 

   概要(解決手段要旨) 図 

G06T7/00 
パターン照合装置、方法及びコンピュータ読
み取り可能な記憶媒体 

特開
2000-132682 

振動入力ペンを用いて署
名し、センサへの振動到
達時間で移動軌跡を求
め、筆圧、波長検出誤差
とともに署名真偽判定を
する。 

 

セキュリ
ティ 
 

特開
2001-155162 

G06T7/00 
手書署名認証装置、手書署名認証方法、及び
手書署名認証プログラムを格納した記憶媒
体                     

特開平
10-97628 

G06T7/00 画像処理装置                             

特開
2001-155161 

G06T7/00 
署名認証装置、署名認証方法、及び署名認証
プログラムを格納した記憶媒体             

署名 

操作・利
便性 
 

特開
2001-154753 

G06F1/00,370 
手書署名認証装置、手書署名認証方法、及び
手書署名認証プログラムを格納した記憶媒
体                     

特開平
9-44619 

G06K17/00 ＩＤ確認方法及びシステム                 セキュリ
ティ 
 特開

2000-76459 
G06T7/00 
 

人物同定方法及び装置                     
複合 
 

操作・ 
利便性 

特開平
10-191071 

H04N1/44 
 

画像入力装置及び画像入力方法             

H04L9/32 
エンティティの属性情報に基づく暗号化方
式、署名方式、鍵共有方式、身元確認方式お
よびこれらの方式用装置 

生体一般 
 

セキュリ
ティ 

特開平
9-284272 

エンティティの物理的な
身体属性情報、あるいはそ
れを圧縮変換した情報を
公開鍵として用い、エンテ
ィティと公開鍵とが確実
に１：１に対応するように
する。 
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表 2.11.3-1 キヤノンの技術開発課題対応保有特許一覧表（4/4） 

技術要素 課題 特許番号 特許分類 名称 

   概要(解決手段要旨) 図 

G06T7/00 生体測定による識別方法及びその装置       

特開平
9-167231 

ユーザの複数の肉体的特
徴を記憶する記憶媒体と、
それに対応する生体情報
をユーザから抽出し、ラン
ダムかつ連続して順次両
該当生体情報を照合する。 

 

H04L9/32 個人情報管理装置及び方法                 

特開平
11-215119 

生体情報をデジタルコー
ド化して、該コード列に基
づき２次コード情報を生
成する。登録コード情報と
比較して特定個人の情報
を確認後、前記コード列を
用いて暗号化された署名
データを作成する。 

 

G06F15/00,330 
情報発信装置及び情報受信装置及びそれら
の制御方法及び記憶媒体及びシステム       

セキュリ
ティ 
 

特開
2001-184311 

ユーザ識別情報を入力
し、暗号化して発信対象 
の情報とともに送信す
る。情報受信装置側でユ
ーザ本人の生体情報を用
いて、正規ユーザである
ことを識別したうえで情
報を再生する。 

 

生体一般 
 

操作・ 
利便性 

特開
2001-75668 

G06F1/00,370 自動設定装置付機器                       
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2.11.4 2.11.4 2.11.4 技術開発拠点技術開発拠点 

本レポートのテーマに関係すると思われるキヤノンの主要開発拠点（国内）と拠点の担

う分野を表 2.11.4-1 に示す。 

（出典：http://www.canon.co.jp/about/group/list.html および特許公開公報） 

 

表 2.11.4-1 キヤノンの主要技術開発拠点 

開発拠点 所在地 分野 

本社 東京都大田区 研究開発、本社管理 他 

中央研究所 神奈川県厚木市 将来製品に必要な先端技術、要素技術の研究 

小杉事業所 神奈川県川崎市 ソフトウェアおよびシステム等の研究開発 

光学技術研究所 栃木県宇都宮市 光学技術の研究開発 

平塚事業所 神奈川県平塚市 ディスプレイ、電子デバイスの開発 他 

目黒事業所 東京都目黒区 研究開発 他 

キヤノン U.S.A. 米国 ニューヨーク州 － 

 

2.11.5 2.11.5 2.11.5 研究開発者研究開発者    

  図 2.11.5-1 にキヤノンの生体情報を用いた個人照合技術関連の 1991 年１月～2001 年９

月に公開の出願を対象に発明者数および出願件数推移を示す。95 年以降の関連出願件数は、

全般的傾向として右肩上がりのトレンドを示す。全出願の 30％強が署名、25％が指紋照合

関連出願である。 

 

図 2.11.5-1 キヤノンの発明者数と出願件数推移 
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2.12.1 2.12.1 2.12.1 企業の概要企業の概要    

オムロンは、1948 年に立石電機株式会社として設立された制御機器・FA、電子決済・公

共情報システム事業など様々な事業/製品を有するビジネスカンパニーである。90 年に社

名としてオムロンが命名され新たな第一歩を踏み出した。98 年には、顔認識技術関連事業

化がスタートした。今回調査した中のオムロンの特許は、登録が１件、公開特許が 30 件で

あった。 

表 2.12.1-1 にオムロンの概要を示す。 

表 2.12.1-1 オムロンの概要    

1) 商号 オムロン株式会社 

2) 設立年月日 1948年5月19日 

3) 資本金 640億8,178万円（2001年3月20日現在） 

4) 従業員 6,757名（単独）、25,039名（連結）（2001年3月20日現在） 

5) 事業内容 制御機器・FAシステム事業、電子部品事業、電子決済・公共情報システ

ム事業、健康機器・健康ｻｰﾋﾞｽ事業、パソコン周辺機器 他 

  

6) 技術・資本提携関係 

  

（技術提携）アイマティックインターフェイセズ社（米国、顔認 

識技術） 

（資本提携）－ 

（共同開発）－ 

7) 事業所 本社／京都、工場／草津、三島、綾部、水口 他 

8) 関連会社 ヒューマンルネッサンス研究所、オムロンソフトウェア、オムロンアル

ファテック、オムロンライフサイエンス研究所 他 

9) 業績推移（百万円） 売上／555,358（1999年度）、594,259（2000年度） 

利益／11,561（1999年度）、22,297（2000年度） 

10) 主要製品 制御機器・FAシステム（センサなど）、電子部品（プリント基板用リレ

ーなど）、電子決済・公共情報システム（顔認識技術商品など）、健康

機器・健康サービス（電子血圧計など）、アウトソーシング、パソコン

周辺機器 （指紋照合システムなど）、その他（音声認識システムなど） 

11) 主な取引先 日本アイ・ビー・エム 他 

    

2.12.2 2.12.2 2.12.2 生体情報を用いた個人照合技術に関連する製品・技術生体情報を用いた個人照合技術に関連する製品・技術    

    オムロンは、、、、1997 年 12 月に米国のベンチャー企業 Eyematic Interfaces，Inc．と画像

による顔認識技術に関する技術提携を行った。コンピュータを用いた画像処理・認識技術

の応用であるこの技術をもとに、エレクトロニック・コマースなどの決済システムでの本 

人照合や空港、税関などの諸施設のセキュリティチェックなど、幅広いアプリケーション

の開発、製品事業化を進めている。 

2.12 2.12 2.12 2.12 オムオムオムオムロンロンロンロン    
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 画像による顔認識技術は、CCD カメラなどの画像入力装置で取り込んだ顔画像を解析し、

あらかじめ登録された顔データや写真などと照合し、個人を識別する。顔貌による認証の

最大の特長は、使用者本人が意識することなく離れたところから識別が可能で、識別／照

合のための動作が不要であることにある。この特長を活かし、他のバイオメトリクス技術

では難しい新しい応用、例えば徘徊者保護システム、離れたところからの重要顧客の自動

検出など、が検討されている。 

 一方、パソコン用プライバシー保護や重要データの流出防止用ツールとしての安価な指

紋照合技術関連製品も製品化されている。 

図 2.12.2-1 オムロン顔認識技術の特徴 
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表 2.12.2-1 オムロンの関連製品例 

技術要素 製品 製品名 発売時期 出典 

顔認識入退室管

理システム 

Face Key 2001 年 10 月 http://www.omron.co.jp/ 

press/s1004prn.html 

徘徊者保護支援

システム 

－ － http://www.society.omron. 

co.jp/faceid/faceid.html 

顔認識ライブラ

リ 

－ － 同上 

顔貌照合 

顔認識写真照合

システム 

－ － 同上 

指ラク VER3.0 

（型式 YR1030） 

2001 年 12 月 

 

http://www.omron.co.jp/ 

press/p1109prn.html 

指ラク mini 

Ver3.0  

（型式 YR3030） 

2001 年 12 月 同上 

指紋照合システム

ソフトウェア開発

キット 

FPS-3000SDK 

Ver2.1 

2001 年８月 http://www.omron.co.jp/ 

ped-j/product/fp/ 

fps1000.htm 

指紋照合 指紋照合関連製

品 

指紋センサつき

キーボード 

FPK-3000S 

Ver2.1 

同上 同上 

 

(1) (1) (1)  顔認識入退室管理システム顔認識入退室管理システム  Face Key Face Key    

    本システムは、操作ユニット、制御ユニット、データ管理端末から成る。操作ユニット

の照合ボタンを押して、登録している顔画像とマッチングし、本人と認識した場合に解錠

する。下記特長を持つ。 

a.パスワードや鍵、カードなどの盗難、偽造、紛失による「なりすまし」を防ぐ 

b.鍵やカードを持ち歩く必要がない 

c.自然な認証が可能で、強制感がない 

d.入室者の履歴に顔画像が残るので、不正侵入者の後日追跡が可能 

e.顔画像を残していることの明示による犯罪抑止効果がある 
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図 2.12.2-2 顔認識入退室管理システム 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

(2) (2) (2) 徘徊者保護支援システム徘徊者保護支援システム    

 玄関（室内側）などに設置したカメラスタンドで人物を自動的に判別し、徘徊癖のある

人物が外出しようと玄関を通行した場合に、管理者に注意を促し、徘徊者の事故を未然に

防ぐシステムである。下記特長を持つ。 

a.出入口を通過した時の顔画像を登録でき（最大 100 人）、自然な認証が可能である 

b.出入口通過時の服装など特徴を映像で確認できる 

c.発信機やタグなどを身につける必要性がない 

d.音声、画面での通報が可能である など 

図 2.12.2-3 徘徊者保護支援システム 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

  (3)  (3) 顔認識ライブラリ顔認識ライブラリ 

        顔認識エンジンをソフトウェアライブラリとして、様々な分野で利用できる。例えば、

ネットワークを介した顔認証、PC 単体での顔認証、２種類の顔画像ファイルの類似度判定、

入力した画像ファイルとデータベースの画像ファイル（n 個）の照合などがある。 



194 

 (4)  (4)  (4) 指紋照合システム指紋照合システム    

    本システムは、人により異なる指紋をチェックすることにより、登録した正しいユーザ

だけがパソコンを操作できるプライバシーおよびデータ保護ツールとして使用される。 

図 2.12.2-4 指紋照合の仕組み 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主な特徴を下記する。 

a.ワンタッチログイン（指紋センサに指をタッチするのみで PC にログイン） 

b.ワンタッチユーザースイッチ（即座にユーザのデスクトップに切替え） 

c.ワンタッチファイルロック（ファイルの暗号化・復号化） 

d.ワンタッチスクリーンセーバ（指紋でロックおよび解除するスクリーンセーバ） 

e.ワンタッチインターネット（センサへのワンタッチでパスワード代用） など 

 

 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

 

図 2.12.2-5 指ラク Ver3.0 に付属の 

デスクトップ用指紋センサ 
図 2.12.2-6 指ラク mini Ver3.0 に 

付属の小型指紋センサ 
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2.12.3 2.12.3 2.12.3 技術開発課題対応保有特許の概要技術開発課題対応保有特許の概要    

 オムロンの生体情報を用いた個人照合に関連する特許における技術要素と技術課題の対

応を図 2.12.3-1 に、また解決手段との対応を図 2.12.3-2 に示す。これらの図によれば、

指紋照合と顔貌照合関連に集中した出願があり、セキュリティ向上や操作・利便性を課題

とし、指紋では辞書・登録、入力技術を解決手段としたものが、また顔貌では識別照合技

術を解決手段としたものが多くみられる。 

 なお技術課題、解決手段の具体内容については 1.4 節技術開発の課題と解決手段を参照

されたい。 
図 2.12.3-1 技術要素・課題対応出願件数分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.12.3-2 技術要素・解決手段対応出願件数分布 
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 表 2.12.3-1 はオムロンの生体情報を用いた個人照合技術に関連する 1991 年１月～2001

年９月に公開された登録と係属の特許について、技術要素、課題ごとに分類したものであ

る。 

表 2.12.3-1 オムロンの技術開発課題対応保有特許一覧表（1/3） 

技術要素 課題 特許番号 特許分類 名称 

   概要(解決手段要旨) 図 
特開
2000-172833 

G06T1/00 指紋照合装置                             

 

発信部、電極部、検出部、
および判定部で生体検知
部を構成し、電極部は生
体の指を置いたときに共
振回路を構成し、インピ
ーダンス整合が取れるよ
うにする。 

 

特開
2000-200353 

G06T7/00 指紋照合装置                             

特開
2000-242783 

G06T7/00 指紋認証処置                             

特開
2001-76144 

G06T7/00 画像照合装置                             

 

入力画像の傾きをニュー
ラルネットワーク法によ
り求め、該データにより
入力画像を補正後照合判
定する。 

 

特開
2001-76145 

G06T7/00 画像照合装置                             

セキュリ
ティ 
 

特開
2001-76146 

G06T7/00 画像照合装置                             

特許2803281 G06T7/00 指紋照合装置                             

特開平
3-217984 

特定掌形分類に属する識
別指紋データと入力指紋
画像データとを比較照合
する。 

 

指紋 
 
 

操作・ 
利便性 
 

特開平
10-302073 

G06T7/00 指紋照合装置                             
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表 2.12.3-1 オムロンの技術開発課題対応保有特許一覧表（2/3） 

技術要素 課題 特許番号 特許分類 名称 

   概要(解決手段要旨) 図 

特開
2000-244830 

H04N5/44 
視聴制限機能付きテレビジョン装置及び画
像再生装置並びにそれらのリモコン装置     

特開
2000-268174 

G06T7/00 指紋認証登録方法および装置               

特開
2000-284905 

G06F3/033,340 コンピュータ用マウス                     

特開
2000-318912 

B65H31/24 画像形成装置                             

指紋 
操作・ 
利便性 
 

特開
2001-143051 

G06T1/00 
操作入力装置及び操作入力処理装置並びに
制御装置                                 

特開平
10-340359 

G07B15/00 
乗車カード処理システムおよび乗車カード
処理装置                                 

特開平
11-161790 

G06T7/00 人間識別装置                             

特開平
11-175633 

G06F17/60 預入れシステム及び託児所システム         

特開平
11-339048 

G06T7/00 
個人識別装置、個人識別方法および個人識別
プログラムを記録した記録媒体             

特開
2000-331209 

G07C9/00 通行制御装置                             セキュリ
ティ 
 

 

通行許可者と通行拒否者
の顔画像を登録してお
き、最初に通行許可者の
顔画像検索、判定後、他
方の登録者側の顔情報を
検索する通行制御装置。 

 

特開平
10-312462 

G06T7/00 本人特定装置                             

特開平
11-167632 

G06T7/00 本人特定装置                             

特開平
11-175782 

G07B15/00 
利用データ出力装置及び乗車料金出力シス
テム                                     

顔貌 
 

操作・ 
利便性 
 

特開
2000-339466 

G06T7/00 データ保存装置及び顔画像保存装置         
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表 2.12.3-1 オムロンの技術開発課題対応保有特許一覧表（3/3） 

技術要素 課題 特許番号 特許分類 名称 

   概要(解決手段要旨) 図 

その他生体 
セキュリ
ティ 

特開平
10-307919 

G06T7/00 本人特定装置                             

声紋 経済性 
特開
2001-144858 

H04M3/42 情報管理装置、および通信端末             

セキュリ
ティ 

特開
2000-293491 

G06F15/00,330 情報端末機                               

  

現時点が本人認証有効期
間内かどうかの判定手段
結果に応じ、認証不許可お
よび再登録処理をする。 

 

複合 
 

操作・ 
利便性 

特開
2000-3337 

G06F15/00,330 制御装置                                 

セキュリ
ティ 

特開
2000-59501 

H04M1/66 認証付き電話機                           

特開平
11-316836 

G06T7/00 本人特定装置                             

G06K19/10 認証媒体、認証媒体発行装置、及び認証装置  

特開
2000-30028 

バイオメトリクス情報読
出し可能な認証媒体によ
り、アプリケーション側
の記憶容量低減、複数ア
プリケーションへの使用
可能にする。 

 

特開
2000-90264 

G06T7/00 生体照合方法およびその装置               

生体一般 
 

操作・ 
利便性 
 

特開
2000-268175 

G06T7/00 個人認証方法および装置                   
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2.12.42.12.42.12.42.12.4    技術開発拠点技術開発拠点技術開発拠点技術開発拠点    

  本レポートのテーマに関連するオムロンの主要技術開発拠点と拠点の担う分野を表

2.12.4-1 に示す（出典：http://www.omron.co.jp/jinji/shin/rd/）。 

 

表 2.12.4-1 オムロンの主要技術開発拠点 

開発拠点 所在地 分野 

京都事業所（本社） 京都府京都市 最先端の IT 技術の開拓・事業化 

京都研究所 京都府長岡京市 コア技術と基盤技術の全てに関わるオムロン 

R＆D の中枢 

綾部事業所 京都府綾部市 FA センサーとセンシング機器の開発、生産の中核

拠点 

三島事業所 静岡県三島市 FA システム機器の開発,生産拠点 

草津事業所 滋賀県草津市 メカトロ・センシング＆IT を核にメカトロ事業の

未来を開拓 

小牧車載事業所 愛知県小牧市 車載電装機器の研究開発拠点 

 

2.12.5 2.12.5 2.12.5 2.12.5 研究開発者研究開発者研究開発者研究開発者    

  図 2.12.5-1 にオムロンの生体情報を用いた個人照合技術関連の 1991 年１月～2001 年９

月に公開の出願を対象に発明者数および出願件数推移を示す。オムロンは、識別／照合の

ための動作が不要で離れたところから識別が可能な顔認識技術に着目して、97 年に米国の

ベンチャー企業 Eyematic Interfaces Inc.と技術提携し翌年に顔認識技術関連事業化のス

タートを切った。さらに近年は、パソコン操作におけるプライバシーおよびデータ保護ツ

ールとしての指紋照合システムに力を入れている。これら事業戦略に呼応して、97 年から

開発者および関連出願が急激に増加しており、顔認識、指紋照合を中心に生体認証に注力

しているとみられる。開発者人数、出願件数の推移は、開発フェーズとして発展期の過程

にあることを示している。 

図 2.12.5-1 オムロンの発明者数と出願件数推移 
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2.13.1 2.13.1 2.13.1 企業の概要企業の概要    

    浜松ホトニクス株式会社は 1952 年に設立された浜松テレビ株式会社に始まる。以後、

光電管・光電子増倍管・映像管等を開発し現在は光半導体、画像処理・計測装置、放射性

医療機器の製造も行っている。 

    生体情報による個人識別に関する製品にはパーソナル ID システム、ホトニクスビジョ

ン、光コンピュータがある。今回調査した中の浜松ホトニクスの特許は、登録が２件、公

開特許が 25 件であった。そのうち７件が海外にも出願されている。画像信号処理による照

合技術について２件登録されているほか、７件程度の公開がある。またファイバ光学プレ

ートを利用した画像入力装置が出願されている。表 2.13.1-1 に浜松ホトニクスの概要を示

す。 

表 2.13.1-1 浜松ホトニクスの概要    

1) 商号 浜松ホトニクス株式会社 

2) 設立年月日 1953 年 9 月 

3) 資本金 149 億 800 万円 

4) 従業員 1,938 名（単独）、2,620 名（連結） 

5) 事業内容 
光関連で高技術、光電子管で世界シェア六割、開発型企業指向、研究所
拡充 

6) 技術・資本提携関係 － 

7) 事業所 
本社／静岡県浜松市、工場／浜松（市野、常光、天王、都田）、豊岡、
三家 

8) 関連会社 － 

9) 業績推移（百万円） 
売上／51,558（1999年度）、62,619（2000年度） 
利益／1,568（1999年度）、3,506（2000年度） 

10) 主要製品 

電子管製品（受光電子管、光センサ応用製品、光源、光源応用製品、イ
メージセンサ、イメージセンサ応用製品、光学素子・機能材料、X線関連
製品、レーザ関連製品）光半導体素子（受光素子、発光素子、複合素子）
システム製品（応用製品、汎用製品） 

11) 主な取引先 － 

    

2.13.2 2.13.2 2.13.2 生体生体生体情報を用いた個人照合技術に関連する製品・技術情報を用いた個人照合技術に関連する製品・技術情報を用いた個人照合技術に関連する製品・技術

浜松ホトニクスには、現在、生体情報を用いた照合技術に関連する製品はない。    

2.13 2.13 2.13 2.13 浜松ホトニクス浜松ホトニクス浜松ホトニクス浜松ホトニクス    
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2.13.3 2.13.3 2.13.3 技術開発課題対応保有特許の概要技術開発課題対応保有特許の概要 

 浜松ホトニクスの生体情報を用いた個人照合に関連する特許における技術要素と技術課

題の対応を図 2.13.3-1 に、また解決手段との対応を図 2.13.3-2 に示す。これらの図によ

れば、指紋照合関連に集中した出願があり、セキュリティ向上を課題とし、入力技術を解

決手段とする出願が最も多くみられる。また指紋照合における識別照合や構成技術を解決

手段とするものもまとまった出願がある。 

 なお技術課題、解決手段の具体内容については 1.4 節技術開発の課題と解決手段を参照

されたい。 

図 2.13.3-1 技術要素・課題対応出願件数分布 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.13.3-2 技術要素・解決手段対応出願件数分布 
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 表 2.13.3-1 は浜松ホトニクスの生体情報を用いた個人照合技術に関連する 1991 年 1 月

～2001 年 9 月に公開された登録と係属の特許について技術要素、課題ごとに分類したもの

である。 

 

表 2.13.3-1 浜松ホトニクスの技術開発課題対応特許一覧表(1/3) 

技術要素 題課 特許番号 特許分類 名称 

   概要(解決手段要旨) 図 
指紋システ

ム 
セ キ ュ
リティ 

特開平
11-338827 

G06F15/00,330 人物照合システム 

特開平
6-176134 

G06F15/62,460 指紋認識装置 

特開平
7-146940 

G06T7/00 照合装置 

特開平
7-146942 

G06T7/00 照合装置 

特開平
7-171137 

A61B5/117 指紋読み取り装置 

G06T1/00 パタ－ン検出装置 (海外出願あり) 

特開
2001-155141 

被測定対象との接
触面を有するプリ
ズム、互いに平行な
入射・出射面を有す
るファイバ光学部
品、ＣＣＤ、光源部
とを備え、それぞれ
を特定の角度関係
とすることにより、
伝送路の屈曲によ
る光の伝送損失を
減少させ、明瞭な出
力イメージを得る。  

特開平
9-184931 

G02B6/08 ファイバ光学プレ－ト 

特開平
10-104442 

G02B6/04 画像入力装置 (海外出願あり) 

特開平
10-104444 

G02B6/04 
ファイバ光学デバイス、受光部品及びパタ－ン取得装置 
(海外出願あり) 

特開平
10-104445 

G02B6/04 ファイバ光学デバイス、受光部品及びパタ－ン取得装置 

セ キ ュ
リティ 
 

特開平
10-208022 

G06T1/00 ファイバ光学プレ－ト 

特開平
10-283464 

G06T1/00 指紋像入力装置 

特開
2000-75206 

G02B17/08 光学素子 

指紋入力 

操 作 ・
利便性 

特開
2000-149028 

G06T7/00 人物照合装置 

特開
2000-3442 

G06T7/00 人物照合装置 
指紋照合 

セ キ ュ
リティ 特開

2001-34757 
G06T7/00 指紋照合装置 
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表 2.13.3-1 浜松ホトニクスの技術開発課題対応特許一覧表(2/3) 

技術要素 題課 特許番号 特許分類 名称 

   概要(解決手段要旨) 図 
G06T7/00 人物照合装置 (海外出願あり) 

 
セ キ ュ リ
ティ 

特開平
9-91434 

新規に登録しようと
する特徴パターンと
他人の比較用パター
ンとの間の相関値を
求め、この相関値が
所定のしきい値以下
である場合にその特
徴パターンを登録す
ることにより、他人
を本人と誤認する確
率が低減される。 

 

 G06T7/00 照合装置 

特許
2738906 

第１のフーリエ変換
手段で変換された合
同フーリエ変換光像
を、第２の空間光変
調器に直接入力し
て、第２のコヒーレ
ント光像に変換する
ことにより光パター
ン認識装置の演算精
度と速度の向上をは
かる。  

指紋照合 

操作・利便
性 
 

G06K17/00 人物照合装置 (海外出願あり) 

  
特開平
6-76128 

入力情報と参照情報
は回折光として取り
出され、フーリエ変
換され、相関を求め
ることにより、判別
すべき身体の一部の
位置ずれにたいする
許容度が高い装置を
得る。 

 

 経済性 
特開平
10-143663 

G06T7/00 指紋情報処理装置 
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表 2.13.3-1 浜松ホトニクスの技術開発課題対応特許一覧表(3/3) 

技術要素 題課 特許番号 特許分類 名称 

   概要(解決手段要旨) 図 

指紋照合 経済性 
特開
2001-29331 

A61B5/117 パタ－ン検出装置 

G06T7/00 顔認識装置 

顔貌 
操作・利便
性 

特許
2500203 

人物の顔の正面情
報と側面情報を取
り込み、二値化し外
形（シルエット）情
報を求めることに
より、簡単なシステ
ムによって、容易に
人物の顔を認識し、
同定することので
きる顔認識装置を
提供する。 

 

 
セ キ ュ リ
ティ 

特開平
8-185519 

G06T7/00 人物照合方法及びその装置 

  
特開平
11-3423 

G06T7/00 
画像照合装置及び照合方法並びに照合プログラムを記
録したコンピュ－タ読み取り可能な記録媒体 

特開平
9-81725 

G06T7/00 人物照合装置 (海外出願あり) 

 

参照用および照合
用画像をﾌｰﾘｴ変換
し、参照用画像と照
合用画像のﾌｰﾘｴ変
換結果とを乗算し
た後、この結果を逆
ﾌｰﾘｴ変換し相関信
号を求めることに
より、高い精度で短
時間に照合を行う。 

 

生体一般 

特開平
9-147115 

G06T7/00 人物照合装置 (海外出願あり) 

 

対象者の身体パタ
ーンを複数回撮像
し登録し、参照用・
照合用画像のフー
リエ変換結果を重
ね合わせ、これと照
合用画像のフーリ
エ変換結果とを乗
算した後、逆フーリ
エ変換して類似度
を求めることによ
り、回転・歪み等が
ある場合にも照合
率が高い装置を得
る。 

 

 

操作・利便
性 

特開平
10-309268 

A61B5/117 凹凸画像入力装置 
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2.13.4 2.13.4 2.13.4 2.13.4 技術開発拠点技術開発拠点技術開発拠点技術開発拠点    

 本レポートのテーマに関連する浜松ホトニクスの主要開発拠点を下表 2.13.4-1 に示す

（出典：http://www.hpk.co.jp/）。 

 

表 2.13.4-1 浜松ホトニクスの主要技術開発拠点 
開発拠点 所在地 分野 

本社工場 静岡県浜松市 － 
中央研究所 静岡県浜北市 － 
筑波研究所 茨城県つくば市 － 

 

2.13.5 2.13.5 2.13.5 2.13.5 研究開発者研究開発者研究開発者研究開発者    

    浜松ホトニクスの出願特許の実質発明者情報より、研究開発担当者を推定し、開発者規

模の推移を分析した結果が、図 2.13.5-1 である。研究開発者数は 1991 年から 93 年にかけ

て増加し 10 名となったが、その後減少して 96 年に再び増加している。出願件数の推移も

開発者数の動きに連動している。    

    

図 2.13.5-1 浜松ホトニクスの発明者人数および出願件数推移 
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2.14.1 2.14.1 2.14.1 企業の概要企業の概要    

時計、電子情報機器の大手メーカである。情報端末などモバイル情報通信分野へ積極的

に展開している。またデバイスでは液晶が急成長した。 

今回調査した中のカシオ計算機の特許は、公開特許が 26 件であった。生体情報による

個人照合に関して、指紋等の読取り装置、入力信号処理、バイオメトリクス照合の分野に

出願している。 

表 2.14.1-1 にカシオ計算機の概要を示す。 

 

表 2.14.1-1 カシオ計算機の概要    

1) 商号 カシオ計算機株式会社 

2) 設立年月日 1957年6月 

3) 資本金 415億4,900万円 

4) 従業員 3,407名（単独）、18,119名（連結） 

5) 事業内容 
制御機器・FAシステム事業、電子部品事業、電子決済・公共情報システ
ム事業、健康機器・健康ｻｰﾋﾞｽ事業、パソコン周辺機器 他 

6) 技術・資本提携関係 － 

7) 事業所 東京、青梅 

8) 関連会社 甲府カシオ、山形カシオ、愛知カシオ、高知カシオ 他 

9) 業績推移（百万円） 
売上／410,338(1999年度)、443,930(2000年度)            
利益／6,173(1999年度)、6,547(2000年度) 

10) 主要製品 情報機器、電子時計、通信・映像機器、デバイス・その他 

11) 主な取引先 － 

    

2.14 2.14 2.14 カシオ計算機カシオ計算機 
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2.14.2 生体情報を用いた個人照合技術に関連する製品・技術 

 

表 2.14.2-1 カシオ計算機の関連製品例 

技術要素 製品 製品名 発売時期 出典 
指紋入力 指紋認証デバイ

ス 
－ 2001 年 10 月発表 http://www.casio.co.jp/ced/pr

oducts/app_fingerp.html 

 

 

 

( 1 ) 指紋認証デバイス 

 高画質密着型センサーにより、光学式で薄型化を実現したもの。自動感度調整機能によ

り、光学式でありながら、０～10 万 Lux まで対応し、使用環境を選ばない。また、静電気

耐圧 ±15V の高信頼性を実現している。 

 
   図 2.14.2-1 カシオ計算機  指紋認証デバイスの構造 
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 照合精度をさらに高める高精細 500dpi デバイスを開発し、指紋の特徴点や曲線の形状を

より正確に捕捉し照合性能の向上に寄与している。 

 また、白色光源を採用し、外乱に強く、安定した撮像性能を実現した。例えば青インク

で汚した指で比べると、指の汚れ、個人差、押し圧などの外乱に強く、より安定した撮像

が可能になった。 

 用途として携帯電話、PDA、モバイル PC など幅広く展開できる。 

 

図 2.14.2-2 カシオ計算機 指紋認証デバイスの解像度改善 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.14.2-3 カシオ計算機 指紋認証デバイスの白色光源 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.14.2-4 カシオ計算機 指紋認証デバイスの用途 
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2.14.3 2.14.3 2.14.3 技術開発課題対応保有特許の概要技術開発課題対応保有特許の概要    

 カシオ計算機の生体情報を用いた個人照合に関連する特許における技術要素と技術課題

の対応を図 2.14.3-1 に、また解決手段との対応を図 2.14.3-2 に示す。これらの図によれ

ば、指紋照合関連に集中した出願があり、操作・利便性を課題とし、入力技術を解決手段

とする出願が最も多くみられる。また指紋照合の識別照合、構成技術を解決手段とするも

のや署名照合にも若干の出願がある。 

 なお技術課題、解決手段の具体内容については 1.4 節技術開発の課題と解決手段を参照

されたい。 

図 2.14.3-1 技術要素・課題対応出願件数分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.14.3-2 技術要素・解決手段対応出願件数分布 
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 表 2.14.3-1 はカシオ計算機の生体情報を用いた個人照合技術に関連する 1991 年 1 月～ 

2001 年 9 月に公開された登録と係属の特許について技術要素、課題ごとに分類したもので

ある。 

 

表 2.14.3-1 カシオ計算機の技術開発課題対応特許一覧表(1/3) 

技術
要素 

課題 特許番号 特許分類 名称 

 
  

概要(解決手段要旨) 図 
特開平
11-184992 G06K17/00 ＩＣカ－ドおよびＩＣカ－ドが挿入される装置 

H04L9/08 暗号化・復号化装置およびその方法 

特開平
11-187007 

読み取った指紋パ
ターンに基づいて、
鍵データを生成し、
その鍵データを用
いて保存すべきデ
ータを暗号化する
ことにより、セキュ
リティが高く、デー
タの保存・取り出し
操作が簡単である
装置および方法を
提供する。 

 
特開平
11-195005 G06F15/00,330 ユ－ザ／端末装置同時認証方法及びシステム 

特開平
11-195120 G06T7/00 

電子ドキュメントに関するユ－ザ認証／電子署名方法
及びシステム 

セキュリテ
ィ 

特開
2001-1260
72 

G06T7/00 
画像デ－タ照合装置、画像デ－タ照合方法、及び画像デ
－タ照合処理プログラムを記憶した記憶媒体 

特開平
7-105142 G06F15/02,335 電子機器 
特開平
11-53524 G06T1/00 読取装置 

G06T7/00 指紋照合装置及び記録媒体 

指紋 

操作・利便性 

特開平
11-250251 

指紋読取装置によ
って指の指紋パタ
ーンを検出し、パタ
ーンを照合するこ
とによりパーソナ
ルコンピュータ等
のセキュリティチ
ェックの操作性を
より優れたものに
すること。 
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表 2.14.3-1 カシオ計算機の技術開発課題対応特許一覧表(2/3) 

技術
要素 

課題 特許番号 特許分類 名称 

 
  

概要(解決手段要旨) 図 

G06T1/00 読取装置 (海外出願あり) 

特開平
11-259638 

フォトセンサ上に
設けられた透明導
電層に静電気逃げ
用の機能を持たせ
ることにより、フ
ォトセンサが静電
気により誤動作し
たり破損したりし
ないようにするこ
とができる。 

 
特開
2000-5151 A61B5/117 読取装置 
特開
2000-76425 G06T1/00 接触型形状計測装置 

特開
2000-285079 G06F15/00,330 

ネットワ－クシステム、デ－タ回覧方法、デ－タ処理装
置、及び記録媒体 

特開
2001-94089 H01L27/146 指紋センサ 

特開
2001-126067 G06T7/00 

画像照合装置，画像照合方法，及び画像照合処理プログ
ラムを記憶した記憶媒体 

G06T1/00 指紋読み取り装置 

特開
2001-143056 

指先の指紋読み取
る指紋読み取り装
置において、指ガ
イドの表面は導電
性材料からなり、
この導電性材料は
アースを介して接
地 さ れ て い るた
め、静電気による
誤動作や破損を確
実に防止できる。  

操作・利
便性 

特開
2001-188755 G06F15/00,310 

通信電子機器及び通信処理プログラムを記憶した記憶
媒体 

特開平
11-53523 G06T1/00 読取装置  

G06T1/00 読取装置 (海外出願あり) 

指紋 

経済性 
特開平
11-110537 

透明粒子からなる
散乱反射層を有す
る凹凸検出光学素
子を設け、指の指
紋に応じた明暗の
強調された画像を
得ることができ、
光のロスを少なく
し、また各部品の
位置合わせ精度を
緩和する。  
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表 2.14.3-1 カシオ計算機の技術開発課題対応特許一覧表(3/3) 

技術
要素 

課題 特許番号 特許分類 名称 

 
  

概要(解決手段要旨) 図 

G06T1/00 読取装置 

指紋 経済性 
特開平
11-149552 

指紋等を読み取る
読取装置において、
透過部を有するフ
ォトセンサ、凹凸検
出光学素子および
直角プリズムを用
いることにより装
置全体を小型化す
る。 

 

G10L15/10 
音声照合装置、音声照合方法、及び音声照合処理プログ
ラムを記憶した記憶媒体  (海外出願あり) 

セキュリ
ティ 

特開
2001-117579 

登録された音声の
２次元データに配
置された複数のテ
ンプレートの相互
位置関係と照合音
声の複数の領域の
相互位置関係との
比較により同一性
が判定されるので、
照合前処理が少な
く、しかも照合率の
高い音声照合が行
える。  

声紋 

操作・利
便性 

特開平
10-283408 G06F17/60 スケジユ－ル報告装置及び記憶媒体 

G06K9/20,320 手書き入力認識方法 

特開平 9-6897 

手書き入力時のス
ピ－ドが速い場合
にはサンプリング
時間を短かくし、逆
に入力スピ－ドが
遅い場合にはサン
プリング時間を長
くすることにより、
手書き入力時のス
ピ－ドに影響され
ず、サンプリングデ
－タ数をほぼ一定
に保ち、文字認識等
の向上を実現する。  

特開平
9-319875 G06T7/00 サイン認証システム 

署名 
セキュリ
ティ 

特開平
10-255054 G06T7/00 デ－タ入力装置およびそのプログラム記録媒体 

複合 
操作・利
便性 

特開
2001-167054 G06F15/00,330 携帯情報機器、認証装置及び認証システム 

生体一
般 

経済性 
特開平
11-85705 G06F15/00,330 

アクセス権取得／判定方法、アクセス権取得／判定装
置、アクセス権取得／判定機能付電子カメラ装置および
携帯型電話機 
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2.14.4 2.14.4 2.14.4 2.14.4 技術開発拠点技術開発拠点技術開発拠点技術開発拠点    

 本レポートのテーマに関連するカシオ計算機の主要開発拠点を下表 2.14.4-1 に示す。

（出典：http://www.casio.co.jp/company/jigyousyo.html）。 

表 2.14.4-1 カシオ計算機の主要技術開発拠点 
開発拠点 所在地 分野 

本社 東京都渋谷区 － 
羽村技術センター 東京都羽村市 － 
八王子研究所 東京都八王子市 － 

 

2.14.5 2.14.5 2.14.5 2.14.5 研究開発者研究開発者研究開発者研究開発者    

    カシオ計算機の出願特許の実質発明者情報より、研究開発担当者を推定し、開発者規模

の推移を分析した結果が、図 2.14.5-1 である。1997 年に研究開発者数が 10 名に急増して

いる点が特徴的である。その後は数名で推移し、この分野の開発を継続していくものと考

えられる。出願件数も連動した推移を示している。 

 

図 2.14.5-1 カシオ計算機の発明者人数および出願件数推移 
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2.15.1 2.15.1 2.15.1 企業の概要企業の概要    

山武は、計測と制御技術を核に、ビルシステム事業、産業システム事業、制御機器事業、

セントラル空調を扱うホームコムフォート事業、社会的ニーズに対応した環境事業や新エ

ネルギー・防災事業などを展開している。個人照合関連製品は、山武のグループ会社の１

つであるビルディングオートメーション事業を主とする山武ビルシステムが製造・販売し

ている。なお、山武および山武ビルシステムは、それぞれ 1998 年に山武ハネウエル、山武

計装から社名が変更、命名された。今回調査した中の山武の特許は、登録が４件、公開特

許が 20 件であった。そのうち１件が海外に出願されている。 

表 2.15.1-1 に山武の概要を示す。 

 

表 2.15.1-1 山武の概要    

1) 商号 株式会社 山武 

2) 設立年月日 1949年8月22日 

3) 資本金 105億2,271万円                         （2001年10月現在） 

4) 従業員 2,087名（単独）、6,857名（連結）       （2001年10月現在） 

5) 事業内容 制御機器、ビルシステム、産業システム、ホームコンフォート、環境、

新エネルギー・防災事業 

6) 技術・資本提携関係 （技術提携）－ 

（資本提携）－ 

（共同開発）東北大学（画像処理技術：Phase Only Correlation） 

7) 事業所 藤沢、湘南、伊勢原工場 

8) 関連会社 山武ビルシステム、山武産業システム 他 

9) 業績推移 

（連結、百万円） 

売上／169,633(1999年度)、177,940(2000年度) 

利益／3,413(1999年度)、▲5,918(2000年度) 

10) 主要製品 制御および計測用機器、電気・通信機器・装置、光学用機器・ 

装置、医療用電子・電気機器 

11) 主な取引先 － 

    

2.15.2 2.15.2 2.15.2 生体情報を用いた個人照合技術に関連する製品・技術生体情報を用いた個人照合技術に関連する製品・技術    

    山武は、東北大学との共同研究により独自の画像処理技術「位相限定相関法」POC（Phase 

Only Correlation）を開発、1995 年実用化に成功した。 

POC は、デジタル信号化された登録画像と照合すべき入力画像をフーリエ変換後、振幅

データと位相データに分解し、このうち形状情報（変化成分）が含まれる位相情報を利用

して登録画像と入力画像の相関（類似性）を算出するアルゴリズムである。この方式は、

照合する画像全体を比べており、面積的に微小な特定データの影響を受けることが少なく、 

2.15 2.15 2.15 山武山武山武    
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高い認識性能を得ることができる。指紋照合に適用した場合、汗、乾燥、傷、汚れなどで 

変化した指紋でも安定した照合結果が得られるという特長を持つ。 

POC は、対象物が同じかどうかを判定する汎用的なパターンマッチング技術であり、指

紋以外の顔貌、虹彩などの対象物の照合にも適用可能である。図 2.15.2-1 に POC の概念 

図と POC を指紋照合に適用した例を示す。 

（出典：http://www.yamatake.co.jp/japan/01gourp/yc_home/kenkyu.html、http:// 

canplaza1.yamatake.co.jp/canplaza/ybs_direct/friend/isougentei2/isougent.htm） 

 

図 2.15.2-1 位相限定相関法の概念および指紋照合例 

位相限定相関法の概念 
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開発された POC（位相限定相関法）技術を応用して山武のグループ会社である山武ビル

システムが表 2.15.2-1 に示す指紋照合式出入管理装置「フレンドタッチ」を製造・販売

している。 

表 2.15.2-1 山武の関連製品例 

技術要素 製品 製品名 発売時期 出典 

フレンドタッチ 

標準モデル 

形式 GY3000A01 他 

1997 年 http://canplaza1. 

yamatake.co.jp/canplaza/yb

s_direct/friend/ 

home3/home3.htm 

フレンドタッチ 

履歴通信モデル 

形式 GY3020A02 他 

1998 年 同上 

指紋 入退室管理 

 

 

フレンドタッチ 

警備モデル 

形式 GY3010A02 他 

1998 年 同上 

    

(1) (1) (1) 指紋照合式出入管理装置「フレンドタッチ」標準モデル指紋照合式出入管理装置「フレンドタッチ」標準モデル    

    指紋照合式出入管理装置フレンドタッチは、電気錠や自動扉と組み合せて使用し、キー

やカードの代わりに「指紋」を ID コードとしてドアを解錠するセキュリティ製品である。

主に下記の特長を持つ。 

a.高速照合（平均照合時間：0.1 秒） 

b.高性能（照合方式に独自の「位相限定相関法」を用いているのでズレ／ゆがみ／かす

れ／ごみなどにも強く 100％近い認識率が得られる） 

c.汎用性が高い（あらゆる扉に設置可能） 

d.制御部、操作部が一体型で周辺機器コスト、施工コストを抑圧できる 

e.出入履歴情報を表示可能 

f.標準タイプ以外に次の２タイプが選べる 

 

(2) (2) (2) 指紋照合式出入管理装置「フレンドタッチ」履歴通信モデル指紋照合式出入管理装置「フレンドタッチ」履歴通信モデル    

  出入などの履歴の通信出力機能（インターフェイスを経由してパソコンなど外部機器に

接続可能）を持つ。 

 

(3) (3) (3) 指紋照合式出入管理装置「フレンドタッチ」警備モデル指紋照合式出入管理装置「フレンドタッチ」警備モデル 

  出入などの履歴の通信出力機能（インターフェイスを経由してパソコンなど外部機器に

接続可能）、初入者・最終者の操作により警備状態を警戒／非警戒に切換える警備切換え機

能を持つ。 
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図 2.15.2-2 に指紋照合式出入管理装置「フレンドタッチ」の外観図を示す。 

 

図 2.15.2-2 指紋照合式出入管理装置「フレンドタッチ」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

2.15.3 2.15.3 2.15.3 技術開発課題対応保有特許の概要技術開発課題対応保有特許の概要    

 山武の生体情報を用いた個人照合に関連する特許における技術要素と技術課題の対応を

図 2.15.3-1 に、また解決手段との対応を図 2.15.3-2 に示す。これらの図によれば、指紋

照合関連に集中した出願があり、セキュリティ向上や操作・利便性を課題とし、識別照合

技術を解決手段とする出願が最も多くみられる。また生体一般照合のセキュリティ向上を

課題とし、識別照合技術を解決手段とする出願も若干ある。 

 なお技術課題、解決手段の具体内容については 1.4 節技術開発の課題と解決手段を参照

されたい。 
図 2.15.3-1 技術要素・課題対応出願件数分布 
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図 2.15.3-2 技術要素・解決手段対応出願件数分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  表 2.15.3-1 は山武の生体情報を用いた個人照合技術に関連する 1991 年１月～2001 年９

月に公開された登録と係属の特許について、技術要素、課題ごとに分類したものである。 

 

表 2.15.3-1 山武の技術開発課題対応保有特許一覧表（1/4） 

技術要素 課題 特許番号 特許分類 名称 

   概要(解決手段要旨) 図 
特開平
9-22406 

G06F17/14 パターン照合装置                         

 N次元離散的フーリエ変換
（N次元離散的逆フーリエ
変換）の施された合成N次
元パターンデータに出現
する相関成分エリアのN次
元パターンデータを構成
する個々のデータごとの
相関成分の強度に基づい
て登録パターンと照合パ
ターンの照合を行う。 

 

指紋 セキュリ
ティ 
 

特開平
10-55442 

G06T7/00 パターン照合装置                         

指
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表 2.15.3-1 山武の技術開発課題対応保有特許一覧表（2/4） 

技術要素 課題 特許番号 特許分類 名称 

   概要(解決手段要旨) 図 
特開平
10-63848 

G06T7/00 パターン照合装置                         

 登録および照合パターン
の背景分離処理を行い、両
者のN次元パターンデータ
との合成フーリエN次元パ
ターンデータから、この合
成フーリエN次元パターン
データに出現する相関成
分エリアのN次元パターン
データを構成する個々の
データごとの相関成分の
強度に基づいて登録と照
合パターンの照合を行う。

 

特許3120272 G06T1/00,400 指紋入力装置                            

特開平
10-171968 

指の紋様面からの反射光
をピンホールを通過さ
せ、光学的指紋採取面と
ほぼ平行な結像面上に結
像させ、ボケと歪を大幅
に低減する。 
 

 

特開平
10-124667 

G06T7/00 パターン照合装置                         

特開平
11-96354 

G06T7/00 本人確認媒体、位相画像作成装置およびパ
ターン照合装置                           

特開平
11-102432 

G06T1/00 指紋入力装置                            

特開平
11-134498 

G06T7/00 パターン照合装置                         

セキュリ
ティ 
 

特開
2001-216496 

G06T1/00 指紋画像入力装置                         

特許2865528 G06T7/00 指紋照合装置                            

指紋 
 

操作・ 
利便性 

特開平
7-57092 

登録指紋の紋様中の各特
徴点につき、各特徴点を中
心に段階的周囲領域を求
め、別の特徴点が存在しな
い最大の周囲領域に応ず
る第一のパラメータと原
点から各特徴点までの距
離に応ずる第二のパラメ
ータに基づいて各特徴点
の重要度を決定する。 
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表 2.15.3-1 山武の技術開発課題対応保有特許一覧表（3/4） 

技術要素 課題 特許番号 特許分類 名称 

   概要(解決手段要旨) 図 
特許2865529 G06T7/00 指紋照合装置                            

特開平
7-57084 

登録データ記憶手段に記
憶された重要度の高い順
に、照合指紋の特徴点を抽
出する。抽出された第一、
第二の特徴点を基準ペア
として照合指紋の座標上
での位置補正をする。 
 

 

特許2865530 G06T7/00 指紋照合装置                            

特開平
7-57086 

照合指紋の紋様中の座標位
置を中心として探索領域を
定めるに際し、少なくとも
第一番目の特徴点について
は、探索領域の大きさが、
算出されたズレ量に応じて
決定され、その探索領域か
らデータが抽出され、登録
データと比較される。 

 

特開平
11-102431 

G06T1/00 指紋入力装置                            

特開平
11-161635 

G06F17/14 ＤＦＴ行列データの保存方法               

指紋 
 
 

操作・ 
利便性 
 

 DFT行列データにおいて、他
の要素データから自己のデ
ータが決定できる要素デー
タを取り除くことにより、
該要素データが取り除かれ
たDFT行列データを保存す
ることにより記憶容量を大
幅に削減する。 
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表 2.15.3-1 山武の技術開発課題対応保有特許一覧表（4/4） 

技術要素 課題 特許番号 特許分類 名称 

   概要(解決手段要旨) 図 
特開平
11-219432 

G06T7/00 位相出力回路                             

 最上位有効ビット検出部、
該最上位有効ビット位置
から下位mビットを切り出
す下位ビット切り出し部
を設け、小容量の位相変換
テーブルを用いて、高精度
に入力値の位相を得る。 

 

操作・ 
利便性 
 

特開
2001-101391 

G06T1/00 指紋照合装置                             

特開平
10-275233 

G06T7/00 情報処理システム、ポインティング装置およ
び情報処理装置                           

指紋 

経済性 
 

特開
2000-163585 

G06T7/00 生体情報照合システム、設定操作器および被
操作機器                                 

顔貌 操作・ 
利便性 

特開平
10-134188 

G06T7/00 顔画像照合装置                           

複合 経済性 特開平
10-134185 

G06T7/00 操作者照合装置                           

特開平
10-55439 

G06T7/00 パターン照合装置                         

特開平
10-55443 

G06T7/00 パターン照合装置                         

セキュリ
ティ 
 

特開平
10-63847 

G06T7/00 パターン照合装置                         

生体一般 
 

操作・ 
利便性 

特開平
11-134477 

G06T1/00 パターン入力装置                         
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 2.15.4  2.15.4  2.15.4 技術開発拠点技術開発拠点    

山武は計測と制御技術を核として、研究開発本部が中核となり山武グループの基礎研究

と次世代に向けた技術開発を推進している。国内外の大学、企業とも積極的に共同研究を

推進しており、本レポートのテーマに関連する照合技術「位相限定相関法」も大学との共

同研究の成果である。山武ビルシステムの研究開発部は、制御技術を核として、ビルディ

ングオートメーションを始め、建物・環境関連の先進技術の開発を担っている。 

（出典：http://www.yamatake.co.jp/japan/01gourp/yc_home/kenkyuu.html） 

 

表 2.15.4-1 山武の主要技術開発拠点 

開発拠点 所在地 分野 

株式会社山武 

研究開発本部 

神奈川県藤沢市 山武グループ研究開発の中核として、基礎研究と

次世代を見据えた技術開発の推進 

山武ビルシステム株式会社 

研究開発部 

東京都大田区 ビルディングオートメーションを主とする建物・

環境関連の技術開発 

0

2

4

6

8

10

91 92 93 94 95 96 97 98 99
出願年

発
明
者
数
・
出
願
件
数

発明者数
出願件数

0

2

4

6

8

10

0 2 4 6
発明者数

出
願
件
数

91年

99年

発展期

停滞期

96/97年
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2.16.1 2.16.1 2.16.1 2.16.1 企業の概要企業の概要企業の概要 

総合エレクトロニクスメーカ。液晶・光学技術に強く、液晶、フラッシュメモリー・CCD

および CMOS イメージャーなどで新製品を創出している。生体情報による個人識別に関する

製品には画像処理装置、指紋入力デバイス、個人識別機能を持つ PDA などがある。これら

の技術を背景にして、特許は 11 件登録されており、うち 6 件は指紋画像の入力装置で、ほ

かは画像処理による照合技術などに関するものである。 

 

表 2.16.1-1 シャープの概要    

1) 商号 シャープ株式会社 

2) 設立年月日 1935 年 5 月 

3) 資本金 2,041 億 5,600 万円 

4) 従業員 23,229 名（単独）、49,101 名（連結） 

5) 
 

事業内容 
 

液晶最大手、家電・情報機器・デバイスのバランス経営指向、 
モバイル用半導体、オプト技術優位 

6) 技術・資本提携関係 － 

7) 事業所 栃木、広島、八尾、奈良、天理、他 4 

8) 
 

関連会社 
 

シャープエレクトロニクスマーケティング、 
シャープシステムプロダクト、他多数 

9) 
 

業績推移（百万円） 
 

売上／1,854,774（1999 年度）、2,012,858（2000 年度） 
利益／28,130(1999 年度)、38,527(2000 年度) 

10) 主要製品 AV・通信機器、電化機器、情報機器、IC、液晶、その他電子部品 

11) 主な取引先 － 

12) 技術移転窓口 － 

    

    

2.16.2 2.16.2 2.16.2 生体情報を用いた個人照合技術に関連する製品・技術生体情報を用いた個人照合技術に関連する製品・技術    

 

表 2.16.2-1 バイオメトリクス照合による製品例 

技術要素 製品 製品名 発売時期 出典 
バイオメト
リクス照合 

画像処理プロセ
ッサ/ボード 

LR0P300  
－ 

http://www.sharp.co.jp/produc
ts/device/ctlg/jsite21/table/
034.html 

指紋入力 ﾚﾝｽﾞ一体型 11 万
画素 CMOS ｲﾒｰｼﾞｾ
ﾝｻ 

LZ0P3820 2000 年 7 月 28 日 http://www.sharp.co.jp/sc/gai
you/news/000728-2.html 

署名照合 ザウルスサイン
認証システム 

 
－ 

 
－ 

http://ezaurus.com/zbsolution
/middleware/seculity/02.html 
 

    

2.16 2.16 2.16 2.16 シャープシャープシャープシャープ    



(1)(1)(1)(1)    画像処理プロセッサ／ボード画像処理プロセッサ／ボード LR0P300LR0P300 

    LR0P300 はフィルタ処理、画像の特徴抽出、画像変換等、各種画像処理機能を 1 チップ
に凝縮した低価格な汎用画像処理 LSI である。従来、数チップを要していた処理が 1 チッ
プで実現できるため、使いやすく、省コスト・省エネ・省スペースに寄与する。    

    

特長 

・1 画素 40 ns の高速処理 

・マイクロコードの設定・書換えにより多様な画像処理を実行 

・3×3 のコンボリューション演算 

・ラベリング／細線化用の、FIFO 内蔵（水平画素 512 までは外付け FIFO が不要） 

 

主な処理機能 

各種画像間演算、各種微分処理、濃度投影、ヒストグラム、一致度、細線化、ラベリ

ング、膨張・収縮、端点・分岐点・孤立点の抽出、各種ノイズ除去、LUT 変換、面 積・

周囲長・重心モーメントの算出、オイラー数、境界画素抽出など 

 

主な用途 

無人監視、指紋照合、人物認識、人物計測 

 

図 2.16.2-1 画像処理プロセッサ/ボード   図 2.16.2-2 画像処理プロセッサ/ボード 

            の外観                                  の内部ブロック図 

 

 

 

    

(2)(2)(2) レンレンレン

LZ0P3

り、薄型

 

特長

・

・

・

・

ズ一体型ズ一体型ズ一体型 111111 万画素万画素 CMOSCMOS イメーイメーイメー

820 は薄型光学レンズと 1/7 型

５ｍｍ厚パッケージサイズを実

 

厚さ５ｍｍの超薄型化を実現、

低消費電力設計(75mW) 

動画像送信方式の世界共通規格

薄型レンズと CMOS イメージセ

り、セットメーカ側が行う光

の短縮が図れるとともに、部
224 

 

 

 

 

ジジジセンサセンサ LZ0P3820LZ0P3820LZ0P3820    

11 万画素 CMOS メージセンサを一体化することによ

現したものである。 

機器の薄型化に貢献 

である CIF(Common Intermediate Format)に対応 

ンサを一体化したパッケージを採用することによ

学部品の取り付け作業が不要となるため、設計時間

品点数の減少によりコスト削減が可能となる 
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図 2.16.2-3 レンズ一体型 11 万画素 CMOS イメージセンサ 外観    

    

    

    

    

    

    

    

    
主な仕様 
    

形 名  LZ0P3820 
光学系サイズ 1/7 型  
レンズ仕様 F2.8、2.0mm 
総画素数  11 万［393(水平)×299(垂直) 
有効画素数  367(水平)×291(垂直) 
セルサイズ  5.6μｍ角(正方形画素) 
外形寸法  11.4mm×11.4mm×5mm 
感 度  260mV 
飽和出力電圧 700mV 
出力信号 デジタル(８ビット) 
フレーム レート 30 フレーム/秒  
電源電圧  2.9～3.6Ｖ 
消費電力 45mW 
内蔵回路 ﾀｲﾐﾝｸﾞ IC 機能  CDS/AGC  8 ﾋﾞｯﾄ A/D ｺﾝﾊﾞｰﾀ  

 
主な用途 
指紋認識装置 

    

(3)(3)(3) ザウルスザウルス サイン認証システムサイン認証システム        

本サイン認証システムで、本人の手書きサイン無しには、ザウルスを使用出来ない環境

を実現した。サイン認証として、本人だけが持つ筆記運動のくせで認識を行う「動的署名

照合システム」（開発元･日本サイバーサイン株式会社）を採用し、サインの形状・スピー

ド・ストロークの要素でサインの照合を行う。 

これにより盗難、置き忘れ、なりすましなどのアクシデントから、企業の重要データや

個人のプライバシーなどを保護し、登録ユーザー以外の使用を不可能にし、安心して極秘

データの活用が可能である。 

 

特長 
・動的署名の特性を考慮（極めて一致する署名はシステムで排除（統計結果）す

る学習機能：長期変動を考慮） 

・適切な照合レベルの設定が可能 

・言語依存性がなく、パターンが任意（工夫により個人ごとに安全性を確保） 

・署名イメージの二次的利用が可能（署名欄等での利用） 
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・照会するサイン ID が変更可能なため、複数のサインで運用可能 

・本体のリセットを行ってもシステムに入れない頑固なセキュリティ 

 

図 2.16.2-4 システム概略 
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2.16.3 2.16.3 2.16.3 技術開発課題対応保有特許の概要技術開発課題対応保有特許の概要    

 シャープの生体情報を用いた個人照合に関連する特許における技術要素と技術課題の対

応を図 2.16.3-1 に、また解決手段との対応を図 2.16.3-2 に示す。これらの図によれば、

指紋照合関連に集中した出願があり、セキュリティ向上や操作・利便性を課題とし、入力

技術を解決手段とする出願が最も多くみられる。さらに目立ったものとしては指紋照合の

制御技術などの周辺技術を解決手段とする出願がある。 

 なお技術課題、解決手段の具体内容については 1.4 節技術開発の課題と解決手段を参照

されたい。 

図 2.16.3-1 技術要素・課題対応出願件数分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.16.3-2 技術要素・解決手段対応出願件数分布 
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(1991 年１月～2001 年９月に公開の登録と係属案件) 
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 表 2.16.3-1 はシャープの生体情報を用いた個人照合技術に関連する 1991 年 1 月～2001

年 9 月に公開された登録と係属の特許について技術要素、課題ごとに分類したものである。 

 

表 2.16.3-1 シャープの技術開発課題対応特許一覧表(1/4) 

技術要素 題課 特許番号 特許分類 名称 

   概要(解決手段要旨) 図 

  
特許
2579375 

G06T1/00 指紋入力装置 

   

光源からの光を導
光板内において全
反射させ、入射光を
貫通穴の端面から
出射して指に照射
することにより、Ｓ
/Ｎ比を大きくして
セキュリティを改
善する。  

  
特許
2763830 

G06T1/00 指紋入力装置 

   

光源の第１の点灯
位置と第２の点灯
位置で撮影した指
紋画像に基づき対
象指が立体物か否
かを判別し、人工的
に作られた像によ
る入力を防ぎ信頼
性の高い装置を提
供する。  

指紋 
セキュリ
ティ 

特許
2796428 

G06T1/00 指紋入力装置 

   

指が移動すること
によって回転する
ローラ、移動方向と
直交する１次元画
像を撮像する手段、
とを備え、往復移動
させた際に対応す
る２次元画像を読
みとり合成するこ
とにより、ノイズを
少なくして確実に
バターンを入力す
る。 

 

  
特許
2799054 

G06T1/00 指紋入力装置 

   

非接触状態で指紋
面を撮像する装置
において、ガイドに
押し込まれた状態
で作動するスイッ
チが設けられ、指が
挿入されて指の頭
頂部でスイッチが
押し込まれると撮
像可能とすること
により、認識性の高
い装置を実現する。  
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表 2.16.3-1 シャープの技術開発課題対応特許一覧表(2/4) 

技術要素 題課 特許番号 特許分類 名称 

   概要(解決手段要旨) 図 

  
特許
2901221 

G06T7/00 指紋入力方法 

   

接する２本の指を
含む画像から指の
接線を抽出し、これ
が垂直になるよう
に入力画像の角度
を補正することに
より、、精度の高い
指紋照合が可能に
なる。 

 

 
セキュリ
ティ 

特許
2949007 

G06T1/00 指紋入力方法 

   

指紋画像を２値化
して複数のブロッ
クに分割して画像
良否判断に適さな
い背景及び境界ブ
ロックを除去する
ことにより、入力さ
れた画像が照合等
に適正か否かを確
実に判断する。  

  
特開平
4-95176 

G06T7/00 指紋照合方法  

指紋  
特開
2000-222509 

G06F19/00 電子決裁装置 

  
特許
2829551 

G06T1/00 指紋入力装置 

   

使用者はハーフミ
ラーを通してガイ
ドの画像と挿入し
た自分の指を同時
に見ることができ、
ガイドと指を重ね
て指を空中で固定
し、指紋画像を撮像
することにより操
作性の良い指紋入
力装置を得る。  

 
操 作・利
便性 

特許
2859794 

G06T7/00 指の汗腺による個人特定方法 

   

指 紋 画 像 を ２ 値
化・細線化してラベ
リングし、画素数が
所定値以上のグル
ープを指紋隆線間
の凹部として消去
し、残ったグループ
を汗腺とし、その数
を比較することに
より、迅速かつ簡単
な方法で個人特定
が可能となる。 
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表 2.16.3-1 シャープの技術開発課題対応特許一覧表(3/4) 

技術要素 題課 特許番号 特許分類 名称 

   概要(解決手段要旨) 図 

  
特開平
11-185016 

G06T1/00 情報処理装置 (海外出願あり) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
指紋 

 
 
 
 
 
 
 
 
操作・利
便性 

 

使用者が指紋検出部
に指を押し当てる
と、指によってでき
た影をセンサーにて
検出し、その影の形
状が指による影の分
布であると判断する
ことにより電源をＯ
Ｎにする。その後、
押し当てた指から指
紋を検出し、記憶さ
れた指紋データと照
合することにより、
照合を開始するため
のキー操作等が不要
になり、繁雑な操作
が減少する。  

  
特開
2000-82140 

G06T7/00 処理デ－タ管理システム 

  
特開
2001-92961 

G06T7/00 指紋認証装置 

  
特開
2001-12566
0 

G06F1/00,370 情報処理システム 

  
特開
2000-20753
5 

G06T1/00 画像読取装置   

 経済性 
特開
2001-18449
0 

G06T1/00 指紋検出装置 

 
セキュリ
ティ 

特許
2648054 

G08B13/196 警報装置 

顔貌   

来訪者の顔の目，耳，
鼻，口等の特徴部分
を抽出する特徴抽出
手段、判定手段及び
通報手段等を備え、
サングラスやマスク
のため特徴部分の一
部が検出できない
時、不審人物候補と
して管理人等に通報
し犯罪を防止する。 
  

 
操作・利
便性 

特開平
5-35877 

G06F15/70,460 快適環境提供装置 
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表 2.16.3-1 シャープの技術開発課題対応特許一覧表(4/4) 

技術要素 題課 特許番号 特許分類 名称 

   概要(解決手段要旨) 図 

 操作・利便性
 

特許 
2906312 

G06T7/00 入力装置 

その他生体   

指を挿入する挿入
部に、身体の幅に応
じて動く可動ガイ
ドを設け、その移動
量から幅に応じた
閾値面積を算出し、
取り込んだ画像面
積と比較すること
により、入力画像が
照合に適正か否か
を判断し照合率を
向上させる。  

 
セキュリテ
ィ 

特開
2001-1905
27 

A61B5/117 個人認識装置および個人認識方法  

署名 
セキュリテ
ィ 

特許
3135104 

G06F15/00,330 電子機器の利用者認証装置 

   

手書きされたパス
ワードから文字コ
ードと筆跡を認識
し、登録済の文字コ
ードおよび筆跡と
が共に一致した場
合といずれか一方
が一致した場合と
で、異なるレベルの
アクセスを許可す
ることにより、登録
時とは異なる環境
での入力に対する
セキュリティを向
上する。 

 

生体全般 
セキュリテ
ィ 

特開平
10-207968 

G06F19/00 情報処理方法 

生体全般 
操作・利便
性 

特開平
10-167398 

B67D5/24 給油管理装置 
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2.16.4 2.16.4 2.16.4 技術開発拠点技術開発拠点    

  本レポートのテーマに関連するシャープの主要開発拠点と分野を下表 2.16.4-1 に示す

（出典：http://www.sharp.co.jp/corporate/profile/base/index.html）。 

 

表 2.16.4-1 シャープの主要開発拠点 
開発拠点 所在地 分野 

本社 大阪市 － 
東京支社 千葉市 － 
AV システム事業本部  栃木県矢板市  映像機器 ・液晶カラーTV ・液晶ビ

ューカム ・液晶プロジェクター ・
テレビ／ビデオデッキ ・DVD 

TFT 液晶事業本部 三重県多気郡多気町  TFT 液晶 ディスプレイモジュール 
システム液晶事業本部 奈良県天理市  TFT 液晶 ディスプレイモジュール、 

アナログ IC 
デューティー液晶事業本部 
情報システム事業本部 
ドキュメントシステム事業本部 

奈良県大和郡山市  DUTY 液晶 ディスプレイモジュー
ル、 情報機器 ・PC/液晶モニター ・
ワープロ ・モバイル端末 ・複写機
／プリンタ 

電子部品事業本部 
新庄  

奈良県北葛城郡新庄
町 

 太陽電池モジュール、 オプトデバ
イス、 電子部品 

電化システム事業本部 大阪府八尾市  家庭電化製品 ・エアコン ・掃除
機 ・洗濯機 ・冷蔵庫 ・電子レンジ 

通信システム事業本部 広島県東広島市  オーディオ ・１ビットデジタルオ
ーディオ ・MD/CD、 通信機器 ・携
帯電話/PHS ・電話/FAX 

IC 事業本部 広島県福山市  液晶ドライバ、CCD、 CMOS イメージ
ャ、 フラッシュメモリ 

 

2.16.5 2.16.5 2.16.5 研究開発者研究開発者    

 シャープの出願特許の実質発明者情報より、研究開発担当者を推定し、開発者規模の推

移を分析した結果が、図 2.16.5-1 である。研究開発者、出願件数とも 1991 年の 15 名、12

件から 95 年には０名に減少したが、96 年から 99 年にかけて再び増加傾向にある。90 年代

前半の出願はセキュリティ向上を図った指紋照合技術が多かったが、90 年代後半は指紋シ

ステム・応用や指紋入力技術に関連した操作性・利便性の改善を図るものが多く、開発指

向に変化がみられる。    

図 2.16.5-1 シャープの発明者人数および出願件数推移 
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2.17.1 2.17.1 2.17.1 企業の概要企業の概要    

トヨタ自動車から 1949 年に分離独立し、日本電装株式会社として設立され、1996 年に

社名が現在の株式会社デンソーに変更された。国内最大手の自動車部品メーカであり、空

調関係、エンジン関係、走行・安全製品など自動車関係製品を中心に、モバイルマルチメ

ディア、環境機器、電子応用機器、FA 機器およびディスプレイ関連と多岐の事業領域、製

品群を持つている。現在、国内工場として９製作所、２工場、研究所としてデンソー基礎

研究所を有するとともに海外法人 79、国内関係会社 72 を数える。今回調査した中のデン

ソーの特許は、登録が７件、公開特許が 12 件であった。そのうち１件が海外にも出願され

ている。 

表 2.17.1-1 にデンソーの概要を示す。 

 

表 2.17.1-1 デンソーの概要    

1) 商号 株式会社デンソー 

2) 設立年月日 1949年12月16日 

3) 資本金 1,730億円（2001年３月31日現在） 

4) 従業員 38,700名（単独）、85,300名（連結）（2001年３月31日現在） 

5) 事業内容 自動車関連部品（安全性、環境性、快適性、情報関連） 

情報通信機器、環境機器、産業用ロボット 等 

 

6) 

 

技術・資本提携関係 

  

（技術導入）－ 

（資本提携）－ 

（共同開発）－ 

7) 事業所 本社、工場／池田、広島、製作所／安城、西尾、高棚、大安、幸田、豊

橋、阿久比、北九州、善明、 

8) 関連会社 アスモ、アンデン、浜名湖電装、京三電機、GAC、朝日製作所 他 

9) 業績推移 

（連結、百万円） 

売上／1,883,407(1999年度)、2,014,978(2000年度)          

利益／61,913(1999年度)、60,799(2000年度) 

10) 主要製品 冷暖房機器、電装品・制御製品、燃料噴射装置、メーター類、ラジエー

ター、フィルター、その他自動車部品 他 

11) 主な取引先 － 

    

2.17.2 2.17.2 2.17.2 生体情報を用いた個人照合技術に関連する製品・技術生体情報を用いた個人照合技術に関連する製品・技術    

    デンソーは、自動車分野で培った技術とノウハウを活かし、情報関連機器、環境関連機

器などを開発、製造している。電子応用分野では、アプリケーションシステムとして非接

触式 IC カードによる入室管理システムなども開発されているが、現時点では生体情報であ

る個人の身体的特徴や行動特性を用いた個人照合技術と結びついた製品はない。 

2.17 2.17 2.17 2.17 デンソーデンソーデンソーデンソー    
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2.17.3 2.17.3 2.17.3 技術開発課題対応保有特許の概要技術開発課題対応保有特許の概要    

 デンソーの生体情報を用いた個人照合に関連する特許における技術要素と技術課題の対

応を図 2.17.3-1 に、また解決手段との対応を図 2.17.3-2 に示す。これらの図によれば、

指紋照合関連に集中した出願があり、セキュリティ向上や操作・利便性を課題とし、入力

技術と識別照合技術を解決手段とする出願が最も多くみられる。また署名照合の識別照合

技術を解決手段とするもにもまとまった出願がある。 

 なお技術課題、解決手段の具体内容については 1.4 節技術開発の課題と解決手段を参照

されたい。 
図 2.17.3-1 技術要素・課題対応出願件数分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.17.3-2 技術要素・解決手段対応出願件数分布 
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  表 2.17.3-1 はデンソーの生体情報を用いた個人照合技術に関連する 1991 年１月～2001

年９月に公開された登録と係属の特許について、技術要素、課題ごとに分類したものであ

る。 

 

表 2.17.3-1 デンソーの技術開発課題対応保有特許一覧表（1/3） 

技術要素 課題 特許番号 特許分類 名称 

   概要(解決手段要旨) 図 
特許2949787 G06T7/00 指紋画像回転量検出装置                   

特開平
4-43469 

指紋登録画像と照合画像
の所定範囲内の両指紋特
徴点の方向差を求め、最
頻度の角度差を照合画像
の回転量とする。 

 

特許2903788 G06T7/00 指紋画像入力装置                         

特開平
5-46741 

指紋画像の形状および指
紋画像の面積が指紋照合
を行うのに適切かどうか
判別後、２値化画像を作
成する。 

 

特許2929802 G06T7/00 指紋照合システム                         

特開平
5-81412 

台形歪補正用 
データ演算ルーチンで台
形歪補正データを求め、
該データに基づき登録お
よび照合指紋画像の台形
歪を除去する。 

 

指紋 セキュリ
ティ 
 

特開平
8-101914 

G06T7/00 パターン検査装置                         
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表 2.17.3-1 デンソーの技術開発課題対応保有特許一覧表（2/3） 

技術要素 課題 特許番号 特許分類 名称 

   概要(解決手段要旨) 図 
特開
2000-259820 

G06T1/00 指紋入力装置及び同装置を用いた個人識別
システム                                 

セキュリ
ティ 
 特開

2000-259821 
G06T1/00 指紋入力装置及び同装置を用いた個人識別

システム                                 

特許2803313 G06T7/00 指紋照合装置                             

特開平
3-296873 

指紋データと背景画像デ
ータとの差分画像を指紋
照合に利用し、差分画像を
２値化する。２値化閾値の
下限値を定めるとともに
閾値を増減調整する。 

 

特許2949788 G06T7/00 指紋照合装置                             

特開平
4-43470 

指紋照合画像と当該登録
画像の所定範囲内の特徴
点の角度差を求め、その
絶対値が所定値以下の数
が最も多い登録画像を選
別する。 

 

特許3003307 G06T7/00 指紋照合装置                             

特開平
4-357570 

照合画像と登録画像の相
対角度を変更しつつ特徴
量同士を比較し、両画像
の位置および回転ずれ量
を算出し、両画像の相対
位置関係をパターンマッ
チング用に修正する。 

 

特許2606498 G06T1/00 指紋画像入力装置                         

指紋 
 
 
 

操作・ 
利便性 
 

特開平
5-61967 

指紋画像を２値化する閾
値を指紋採取時以外にお
ける信号レベルに応じて
設定する。さらには極端
な変化がないように最適
値に設定する。 
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表 2.17.3-1 デンソーの技術開発課題対応保有特許一覧表（3/3） 

技術要素 課題 特許番号 特許分類 名称 

   概要(解決手段要旨) 図 
指紋 
 

操作・ 
利便性 

特開平
8-138046 

G06T7/00 指紋センサ                               

声紋 操作・ 
利便性 

特開
2000-80828 

E05B49/00 車両制御装置                             

G06T7/00 サイン認識装置                           特開平
8-153195 

入力されたサインから特
徴となる複数のデータを
生成し、特徴の種類ごとの
入力値に対して出力値の
変化が少なくなる特性の
メンバーシップ関数によ
り入力したデータのゆら
ぎを吸収させ出力する。 

 

特開平
10-162135 

G06T7/00 サイン照合用テンプレートの作成方法及び
装置並びにサイン照合装置                 

セキュリ
ティ 
 

特開平
10-171985 

G06T7/00 サイン照合端末装置                       

特開平
10-187969 

G06T7/00 サイン照合システム                       

特開平
10-320554 

G06T7/00 個人認証システム                         

署名 
 

操作・ 
利便性 
 

特開平
11-195117 

G06T7/00 ＩＣカード認証方法および装置             

複合 操作・ 
利便性 

特開平
8-315138 

G06T7/00 個人認識装置                             
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 2.17.4  2.17.4  2.17.4 技術開発拠点技術開発拠点    

デンソーは、自動車関連技術を核とした開発拠点としてデンソー基礎研究所を持つ。国

内には、中部地区を中心に９製作所、２工場を持ち情報関連機器、環境関連機器などの製

造が行われている。ここでは基礎研究所の担う分野と所在地を表 2.17.4-1 に示す。 

（出典：http://www.denso.co.jp/GUIDE/summary/summary.html） 

 

表 2.17.4-1 デンソーの主要技術開発拠点 

開発拠点 所在地 分野 

デンソー基礎研究所 愛知県日進市 半導体エレクトロニクス、情報通信、ヒューマン

インターフェイスなどの技術開発 

 

2.17.5 2.17.5 2.17.5 研究開発者研究開発者    

  図 2.17.5-1 にデンソーの生体情報を用いた個人照合技術関連の 1991 年１月～2001 年９

月に公開の出願を対象に発明者数と出願件数推移を示す。発明に関与している開発者は、

平均すると５名弱／年であり、指紋および署名関連の出願が全出願の約 90％を占める。 

90～91 年にかけて集中して出願された指紋関連出願７件が登録になっている。 

 

図 2.17.5-1 デンソーの発明者人数および出願件数推移 
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2.18.1 2.18.1 2.18.1 企業の概要企業の概要    

NTT データは 1988 年に日本電信電話株式会社から独立した公共、金融、産業分野向け

通信・ネットワーク関連事業を行う企業である。98 年に NTT データ通信から現行名称に

改称された。生体情報を用いた個人照合の事業化では、指紋を含む複合照合技術を活用し

た IC カード型指紋認証システムや DNA を用いた物品認証システムなどの製品・システム

例がある。 今回調査した中の NTT データの特許は、登録が３件、公開のものが 16 件で

あった。指紋照合のシステム・応用に関する特許が５件、声紋関係が４件、複合照合に関

するもの５件が主要な出願分野である。 

 図 2.18.1-1 に NTT データの概要を示す。 

 

表 2.18.1-1 NTT データの概要 

1) 商号 株式会社NTTデータ 

2) 設立年月日 1988年5月 

3) 資本金 1,425億2,000万円 

4) 従業員 8,718名（単独）、12,843名（連結） 

5) 事業内容 データコミュニケーション、コンピュータコミュニケーション、インフォ

メーションテクノロジー領域 

  （技術導入）－ 

6) 技術・資本提携関係 （クロスライセンス）－ 

  （共同開発）三菱電機「指紋認証付きICカードリーダライター及び認証シ 

ステム」 

7) 事業所 本社／東京、支社／札幌、仙台、さいたま、名古屋、大阪、広島、福岡 

8) 関連会社 東京エヌ・ティ・ティ・データ通信システムズ、関西エヌ・ティ・ティ・

データ通信システムズ、東海エヌ・ティ・ティ・データ通信システムズ、

中国エヌ・ティ・ティ・データ通信システムズ、長野エヌ・ティ・ティ・

データ通信システムズ、エヌ・ティ・ティ・システム技術、エヌ・ティ・

ティ・システムサービス、等 

9) 業績推移（百万円） 売上／725,347（1999年度）、801,044（2000年度） 

利益／▲18,113（1999年度）、24,452（2000年度） 

10) 主要製品 ICカード（接触・非接触一体型ICカード、個人認証システムなど）等 

11) 主な取引先 中央省庁、地方公共団体、保健・医療・福祉・防災関連、金融分野（銀

行、証券、生保・損保、クレジット・リース）、産業分野（建設、卸売、

物流） 

    

2.18 2.18 2.18 2.18 NTTNTTNTTNTT データデータデータデータ    
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2.18.2 2.18.2 2.18.2 生体情報を用いた個人照合技術に関連する製品・技術生体情報を用いた個人照合技術に関連する製品・技術    

 

表 2.18.2-1 NTT データの関連製品・技術例 

技術要素 製品 製品名 技術発表時期 出典 

複合照合 
認証システム IC カード型指紋認証シ

ステム 

2001 年 3 月 http://www.nttdata.co.jp/ser

vice/s0606115.html 

DNA 照合 
認証システム 物品認証システム 2001 年 7 月 http://www.nttdata.co.jp/rel

ease/2001/071700.html 

DNA 照合 
認証システム ＤＮＡ実印ＩＣカード 2001 年 7 月 http://www.nttdata.co.jp/rel

ease/2001/071700.html 

    

NTT データは表 2.18.2-1 に示すようなパスワードと指紋を組み合わせた複合照合技術

を活用した多機能型の「IC カード型指紋認証システム」や、DNA 照合技術を利用した物品

認証システム、DNA 実印 IC カードを実用化している。    

    

    図 2.18.2-1 に IC カード型指紋認証システムの適用例を示す。 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 図 2.18.2-2 に DNA による物品照合システムのイメージ図を示す。また図 2.18.2-3 に

DNA 実印 IC カードの外観を示す。 

図 2.18.2-1 IC カード型指紋認証システムの適用例 
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図 2.18.2-2 DNA による物品認証システムイメージ図 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.18.2-3 DNA 実印 IC カード 
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2.18.3 2.18.3 2.18.3 技術開発課題対応保有特許の概要技術開発課題対応保有特許の概要    

 NTT データの生体情報を用いた個人照合に関連する特許における技術要素と技術課題の

対応を図 2.18.3-1 に、また解決手段との対応を図 2.18.3-2 に示す。これらの図によれば、

複合、指紋、顔貌、生体一般照合関連でセキュリティ向上を課題とし、識別照合技術を解

決手段とする出願が２、３件有る。また声紋照合関連で経済性のための辞書・登録技術を

解決手段とするものも目立つ。 

 なお技術課題、解決手段の具体内容については 1.4 節技術開発の課題と解決手段を参照

されたい。 
図 2.18.3-1 技術要素・課題対応出願件数分布 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

 

図 2.18.3-2 技術要素・解決手段対応出願件数分布    
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    表 2.18.3-1 に NTT データの技術開発課題対応保有特許の一覧表を示す。この表は、生

体情報を用いた個人照合技術に関連する 1991 年 1 月～2001 年 9 月に公開された登録と係

属の特許について技術要素、課題ごとに分類したものである。    

 

表 2.18.3-1 NTT データの技術開発課題対応保有特許一覧表(1/3)    

特許番号 特許分類 名称 技
術
要
素 

課

題 （概要：解決手段要旨) （図） 

特開平10-134126 G06F19/00 電子マネ－システム                               

特開平10-154193 G06F19/00 電子マネ－システム及び記録媒体                   

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ 

特開2000-293643 G06K17/00 
ＩＣカ－ド、ＩＣカ－ド情報登録／照合方法及びシ

ステム                                          

G07F7/12 多機能ＩＣカ－ドシステム                         

多
機
能
化 

特許2751082 

送受信制御装置にICカー
ドを挿入し光通信または
無線通信機能を利用して
非接触で、端末装置との
間でデータを授受するこ
とにより、サービス利用
の際に利用料金の決済あ
るいは入場許可、認証等
の手続きを迅速に処理す
ることが可能となる。 
また、ICカード自体でも
機能し、しかも一枚のIC
カードにより多数のサー
ビスに対する料金決済が
きわめて簡単な手続きに
より 実 行で き るシ ス テ
ム。 

 

指
紋
シ
ス
テ
ム 

経
済
性 

特開平10-171905 G06F19/00 
電子伝票システム                                 

特開2000-90191 G06K9/00 顔認識装置及び方法                               

顔
貌 

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ 

特開2000-137818 G06T7/00 

パタ－ン認識方式                                 
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表 2.18.3-1 NTT データの技術開発課題対応保有特許一覧表(2/3)    

特許番号 特許分類 名称 技
術
要
素 

課

題 （概要：解決手段要旨) （図） 

G10L17/00 話者照合方法及び装置                             

特許3058569 

コードブックサイズが一
定値以上であれば、コー
ドブック内距離と話者内
距離、コードブック間距
離と 話 者間 距 離と の 間
に、それぞれ図に示すよ
うに 強 い相 関 関係 が あ
り、しかもこれらの相関
関係は時期差に頑健であ
るという性質を有効に利
用して、話者内距離のば
らつき及び同一話者及び
他話者の声の特徴の時期
差を考慮した最適な話者
別閾値を決定する点に特
徴がある。これにより迅
速な処理が可能。 

 
 

簡
便
性 

特開平11-344992 G10L3/00,531 音声辞書作成方法、個人認証装置および記録媒体     

G10L17/00 話者照合方法及び装置                             

特許3098157 

予 め 用 意 さ れ た話 者 別
コードブック内の本人外
コードブックから所定量
のコードベクトルを出現
させ 、 これ ら 出現 し た
コー ド ベク ト ルを 本 人
コードブックでベクトル
量子化して導出した特徴
差の統計値に基づいて話
者照合の基準となる閾値
を決定するので、話者別
コードブックを作成した
段階で閾値の決定及び話
者照合が可能になる効果
がある。したがって大量
の学習音声サンプルの収
録作業が不要になり、メ
モリ容量と計算時間も大
幅に縮減、短縮され人的
資源及びコストを削減す
ることができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

声
紋 

経
済
性 

特開平11-353399 G06F19/00 電話機、自動決済処理装置及び自動決済方式         

特開平9-282531 G07F7/08 ロッカ－システム                                 

特開平11-253426 A61B5/117 生体的特徴の認証方法及び装置、記録媒体           

特開平11-253427 A61B5/117 生体的特徴の認証方法及び装置、記録媒体           

特開2000-76195 G06F15/00,330 認証方法および装置、記録媒体                     

複
合 

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ 

特開2000-207524 G06K19/10 
カ－ド発行装置、カ－ド利用装置、本人識別装置、
本人識別システム及び本人識別方法                 
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表 2.18.3-1 NTT データの技術開発課題対応保有特許一覧表(3/3)    

特許番号 特許分類 名称 技
術
要
素 

課

題 （概要：解決手段要旨) （図） 

特開平11-306352 G06T7/00 生体的特徴の認証精度推定方法及び装置、記録媒体   

特開2001-92787 G06F15/00,330 
カ－ド認証システム、カ－ド媒体及びカ－ド認証方

法                                              

生
体
一
般 

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ 特開2001-101406 G06T7/00 

一般的侵入者モデル作成方法及び装置、個人認証方

法及び装置                                      

    

2.18.4 2.18.4 2.18.4 技術開発拠点技術開発拠点    

 

NTT データの特許の発明者所属、住所から抽出した生体情報を用いた個人照合技術開発

拠点は NTT データ本社（東京都江東区）である。 

 

2.18.5 2.18.5 2.18.5 研究開発者研究開発者    

    

NTT データの出願特許の実質発明者情報より、研究開発担当者を推定し、開発者規模の

推移を分析した結果が、図 2.18.5-1 である。特許出願の見られない年があるものの、研

究開発者数は 1995 年を境に２名程度から一気に 10 名の勢力に増加し、それ以降その勢力

が持続しており、発展期にあるとみられる。 
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図 2.18.5-1 NTT データの発明者数と出願件数の推移 
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2.19.1 2.19.1 2.19.1 企業の概要企業の概要    

日本サイバーサインは当初、富士通・松下通信工業・デジタルクラブ・日興キャピタル・

キャディックスの共同出資で 1999 年末に設立されたセキュリティ事業会社であり、現在は

40 数社と資本提携している。今回調査した中の日本サイバーサインの特許は、登録が１件、

公開特許が 15 件であった。そのうち１件が海外にも出願されている。 

表 2.19.1-1 に日本サイバーサインの概要を示す。 

 

表 2.19.1-1 日本サイバーサインの概要    

1) 商号 日本サイバーサイン株式会社 

2) 設立年月日 1999年12月24日 

3) 資本金 8億5,750万円（2001年10月１日現在） 

4) 従業員 22名        （2001年10月１日現在） 

5) 事業内容 手書き署名による個人認証システムCyber-SIGNを核に幅広い認証

製品/認証応用製品/セキュリティ・システムの開発/認証サービ

ス、コンサルティング及び販売 

6) 技術・資本提携関係 （業務提携）NTTデータ  他 

（資本提携関係）キャディックス、富士通、 

松下通信工業、デジタルクラブ、 

日興キャピタル他 

7) 事業所 本社／東京、営業所／愛知 

8) 関連会社 Cyber SIGN Inc.（米国子会社） 

Cyber SIGN Europe S.A.S（欧州子会社） 

9) 業績推移（百万円） ９(2000年３月、但し1999年12月24日～2000年３月31日まで) 

465(2001年３月) 

10) 主要製品 手書署名による個人認証システムCyber-SIGNおよびそれを核とし

た認証応用製品、セキュリティシステム 

11) 主な取引先 富士通グループ、日立製作所グループ、松下電器産業グループ、

都築電気、シャープ、NTTデータ、三菱電機グループ 他 

    

2.19.2 2.19.2 2.19.2 生体情報を用いた個人照合技術に関連する製品・技術生体情報を用いた個人照合技術に関連する製品・技術    

    共同出資会社のもつ幅広い技術力、ブランド力とキャディックスの独自開発である個人

特有の筆記運動情報（筆順、筆速、筆圧など）を用いた最先端の動的署名照合技術

Cyber-SIGN とを融合させることで幅広い認証製品／認証応用製品／セキュリティシステ

ムを製品化している。 

 

 

2.19 2.19 2.19 2.19 日本サイバーサイン日本サイバーサイン日本サイバーサイン日本サイバーサイン  
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 Cyber-SIGN は、バイオメトリクス認証の中でも自分の意志では変えることのできない身

体的特徴（指紋、虹彩、顔貌など）を利用する認証方式とは異なり、唯一認証のための登

録データを自分の意志で無限に作り出せることが最大の特長である。この特徴を活かすこ

とにより署名照合における偽筆など不正行為に対して高セキュリティを実現でき、さらに

は他の個人照合技術による認証の仕組みをも強力に補強することができる。 

 

図 2.19.2-1 「動的署名照合」技術による個人認証 
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表 2.19.2-1 日本サイバーサインの関連製品例 

技術要素 製品 製品名 発売時期 出典 

手書きサイン

個人認証シス

テム 

Cyber-SIGN 1996 年 http://www.cadix.co.jp/ 

outline/history．html 

Windows 用ロ

グオン時署名

認証 

C-SIGN LOCK 2001 年６月 C-SIGN LOCK Personal  

カタログ 

手書き電子メ

ールシステム 

VIPSTATION 2000 年 11 月 http://cybersign.co.jp 

署名 

Cyber-SIGN 

パワーオンセ

キュリティ 

Cyber-SIGN for 

Pocket PC  

2001 年８月 

 

1999 年２月 

Cyber-SIGN for Pocket PC 

カタログ 

シャープ製 PDA「ザウルス」 

 

(1) Cyber(1) Cyber(1) Cyber SIGNSIGN    SIGN

    Cyber-SIGN は、ユーザがシステムへのアクセス時に PC 端末に接続した電磁誘導式のタ

ブレットに電子ペンでサイン（署名）することにより、サインの筆跡・筆圧・スピード・

書き順・空中のペンの動きなど個人特有の筆記運動のデータから瞬時に本人照合を行うバ

イオメトリクス（生体識別）を使った本人認証システムである。金融機関などでの企業内

データベースへのアクセス管理、携帯情報端末ログイン時の個人認証、施設の入退室管理

など高度のセキュリティが必要とされる種々の分野に適用できる。また、ペンで文字の記

入が可能な PDA（携帯情報端末）やペンコンピュータは入力タブレットなしに使用が可能

である。さらに、ノートパソコンのポインティングデバイス（指マウス）に指でサインの

書き込みを実現、バイオメトリクス認証で入力デバイスのコストレスを推し進めている。 

 

図 2.19.2-2 金融機関への Cyber-SIGN の応用事例 
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図 2.19.2-2 は、金融機関において重要な顧客データベースへアクセスするための個人認

証の手段として手書きサイン認証システムが活用されている事例である（システム構成：

データベースサーバ、アプリケーションサーバを中心とした LAN、WAN 構成）。サインは貸

し借りができなく、身体の一部であり紛失することがない。さらに Cyber-SIGN の導入は、

アクセスする各自の責任が明確になり、セキュリティ意識が高揚する効果を併せて持つ。 

 

(2) C(2) C(2) C SIGN LOCK SIGN LOCK SIGN LOCK （（（（PePePePersonal ver1.0rsonal ver1.0rsonal ver1.0rsonal ver1.0））））    

C-SIGN LOCK（図 2.19.2-3）は、Cyber-SIGN のテクノロジーで Windows ログオンを保護

する製品で、以下の機能を持つ。ネットワークログオン機能を持つクライアントサーバー

タイプも商品化されている。 

a.サイン入力機能、b.サイン表示機能、c.サイン登録管理機能、d.サイン照合機能 

e.ポリシー設定（セキュリティレベル等）機能 

f.運用支援（運用上必要な定義や管理）機能 

g.システム操作ロック（電源 ON 時、レジューム時、スクリーンセーバの再開時にサイ

ン認証によりシステムの操作を保護する）機能 

  h.保守（C-SIGN 運用時の動作履歴をログファイルとして記録する）機能 

 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

(3) VIPSTATION(3) VIPSTATION(3) VIPSTATION    

        「VIPSTATION」（図 2.19.2-4）は、液晶ディスプレイとタブレットが一体となったディ

スプレイ一体型手書き電子メールシステムである。付属の電子ペンで画面に直接入力でき、

手書き入力をそのまま送信できる。主に次の特長を持つ。 

a.電磁誘導式の液晶タブレットを採用し、ディスプレイ画面に直接ペン入力できる 

b.手書入力をそのままメール送信可能であり、Cyber-SIGN によるサイン照合で「親展」

メールの開封者を認証できる 

c.受信電子メールに上書きして、そのまま返信・転送・再送できる など 

    

    

    

 

図 2.19.2-4 手書き電子メールシステム図 2.19.2-3 Windows 用ログオン・ 

セキュリティへの応用 
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(4) Cyber(4) Cyber(4) Cyber SIGN for Pocket PCSIGN for Pocket PCSIGN for Pocket PC    

  Cyber-SIGN for Pocket PC（図 2.19.2-5）     

は、PDA の紛失、盗難、情報への不正アクセ 

スといったセキュリティシステム対策をバイ 

オメトリクス技術の１つであるサイン認証に 

より実現する。下記の主な機能を持つ。 

a.サイン認証によるパワーオン 

    電源投入時、サイン認証に成功しない限 

り Pocket PC の機能を使用できなくする 

b.Active Sync をサイン認証でコントロール、 

  サイン認証に成功しない限り Pocket PC 

とパソコンとの Active Sync 機能を使用 

不可能にする 

 

    

2.19.3 2.19.3 2.19.3 技術開発課題対応保有特許の概要技術開発課題対応保有特許の概要    

 日本サイバーサインの生体情報を用いた個人照合に関連する特許における技術要素と技

術課題の対応を図 2.19.3-1 に、また解決手段との対応を図 2.19.3-2 に示す。これらの図

によれば、署名照合関連に集中した出願があり、セキュリティ向上を課題とし、識別照合

技術を解決手段とする出願が主体である。 

 なお技術課題、解決手段の具体内容については 1.4 節技術開発の課題と解決手段を参照

されたい。 

図 2.19.3-1 技術要素・課題対応出願件数分布    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

 

図 2.19.2-5 Pocket PC 対応サイン認証
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図 2.19.3-2 技術要素・解決手段対応出願件数分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  表 2.19.3-1 に日本サイバーサインの生体情報を用いた個人照合技術に関連する 1991 年

１月～2001 年９月に公開された登録と係属の特許について、技術課題、課題ごとに分類し

たものである。 

 

表 2.19.3-1 日本サイバーサインの技術開発課題対応保有特許一覧表（1/3） 

技術要素 課題 特許番号 特許分類 名称 

   概要(解決手段要旨) 図 
特開平
10-79030 

G06T7/00 署名データ認証システム                 

 署名データの盗用防止
システムで、登録署名
データを履歴データと
して記憶し、署名入力
データと照合して、前
記履歴データと完全一
致する場合はデータの
盗用として否認する手
段を備える。 

                                

署名 セ キ ュ リ
ティ 
 

特開平
10-171926 

G06K9/62,640 
 

手書き文字の照合方法および装置           
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表 2.19.3-1 日本サイバーサインの技術開発課題対応保有特許一覧表（2/3） 

技術要素 課題 特許番号 特許分類 名称 

   概要(解決手段要旨) 図 
特開平
10-261082 

G06T7/00 
 
 

コンピュータ署名照合方式における登録署
名データ作成方法   

 複数の署名データをも
とに平均値化した登録
署名データ候補を算出
し、前記登録署名デー
タ候補と個々の署名デ
ータとの照合を行い、
全ての署名データの照
合結果が正しい結果を
得た場合、前記登録署
名データ候補を登録署
名データとする。 

 

特開平
11-110543 

G06T7/00 ＩＣカードの認証方法および装置           

特開平
11-110544 

G06T7/00 ＩＣカードの認証方法および装置 

特開平
11-144056 

G06T7/00 電子署名照合方法およびシステム           

 登録署名データと照合
署名データの座標値の
差の総和を基に累積誤
差を求め、この値によ
り真偽を判定すること
により、電子署名照合
における署名のばらつ
きに対応する。 

 

特開平
11-143445 

G09G5/00,550 スクリーンセーバー 

 スクリーンセーブ状態
を解除する場合に、電子
署名を行い、登録署名デ
ータと照合する。照合に
パスしたとき、スクリー
ンセーブ状態を解除す
る。 

 
 
 
 
 
 
                                        

特開平 
11-242587 

G06F9/06,410 ソフトウェアのインストール方法  

特開
2001-134666 

G06F17/60 
 

ネットワーク取引システム及びネットワー
ク取引方法                               

署名 セ キ ュ リ
ティ 
 

特開
2001-199311 

B60R25/10,615 
 

車両制御総理及び車両制御装置を備えた車
両 
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表 2.19.3-1 日本サイバーサインの技術開発課題対応保有特許一覧表（3/3） 

技術要素 課題 特許番号 特許分類 名称 

   概要(解決手段要旨) 図 
G06T7/00 複式署名認証方法                         特許3010022 

複数種の登録署名デー
タを登録可能とするこ
とによって、利用者の
利便性を高め、また予
め定められた条件と対
応して、照合される登
録データを特定するこ
とによって認証の安全
性を高める。 

 

特開平
10-187969 

G06T7/00 サイン照合システム                       

署名 
 
 

操作・ 
利便性 
 

特開平
11-195117 

G06T7/00 ＩＣカード認証方法および装置             

生体一般 セキュリ
ティ 

特開
2001-134759 

G06T7/00 データ変換装置及びデータ認証システム     

H04L9/32 ディジタル署名生成サーバ 特開平
11-88321 

公開鍵暗号方式を利用
したディジタル署名に
おいて、秘密鍵を記憶す
る記憶手段を備え、各ユ
ーザが秘密鍵を個別に
管理する必要のない秘
密鍵の管理が容易な利
便性に富むディジタル
署名システム。 

 

H04L9/32 ディジタル署名生成方法                   

 操作・ 
利便性 
 
 

特開平
11-88322 

公開鍵暗号方式を利用
したディジタル署名に
おいて、秘密鍵をプログ
ラム中に埋め込む構成
により、第三者がプログ
ラムをコピーしても悪
用できない秘密鍵の管
理を容易にした利便性
に富むディジタル署名
システム。 
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表 2.19.3-2 今回調査期間外で製品に使用されている特許    

技術要素 課題 特許番号 特許分類 名称 

   概要(解決手段要旨) 図 
G06K9/62 手書き文字のオンライン認識方式  特公平 

5-31798 

手書き文字の座標情報と
筆圧情報を三次元時系列
情報としてオンラインで
取り込み、座標と筆圧の
同時ダイナミックプログ
ラミングマッチングによ
って累積誤差を最少とす
る補正を行い、座標と筆
圧情報の重み付けも含む
手書き文字の認識方式。
 

 

G06F3/03,380 署名入力方法  特許 
2736083 

筆圧データからペンの浮
遊時間を常時監視し、所
定の基準浮遊時間と比較
して、該基準値を超えた
時に署名入力完了と判断
する。  

 

G06T7/00 署名照合方法  

１）署名  
 

セキュリ
ティ  
 

特公平 
8-7788 
 署名入力パターンと登録

パターンの比較におい
て、署名形状と筆記運動
の両相違度で署名真偽の
判定を行う。 
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2.19.4 2.19.4 2.19.4 技術開発拠点技術開発拠点    

  日本サイバーサインの開発は、同社設立の経緯からキャディックスでの署名照合システ

ムの開発に端を発している。ここでは、現時点の日本サイバーサインの開発拠点を記す。 

 

開発拠点：東京都世田谷区（本社） 

    

2.19.5 2.19.5 2.19.5 研究開発者研究開発者    

        現時点でキャディックスから日本サイバーサインに特許権の移転手続が完了している

ものを含めて研究開発者数および出願件数の推移を下図 2.19.5-1 に示す。 

  キャディクスで開発した独自の動的署名照合技術は、今回の調査期間（1991 年１月～

2001 年９月に公開の出願が調査対象）以前の 80 年代後半に出願されており、それをベー

スに新たな署名および生体情報を用いる個人照合技術について出願が続けられている。 

  ここに対象とした署名および身体的特徴および行動特性を特定しない生体情報一般を用

いる個人照合関連出願は、延べ８人の開発者による 16 件である。発明者数、出願件数の推

移は、開発フェーズとして成熟期の様相を呈している。 

 

図 2.19.5-1 日本サイバーサインの発明者数と出願件数推移 
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2.20.1 2.20.1 2.20.1 企業の概要企業の概要    

大日本印刷は、長年培った印刷技術や微細加工技術を核にディスプレイや半導体製品関

連の「情報電子部材系」、食品用や産業用などの包材、建装材関連の「生活構材系」、紙メ

ディアや電子メディア関連の「情報メディア系」の３つの事業領域で積極的な事業展開を

推し進めている業界トップメーカである。 21 世紀を迎え、印刷技術（Printing Technology）

と情報技術（Information Technology）を融合させた新事業創出に注力されている。今回

調査した中の大日本印刷の特許は、公開特許が 14 件であった。 

 表 2.20.1-1 に大日本印刷の概要を示す。 

 

表 2.20.1-1 大日本印刷の概要    

1) 商号 大日本印刷株式会社 

2) 設立年月日 1894年1月 

3) 資本金 1,144億6,476万円                    （2001年3月現在） 

4) 従業員 10,698名（単独）、34,094名（連結）  （2001年3月現在） 

5) 事業内容 情報メディア（書籍、辞書、ビジネスフォーム 他） 

生活構材（食品・医療用品など包装材、各種転写製品 他） 

情報電子部材（シャドウマスク、フォトマスク 他） 

6) 技術・資本提携関係 （技術導入）－ 

（資本提携）－ 

（共同開発）－ 

7) 事業所 市谷、榎町、赤羽、横浜、久喜、宇都宮、大阪、京都、奈良、 

兵庫、岡山工場 他 

8) 関連会社 大日本製本、ディー・エヌ・ピー・デジタルコム、大日本LSIデザイン 他 

9) 業績推移 

（連結、百万円） 

売上／1,286,703(1999年度)、1,342,035(2000年度)                   

利益／39,034(1999年度)、33,409(2000年度) 

10) 主要製品 情報メディア、生活構材および情報電子部材品 他 

11) 主な取引先 － 

    

2.20.2 2.20.2 2.20.2 生体情報を用いた個人照合技術に関連する製品・技術生体情報を用いた個人照合技術に関連する製品・技術    

  大日本印刷は、金融、流通業界などで使用されている IC カードの製造、販売のリーディ 

ングカンパニーである。大日本印刷では、高度な IC カード製造技術を活かし、IC カード

を利用した表 2.20.2-1 および図 2.20.2-1 に示す「IC カード指紋照合システム」を開発し

ている。このシステムは、本人の指紋と登録されたデータを識別する指紋照合システムで

あり、IC カード、指紋登録システムおよび指紋照合ユニットで構成されている。指紋照合

2.20 2.20 2.20 2.20 大日本印刷大日本印刷大日本印刷大日本印刷    
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ユニットには、ソニーが商品化している IC カードリーダー一体型指紋読取り装置が採用さ

れている。ゲートシステムメーカなどと協力して、IC カード、指紋登録システムおよび指

紋照合ユニットのセットで入退室管理や金融機関での本人確認、電子商取引での個人認証

などへの適用が検討されている。 

表 2.20.2-1 大日本印刷の関連製品例 

技術要素 製品 製品名 発売時期 出典 

指紋 入退室管理 

 

IC カード指紋照合

システム 
－ 

http://www.dnp.co.jp/ 

jis/news/99/990226.html 

 

本システムは以下の特長を持っている。 

（１）IC カード上のメモリに所有者の指紋 

データを登録するため、サーバでの指紋 

データの保守・管理が不要で、スタンド 

アロンでの運用が容易である 

（２）指紋データを個人の IC カードに保有 

  するため、個人情報を保護し、セキュリ 

ティ性を保つことができる 

（３）独自開発した「IC カード指紋データ登 

録システム」により、簡単な操作で指紋デー 

タの登録や発行履歴管理ができる 

 

2.22.20.3 0.3 技術開発課題対応保有特許の概要技術開発課題対応保有特許の概要    

 大日本印刷の生体情報を用いた個人照合に関連する特許における技術要素と技術課題の

対応を図 2.20.3-1 に、また解決手段との対応を図 2.20.3-2 に示す。 

 

図 2.20.3-1 技術要素・課題対応出願件数分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.20.2-1 IC カード指紋照合システム 
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図 2.20.3-2 技術要素・解決手段対応出願件数分布 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これらの図によれば、指紋照合関連の出願が最も多く、セキュリティ向上を課題として、

解決手段は、辞書・登録、識別照合、応用技術などに分布している。また署名照合関連で

セキュリティ向上を課題とするものがまとまって出願されている。 
 なお技術課題、解決手段の具体内容については 1.4 節技術開発の課題と解決手段を参照

されたい。 

 

  表 2.20.3-1 は大日本印刷の生体情報を用いた個人照合技術に関連する 1991 年１月～

2001 年９月に公開された登録と係属の特許について、技術要素、課題ごとに分類したもの

である。 

 

表 2.20.3-1 大日本印刷の技術開発課題対応保有特許一覧表（1/2） 

技術要素 課題 特許番号 特許分類 名称 

   概要(解決手段要旨) 図 
特開平
10-240931 

G06T7/00 金融機関における照合システム及び照合方
法                                      

特開平
11-283034 

G06T7/00 画像記録方法、画像記録装置及び画像照合
装置                                    

特開平
11-312225 

G06K19/10 指紋読取認証機能付きＩＣカード           

特開
2000-118174 

B42D15/10,501 指紋形成媒体、指紋形成媒体の発行装置及
び指紋照合システム                       

特開
2000-123146 

G06K19/10 指紋を有する印刷物及びその真偽判定方法   

セキュリ
ティ 
 

特開
2000-348258 

G07F17/26 本人識別機能を有する証明書発行機         

指紋 
 

経済性 特開平
11-53666 

G08B25/04 入退室管理装置                           
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表 2.20.3-1 大日本印刷の技術開発課題対応保有特許一覧表（2/2） 

技術要素 課題 特許番号 特許分類 名称 

   概要(解決手段要旨) 図 
顔貌 セキュリ

ティ 
特開平
7-249124 

G06T7/00 ＩＤカード及びＩＤカードシステム         

特開平
11-1081 

B42D15/10,501 カード、カード作成装置およびカード認証
装置                                    

特開
2000-123145 

G06K19/10 サインを有する印刷物及びその真偽判定方
法                                      

G03H1/18 ホログラム積層体およびその製造方法       特開
2000-172156 

被着体基材上に、透明粘着
剤層、透明フィルム、情報、
透明粘着剤層、体積ホログ
ラム層、透明粘着剤層およ
び透明保護フィルムを順
に積層して、1枚のカード
ごとに固有な情報とホロ
グラムとを分離不能にす
る。 

 

B42D11/00 通帳およびその使用方法                   

署名 
 

セキュリ
ティ 
 

特開
2000-301861 

通帳のうら表紙またはう
ら見返しの一部に、顧客
の印影またはサイン情報
が記憶されたICチップと
信号送受信用のアンテナ
またはコイルで構成され
た非接触ICモジュールを
接着剤を介して配置す
る。 

 

B42D15/10,501 ＩＤカードおよびその作成方法             セキュリ
ティ 

特開平
11-321166 

昇華転写手段により形成
された画像情報表示部を
基材上に備えるIDカード
において、該画像情報表示
部上に昇華転写手段もし
くは溶融転写手段により
蛍光インキを用いてIDカ
ード使用者個人の固有情
報を記載する。 

 

生体一般 
 

操作・ 
利便性 

特開
2001-52045 

G06F17/60 ポイント付与システム                     
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2.20.4 2.20.4 2.20.4 技術開発拠点技術開発拠点    

大日本印刷の研究開発体制は、基盤研究所としての中央研究所、C＆I 研究所、生産総合

研究所と各事業分野ごとに設けられた分野別研究所によって構成されている。そのほかに、

特定のテーマや役割を持った研究・分析を行う組織がある。これら研究所は、独自のテー

マと体制を持ちつつ有機的に結合し、基礎研究から各事業分野のさまざまな技術課題にま

で幅広く取り組み、次代を担う新たな製品・技術を生み出している。ここでは本レポート

のテーマに関連する大日本印刷の主要開発拠点（国内）と拠点の担う分野を表 2.20.4-1

に示す（出典：http://www.dnp.co.jp/dnp_info.html）。 

 

表 2.20.4-1 大日本印刷の主要技術開発拠点 

開発拠点 所在地 分野 

中央研究所 千葉県柏市 新規事業の創出を目的とした基礎から応用までの

幅広いジャンルを研究 

生産総合研究所 東京都北区 生産工程の自動化、効率化を目指した新システム、

新プロセスの研究 

C＆I 研究所 東京都新宿区 ベーシックアイディアから新しいメディアまで、

あらゆるメディアおよび情報処理に関する研究 

ビジネスフォーム研究所 埼玉県蕨市 IC カード、プリペイカードおよび各種ビジネスフ

ォームの新製品開発や新システムを研究 

情報記録材研究所 埼玉県狭山市 サーマルリボンや受像紙、カラープリンタなどに

使用される記録材料の研究開発 

関西開発センター 京都府京都市 特定テーマの研究・分析など 

 

2.20.5 2.20.5 2.20.5 研究開発者研究開発者    

  図 2.20.5-1 に大日本印刷の生体情報を用いた個人照合技術関連の 1991 年１月～2001 年

９月に公開の出願を対象に発明者数および出願件数推移を示す。コアテクノロジーである

印刷技術と微細加工技術を活かした ID カード関連などの出願がみられる。全体の半数が指

紋関係、これに続いて約 30％が署名照合関連の出願である。 

 

図 2.20.5-1 大日本印刷の発明者数と出願件数推移 
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指紋照合のシステム技術の開発拠点は、東京都と神奈川県に集中している。 

図 3.1-1 指紋照合システムと応用技術の開発拠点図 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表 3.1-1 指紋照合システムと応用技術の開発拠点一覧表 
No 企業名 

特許
件数 

事業所名 住所 
発明
者数 

 
No 企業名 

特許
件数 

事業所名 住所 
発明
者数 

1 三菱電機 18 本社 東京都 30  5 日立製作所  汎用ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ事業部 神奈川県 2 

   稲沢製作所 愛知県 3     ソフトウエア開発本部 神奈川県 1 

2 東芝 16 本社 東京都 3     那珂ｲﾝｽﾂﾙﾒﾝﾂ 茨城県 1 

   青梅工場 東京都 16  6 カシオ計算機 7 羽村技術センター 東京都 7 

   柳町工場 神奈川県 4  7 キヤノン 5 本社 東京都 5 

   ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ技術研究所 神奈川県 4  8 日本電信電話 5 本社 東京都 14 

   府中工場 東京都 3  9 NTTデ－タ 5 本社 東京都 18 

   研究開発センター 神奈川県 1     ﾌｫｰｶｼｽﾃﾑｽﾞ 東京都 1 

   深谷映像工場 埼玉県 1  10 富士通電装 4 本社 神奈川県 5 

   那須工場 栃木県 1  11 大日本印刷 3 本社 東京都 5 

   東芝エーブイーイー 東京都 1  12 オムロン 3 本社 京都府 3 

3 ソニ－ 14 本社 東京都 26  13 山武 2 本社 東京都 5 

   アトミック 東京都 2  14 富士通 2 本店 神奈川県 7 

   ﾏｽﾀｰｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ 東京都 1  15 デンソー 2 本社 愛知県 8 

4 日本電気 11 本社 東京都 11  16 シャープ 2 本社 大阪府 2 

5 日立製作所 8 開発研究所 神奈川県 13  17 松下電器産業 2 本社 大阪府 6 

   オフィスシステム事業部 神奈川県 3  18 浜松ﾎﾄﾆｸｽ 1 本社 静岡県 4 

(1991 年１月～2001 年９月に公開の登録と係属案件) 

①②③④⑥ 
⑦⑧⑨⑪⑬ 

②

②⑤⑩⑭
①⑮

⑫ 

⑯⑰ 

⑱ ⑤

②

 

 

３. 主要企業の技術開発拠点 
 

個人照合技術の開発拠点は、東京都と神奈川県が中心で、大阪府、 

愛知県がこれに続いており、大都市圏への集中が目立つ。 

 

特許流通特許流通特許流通特許流通    

支援チャート支援チャート支援チャート支援チャート 

3.1 3.1 3.1 指紋照合システムと応用技術指紋照合システムと応用技術  
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指紋入力技術の開発拠点は、東京都と神奈川県が主力であるが、これらに静岡県、愛知

県、大阪府が続いている。 
 

図 3.2-1 指紋入力技術の開発拠点図 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表 3.2-1 指紋入力技術の開発拠点一覧表 
No 企業名 

特許
件数 

事業所名 住所 
発明
者数 

 
No 企業名 

特許
件数 

事業所名 住所 
発明
者数 

1 ソニ－ 32 本社 東京都 47  8 シャープ 12 本社 大阪府 20 

   ソニー長崎 長崎県 1  9 カシオ計算機 9 八王子研究所 東京都 14 

2 三菱電機 26 本社 東京都 56  10 富士通電装 6 本社 神奈川県 6 

   稲沢製作所 愛知県 2  11 山武 5 本社 東京都 6 

3 日本電気 24 本社 東京都 28  12 オムロン 5 本社 京都府 13 

4 東芝 22 研究開発ｾﾝﾀｰ 神奈川県 28  13 デンソー 4 本社 愛知県 13 

   柳町工場 神奈川県 18  14 松下電器産業 3 本社 大阪府 10 

   青梅工場 東京都 4  15 沖電気工業 1 本社 東京都 1 

   ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ技術研究所 神奈川県 2  16 キヤノン 1 小杉事業所 神奈川県 1 

   東芝テック 静岡県 2  17 大日本印刷 1 本社 東京都 1 

5 富士通 18 本店 神奈川県 52  18 日立製作所 1 映像ﾒﾃﾞｨｱ研究所 神奈川県 2 

6 日本電信電話 17 本社 東京都 44     AV機器事業部 茨城県 2 

7 浜松ﾎﾄﾆｸｽ 13 本社 静岡県 35  

(1991 年１月～2001 年９月に公開の登録と係属案件) 

① 
①②③④⑥ 
⑨⑪⑮⑰ 

②⑬
④⑤⑩
⑯⑱ 

④⑦⑧⑭ 

⑫
⑱

3.2 3.2 3.2 指紋入力技術指紋入力技術    
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指紋照合の開発拠点は、東京都と神奈川県に集中しており、静岡県、愛知県、大阪府が

これらに続いている。 
図 3.3-1 指紋照合技術の開発拠点図 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表 3.3-1 指紋照合技術の開発拠点一覧表 
No 企業名 

特許
件数 

事業所名 住所 
発明
者数 

 
No 企業名 

特許
件数 

事業所名 住所 
発明
者数 

1 富士通 39 本店 神奈川県 90  8 山武 11 本社 東京都 17 

3 三菱電機 31 本社 東京都 44     伊勢原工場 神奈川県 3 

   稲沢製作所 愛知県 7     東北大学 宮城県 1 

   三菱電機ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ 東京都 1  9 浜松ﾎﾄﾆｸｽ 7 本社 静岡県 19 

4 ソニ－ 24 本社 東京都 29  10 デンソー 5 本社 愛知県 15 

5 日本電気 24 本社 東京都 28  11 オムロン 5 本社 京都府 9 

   ＮＥＣソフト 東京都 3  12 日本電信電話 4 本社 東京都 11 

   ＮＥＣ情報ｼｽﾃﾑｽﾞ 神奈川県 1  13 日立製作所 4 中央研究所 東京都 2 

6 富士通電装 20 本社 神奈川県 33     機械研究所 茨城県 1 

7 東芝 12 本社 東京都 1     開発本部 神奈川県 1 

   柳町工場 神奈川県 12     ｴﾝﾀｰﾌﾟﾗｲｽﾞｻｰﾊﾞ事業部 神奈川県 1 

   青梅工場 東京都 4     超LSIｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ 東京都 1 

   横浜事業所 神奈川県 3  14 大日本印刷 3 本社 東京都 7 

   研究開発センター 神奈川県 2  15 カシオ計算機 3 羽村技術センター 東京都 3 

   東芝エーブイイー 東京都 3  16 沖電気工業 2 本社 東京都 4 

   東芝テック 静岡県 1  17 キヤノン 2 本社 東京都 2 

   東芝ﾏｲｸﾛｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ 神奈川県 1  18 シャープ 2 本社 大阪府 1 

    鷹山 東京都 1 

 
   

 19 松下電器産業 1 本社 大阪府 1 

(1991 年１月～2001 年９月に公開の登録と係属案件) 

 

①⑤⑥ 
⑦⑧⑬ 

③⑩ ⑦⑨

⑧

③④⑤⑦⑧⑫ 
⑬⑭⑮⑯⑰⑱ 

⑪ 
⑬ 

⑱⑲

3.3 3.3 3.3 指紋照合技術指紋照合技術    
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虹彩照合技術の開発拠点は、東京都に集中しているが、群馬県、神奈川県、石川県にも

存在する。 
 

図 3.4-1 虹彩照合技術の開発拠点図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 3.4-1 虹彩照合技術の開発拠点一覧表 

No 企業名 
特許
件数 

事業所名 住所 発明者数 

1 沖電気工業 101 本社 東京都 161 

   沖情報システムズ 群馬県 1 

2 松下電器産業 12 松下通信工業 神奈川県 30 

   松下通信金沢研究所 石川県 4 

3 ソニ－ 2 本社 東京都 2 

4 キヤノン 1 本社 東京都 1 

(1991 年１月～2001 年９月に公開の登録と係属案件) 

 
 

 

①③④

① 
②

②

3.4 3.4 3.4 虹彩照合技術虹彩照合技術    
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顔貌照合技術の開発拠点は、東京都が主力で、神奈川県、大阪府がこれに続いている。

さらに、静岡県、愛知県、京都府、兵庫県にも散在している。 

図 3.5-1 顔貌照合技術の開発拠点図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 3.5-1 顔貌照合技術の開発拠点一覧表 
No 企業名 

特許
件数 

事業所名 住所 
発明
者数 

 
No 企業名 

特許
件数 

事業所名 住所 
発明
者数 

1 東芝 18 本社 東京都 2  6 日本電気 4 本社 東京都 4 

   関西支社 大阪 11  7 日立製作所 4 中央研究所 東京都 4 

   関西研究所 兵庫県 9     開発研究所 神奈川県 3 

   柳町工場 神奈川県 5     旭工場 愛知県 3 

   研究開発センター 神奈川県 2     情報機器事業部 愛知県 1 

   青梅工場 東京都 2  8 キヤノン 3 本社 東京都 3 

   東芝ソシオシステム 神奈川県 1  9 富士通 3 本店 神奈川県 7 

   東芝ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ 東京都 1  10 三菱電機 2 本社 東京都 2 

2 松下電器産業 10 本社 大阪府 9  11 NTTデ－タ 2 本社 東京都 6 

   松下技研 神奈川県 7  12 ソニ－ 1 本社 東京都 1 

   松下通信工業 神奈川県 2  13 大日本印刷 1 本社 東京都 2 

3 オムロン 9 本社 京都府 20  14 山武 1 本社 東京都 2 

4 日本電信電話 8 本社 東京都 24  15 富士通電装 1 本社 神奈川県 1 

5 沖電気工業 5 本社 東京都 8  16 浜松ﾎﾄﾆｸｽ 1 本社 静岡県 1 

   沖ソフトウエア 東京都 1  17 シャープ 1 本社 大阪府 2 

(1991 年１月～2001 年９月に公開の登録と係属案件) 

 

①④⑤⑥⑦⑧ 
⑩⑪⑫⑬⑭ 

①②⑦⑨⑮

①②⑰

① 
③

⑦
⑯

3.5 3.5 3.5 顔貌照合技術顔貌照合技術    
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その他生体照合技術の開発拠点は、東京都と神奈川県に集中しているが大阪府、茨城県、

京都府にも散在している。 

図 3.6-1 その他生体照合技術の開発拠点図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 3.6-1 その他生体照合技術の開発拠点一覧表 

No 企業名 
特許
件数 

事業所名 住所 
発明者
数 

1 東芝 6 研究開発センター 神奈川県 6 
   柳町工場 神奈川県 4 
   マルチメディア技術研究所 神奈川県 1 
   青梅工場 東京都 1 
2 富士通電装 5 本社 神奈川県 5 
3 松下電器産業 5 本社 大阪府 8 
4 日本電気 4 本社 東京都 4 
5 日立製作所 4 中央研究所 東京都 7 
   開発研究所 神奈川県 1 
   日立水戸エンジニアリング 茨城県 3 
6 キヤノン 2 本社 東京都 2 
7 シャープ 2 本社 大阪府 4 
8 ソニ－ 1 本社 東京都 1 
9 日本電信電話 1 本社 東京都 1 
10 富士通 1 本店 神奈川県 2 
11 オムロン 1 本社 京都府 1 

(1991 年１月～2001 年９月に公開の登録と係属案件) 

①④⑤⑥⑧⑨ 
①②⑤⑩

③⑦

⑤
⑪

3.6 3.6 3.6 その他生体照合技術その他生体照合技術  
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声紋照合技術の開発拠点は、東京都に集中しているが、神奈川県がこれに続いている。

また、愛知県、大阪府、京都府、香川県にも散在している。 

図 3.7-1 声紋照合技術の開発拠点図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 3.7-1 声紋照合技術の開発拠点一覧表 
No 企業名 特許件数 事業所名 住所 発明者数 
1 日本電信電話 5 本社 東京都 15 
2 日本電気 5 本社 東京都 6 
3 富士通 5 本店 神奈川県 12 
   富士通香川システムエンジニアリング 香川県 2 
4 東芝 4 柳町工場 神奈川県 2 
   日野工場 東京都 2 
   府中工場 東京都 1 
5 日立製作所 4 画像情報システム 神奈川県 4 
   半導体事業部 東京都 2 
   中央研究所 東京都 1 
   開発研究所 神奈川県 1 
6 NTTデ－タ 4 本社 東京都 5 
7 三菱電機 3 本社 東京都 7 
8 沖電気工業 2 本社 東京都 2 
9 カシオ計算機 2 羽村技術センター 東京都 3 
10 松下電器産業 2 本社 大阪府 5 
11 ソニ－ 1 本社 東京都 1 
12 デンソー 1 本社 愛知県 1 
13 オムロン 1 本社 京都府 2 

(1991 年１月～2001 年９月に公開の登録と係属案件) 

①②④⑤⑥ 
⑦⑧⑨⑪ 

③④⑤

③ ⑩ 
⑫

⑬

3.7 3.7 3.7 声紋照合技術声紋照合技術    
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署名照合技術の開発拠点は、東京都を中心にして、神奈川県、大阪府、愛知県にあり、

４地区に限られているのが特徴である。 

 

図 3.8-1 署名照合技術の開発拠点図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 3.8-1 署名照合技術の開発拠点一覧表 
No 企業名 

特許
件数 

事業所名 住所 
発明
者数 

 
No 企業名 

特許
件数 

事業所名 住所 
発明
者数 

1 日本ｻｲﾊﾞｰｻｲﾝ 11 本社 東京都 13  8 カシオ計算機 3 羽村技術ｾﾝﾀｰ 東京都 4 

2 キヤノン 10 本社 東京都 17  9 沖電気工業 2 本社 東京都 2 

   小杉事業所 神奈川県 1  10 日立製作所 2 中央研究所 東京都 3 

3 東芝 6 柳町工場 神奈川県 5     ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱｼｽﾃﾑ開発本部 神奈川県 3 

   東芝ｿｼｵｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ 神奈川県 1  11 日本電気 1 本社 東京都 1 

4 三菱電機 6 本社 東京都 9  12 富士通 2 本店 神奈川県 6 

   
ﾊ ﾟ ｰ ｿ ﾅ ﾙ情報機器開発研
究所 

神奈川県 9 
 

   
富士通ｿｰｼｱﾙｼｽﾃﾑｴﾝｼﾞﾆ
ｱﾘﾝｸﾞ 

東京都 1 

5 デンソー 6 本社 愛知県 14  13 シャープ 1 本社 大阪府 2 

6 大日本印刷 4 本社 東京都 7  14 松下電器産業 1 本社 大阪府 2 

7 日本電信電話 4 本社 東京都 11  

(1991 年１月～2001 年９月に公開の登録と係属案件) 

①②④⑥⑦ 
⑧⑨⑩⑪⑫ 

②③④⑩⑫ 

⑤ 

⑬⑭ 

3.8 3.8 3.8 署名照合技術署名照合技術    
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複合照合技術の開発拠点は、東京都、神奈川県に集中しており、これらに愛知県、大阪

府が続いている。 

図 3.9-1 複合照合技術の開発拠点図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
No 企業名 

特許
件数 

事業所名 住所 
発明
者数 

 
No 企業名 

特許
件数 

事業所名 住所 
発明
者数 

1 日立製作所 10 開発研究所 神奈川県 12  6 日本電気 5 本社 東京都 7 

   中央研究所 東京都 6     NEC三栄 東京都 2 

   映像メディア研究所 神奈川県 4  7 NTTデ－タ 5 本社 東京都 16 

   デジタルメディア開発本部 神奈川県 3  8 東芝 4 柳町工場 神奈川県 3 

   情報システム事業部 神奈川県 3     青梅工場 東京都 1 

   日立情報ネットワーク 東京都 1     関西支社 大阪府 1 

   日立中部ソフトウエア 愛知県 1  9 キヤノン 3 本社 東京都 2 

2 ソニ－ 8 本社 東京都 17     小杉事業所 神奈川県 1 

3 三菱電機 7 本社 東京都 11  10 富士通電装 3 本社 神奈川県 4 

   稲沢製作所 愛知県 1  11 日本電信電話 2 本社 東京都 8 

   三菱電機エンジニアリング 東京都 1  12 富士通 2 本店 神奈川県 4 

4 沖電気工業 6 本社 東京都 11  13 オムロン 2 本社 京都府 3 

   沖エンジニアリング 東京都 1  14 山武 1 本社 東京都 2 

5 松下電器産業 6 本社 大阪府 8  15 カシオ計算機 1 羽村技術センター 東京都 1 

   松下通信工業 神奈川県 3  16 デンソー 1 本社 愛知県 1 

   松下電子工業 大阪府 1        

(1991 年１月～2001 年９月に公開の登録と係属案件) 

①⑤⑧ 
⑨⑩⑫ 

①②③④⑥ 
⑦⑧⑨⑪⑭⑮ 

①③⑯
⑤⑧

⑬
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表 3.9-1 複合照合技術の開発拠点一覧表 
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生体一般照合技術の開発拠点は東京都、神奈川県、大阪府に集中している。 

図 3.10-1 生体一般照合技術の開発拠点図 
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1 沖電気工業 32 本社 東京都 42  4 日本電気 10 本社 東京都 13 

2 東芝 20 本社 東京都 3     ＮＥＣソフト 東京都 1 

   関西支社 大阪府 8     関西日本電気ｿﾌﾄｳｴｱ 大阪府 1 

   府中工場 東京都 6  5 日本電信電話 8 本社 東京都 26 

   柳町工場 神奈川県 5  6 三菱電機 8 本社 東京都 12 

   マルチメディア技術研究所 神奈川県 5     稲沢製作所 愛知県 1 

   研究開発センター 神奈川県 3     産業システム研究所 兵庫県 3 

   青梅工場 東京都 3  7 富士通 7 本店 神奈川県 20 

   小向工場 神奈川県 1  8 松下電器産業 6 本社 大阪府 7 

   東芝エーブイイー 東京都 1     松下通信工業 神奈川県 5 

   東芝ｺﾋﾟｭｰﾀｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ 東京都 1     松下通信金沢研究所 石川県 1 

   東芝ｿｼｵｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ 神奈川県 1  9 キヤノン 5 本社 東京都 4 

3 日立製作所 15 ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱｼｽﾃﾑ開発本部 神奈川県 8     CANON U.S.A ﾆｭｰﾖｰｸ州 1 

   中央研究所 東京都 7  10 ソニ－ 5 本社 東京都 10 

   システム開発本部 神奈川県 4 
 
11 
浜松ホトニク
ス 

5 本社 静岡県 12 

   日立ﾆｭｰｸﾘｱｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ 茨城県 4  12 オムロン 5 本社 京都府 10 

   ソフトウエア事業部 神奈川県 3  13 山武 4 本社 東京都 9 

   情報通信事業部 神奈川県 2  14 NTTデ－タ 3 本社 東京都 7 

   電化機器事業部多賀本部 茨城県 2  15 日本ｻｲﾊﾞ-ｻｲﾝ 3 本社 東京都 3 

   日立超LSIｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ 東京都 1  16 大日本印刷 2 本社 東京都 2 

   公共情報事業部 東京都 1  17 シャープ 2 本社 大阪府 4 

   システム開発研究所 神奈川県 1  18 カシオ計算機 1 東京事業所 東京都 1 

   情報システム事業部 神奈川県 1     羽村技術センター 東京都 1 

   機械研究所 茨城県 1  19 富士通電装 1 本社 神奈川県 1 

(1991 年１月～2001 年９月に公開の登録と係属案件) 

 

①②③④⑤⑥⑨ 
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⑧⑲ 

③ 

⑥
⑪

⑧

米国 
⑨ 

⑥ 
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表 3.10-1 生体一般照合技術の開発拠点一覧表 
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資料１. 工業所有権総合情報館と特許流通促進事業 

 

特許庁工業所有権総合情報館は、明治 20 年に特許局官制が施行され、農商務省特許局庶

務部内に図書館を置き、図書等の保管・閲覧を開始したことにより、組織上のスタートを

切りました。 

その後、我が国が明治 32 年に「工業所有権の保護等に関するパリ同盟条約」に加入する

ことにより、同条約に基づく公報等の閲覧を行う中央資料館として、国際的な地位を獲得

しました。 

平成 9 年からは、工業所有権相談業務と情報流通業務を新たに加え、総合的な情報提供

機関として、その役割を果たしております。さらに平成 13 年 4 月以降は、独立行政法人工

業所有権総合情報館として生まれ変わり、より一層の利用者ニーズに機敏に対応する業務

運営を目指し、特許公報等の情報提供及び工業所有権に関する相談等による出願人支援、

審査審判協力のための図書等の提供、開放特許活用等の特許流通促進事業を推進しており

ます。 

 

１ 事業の概要 
(1) 内外国公報類の収集・閲覧 

下記の公報閲覧室でどなたでも内外国公報等の調査を行うことができる環境と体制を整

備しています。 

 
閲覧室 所在地 ＴＥＬ 

札幌閲覧室  北海道札幌市北区北 7 条西 2-8 北ビル 7Ｆ 011-747-3061 

仙台閲覧室  宮城県仙台市青葉区本町 3-4-18 太陽生命仙台本町ビル 7F 022-711-1339 

第一公報閲覧室  東京都千代田区霞が関 3-4-3 特許庁 2F 03-3580-7947 

第二公報閲覧室  東京都千代田区霞が関 1-3-1 経済産業省別館 1F 
03-3581-1101 
（内線 3819） 

名古屋閲覧室  愛知県名古屋市中区栄 2-10-19 名古屋商工会議所ビル B2F 052-223-5764 

大阪閲覧室  大阪府大阪市天王寺区伶人町 2-7 関西特許情報センター1F 06-4305-0211 

広島閲覧室  広島県広島市中区上八丁堀 6-30 広島合同庁舎 3 号館 082-222-4595 

高松閲覧室  香川県高松市林町 2217-15 香川産業頭脳化センタービル 2F 087-869-0661 

福岡閲覧室  福岡県福岡市博多区博多駅東 2-6-23 住友博多駅前第 2 ビル 2F 092-414-7101 

那覇閲覧室  沖縄県那覇市前島 3-1-15 大同生命那覇ビル 5F 098-867-9610 

 

 

(2) 審査審判用図書等の収集・閲覧 

審査に利用する図書等を収集・整理し、特許庁の審査に提供すると同時に、「図書閲覧室

（特許庁２Ｆ）」において、調査を希望する方々へ提供しています。【TEL：03-3592-2920】 

 

 

(3) 工業所有権に関する相談 

相談窓口（特許庁 2Ｆ）を開設し、工業所有権に関する一般的な相談に応じています。



 

276 

手紙、電話、e-mail 等による相談も受け付けています。 

【TEL：03-3581-1101(内線 2121～2123)】【FAX：03-3502-8916】 

【e-mail：PA8102@ncipi.jpo.go.jp】 

 

(4) 特許流通の促進 

特許権の活用を促進するための特許流通市場の整備に向け、各種事業を行っています。

（詳細は２項参照）【TEL：03-3580-6949】 

 

２ 特許流通促進事業 
先行き不透明な経済情勢の中、企業が生き残り、発展して行くためには、新しいビジネ

スの創造が重要であり、その際、知的資産の活用、とりわけ技術情報の宝庫である特許の

活用がキーポイントとなりつつあります。 

また、企業が技術開発を行う場合、まず自社で開発を行うことが考えられますが、商品

のライフサイクルの短縮化、技術開発のスピードアップ化が求められている今日、外部か

らの技術を積極的に導入することも必要になってきています。 

このような状況下、特許庁では、特許の流通を通じた技術移転・新規事業の創出を促進

するため、特許流通促進事業を展開していますが、2001 年 4 月から、これらの事業は、特

許庁から独立をした「独立行政法人 工業所有権総合情報館」が引き継いでいます。 

 

(1) 特許流通の促進 

① 特許流通アドバイザー 

全国の知的所有権センター・TLO 等からの要請に応じて、知的所有権や技術移転につい

ての豊富な知識・経験を有する専門家を特許流通アドバイザーとして派遣しています。 

知的所有権センターでは、地域の活用可能な特許の調査、当該特許の提供支援及び大学・

研究機関が保有する特許と地域企業との橋渡しを行っています。(資料２参照) 

 

② 特許流通促進説明会 

地域特性に合った特許情報の有効活用の普及・啓発を図るため、技術移転の実例を紹介

しながら特許流通のプロセスや特許電子図書館を利用した特許情報検索方法等を内容とし

た説明会を開催しています。 

 

(2) 開放特許情報等の提供 

① 特許流通データベース 

活用可能な開放特許を産業界、特に中小・ベンチャー企業に円滑に流通させ実用化を推

進していくため、企業や研究機関・大学等が保有する提供意思のある特許をデータベース

化し、インターネットを通じて公開しています。（http://www.ncipi.go.jp） 

 

 

② 開放特許活用例集 

特許流通データベースに登録されている開放特許の中から製品化ポテンシャルが高い案
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件を選定し、これら有用な開放特許を有効に使ってもらうためのビジネスアイデア集を作

成しています。 

 

③ 特許流通支援チャート 

企業が新規事業創出時の技術導入・技術移転を図る上で指標となりうる国内特許の動向

を技術テーマごとに、分析したものです。出願上位企業の特許取得状況、技術開発課題に

対応した特許保有状況、技術開発拠点等を紹介しています。 

 

④ 特許電子図書館情報検索指導アドバイザー 

知的財産権及びその情報に関する専門的知識を有するアドバイザーを全国の知的所有権

センターに派遣し、特許情報の検索に必要な基礎知識から特許情報の活用の仕方まで、無

料でアドバイス・相談を行っています。（資料３参照） 

 

(3) 知的財産権取引業の育成 

① 知的財産権取引業者データベース 

特許を始めとする知的財産権の取引や技術移転の促進には、欧米の技術移転先進国に見

られるように、民間の仲介事業者の存在が不可欠です。こうした民間ビジネスが質・量と

もに不足し、社会的認知度も低いことから、事業者の情報を収集してデータベース化し、

インターネットを通じて公開しています。 

 

② 国際セミナー・研修会等 

著名海外取引業者と我が国取引業者との情報交換、議論の場（国際セミナー）を開催し

ています。また、産学官の技術移転を促進して、企業の新商品開発や技術力向上を促進す

るために不可欠な、技術移転に携わる人材の育成を目的とした研修事業を開催しています。 

 



資料２． 特許流通アドバイザー一覧　（平成１４年３月１日現在）

○経済産業局特許室および知的所有権センターへの派遣

派　遣　先 氏　名 ＴＥＬ

北海道経済産業局特許室 杉谷 克彦 〒060-0807 札幌市北区北７条西２丁目８番地１北ビル７階 011-708-5783

北海道知的所有権センター 宮本　剛汎 〒060-0819 札幌市北区北19条西11丁目 011-747-2211
（北海道立工業試験場） 北海道立工業試験場内
東北経済産業局特許室 三澤　輝起 〒980-0014 仙台市青葉区本町３－４－１８　 022-223-9761

太陽生命仙台本町ビル７階
青森県知的所有権センター 内藤　規雄 〒030-0112 青森市大字八ﾂ役字芦谷２０２－４ 017-762-3912
（（社）発明協会青森県支部） 青森県産業技術開発センター内
岩手県知的所有権センター 阿部　新喜司 〒020-0852 盛岡市飯岡新田３－３５－２ 019-635-8182
（岩手県工業技術センター） 岩手県工業技術センター内
宮城県知的所有権センター 小野　賢悟 〒98１-3206 仙台市泉区明通二丁目２番地 022-377-8725

（宮城県産業技術総合センター） 宮城県産業技術総合センター内
秋田県知的所有権センター 石川　順三 〒010-1623 秋田市新屋町字砂奴寄４－１１ 018-862-3417
（秋田県工業技術センター） 秋田県工業技術センター内
山形県知的所有権センター 冨樫　富雄 〒990-2473 山形市松栄１－３－８ 023-647-8130
（山形県工業技術センター） 山形県産業創造支援センター内
福島県知的所有権センター 相澤　正彬 〒963-0215 郡山市待池台１－１２ 024-959-3351
（（社）発明協会福島県支部） 福島県ハイテクプラザ内

関東経済産業局特許室 村上　義英 〒330-9715 さいたま市上落合２－１１ 048-600-0501
さいたま新都心合同庁舎１号館

茨城県知的所有権センター 齋藤　幸一 〒312-0005 ひたちなか市新光町３８ 029-264-2077
（（財）茨城県中小企業振興公社） ひたちなかテクノセンタービル内

栃木県知的所有権センター 坂本　武 〒322-0011 鹿沼市白桑田５１６－１ 0289-60-1811
（（社）発明協会栃木県支部） 栃木県工業技術センター内
群馬県知的所有権センター 三田　隆志 〒371-0845 前橋市鳥羽町１９０ 027-280-4416
（（社）発明協会群馬県支部） 群馬県工業試験場内

金井　澄雄 〒371-0845 前橋市鳥羽町１９０ 027-280-4416
群馬県工業試験場内

埼玉県知的所有権センター 野口 満 〒333-0848 川口市芝下１－１－５６ 048-269-3108
（埼玉県工業技術センター） 埼玉県工業技術センター内

清水 修 〒333-0848 川口市芝下１－１－５６ 048-269-3108
埼玉県工業技術センター内

千葉県知的所有権センター 稲谷　稔宏 〒260-0854 千葉市中央区長洲１－９－１ 043-223-6536
（（社）発明協会千葉県支部） 千葉県庁南庁舎内

阿草　一男 〒260-0854 千葉市中央区長洲１－９－１ 043-223-6536
千葉県庁南庁舎内

東京都知的所有権センター 鷹見　紀彦 〒144-0035 大田区南蒲田１－２０－２０ 03-3737-1435
（東京都城南地域中小企業振興ｾﾝﾀｰ） 城南地域中小企業振興センター内

神奈川県知的所有権センター支部 小森　幹雄 〒213-0012 川崎市高津区坂戸３－２－１ 044-819-2100
（（財）神奈川高度技術支援財団） かながわサイエンスパーク内

新潟県知的所有権センター 小林　靖幸 〒940-2127 長岡市新産４－１－９ 0258-46-9711
（（財）信濃川テクノポリス開発機構） 長岡地域技術開発振興センター内

山梨県知的所有権センター 廣川　幸生 〒400-0055 甲府市大津町２０９４ 055-220-2409
（山梨県工業技術センター） 山梨県工業技術センター内
長野県知的所有権センター 徳永　正明 〒380-0928 長野市若里１－１８－１ 026-229-7688
（（社）発明協会長野県支部） 長野県工業試験場内
静岡県知的所有権センター 神長　邦雄 〒421-1221 静岡市牧ヶ谷２０７８ 054-276-1516
（（社）発明協会静岡県支部） 静岡工業技術センター内

山田 修寧 〒421-1221 静岡市牧ヶ谷２０７８ 054-276-1516
静岡工業技術センター内

中部経済産業局特許室 原口　邦弘 〒460-0008 名古屋市中区栄２－１０－１９ 052-223-6549
名古屋商工会議所ビルB2F

富山県知的所有権センター 小坂　郁雄 〒933-0981 高岡市二上町１５０ 0766-29-2081
（富山県工業技術センター） 富山県工業技術センター内
石川県知的所有権センター 一丸　義次 〒920-0223 金沢市戸水町イ６５番地 076-267-8117

（財）石川県産業創出支援機構 石川県地場産業振興センター新館１階
岐阜県知的所有権センター 松永  孝義 〒509-0108 各務原市須衛町４－１７９－１ 0583-79-2250

（岐阜県科学技術振興センター） テクノプラザ５F
木下　裕雄 〒509-0108 各務原市須衛町４－１７９－１ 0583-79-2250

テクノプラザ５F
愛知県知的所有権センター 森　孝和 〒448-0003 刈谷市一ツ木町西新割 0566-24-1841
（愛知県工業技術センター） 愛知県工業技術センター内

三浦　元久 〒448-0003 刈谷市一ツ木町西新割 0566-24-1841
愛知県工業技術センター内

所　在　地
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派　遣　先 氏　名 ＴＥＬ

三重県知的所有権センター 馬渡　建一 〒514-0819 津市高茶屋５－５－４５ 059-234-4150
（三重県工業技術総合研究所） 三重県科学振興センター工業研究部内

近畿経済産業局特許室 下田　英宣 〒543-0061 大阪市天王寺区伶人町２－７ 06-6776-8491
関西特許情報センター１階

福井県知的所有権センター 上坂　旭 〒910-0102 福井市川合鷲塚町６１字北稲田１０ 0776-55-2100
（福井県工業技術センター） 福井県工業技術センター内
滋賀県知的所有権センター 新屋　正男 〒520-3004 栗東市上砥山２３２ 077-558-4040
（滋賀県工業技術センター） 滋賀県工業技術総合センター別館内
京都府知的所有権センター 衣川　清彦 〒600-8813 京都市下京区中堂寺南町１７番地 075-326-0066
（（社）発明協会京都支部） 京都ﾘｻｰﾁﾊﾟｰｸ京都高度技術研究所ﾋﾞﾙ４階
大阪府知的所有権センター 大空　一博 〒543-0061 大阪市天王寺区伶人町２－７ 06-6772-0704

（大阪府立特許情報センター） 関西特許情報センター内
梶原　淳治 〒577-0809 東大阪市永和1-11-10 06-6722-1151

兵庫県知的所有権センター 園田　憲一 〒650-0047 神戸市中央区港島南町１－５－２ 078-306-6808
（（財）新産業創造研究機構） 神戸キメックセンタービル６Ｆ

島田　一男 〒650-0047 神戸市中央区港島南町１－５－２ 078-306-6808
神戸キメックセンタービル６Ｆ

和歌山県知的所有権センター 北澤　宏造 〒640-8214 和歌山県寄合町２５ 073-432-0087
（（社）発明協会和歌山県支部） 和歌山市発明館４階

中国経済産業局特許室 木村　郁男 〒730-8531 広島市中区上八丁堀６－３０ 082-502-6828
広島合同庁舎３号館１階

鳥取県知的所有権センター 五十嵐　善司 〒689-1112 鳥取市若葉台南７－５－１ 0857-52-6728
（（社）発明協会鳥取県支部） 新産業創造センター１階
島根県知的所有権センター 佐野  馨 〒690-0816 島根県松江市北陵町１ 0852-60-5146
（（社）発明協会島根県支部） テクノアークしまね内
岡山県知的所有権センター 横田　悦造 〒701-1221 岡山市芳賀５３０１ 086-286-9102
（（社）発明協会岡山県支部） テクノサポート岡山内
広島県知的所有権センター 壹岐　正弘 〒730-0052 広島市中区千田町３－１３－１１ 082-544-2066
（（社）発明協会広島県支部） 広島発明会館２階
山口県知的所有権センター 滝川　尚久 〒753-0077 山口市熊野町1-10 NPYビル10階 083-922-9927
（（社）発明協会山口県支部） （財）山口県産業技術開発機構内

四国経済産業局特許室 鶴野　弘章 〒761-0301 香川県高松市林町２２１７－１５ 087-869-3790
香川産業頭脳化センタービル２階

徳島県知的所有権センター 武岡　明夫 〒770-8021 徳島市雑賀町西開１１－２ 088-669-0117
（（社）発明協会徳島県支部） 徳島県立工業技術センター内
香川県知的所有権センター 谷田　吉成 〒761-0301 香川県高松市林町２２１７－１５ 087-869-9004
（（社）発明協会香川県支部） 香川産業頭脳化センタービル２階

福家　康矩 〒761-0301 香川県高松市林町２２１７－１５ 087-869-9004
香川産業頭脳化センタービル２階

愛媛県知的所有権センター 川野　辰己 〒791-1101 松山市久米窪田町３３７－１ 089-960-1489
（（社）発明協会愛媛県支部） テクノプラザ愛媛
高知県知的所有権センター 吉本　忠男 〒781-5101 高知市布師田３９９２－２ 0888-46-7087

（（財）高知県産業振興センター） 高知県中小企業会館2階
九州経済産業局特許室 簗田　克志 〒812-8546 福岡市博多区博多駅東２－１１－１ 092-436-7260

福岡合同庁舎内
福岡県知的所有権センター 道津　毅 〒812-0013 福岡市博多区博多駅東２－６－２３ 092-415-6777
（（社）発明協会福岡県支部） 住友博多駅前第２ビル１階

福岡県知的所有権センター北九州支部 沖  宏治 〒804-0003 北九州市戸畑区中原新町２－１ 093-873-1432
（（株）北九州テクノセンター） （株）北九州テクノセンター内
佐賀県知的所有権センター 光武　章二 〒849-0932 佐賀市鍋島町大字八戸溝１１４ 0952-30-8161
（佐賀県工業技術センター） 佐賀県工業技術センター内

村上　忠郎 〒849-0932 佐賀市鍋島町大字八戸溝１１４ 0952-30-8161
佐賀県工業技術センター内

長崎県知的所有権センター 嶋北　正俊 〒856-0026 大村市池田２－１３０３－８ 0957-52-1138
（（社）発明協会長崎県支部） 長崎県工業技術センター内
熊本県知的所有権センター 深見　毅 〒862-0901 熊本市東町３－１１－３８ 096-331-7023
（（社）発明協会熊本県支部） 熊本県工業技術センター内
大分県知的所有権センター 古崎　宣 〒870-1117 大分市高江西１－４３６１－１０ 097-596-7121

（大分県産業科学技術センター） 大分県産業科学技術センター内
宮崎県知的所有権センター 久保田  英世 〒880-0303 宮崎県宮崎郡佐土原町東上那珂16500-2 0985-74-2953
（（社）発明協会宮崎県支部） 宮崎県工業技術センター内
鹿児島県知的所有権センター 山田　式典 〒899-5105 鹿児島県姶良郡隼人町小田1445-1 0995-64-2056
（鹿児島県工業技術センター） 鹿児島県工業技術センター内

沖縄総合事務局特許室 下司　義雄 〒900-0016 那覇市前島３－１－１５ 098-867-3293
大同生命那覇ビル５階

沖縄県知的所有権センター 木村　薫 〒904-2234 具志川市州崎１２－２ 098-939-2372
（沖縄県工業技術センター） 沖縄県工業技術センター内１階

所　在　地
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○技術移転機関（ＴＬＯ）への派遣

派　遣　先 氏　名 ＴＥＬ

北海道ティー・エル・オー（株） 山田　邦重 〒060-0808 札幌市北区北８条西５丁目 011-708-3633
北海道大学事務局分館２館

岩城　全紀 〒060-0808 札幌市北区北８条西５丁目 011-708-3633
北海道大学事務局分館２館

（株）東北テクノアーチ 井硲　弘 〒980-0845 仙台市青葉区荒巻字青葉４６８番地 022-222-3049
東北大学未来科学技術共同センター

(株)筑波リエゾン研究所 関　淳次 〒305-8577 茨城県つくば市天王台１－１－１ 0298-50-0195
筑波大学共同研究棟A303

綾　紀元 〒305-8577 茨城県つくば市天王台１－１－１ 0298-50-0195
筑波大学共同研究棟A303

（財）日本産業技術振興協会 坂　光 〒305-8568 茨城県つくば市梅園１－１－１ 0298-61-5210
産総研イノベーションズ つくば中央第二事業所D-７階
日本大学国際産業技術・ﾋﾞｼﾞﾈｽ育成ｾﾝﾀｰ斎藤　光史 〒102-8275 東京都千代田区九段南4-8-24 03-5275-8139

加根魯 和宏 〒102-8275 東京都千代田区九段南4-8-24 03-5275-8139

学校法人早稲田大学知的財産センター 菅野　淳 〒162-0041 東京都新宿区早稲田鶴巻町５１３ 03-5286-9867
早稲田大学研究開発ｾﾝﾀｰ120-1号館1F

風間 孝彦 〒162-0041 東京都新宿区早稲田鶴巻町５１３ 03-5286-9867
早稲田大学研究開発ｾﾝﾀｰ120-1号館1F

（財）理工学振興会 鷹巣 征行 〒226-8503 横浜市緑区長津田町4259 045-921-4391
フロンティア創造共同研究センター内

北川 謙一 〒226-8503 横浜市緑区長津田町4259 045-921-4391
フロンティア創造共同研究センター内

よこはまティーエルオー（株） 小原　郁 〒240-8501 横浜市保土ヶ谷区常盤台７９－５ 045-339-4441
横浜国立大学共同研究推進センター内

学校法人慶応義塾大学知的資産センター 道井  敏 〒108-0073 港区三田２－１１－１５ 03-5427-1678
三田川崎ビル３階

鈴木　泰 〒108-0073 港区三田２－１１－１５ 03-5427-1678
三田川崎ビル３階

学校法人東京電機大学産官学交流センター河村 幸夫 〒101-8457 千代田区神田錦町２－２ 03-5280-3640

タマティーエルオー（株） 古瀬　武弘 〒192-0083 八王子市旭町９－１ 0426-31-1325
八王子スクエアビル１１階

学校法人明治大学知的資産センター 竹田 幹男 〒101-8301 千代田区神田駿河台１－１ 03-3296-4327

（株）山梨ティー・エル・オー 田中 正男 〒400-8511 甲府市武田４－３－１１ 055-220-8760
山梨大学地域共同開発研究センター内

（財）浜松科学技術研究振興会 小野　義光 〒432-8561 浜松市城北３－５－１ 053-412-6703

（財）名古屋産業科学研究所 杉本　勝 〒460-0008 名古屋市中区栄二丁目十番十九号 052-223-5691
名古屋商工会議所ビル

小西　富雅 〒460-0008 名古屋市中区栄二丁目十番十九号 052-223-5694
名古屋商工会議所ビル

関西ティー・エル・オー（株） 山田　富義 〒600-8813 京都市下京区中堂寺南町17 075-315-8250
京都ﾘｻｰﾁﾊﾟｰｸｻｲｴﾝｽｾﾝﾀｰﾋﾞﾙ1号館2階

斎田　雄一 〒600-8813 京都市下京区中堂寺南町17 075-315-8250
京都ﾘｻｰﾁﾊﾟｰｸｻｲｴﾝｽｾﾝﾀｰﾋﾞﾙ1号館2階

(財)新産業創造研究機構 井上　勝彦 〒650-0047 神戸市中央区港島南町１－５－２ 078-306-6805
神戸キメックセンタービル６Ｆ

長冨 弘充 〒650-0047 神戸市中央区港島南町１－５－２ 078-306-6805
神戸キメックセンタービル６Ｆ

(財）大阪産業振興機構 有馬 秀平 〒565-0871 大阪府吹田市山田丘２－１ 06-6879-4196
大阪大学先端科学技術共同研究センター４F

(有)山口ティー・エル・オー 松本　孝三 〒755-8611 山口県宇部市常盤台２－１６－１ 0836-22-9768
山口大学地域共同研究開発ｾﾝﾀｰ内

熊原　尋美 〒755-8611 山口県宇部市常盤台２－１６－１ 0836-22-9768
山口大学地域共同研究開発ｾﾝﾀｰ内

（株）テクノネットワーク四国 佐藤 博正 〒760-0033 香川県高松市丸の内２－５ 087-811-5039
ﾖﾝﾃﾞﾝﾋﾞﾙ別館4F

（株）北九州テクノセンター 乾    全 〒804-0003 北九州市戸畑区中原新町２番１号 093-873-1448

（株）産学連携機構九州 堀　浩一 〒812-8581 福岡市東区箱崎６－１０－１ 092-642-4363
九州大学技術移転推進室内

（財）くまもとテクノ産業財団 桂　真郎 〒861-2202 熊本県上益城郡益城町田原２０８１－１０ 096-289-2340

所　在　地
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○知的所有権センターへの派遣

派　遣　先 氏　名 ＴＥＬ
北海道知的所有権センター 平野　徹 〒060-0819 札幌市北区北19条西11丁目 011-747-2211

（北海道立工業試験場）
青森県知的所有権センター 佐々木　泰樹 〒030-0112 青森市第二問屋町４－１１－６ 017-762-3912
（（社）発明協会青森県支部）
岩手県知的所有権センター 中嶋　孝弘 〒020-0852 盛岡市飯岡新田３－３５－２ 019-634-0684
（岩手県工業技術センター）
宮城県知的所有権センター 小林　保 〒98１-3206 仙台市泉区明通２－２ 022-377-8725

（宮城県産業技術総合センター）
秋田県知的所有権センター 田嶋　正夫 〒010-1623 秋田市新屋町字砂奴寄４－１１ 018-862-3417
（秋田県工業技術センター）
山形県知的所有権センター 大澤　忠行 〒990-2473 山形市松栄１－３－８ 023-647-8130
（山形県工業技術センター）
福島県知的所有権センター 栗田　広 〒963-0215 郡山市待池台１－１２ 024-963-0242
（（社）発明協会福島県支部） 福島県ハイテクプラザ内
茨城県知的所有権センター 猪野　正己 〒312-0005 ひたちなか市新光町３８ 029-264-2211

（（財）茨城県中小企業振興公社） ひたちなかテクノセンタービル１階
栃木県知的所有権センター 中里　浩 〒322-0011 鹿沼市白桑田５１６－１ 0289-65-7550
（（社）発明協会栃木県支部） 栃木県工業技術センター内
群馬県知的所有権センター 神林　賢蔵 〒371-0845 前橋市鳥羽町１９０ 027-254-0627
（（社）発明協会群馬県支部） 群馬県工業試験場内
埼玉県知的所有権センター 田中　庸雅 〒331-8669 さいたま市桜木町１－７－５ 048-644-4806
（（社）発明協会埼玉県支部） ソニックシティ１０階
千葉県知的所有権センター 中原　照義 〒260-0854 千葉市中央区長洲１－９－１ 043-223-7748
（（社）発明協会千葉県支部） 千葉県庁南庁舎Ｒ３階
東京都知的所有権センター 福澤　勝義 〒105-0001 港区虎ノ門２－９－１４ 03-3502-5521
（（社）発明協会東京支部）

神奈川県知的所有権センター 森　啓次 〒243-0435 海老名市下今泉７０５－１ 046-236-1500
（神奈川県産業技術総合研究所）
神奈川県知的所有権センター支部 大井　隆 〒213-0012 川崎市高津区坂戸３－２－１ 044-819-2100
（（財）神奈川高度技術支援財団） かながわサイエンスパーク西棟２０５
神奈川県知的所有権センター支部 蓮見　亮 〒231-0015 横浜市中区尾上町５－８０ 045-633-5055

（（社）発明協会神奈川県支部） 神奈川中小企業センター１０階
新潟県知的所有権センター 石谷　速夫 〒940-2127 長岡市新産４－１－９ 0258-46-9711

（（財）信濃川テクノポリス開発機構）
山梨県知的所有権センター 山下　知 〒400-0055 甲府市大津町２０９４ 055-243-6111
（山梨県工業技術センター）
長野県知的所有権センター 岡田　光正 〒380-0928 長野市若里１－１８－１ 026-228-5559
（（社）発明協会長野県支部） 長野県工業試験場内
静岡県知的所有権センター 吉井　和夫 〒421-1221 静岡市牧ヶ谷２０７８ 054-278-6111
（（社）発明協会静岡県支部） 静岡工業技術センター資料館内
富山県知的所有権センター 齋藤　靖雄 〒933-0981 高岡市二上町１５０ 0766-29-1252
（富山県工業技術センター）
石川県知的所有権センター 辻　寛司 〒920-0223 金沢市戸水町イ６５番地 076-267-5918

（財）石川県産業創出支援機構 石川県地場産業振興センター
岐阜県知的所有権センター 林　邦明 〒509-0108 各務原市須衛町４－１７９－１ 0583-79-2250

（岐阜県科学技術振興センター） テクノプラザ５F
愛知県知的所有権センター 加藤　英昭 〒448-0003 刈谷市一ツ木町西新割 0566-24-1841
（愛知県工業技術センター）
三重県知的所有権センター 長峰　隆 〒514-0819 津市高茶屋５－５－４５ 059-234-4150

（三重県工業技術総合研究所）
福井県知的所有権センター 川�　好昭 〒910-0102 福井市川合鷲塚町６１字北稲田１０ 0776-55-1195
（福井県工業技術センター）
滋賀県知的所有権センター 森　久子 〒520-3004 栗東市上砥山２３２ 077-558-4040
（滋賀県工業技術センター）
京都府知的所有権センター 中野　剛 〒600-8813 京都市下京区中堂寺南町１７ 075-315-8686
（（社）発明協会京都支部） 京都リサーチパーク内　京都高度技研ビル４階
大阪府知的所有権センター 秋田　伸一 〒543-0061 大阪市天王寺区伶人町２－７ 06-6771-2646

（大阪府立特許情報センター）
大阪府知的所有権センター支部 戎　邦夫 〒564-0062 吹田市垂水町３－２４－１ 06-6330-7725

（（社）発明協会大阪支部知的財産センター） シンプレス江坂ビル２階
兵庫県知的所有権センター 山口　克己 〒654-0037 神戸市須磨区行平町３－１－３１ 078-731-5847
（（社）発明協会兵庫県支部） 兵庫県立産業技術センター４階
奈良県知的所有権センター 北田　友彦 〒630-8031 奈良市柏木町１２９－１ 0742-33-0863
（奈良県工業技術センター）

所　在　地
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派　遣　先 氏　名 ＴＥＬ
和歌山県知的所有権センター 木村　武司 〒640-8214 和歌山県寄合町２５ 073-432-0087
（（社）発明協会和歌山県支部） 和歌山市発明館４階

鳥取県知的所有権センター 奥村　隆一 〒689-1112 鳥取市若葉台南７－５－１ 0857-52-6728
（（社）発明協会鳥取県支部） 新産業創造センター１階
島根県知的所有権センター 門脇　みどり 〒690-0816 島根県松江市北陵町１番地 0852-60-5146
（（社）発明協会島根県支部） テクノアークしまね１Ｆ内
岡山県知的所有権センター 佐藤　新吾 〒701-1221 岡山市芳賀５３０１ 086-286-9656
（（社）発明協会岡山県支部） テクノサポート岡山内
広島県知的所有権センター 若木　幸蔵 〒730-0052 広島市中区千田町３－１３－１１ 082-544-0775
（（社）発明協会広島県支部） 広島発明会館内

広島県知的所有権センター支部 渡部　武徳 〒720-0067 福山市西町２－１０－１ 0849-21-2349
（（社）発明協会広島県支部備後支会）

広島県知的所有権センター支部 三上　達矢 〒737-0004 呉市阿賀南２－１０－１ 0823-76-3766
（呉地域産業振興センター）
山口県知的所有権センター 大段　恭二 〒753-0077 山口市熊野町1-10 NPYビル10階 083-922-9927
（（社）発明協会山口県支部）
徳島県知的所有権センター 平野　稔 〒770-8021 徳島市雑賀町西開１１－２ 088-636-3388
（（社）発明協会徳島県支部） 徳島県立工業技術センター内
香川県知的所有権センター 中元　恒 〒761-0301 香川県高松市林町２２１７－１５ 087-869-9005
（（社）発明協会香川県支部） 香川産業頭脳化センタービル２階
愛媛県知的所有権センター 片山　忠徳 〒791-1101 松山市久米窪田町３３７－１ 089-960-1118
（（社）発明協会愛媛県支部） テクノプラザ愛媛
高知県知的所有権センター 柏井　富雄 〒781-5101 高知市布師田３９９２－３ 088-845-7664
（高知県工業技術センター）
福岡県知的所有権センター 浦井　正章 〒812-0013 福岡市博多区博多駅東２－６－２３ 092-474-7255
（（社）発明協会福岡県支部） 住友博多駅前第２ビル２階

福岡県知的所有権センター北九州支部 重藤　務 〒804-0003 北九州市戸畑区中原新町２－１ 093-873-1432
（（株）北九州テクノセンター）
佐賀県知的所有権センター 塚島　誠一郎 〒849-0932 佐賀市鍋島町八戸溝１１４ 0952-30-8161
（佐賀県工業技術センター）
長崎県知的所有権センター 川添　早苗 〒856-0026 大村市池田２－１３０３－８ 0957-52-1144
（（社）発明協会長崎県支部） 長崎県工業技術センター内
熊本県知的所有権センター 松山　彰雄 〒862-0901 熊本市東町３－１１－３８ 096-360-3291
（（社）発明協会熊本県支部） 熊本県工業技術センター内
大分県知的所有権センター 鎌田　正道 〒870-1117 大分市高江西１－４３６１－１０ 097-596-7121

（大分県産業科学技術センター）
宮崎県知的所有権センター 黒田　護 〒880-0303 宮崎県宮崎郡佐土原町東上那珂16500-2 0985-74-2953
（（社）発明協会宮崎県支部） 宮崎県工業技術センター内
鹿児島県知的所有権センター 大井　敏民 〒899-5105 鹿児島県姶良郡隼人町小田1445-1 0995-64-2445
（鹿児島県工業技術センター）
沖縄県知的所有権センター 和田　修 〒904-2234 具志川市字州崎１２－２ 098-929-0111
（沖縄県工業技術センター） 中城湾港新港地区トロピカルテクノパーク内

所　在　地
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資料４． 知的所有権センター一覧　（平成１４年３月１日現在）
都道府県 名　　称 ＴＥＬ

北海道 北海道知的所有権センター 〒060-0819 札幌市北区北19条西11丁目 011-747-2211
（北海道立工業試験場）

青森県 青森県知的所有権センター 〒030-0112 青森市第二問屋町４－１１－６ 017-762-3912
（（社）発明協会青森県支部）

岩手県 岩手県知的所有権センター 〒020-0852 盛岡市飯岡新田３－３５－２ 019-634-0684
（岩手県工業技術センター）

宮城県 宮城県知的所有権センター 〒98１-3206 仙台市泉区明通２－２ 022-377-8725
（宮城県産業技術総合センター）

秋田県 秋田県知的所有権センター 〒010-1623 秋田市新屋町字砂奴寄４－１１ 018-862-3417
（秋田県工業技術センター）

山形県 山形県知的所有権センター 〒990-2473 山形市松栄１－３－８ 023-647-8130
（山形県工業技術センター）

福島県 福島県知的所有権センター 〒963-0215 郡山市待池台１－１２ 024-963-0242
（（社）発明協会福島県支部） 福島県ハイテクプラザ内

茨城県 茨城県知的所有権センター 〒312-0005 ひたちなか市新光町３８ 029-264-2211
（（財）茨城県中小企業振興公社） ひたちなかテクノセンタービル１階

栃木県 栃木県知的所有権センター 〒322-0011 鹿沼市白桑田５１６－１ 0289-65-7550
（（社）発明協会栃木県支部） 栃木県工業技術センター内

群馬県 群馬県知的所有権センター 〒371-0845 前橋市鳥羽町１９０ 027-254-0627
（（社）発明協会群馬県支部） 群馬県工業試験場内

埼玉県 埼玉県知的所有権センター 〒331-8669 さいたま市桜木町１－７－５ 048-644-4806
（（社）発明協会埼玉県支部） ソニックシティ１０階

千葉県 千葉県知的所有権センター 〒260-0854 千葉市中央区長洲１－９－１ 043-223-7748
（（社）発明協会千葉県支部） 千葉県庁南庁舎Ｒ３階

東京都 東京都知的所有権センター 〒105-0001 港区虎ノ門２－９－１４ 03-3502-5521
（（社）発明協会東京支部）

神奈川県 神奈川県知的所有権センター 〒243-0435 海老名市下今泉７０５－１ 046-236-1500
（神奈川県産業技術総合研究所）
神奈川県知的所有権センター支部 〒213-0012 川崎市高津区坂戸３－２－１ 044-819-2100
（（財）神奈川高度技術支援財団） かながわサイエンスパーク西棟２０５
神奈川県知的所有権センター支部 〒231-0015 横浜市中区尾上町５－８０ 045-633-5055

（（社）発明協会神奈川県支部） 神奈川中小企業センター１０階
新潟県 新潟県知的所有権センター 〒940-2127 長岡市新産４－１－９ 0258-46-9711

（（財）信濃川テクノポリス開発機構）
山梨県 山梨県知的所有権センター 〒400-0055 甲府市大津町２０９４ 055-243-6111

（山梨県工業技術センター）
長野県 長野県知的所有権センター 〒380-0928 長野市若里１－１８－１ 026-228-5559

（（社）発明協会長野県支部） 長野県工業試験場内
静岡県 静岡県知的所有権センター 〒421-1221 静岡市牧ヶ谷２０７８ 054-278-6111

（（社）発明協会静岡県支部） 静岡工業技術センター資料館内
富山県 富山県知的所有権センター 〒933-0981 高岡市二上町１５０ 0766-29-1252

（富山県工業技術センター）
石川県 石川県知的所有権センター 〒920-0223 金沢市戸水町イ６５番地 076-267-5918

（財）石川県産業創出支援機構 石川県地場産業振興センター
岐阜県 岐阜県知的所有権センター 〒509-0108 各務原市須衛町４－１７９－１ 0583-79-2250

（岐阜県科学技術振興センター） テクノプラザ５F
愛知県 愛知県知的所有権センター 〒448-0003 刈谷市一ツ木町西新割 0566-24-1841

（愛知県工業技術センター）
三重県 三重県知的所有権センター 〒514-0819 津市高茶屋５－５－４５ 059-234-4150

（三重県工業技術総合研究所）
福井県 福井県知的所有権センター 〒910-0102 福井市川合鷲塚町６１字北稲田１０ 0776-55-1195

（福井県工業技術センター）
滋賀県 滋賀県知的所有権センター 〒520-3004 栗東市上砥山２３２ 077-558-4040

（滋賀県工業技術センター）
京都府 京都府知的所有権センター 〒600-8813 京都市下京区中堂寺南町１７ 075-315-8686

（（社）発明協会京都支部） 京都リサーチパーク内　京都高度技研ビル４階
大阪府 大阪府知的所有権センター 〒543-0061 大阪市天王寺区伶人町２－７ 06-6771-2646

（大阪府立特許情報センター）
大阪府知的所有権センター支部 〒564-0062 吹田市垂水町３－２４－１ 06-6330-7725

（（社）発明協会大阪支部知的財産ｾﾝﾀｰ） シンプレス江坂ビル２階
兵庫県 兵庫県知的所有権センター 〒654-0037 神戸市須磨区行平町３－１－３１ 078-731-5847

（（社）発明協会兵庫県支部） 兵庫県立産業技術センター４階
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都道府県 名　　称 ＴＥＬ

奈良県 奈良県知的所有権センター 〒630-8031 奈良市柏木町１２９－１ 0742-33-0863
（奈良県工業技術センター）

和歌山県 和歌山県知的所有権センター 〒640-8214 和歌山県寄合町２５ 073-432-0087
（（社）発明協会和歌山県支部） 和歌山市発明館４階

鳥取県 鳥取県知的所有権センター 〒689-1112 鳥取市若葉台南７－５－１ 0857-52-6728
（（社）発明協会鳥取県支部） 新産業創造センター１階

島根県 島根県知的所有権センター 〒690-0816 島根県松江市北陵町１番地 0852-60-5146
（（社）発明協会島根県支部） テクノアークしまね１Ｆ内

岡山県 岡山県知的所有権センター 〒701-1221 岡山市芳賀５３０１ 086-286-9656
（（社）発明協会岡山県支部） テクノサポート岡山内

広島県 広島県知的所有権センター 〒730-0052 広島市中区千田町３－１３－１１ 082-544-0775
（（社）発明協会広島県支部） 広島発明会館内

広島県知的所有権センター支部 〒720-0067 福山市西町２－１０－１ 0849-21-2349
（（社）発明協会広島県支部備後支会）

広島県知的所有権センター支部 〒737-0004 呉市阿賀南２－１０－１ 0823-76-3766
（呉地域産業振興センター）

山口県 山口県知的所有権センター 〒753-0077 山口市熊野町1-10 NPYビル10階 083-922-9927
（（社）発明協会山口県支部）

徳島県 徳島県知的所有権センター 〒770-8021 徳島市雑賀町西開１１－２ 088-636-3388
（（社）発明協会徳島県支部） 徳島県立工業技術センター内

香川県 香川県知的所有権センター 〒761-0301 香川県高松市林町２２１７－１５ 087-869-9005
（（社）発明協会香川県支部） 香川産業頭脳化センタービル２階

愛媛県 愛媛県知的所有権センター 〒791-1101 松山市久米窪田町３３７－１ 089-960-1118
（（社）発明協会愛媛県支部） テクノプラザ愛媛

高知県 高知県知的所有権センター 〒781-5101 高知市布師田３９９２－３ 088-845-7664
（高知県工業技術センター）

福岡県 福岡県知的所有権センター 〒812-0013 福岡市博多区博多駅東２－６－２３ 092-474-7255
（（社）発明協会福岡県支部） 住友博多駅前第２ビル２階

福岡県知的所有権センター北九州支部 〒804-0003 北九州市戸畑区中原新町２－１ 093-873-1432
（（株）北九州テクノセンター）

佐賀県 佐賀県知的所有権センター 〒849-0932 佐賀市鍋島町八戸溝１１４ 0952-30-8161
（佐賀県工業技術センター）

長崎県 長崎県知的所有権センター 〒856-0026 大村市池田２－１３０３－８ 0957-52-1144
（（社）発明協会長崎県支部） 長崎県工業技術センター内

熊本県 熊本県知的所有権センター 〒862-0901 熊本市東町３－１１－３８ 096-360-3291
（（社）発明協会熊本県支部） 熊本県工業技術センター内

大分県 大分県知的所有権センター 〒870-1117 大分市高江西１－４３６１－１０ 097-596-7121
（大分県産業科学技術センター）

宮崎県 宮崎県知的所有権センター 〒880-0303 宮崎県宮崎郡佐土原町東上那珂16500-2 0985-74-2953
（（社）発明協会宮崎県支部） 宮崎県工業技術センター内

鹿児島県 鹿児島県知的所有権センター 〒899-5105 鹿児島県姶良郡隼人町小田1445-1 0995-64-2445
（鹿児島県工業技術センター）

沖縄県 沖縄県知的所有権センター 〒904-2234 具志川市字州崎１２－２ 098-929-0111
（沖縄県工業技術センター） 中城湾港新港地区トロピカルテクノパーク内

所　在　地

284



285 

資料５．平成 13 年度 25 技術テーマの特許流通の概要 

 

5 . 1  アンケート送付先と回収率 

平成 13 年度は、25 の技術テーマにおいて「特許流通支援チャート」を作成し、その中

で特許流通に対する意識調査として各技術テーマの出願件数上位企業を対象としてアンケ

ート調査を行った。平成 13 年 12 月７日に郵送によりアンケートを送付し、平成 14 年１月

31 日までに回収されたものを対象に解析した。 

表 5.1-1 に、アンケート調査表の回収状況を示す。送付数 578 件、回収数 306 件、回収

率 52.9％であった。 

 

表 5.1-1 アンケートの回収状況 

送付数 回収数 未回収数 回収率 

578 306 272 52.9% 

 

表 5.1-2 に、業種別の回収状況を示す。各業種を一般系、機械系、化学系、電気系と大

きく４つに分類した。以下、「○○系」と表現する場合は、各企業の業種別に基づく分類を

示す。それぞれの回収率は、一般系 56.5％、機械系 63.5％、化学系 41.1％、電気系 51.6％

であった。 

 

 

表 5.1-2 アンケートの業種別回収件数と回収率 

業種と回収率 業種 回収件数 

建設 5 

窯業 12 

鉄鋼 6 

非鉄金属 17 

金属製品 2 

一般系 

48/85=56.5% 

その他製造業 6 

食品 1 

繊維 12 

紙・パルプ 3 

化学 22 

化学系 

39/95=41.1% 

石油・ゴム 1 

機械 23 

精密機器 28 
機械系 

73/115=63.5% 
輸送機器 22 

電気 144 電気系 

146/283=51.6% 通信 2 
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図 5.1 に、全回収件数を母数にして業種別に回収率を示す。全回収件数に占める業種別

の回収率は電気系 47.7％、機械系 23.9％、一般系 15.7％、化学系 12.7％である。 
 

図 5.1 回収件数の業種別比率 

 
 
 
 
 
 
 
 

一般系 化学系 機械系 電気系 合計 

48 39 73 146 306 

 

表 5.1-3 に、技術テーマ別の回収件数と回収率を示す。この表では、技術テーマを一般

分野、化学分野、機械分野、電気分野に分類した。以下、「○○分野」と表現する場合は、

技術テーマによる分類を示す。回収率の最も良かった技術テーマは焼却炉排ガス処理技術

の 71.4％で、最も悪かったのは有機 EL 素子の 34.6％である。 
 

表 5.1-3 テーマ別の回収件数と回収率 

技術テーマ名 送付数 回収数 回収率 

カーテンウォール 24 13 54.2% 

気体膜分離装置 25 12 48.0% 

半導体洗浄と環境適応技術 23 14 60.9% 

焼却炉排ガス処理技術 21 15 71.4% 

一
般
分
野 

はんだ付け鉛フリー技術 20 11 55.0% 

プラスティックリサイクル 25 15 60.0% 

バイオセンサ 24 16 66.7% 

セラミックスの接合 23 12 52.2% 

有機ＥＬ素子 26 9 34.6% 

生分解ポリエステル 23 12 52.2% 

有機導電性ポリマー 24 15 62.5% 

化
学
分
野 

リチウムポリマー電池 29 13 44.8% 

車いす 21 12 57.1% 

金属射出成形技術 28 14 50.0% 

微細レーザ加工 20 10 50.0% 

機
械
分
野 

ヒートパイプ 22 10 45.5% 

圧力センサ 22 13 59.1% 

個人照合 29 12 41.4% 

非接触型ＩＣカード 21 10 47.6% 

ビルドアップ多層プリント配線板 23 11 47.8% 

携帯電話表示技術 20 11 55.0% 

アクティブマトリックス液晶駆動技術 21 12 57.1% 

プログラム制御技術 21 12 57.1% 

半導体レーザの活性層 22 11 50.0% 

電
気
分
野 

無線ＬＡＮ 21 11 52.4% 

一般系
15.7%

化学系
12.7%

機械系
23.9%

電気系
47.7%
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5 . 2  アンケート結果 

5.2.1 開放特許に関して 

(1 )  開放特許と非開放特許 

他者にライセンスしてもよい特許を「開放特許」、ライセンスの可能性のない特許を「非

開放特許」と定義した。その上で、各技術テーマにおける保有特許のうち、自社での実施

状況と開放状況について質問を行った。 

306 件中 257 件の回答があった（回答率 84.0％）。保有特許件数に対する開放特許件数

の割合を開放比率とし、保有特許件数に対する非開放特許件数の割合を非開放比率と定義

した。 

図 5.2.1-1 に、業種別の特許の開放比率と非開放比率を示す。全体の開放比率は 58.3％

で、業種別では一般系が 37.1％、化学系が 20.6％、機械系が 39.4％、電気系が 77.4％で

ある。化学系（20.6％）の企業の開放比率は、化学分野における開放比率（図 5.2.1-2）

の最低値である「生分解ポリエステル」の 22.6％よりさらに低い値となっている。これは、

化学分野においても、機械系、電気系の企業であれば、保有特許について比較的開放的で

あることを示唆している。 

 

図 5.2.1-1 業種別の特許の開放比率と非開放比率 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5.2.1-2 に、技術テーマ別の開放比率と非開放比率を示す。 

開放比率（実施開放比率と不実施開放比率を加算。）が高い技術テーマを見てみると、

最高値は「個人照合」の 84.7％で、次いで「はんだ付け鉛フリー技術」の 83.2％、「無線

LAN」の 82.4％、「携帯電話表示技術」の 80.0%となっている。一方、低い方から見ると、

「生分解ポリエステル」の 22.6％で、次いで「カーテンウォール」の 29.3％、「有機 EL」

の 30.5%である。 

実施 不実施 実施 不実施

一般系 346 732 910 918 2,906
化学系 90 323 1,017 576 2,006
機械系 494 821 1,058 964 3,337
電気系 2,835 5,291 1,218 1,155 10,499
全  体 3,765 7,167 4,203 3,613 18,748

保有特許件数の
合計

業種分類
開放特許 非開放特許

20.1

11.9

4.5

14.8

27.0

38.2

25.2

16.1

24.6

50.4

31.3

50.7

31.7

11.6

19.3

31.6

28.7

28.9

11.0

22.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全  体

一般系

化学系

機械系

電気系

実施開放比率 不実施開放比率 実施非開放比率 不実施非開放比率

58.3  

37.1  

20.6  

39.4  

77.4  
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図 5.2.1-2 技術テーマ別の開放比率と非開放比率 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施 不実施 実施 不実施

67 198 376 264 905

88 166 70 113 437

155 286 119 89 649

133 387 351 330 1,201

139 204 40 30 413

196 357 248 225 1,026

106 340 141 59 646

145 241 93 42 521

90 193 316 332 931

28 147 437 162 774

125 285 237 176 823

140 515 205 108 968

107 154 110 28 399

147 200 175 255 777

68 133 89 27 317

215 248 164 217 844

164 267 158 286 875

220 521 34 100 875

140 398 145 117 800

177 254 66 44 541

235 414 100 62 811

252 349 174 278 1,053

280 265 163 124 832

123 282 105 99 609

227 367 98 29 721

3,767 7,171 4,214 3,596 18,748

開放特許 非開放特許
保有特
許件数
の合計

7.4

20.1

23.9

11.1

33.8

19.1

16.4

27.8

9.7

3.6

15.2

14.4

26.9

18.9

21.5

25.5

18.8

25.2

17.5

32.8

29.0

23.9

33.6

20.2

31.5

21.9

38.0

44.1

32.2

49.4

34.8

52.7

46.2

20.8

19.0

34.6

53.2

38.5

25.7

41.8

29.3

30.5

59.5

49.7

46.9

51.0

33.1

31.9

46.4

50.9

41.6

16.0

18.3

29.2

9.6

24.2

21.8

17.8

33.9

56.5

28.8

21.2

27.5

22.6

28.2

18.1

3.9

18.1

12.2

12.3

16.5

19.6

17.3

13.6

29.1

25.9

13.7

27.5

7.2

21.9

9.1

8.2

35.6

20.9

21.4

11.2

7.1

32.8

8.5

25.7

32.7

11.4

14.7

8.1

7.7

26.5

14.9

16.1

4.0

19.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ｶｰﾃﾝｳｫｰﾙ

気体膜分離装置

半導体洗浄と環境適応技術

焼却炉排ｶﾞｽ処理技術

はんだ付け鉛ﾌﾘｰ技術

ﾌﾟﾗｽﾃｨｯｸﾘｻｲｸﾙ

ﾊﾞｲｵｾﾝｻ

ｾﾗﾐｯｸｽの接合

有機EL素子

生分解ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ

有機導電性ﾎﾟﾘﾏｰ

ﾘﾁｳﾑﾎﾟﾘﾏｰ電池

車いす

金属射出成形技術

微細ﾚｰｻﾞ加工

ﾋｰﾄﾊﾟｲﾌﾟ

圧力ｾﾝｻ

個人照合

非接触型ICｶｰﾄﾞ

ﾋﾞﾙﾄﾞｱｯﾌﾟ多層ﾌﾟﾘﾝﾄ配線板

携帯電話表示技術

ｱｸﾃｨﾌﾞ液晶駆動技術

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ制御技術

半導体ﾚｰｻﾞの活性層

無線LAN

技術テーマ

実施開放比率 不実施開放比率 実施非開放比率 不実施非開放比率

65.4  

53.9  

29.3  

58.1  

43.3  

83.2  

69.1  

74.0  

30.5  

22.6  

49.8  

67.6  

44.6  

63.3  

54.8  

49.3  

84.7  

67.2  

79.7  

80.0  

57.0  

65.5  

66.6  

82.4  

68.0  

 

一
般
分
野 

化
学
分
野 

機
械
分
野 

電
気
分
野 
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図 5.2.1-3 は、業種別に、各企業の特許の開放比率を示したものである。 

開放比率は、化学系で最も低く、電気系で最も高い。機械系と一般系はその中間に位置

する。推測するに、化学系の企業では、保有特許は「物質特許」である場合が多く、自社

の市場独占を確保するため、特許を開放しづらい状況にあるのではないかと思われる。逆

に、電気・機械系の企業は、商品のライフサイクルが短いため、せっかく取得した特許も

短期間で新技術と入れ替える必要があり、不実施となった特許を開放特許として供出やす

い環境にあるのではないかと考えられる。また、より効率性の高い技術開発を進めるべく

他社とのアライアンスを目的とした開放特許戦略を採るケースも、最近出てきているので

はないだろうか。 

図 5.2.1-3 特許の開放比率の構成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5.2.1-4 に、業種別の自社実施比率と不実施比率を示す。全体の自社実施比率は 42.5％

で、業種別では化学系 55.2％、機械系 46.5％、一般系 43.2％、電気系 38.6％である。化

学系の企業は、自社実施比率が高く開放比率が低い。電気・機械系の企業は、その逆で自

社実施比率が低く開放比率は高い。自社実施比率と開放比率は、反比例の関係にあるとい

える。 

図 5.2.1-4 自社実施比率と無実施比率 
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2 8 . 8
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6 . 5

4 6 . 1

6 2 . 3

2 . 8

0 . 6 3 . 3

0 % 2 0 % 4 0 % 6 0 % 8 0 % 1 0 0 %

全 　 体

一 般 系

化 学 系

機 械 系

電 気 系

開 放 比 率
1 ～ 2 5 ％

開 放 比 率
2 6 ～ 5 0 ％

開 放 比 率
5 1 ～ 7 5 ％

開 放 比 率
7 6 ～ 9 9 ％

開 放 比 率
1 0 0 ％

開放 非開放 開放 非開放

一般系 346 910 732 918 2,906

化学系 90 1,017 323 576 2,006

機械系 494 1,058 821 964 3,337

電気系 2,835 1,218 5,291 1,155 10,499
全  体 3,765 4,203 7,167 3,613 18,748

保有特許件数の
合計

業種分類
実施 不実施

20.1

11.9

4.5

14.8

27.0

22.4

31.3

50.7

31.7

11.6

38.2

25.2

16.1

24.6

50.4

19.3

31.6

28.7

28.9

11.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全  体

一般系

化学系

機械系

電気系

実施開放比率 実施非開放比率 不実施開放比率 不実施非開放比率

42.5  

43.2  

55.2  

46.5  

38.6  
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( 2 )  非開放特許の理由 

開放可能性のない特許の理由について質問を行った（複数回答）。 
 

質問内容 一般系 化学系 機械系 電気系 全体 

・独占的排他権の行使により、ライバル企業を排除す

るため(ライバル企業排除) 
36.3% 36.7% 36.4% 34.5% 36.0% 

・他社に対する技術の優位性の喪失(優位性喪失) 31.9% 31.6% 30.5% 29.9% 30.9% 

・技術の価値評価が困難なため(価値評価困難) 12.1% 16.5% 15.3% 13.8% 14.4% 

・企業秘密がもれるから(企業秘密) 5.5% 7.6% 3.4% 14.9% 7.5% 

・相手先を見つけるのが困難であるため(相手先探し) 7.7% 5.1% 8.5% 2.3% 6.1% 

・ライセンス経験不足等のため提供に不安があるから

（経験不足） 
4.4% 0.0% 0.8% 0.0% 1.3% 

・その他 2.1% 2.5% 5.1% 4.6% 3.8% 
 

図 5.2.1-5 は非開放特許の理由の内容を示す。 

「ライバル企業の排除」が最も多く 36.0％、次いで「優位性喪失」が 30.9％と高かっ

た。特許権を「技術の市場における排他的独占権」として充分に行使していることが伺え

る。「価値評価困難」は 14.4％となっているが、今回の「特許流通支援チャート」作成に

あたり分析対象とした特許は直近 10 年間だったため、登録前の特許が多く、権利範囲が未

確定なものが多かったためと思われる。 

電気系の企業で「企業秘密がもれるから」という理由が 14.9％と高いのは、技術のライ

フサイクルが短く新技術開発が激化しており、さらに、技術自体が模倣されやすいことが

原因であるのではないだろうか。 

化学系の企業で「企業秘密がもれるから」という理由が 7.6％と高いのは、物質特許の

ノウハウ漏洩に細心の注意を払う必要があるためと思われる。 

機械系や一般系の企業で「相手先探し」が、それぞれ 8.5％、7.7％と高いことは、これ

らの分野で技術移転を仲介する者の活躍できる潜在性が高いことを示している。 

なお、その他の理由としては、「共同出願先との調整」が 12 件と多かった。 
 

図 5.2.1-5 非開放特許の理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［その他の内容］ 
①共願先との調整（12 件） 
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5.2.2 ライセンス供与に関して 

(1 )  ライセンス活動 

ライセンス供与の活動姿勢について質問を行った。 

 

質問内容 一般系 化学系 機械系 電気系 全体 

・特許ライセンス供与のための活動を積極的に行っている

（積極的） 
2.0% 15.8% 4.3% 8.9% 7.5% 

・特許ライセンス供与のための活動を行っている（普通） 36.7% 15.8% 25.7% 57.7% 41.2% 

・ 特許ライセンス供与のための活動はやや消極的である 

（消極的） 
24.5% 13.2% 14.3% 10.4% 14.0% 

・特許ライセンス供与のための活動を行っていない(しない) 36.8% 55.2% 55.7% 23.0% 37.3% 

 

その結果を、図 5.2.2-1 ライセンス活動に示す。306 件中 295 件の回答であった(回答率

96.4％)。 

何らかの形で特許ライセンス活動を行っている企業は 62.7％を占めた。そのうち、比較

的積極的に活動を行っている企業は 48.7％に上る（「積極的」＋「普通」）。これは、技術

移転を仲介する者の活躍できる潜在性がかなり高いことを示唆している。 

 

図 5.2.2-1 ライセンス活動 
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( 2 )  ライセンス実績 

ライセンス供与の実績について質問を行った。 

 

図 5.2.2-2 に、ライセンス実績を示す。306 件中 295 件の回答があった（回答率 96.4％）。

ライセンス実績有りとライセンス実績無しを分けて示す。 

「供与実績があり、今後も実施」は 73.5％と非常に高い割合であり、特許ライセンスの

有効性を認識した企業はさらにライセンス活動を活発化させる傾向にあるといえる。また、

「供与実績はないが、今後は実施」が 58.3％あり、ライセンスに対する関心の高まりが感

じられる。 

機械系や一般系の企業で「実績有り今後も実施」がそれぞれ 90％、70％を越えており、

他業種の企業よりもライセンスに対する関心が非常に高いことがわかる。 

 

図 5.2.2-2 ライセンス実績 

     実績有り                                   実績無し 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

質問内容 一般系 化学系 機械系 電気系 全体 

・供与実績はないが今後も行う方針(実績無し今後も実施) 54.5% 48.0% 43.6% 74.6% 58.3% 

・供与実績があり今後も行う方針(実績有り今後も実施) 72.2% 61.5% 95.5% 67.3% 73.5% 

・供与実績はなく今後は不明(実績無し今後は不明) 36.4% 24.0% 46.1% 20.3% 30.8% 

・供与実績はあるが今後は不明(実績有り今後は不明) 27.8% 38.5% 4.5% 30.7% 25.5% 

・供与実績はなく今後も行わない方針(実績無し今後も実施せ

ず) 
9.1% 28.0% 10.3% 5.1% 10.9% 

・供与実績はあるが今後は行わない方針(実績有り今後は実施

せず) 
0.0% 0.0% 0.0% 2.0% 1.0% 
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( 3 )  ライセンス先の見つけ方 

ライセンス供与の実績があると 5.2.2 項の(2)で回答したテーマ出願人にライセンス先

の見つけ方について質問を行った(複数回答)。 

 

 

その結果を、図 5.2.2-3 ライセンス先の見つけ方に示す。「申入れ」が 33.7％と最も多

く、次いで侵害警告を発した「侵害発」が 19.3％、「内部情報」によりものが 11.0％、「外

部情報」によるものが 8.3％であった。特許流通データベースなどの「DB」からは 1.7％で

あった。化学系において、「申入れ」が 40％を越えている。 
 

図 5.2.2-3 ライセンス先の見つけ方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
〔その他の内容〕 

①関係団体（２件） 

質問内容 一般系 化学系 機械系 電気系 全体 

・先方からの申し入れ(申入れ) 27.8% 43.2% 37.7% 32.0% 33.7% 

・権利侵害調査の結果(侵害発) 22.2% 10.8% 17.4% 21.3% 19.3% 

・系列企業の情報網（内部情報） 9.7% 10.8% 11.6% 11.5% 11.0% 

・系列企業を除く取引先企業（外部情報） 2.8% 10.8% 8.7% 10.7% 8.3% 

・新聞、雑誌、TV、インターネット等（メディア） 5.6% 2.7% 2.9% 12.3% 7.3% 

・イベント、展示会等(展示会) 12.5% 5.4% 7.2% 3.3% 6.7% 

・特許公報 5.6% 5.4% 2.9% 1.6% 3.3% 

・相手先に相談できる人がいた等(人的ネットワーク) 1.4% 8.2% 7.3% 0.8% 3.3% 

・学会発表、学会誌(学会) 5.6% 8.2% 1.4% 1.6% 2.7% 

・データベース（DB） 6.8% 2.7% 0.0% 0.0% 1.7% 

・国・公立研究機関（官公庁） 0.0% 0.0% 0.0% 3.3% 1.3% 

・弁理士、特許事務所(特許事務所) 0.0% 0.0% 2.9% 0.0% 0.7% 

・その他 0.0% 0.0% 0.0% 1.6% 0.7% 
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( 4 )  ライセンス供与の不成功理由 

5.2.2 項の(1)でライセンス活動をしていると答えて、ライセンス実績の無いテーマ出願

人に、その不成功理由について質問を行った。 

 
その結果を、図 5.2.2-4 ライセンス供与の不成功理由に示す。約 66.7％は「相手先探し」

と回答している。このことから、相手先を探す仲介者および仲介を行うデータベース等の

インフラの充実が必要と思われる。電気系の「相手先探し」は 73.0％を占めていて他の業

種より多い。 
 

図 5.2.2-4 ライセンス供与の不成功理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
〔その他の内容〕 

①単独での技術供与でない 
②活動を開始してから時間が経っていない 
③当該分野では未登録が多い（３件） 
④市場未熟 
⑤業界の動向（規格等） 
⑥コメントなし(６件) 

質問内容 一般系 化学系 機械系 電気系 全体 

・相手先が見つからない（相手先探し） 58.8% 57.9% 68.0% 73.0% 66.7% 

・情勢（業績・経営方針・市場など）が変化した（情勢変化） 8.8% 10.5% 16.0% 0.0% 6.4% 

・ロイヤリティーの折り合いがつかなかった（ﾛｲﾔﾘﾃｨｰ） 11.8% 5.3% 4.0% 4.8% 6.4% 

・当該特許だけでは、製品化が困難と思われるから (製品化

困難) 
3.2% 5.0% 7.7% 1.6% 3.6% 

・供与に伴う技術移転（試作や実証試験等）に時間がかかっ

ており、まだ、供与までに至らない（時間浪費） 
0.0% 0.0% 0.0% 4.8% 2.1% 

・ロイヤリティー以外の契約条件で折り合いがつかなかった

(契約条件) 
3.2% 5.0% 0.0% 0.0% 1.4% 

・相手先の技術消化力が低かった（技術消化力不足） 0.0% 10.0% 0.0% 0.0% 1.4% 

・新技術が出現した（新技術） 3.2% 5.3% 0.0% 0.0% 1.3% 

・相手先の秘密保持に信頼が置けなかった（機密漏洩） 3.2% 0.0% 0.0% 0.0% 0.7% 

・相手先がグランド・バックを認めなかった（ｸﾞﾗﾝﾄﾞﾊﾞｯｸ） 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

・交渉過程で不信感が生まれた（不信感） 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

・競合技術に遅れをとった（競合技術） 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

・その他 9.7% 0.0% 3.9% 15.8% 10.0% 
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5.2.3 技術移転の対応 

(1 )  申し入れ対応 

技術移転してもらいたいと申し入れがあった時、どのように対応するかについて質問を

行った。 

 

質問内容 一般系 化学系 機械系 電気系 全体 

・とりあえず、話を聞く(話を聞く) 44.3% 70.3% 54.9% 56.8% 55.8% 

・積積極的に交渉していく(積極交渉) 51.9% 27.0% 39.5% 40.7% 40.6% 

・他社への特許ライセンスの供与は考えていないので、断

る(断る) 
3.8% 2.7% 2.8% 2.5% 2.9% 

・その他 0.0% 0.0% 2.8% 0.0% 0.7% 

 

その結果を、図 5.2.3-1 ライセンス申し入れ対応に示す。「話を聞く」が 55.8％であっ

た。次いで「積極交渉」が 40.6％であった。「話を聞く」と「積極交渉」で 96.4％という

高率であり、中小企業側からみた場合は、ライセンス供与の申し入れを積極的に行っても

断られるのはわずか 2.9％しかないということを示している。一般系の「積極交渉」が他

の業種より高い。 

 

図 5.2.3-1 ライセンス申入れの対応 
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( 2 )  仲介の必要性 

ライセンスの仲介の必要性があるかについて質問を行った。 

 

質問内容 一般系 化学系 機械系 電気系 全体 

・自社内にそれに相当する機能があるから不要(社内機能あ

るから不要) 
36.6% 48.7% 62.4% 53.8% 52.0% 

・現在はレベルが低いので不要(低レベル仲介で不要) 1.9% 0.0% 1.4% 1.7% 1.5% 

・適切な仲介者がいれば使っても良い(適切な仲介者で検

討) 
44.2% 45.9% 27.5% 40.2% 38.5% 

・公的支援機関に仲介等を必要とする(公的仲介が必要) 17.3% 5.4% 8.7% 3.4% 7.6% 

・民間仲介業者に仲介等を必要とする(民間仲介が必要) 0.0% 0.0% 0.0% 0.9% 0.4% 

 

図 5.2.3-2 に仲介の必要性の内訳を示す。「社内機能あるから不要」が 52.0％を占め、

最も多い。アンケートの配布先は大手企業が大部分であったため、自社において知財管理、

技術移転機能が整備されている企業が 50％以上を占めることを意味している。 

次いで「適切な仲介者で検討」が 38.5％、「公的仲介が必要」が 7.6％、「民間仲介が必

要」が 0.4％となっている。これらを加えると仲介の必要を感じている企業は 46.5％に上

る。 

自前で知財管理や知財戦略を立てることができない中小企業や一部の大企業では、技術

移転・仲介者の存在が必要であると推測される。 

 

図 5.2.3-2 仲介の必要性 
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5.2.4 具体的事例 

(1 )  テーマ特許の供与実績 

技術テーマの分析の対象となった特許一覧表を掲載し(テーマ特許)、具体的にどの特許

の供与実績があるかについて質問を行った。 

 

質問内容 一般系 化学系 機械系 電気系 全体 

・有る 12.8% 12.9% 13.6% 18.8% 15.7% 

・無い 72.3% 48.4% 39.4% 34.2% 44.1% 

・回答できない(回答不可) 14.9% 38.7% 47.0% 47.0% 40.2% 

 

図 5.2.4-1 に、テーマ特許の供与実績を示す。 

「有る」と回答した企業が 15.7％であった。「無い」と回答した企業が 44.1％あった。

「回答不可」と回答した企業が 40.2％とかなり多かった。これは個別案件ごとにアンケー

トを行ったためと思われる。ライセンス自体、企業秘密であり、他者に情報を漏洩しない

場合が多い。 

 

図 5.2.4-1 テーマ特許の供与実績 
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( 2 )  テーマ特許を適用した製品 

「特許流通支援チャート」に収蔵した特許（出願）を適用した製品の有無について質問

を行った。 

 

質問内容 一般系 化学系 機械系 電気系 全体 

・回答できない(回答不可) 27.9% 34.4% 44.3% 53.2% 44.6% 

・有る。 51.2% 43.8% 39.3% 37.1% 40.8% 

・無い。 20.9% 21.8% 16.4% 9.7% 14.6% 

 

図 5.2.4-2 に、テーマ特許を適用した製品の有無について結果を示す。 

「有る」が 40.8％、「回答不可」が 44.6％、「無い」が 14.6％であった。一般系と化学

系で「有る」と回答した企業が多かった。 

 

 

図 5.2.4-2 テーマ特許を適用した製品 
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5 . 3  ヒアリング調査 

アンケートによる調査において、5.2.2 の(2)項でライセンス実績に関する質問を行った。

その結果、回収数 306 件中 295 件の回答を得、そのうち「供与実績あり、今後も積極的な

供与活動を実施したい」という回答が全テーマ合計で 25.4％(延べ 75 出願人)あった。こ

れから重複を排除すると 43 出願人となった。 

この 43 出願人を候補として、ライセンスの実態に関するヒアリング調査を行うことと

した。ヒアリングの目的は技術移転が成功した理由をできるだけ明らかにすることにある。 

表 5.3 にヒアリング出願人の件数を示す。43 出願人のうちヒアリングに応じてくれた出

願人は 11 出願人(26.5％)であった。テーマ別且つ出願人別では延べ 15 出願人であった。

ヒアリングは平成 14 年２月中旬から下旬にかけて行った。 
 

表 5.3 ヒアリング出願人の件数 

ヒアリング候補 
出願人数 

ヒアリング 
出願人数 

ヒアリング 
テーマ出願人数 

４３ １１ １５ 

 

5.3.1 ヒアリング総括 

表 5.3 に示したようにヒアリングに応じてくれた出願人が 43 出願人中わずか 11 出願人

（25.6％）と非常に少なかったのは、ライセンス状況およびその経緯に関する情報は企業

秘密に属し、通常は外部に公表しないためであろう。さらに、11 出願人に対するヒアリン

グ結果も、具体的なライセンス料やロイヤリティーなど核心部分については充分な回答を

もらうことができなかった。 

このため、今回のヒアリング調査は、対象母数が少なく、その結果も特許流通および技

術移転プロセスについて全体の傾向をあらわすまでには至っておらず、いくつかのライセ

ンス実績の事例を紹介するに留まらざるを得なかった。 

 

5.3.2 ヒアリング結果 

表 5.3.2-1 にヒアリング結果を示す。 

技術移転のライセンサーはすべて大企業であった。 

ライセンシーは、大企業が８件、中小企業が３件、子会社が１件、海外が１件、不明が

２件であった。 

技術移転の形態は、ライセンサーからの「申し出」によるものと、ライセンシーからの「申

し入れ」によるものの２つに大別される。「申し出」が３件、「申し入れ」が７件、「不明」

が２件であった。 

「申し出」の理由は、３件とも事業移管や事業中止に伴いライセンサーが技術を使わな

くなったことによるものであった。このうち１件は、中小企業に対するライセンスであっ

た。この中小企業は保有技術の水準が高かったため、スムーズにライセンスが行われたと

のことであった。 

「ノウハウを伴わない」技術移転は３件で、「ノウハウを伴う」技術移転は４件であった。 

「ノウハウを伴わない」場合のライセンシーは、３件のうち１件は海外の会社、１件が中

小企業、残り１件が同業種の大企業であった。 
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大手同士の技術移転だと、技術水準が似通っている場合が多いこと、特許性の評価やノ

ウハウの要・不要、ライセンス料やロイヤリティー額の決定などについて経験に基づき判

断できるため、スムーズに話が進むという意見があった。 

中小企業への移転は、ライセンサーもライセンシーも同業種で技術水準も似通っていた

ため、ノウハウの供与の必要はなかった。中小企業と技術移転を行う場合、ノウハウ供与

を伴う必要があることが、交渉の障害となるケースが多いとの意見があった。 

「ノウハウを伴う」場合の４件のライセンサーはすべて大企業であった。ライセンシー

は大企業が１件、中小企業が１件、不明が２件であった。 

「ノウハウを伴う」ことについて、ライセンサーは、時間や人員が避けないという理由

で難色を示すところが多い。このため、中小企業に技術移転を行う場合は、ライセンシー

側の技術水準を重視すると回答したところが多かった。 

ロイヤリティーは、イニシャルとランニングに分かれる。イニシャルだけの場合は４件、

ランニングだけの場合は６件、双方とも含んでいる場合は４件であった。ロイヤリティー

の形態は、双方の企業の合意に基づき決定されるため、技術移転の内容によりケースバイ

ケースであると回答した企業がほとんどであった。 

中小企業へ技術移転を行う場合には、イニシャルロイヤリティーを低く抑えており、ラ

ンニングロイヤリティーとセットしている。 

ランニングロイヤリティーのみと回答した６件の企業であっても、「ノウハウを伴う」

技術移転の場合にはイニシャルロイヤリティーを必ず要求するとすべての企業が回答して

いる。中小企業への技術移転を行う際に、このイニシャルロイヤリティーの額をどうする

か折り合いがつかず、不成功になった経験を持っていた。 

 

表 5.3.2-1 ヒアリング結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

( 注)  

ヒアリングの結果に関する個別のお問い合わせについては、回答をいただいた企業との

お約束があるため、応じることはできません。予めご了承ください。 

導入企業 移転の申入れ ノウハウ込み イニシャル ランニング
― ライセンシー ○ 普通 ―
― ― ○ 普通 ―

中小 ライセンシー × 低 普通
海外 ライセンシー × 普通 ―
大手 ライセンシー ― ― 普通
大手 ライセンシー ― ― 普通
大手 ライセンシー ― ― 普通
大手 ― ― ― 普通
中小 ライセンサー ― ― 普通
大手 ― ― 普通 低
大手 ― ○ 普通 普通
大手 ライセンサー ― 普通 ―
子会社 ライセンサー ― ― ―
中小 ― ○ 低 高
大手 ライセンシー × ― 普通

　* 特許技術提供企業はすべて大手企業である。
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表 6.-1 主要 52 出願人の特許リスト（1/5）（ただし、前述２章で掲載の特許は除く） 

技術要素 課題 公報番号（出願人,概要) 

指紋      

 システム 安価 特開平 11-349238(22)    

  安全性 特開平 10-222664(50) 特開平 10-222731(50) 特開 2001-51949(34)  

  運営効率 特許 3004218(48) 翼システム： 
アクセス権を有する者がアクセスした後は、ア
クセス停止を解除して、誰もがアクセスするこ
とができるコンピュータシステム。 

   特開平 10-116376(50)    

  改ざん防止 特開平 9-311938(37)    

  確実,安全 特開 2001-100856(32)    

  簡易操作 特開 2001-93042(42)    

  簡便化 特開 2000-298783(33)    

  簡便性 特開平 11-96363(31)    

  管理効率 特開平 9-245175(31)    

  機密性 特開平 10-154132(48) 特開 2001-51915(34)   

  高ｾｷｭﾘﾃｨ 特開平 11-175731(41) 特開平 11-265260(45)   

  個人特定 特開 2000-216926(34)    

  サービス 特開 2001-86251(42)    

  守秘性 特開平 11-322203(22)    

  受容性 特開 2000-207558(22)    

  省スペース 特開 2001-125734(23)    

  迅速、確実 特開 2000-311234(41)    

  信頼性 特開 2000-353223(26) 特開 2001-175712(32)   

  精度 特開平 9-274656(37)    

  ｾｷｭﾘﾃｨ 特開平 10-301854(21) 特開 2000-306130(41) 特開 2001-184564(26)  

  操作性 特開 2000-187920(49) 特開 2001-56891(22)   

  使い勝って 特開 2000-227742(34)    

  盗用防止 特開平 11-245771(40)    

  ﾅﾘｽﾏｼ防止 特許 2772281(45) 静岡日本電気： 
他人の指紋パターン信号を入手して、指紋照合
部へ送出し、他人への「なりすまし」となるこ
とを防止する方法 

  認証 特開 2000-115065(28)    

  不正防止 特開平 10-116383(50) 特開 2000-147623(49) 特開 2000-251034(21) 特開 2001-175711(32) 

  便利性 特開平 10-116378(50)    

  保護 特開平 11-266430(34)    

  メモリ節約 特開平 11-282983(41)    

  漏洩防止 特開 2000-187420(35)    

 入力技術 画質鮮明 特許 3113572(27) 日立エンジニアリング: 

指紋像を画像として測定し、その指紋画像を回
転方向に所定幅で短冊状に切り出し、この切り
出した画像を合成することにより、回転指紋の
検出を行う。 

   特許 3205445(30) コニカ: 
光学参照面と反対側の面に硬質透明光学部材、
弾性透明光学部材、液体カップリング材を用い
ることにより、良好な指紋映像を得る 

   特開平 11-144032(31) 特開平 11-267114(37) 特開平 11-31216(49) 特開 2000-51182(43) 

   特開 2000-67208(27)    

  環境対応 特開平 11-309133(27) 特開平 11-123186(39) 特開平 11-164824(39) 特開 2000-116624(33) 

   特開 2000-196024(39) 特開 2000-196026(39) 特開 2000-196027(39) 特開 2000-353235(45) 

   特開 2001-5951(45) 特開 2001-143052(45)   

資料６．特許番号一覧資料６．特許番号一覧資料６．特許番号一覧資料６．特許番号一覧    
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表 6.-1 主要 52 出願人の特許リスト（2/5）（ただし、前述２章で掲載の特許は除く） 
技術要素 課題 公報番号（出願人,概要） 

指紋      

 入力技術 高速 特許 2987347(48) 翼システム 

指紋照合によるタイムレコーディングシステム
の照合エラーにより指紋照合時間が長びく問題
の解決に、入力情報のうちの指紋画像に所定の
画像処理を施してコード化したコード情報を利
用したことを特徴とする 

   特開 2000-48208(51) 特開 2000-215302(34) 特開 2000-268162(27)  

  小型携帯 特開平 7-331939(49) 特開 2000-30034(43)   

  コスト 特許 3188177(40) ﾃｨ- ｱ-ﾙ ﾀﾞﾌﾞﾘｭ-: 
全消費電力を低減するように、データ処理を簡
単化し、少数の感知素子の感知アレーを用いた
ことを特徴とする指紋検出器。 

   特開平 9-259248(27) 特開平 10-326338(31) 特開平 11-253428(39) 特開平 11-288354(39) 

   特開 2000-113170(43) 特開 2000-113171(43)   

  再現性 特公平 7-54543(23) NEC ソフト: 

被検査対象物の被照合パターンを光学的に入力
する画像入力装置に関するもので、指の第１関
節部を載置するガイドをプリズムの反射面上近
傍の位置にすることにより、繰り返し行われる
指の載置条件をほぼ等しくできる。 

   特許 2573693(23) NEC ソフト: 

被検査対象物たるゆ指を双方の半指型加工面で
挟まれる空間に挿入して両ガイド部材を左右に
押し広げるようにすると、それぞれ同じ量だけ
移動して空間が広げられ指が所定の載置状態で
プリズムの反射面上に載置され、載置状態を均
一にできる。 

   特開平 10-280762(22) 特開平 10-280763(22) 特開平 9-297844(37)  

  信頼度 特許 3150126(45) 静岡日本電気: 
画像を得るのに、静電容量でなく光を用いるこ
とで、歪みのない画像を得ることができ、小型
で安価を実現できる。 

   特開平 8-287219(31) 特開平 8-305827(31) 特開平 10-124669(37) 特開平 10-326339(31) 

   特開平 11-144058(21) 特開 2000-310505(26) 特開 2000-310506(26) 特開 2000-322559(23) 

   特開 2001-99611(26) 特開 2001-167258(40)   

  精度 特開平 8-115425(37) 特開平 9-282458(44)   

  操作性 特開 2001-46359(32) 特開 2001-52148(32) 特開 2001-52151(32) 特開 2001-54179(25) 

  ノイズ低減 特開 2000-229075(26)    

  保守性 特開平 9-167224(27) 特開平 9-259270(37) 特開 2001-52179(44)  

 照合技術 環境耐性 特開平 10-177649(22)    

  コスト 特開 2000-356060(44)    

  小型化 特開 2001-92554(32)    

  照合精度 特許 2710434(23) NEC ソフト: 

透明体上に載置された指の指紋画像を採取し、2
次元量子化データとして指紋紋様特徴を抽出
し、特徴数が予め定められた閾値以上か否かを
調べることにより指紋登録の照合精度向上を図
る。 

  照合時間 特許 2776746(23) NEC ソフト: 
歪んだ画像を、画像の変形方向を示す移動ベク
トルに変換する方法で、歪んだ画像を修正する。 

   特許 2776757(23) NEC ソフト: 

指紋の指頭軸方向を検出するのに、指紋の内積
数列と内積数列パタ-ンとを比較し、その誤差を
算出し、その数列誤差の中での最小値に対応す
る指頭軸方向を出力することで、検出を可能に
する。 

   特許 2821348(23) NEC ソフト: 
指紋データの品質に応じて照合方法を切り換
え、適切な照合方法を適用することにより、照
合時間を短縮する指紋照合装置。 

   特許 2908204(23) NEC ソフト: 
画面上に十指指紋を表示し、その十指指紋カー
ド画像を切り出し、一指単位の指紋画像を任意
に切り出せるようにする。 

   特許 2944650(23) NEC ソフト: 
指紋の分岐点を端点とみなす誤つた認識を防ぐ
指紋照合装置。 

   特許 2972116(22) 三菱電機ﾋﾞﾙﾃｸﾉｻ-ﾋﾞｽ: 
同時に複数の指の指紋照合を行うことができ、
複数の指紋読取部を必要としない指紋照合装置
を特徴としている。 
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表 6.-1 主要 52 出願人の特許リスト（3/5）（ただし、前述２章で掲載の特許は除く） 
技術要素 課題 公報番号（出願人,概要） 

指紋      

 照合技術 照合精度 特許 3053388(40) ﾃｨ- ｱ-ﾙ ﾀﾞﾌﾞﾘｭ-: 

既知の指紋の参照指紋画像から選択された特色
について、採取した本人指紋画像と照合し、そ
の相関を比較し、本人であることを確認するデ
バイス及びその動作方法。 

  照合時間 特許 3130869(23) NEC ソフト: 
ノイズによる文様の画像と指紋の特徴点の画像
とを区別でき、誤認識を防ぐ、高い確度の指紋
の特徴点抽出法。 

   特開 2000-99731(33)    

   特開平 10-323339(40) 特開 2000-57338(44) 特開 2000-148982(22) 特開 2001-99612(26) 

  不正防止 特開平 11-104112(44) 特開平 11-144023(41) 特開 2000-163532(41) 特開 2000-207510(41) 

   特開 2000-322632(43)    

  利便性 特許 2702307(23) NEC ソフト: 

押捺原始に押捺された指紋や犯罪現場から採取
された遺留指紋の指紋像を二次元量子化画像デ
ータに変換することにより、品質向上を図るた
めの指紋特徴修正システム 

   特開平 10-323338(31) 特開 2001-119768(25)   

虹彩      

  経済性 特開 2001-94847(30)    

  確実性 特開平 9-328938(33)    

  時間短縮 特開平 10-334245(28)    

  迅速 特開平 11-339037(22)    

  便宜性 特開 2000-113092(28) 特開 2000-163501(28)   

顔貌      

  コスト 特開 2001-108955(36)    

  自動化 特開平 10-246041(44)    

  省力化 特開 2001-160118(30)    

  操作性 特開平 9-102043(51) 特開平 10-320562(28) 特開平 11-283036(26) 特開平 11-312243(25) 

   特開 2000-347692(42) 特開 2001-67098(42) 特開 2001-92974(21) 特開 2001-117877(52) 

  照合精度 特許 2967012(43) 富士電機: 

ある人の顔の動きを伴う特定部位たとえば瞼、
瞳孔または唇を撮像し、その画像に係る時系列
順の各時点の動的データ、たとえば瞼の開閉状
態、閃光時の瞳孔の開度、または所定発音時の
唇形状に係るデータに基づいて、その人が予め
登録された複数個人の一人であると特定する方
式をとることによって、盗用、悪用の恐れがな
く、しかも比較的簡単に認識率の向上が図れる
個人認識装置 

   特開平 10-55444(51) 特開平 11-161791(25) 特開平 11-242745(25) 特開平 11-328416(22) 

   特開 2000-67237(25) 特開 2000-113197(25) 特開 2000-163592(25) 特開 2000-194849(25) 

   特開 2000-357231(25)    

  不正防止 特開平 6-180751(30) 特開平 7-266762(47) 特開平 9-81705(26) 特開平 9-167216(26) 

   特開平 11-291682(30) 特開 2000-126160(47) 特開 2000-227812(52) 特開 2001-43374(52) 

   特開 2001-202090(35) 特開 2001-202516(25)   

その他生体      

 DNA 不正防止 特開 2001-211172(23)    

 間接しわ 照合精度 特開 2000-194828(26)    

 その他 不正防止 特開平 7-266760(47) 特開 2000-315999(51)   

  照合精度 特開 2000-227902(36)    
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表 6.-1 主要 52 出願人の特許リスト（4/5）（ただし、前述２章で掲載の特許は除く） 
技術要素 課題 公報番号（出願人,概要） 

その他生体      

 網膜 操作性 特開平 9-305816(24)    

  抵抗感 特開平 9-330409(24) 特開平 11-213164(36)   

  不正防止 特開平 9-313702(24) 特開平 9-330453(24) 特開平 10-21469(33) 特開平 10-27293(24) 

   特開平 10-43406(24) 特開平 10-69463(24) 特開平 10-91826(24) 特開平 10-266650(24) 

  照合精度 特開平 10-116395(24) 特開平 10-188068(24)   

 指（爪） 抵抗感 特開平 11-221203(36)    

 掌形 小型化 特開平 10-198784(27)    

  操作性 特開平 10-211190(27) 特開平 10-240900(27)   

声紋      

 声紋 安全性 特開平 8-6900(38)    

  簡便性 特開平 11-73196(51)    

 音声 ｾｷｭﾘﾃｨ 特表平 8-507392(38) 特開平 9-281991(23)   

  利便性 特開平 9-120293(35)    

  音声歪補償 特開平 6-242793(38)    

  高速化 特許 2986313(21) 
ｲﾝﾀ-ﾅｼｮﾅﾙ ﾋﾞｼﾞﾈｽ ﾏｼ-ﾝ
ｽﾞ: 

詳細音響照合に用いられるものと同じ文脈依存
音響モデルを使用する、高速音響照合用の音声
コード化装置及び音声コード化方法 

  簡素化 特許 3002211(35) リコー: 
特定な使用者のもつ個人性を辞書に付加するこ
とにより，認識対象となる辞書単語数を増加さ
せる必要がなくなり、認識の効率向上が図れる。 

署名      

  照合精度 特公平 6-10783(21) 
ｲﾝﾀ-ﾅｼｮﾅﾙ ﾋﾞｼﾞﾈｽ ﾏｼ-ﾝ
ｽﾞ: 

署名データの特性を利用して，格納すべきデー
タの総量の低減とデジタル・データの圧縮とを
実現するために、データのセグメント化とデジ
タル・データ変換手法を適用した。 

   特許 2699241(28) エヌ シー アール: 
手書きによる署名で、システムへのアクセスを
認可する方法及びそのシステム。 

   特開 2001-195574(35)    

  利便性 特開平 9-69138(28)    

  不正防止 特許 2731019(42) 三洋電機: 
手書き筆跡を検出記憶できる機能を、座標入力
部に設けることにより、多種類の情報を容易に
入力できるようにする。 

   特開平 8-125822(35) 特開平 10-91770(28) 特開平 11-59034(47) 特開平 11-120360(35) 

複合      

  安価 特開 2000-76411(47)    

  簡便性 特開平 9-179583(38) 特開 2000-122972(48)   

  検索容易 特開 2001-101349(49)    

  自由度 特開平 10-224345(21)    

  受容性 特開 2000-300543(36)    

  正確性 特開平 10-208042(22)    

  ｾｷｭﾘﾃｨ 特開 2000-339507(29) 特開 2001-22919(34)   

  認識率向上 特許 2798622(38) エイティ アンド ティ: 
発声者の感情状態や疲労度による音声信号の変
動を補償することを特徴とする音声認識システ
ム。 

  侵入防止 特開 2000-315291(29)    

  不正防止 特開 2000-322145(23)    

バイオ全般      

  自動化 特開 2000-207616(30)    

  操作性 特開平 10-207777(48) 特開平 11-143707(48) 特開 2000-123179(33) 特開 2000-346989(43) 

   特開 2001-170012(30) 特開 2001-190533(30) 特開 2001-195145(32)  
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表 6.-1 主要 52 出願人の特許リスト（5/5）（ただし、前述２章で掲載の特許は除く） 
技術要素 課題 公報番号（出願人,概要） 

バイオ全般      

  不正防止 特許 2814923(21) 
ｲﾝﾀ-ﾅｼｮﾅﾙ ﾋﾞｼﾞﾈｽ ﾏｼ-ﾝ
ｽﾞ: 

トランザクション処理システムにおけるセキュ
リティを改善するのに、ユーザの許可、即ち署
名イメージを、このユーザが許可したトランザ
クションと関連付けることを特徴とする。 

   特許 3098988(24) 岡田勝彦,岩本秀治: 

主としてパチンコ遊技機におけるパチンコ玉の
表止り・裏止り等に対応するための遊技機の解
錠システムに関するもので。解錠資格者の身体
的個人情報を登録する解錠資格者登録手段と、
遊技機のロック機構の解除に際して人の身体的
個人情報を取り込み、その人が登録された解錠
資格者か否かを判定する解錠資格者判定手段
と、を備えていることを特徴とする。 

   特開平 8-263614(38) 特開平 9-134414(47) 特開平 9-147116(28) 特開平 11-102425(36) 

   特開平 11-154140(21) 特開 2000-314254(29) 特開平 11-265350(21) 特開平 11-265432(40) 

   特開平 11-272349(42) 特開平 11-316818(40) 特開 2000-181871(21) 特開 2000-187419(35) 

   特開 2000-222362(21) 特開 2000-315271(29) 特開 2000-315272(29) 特開 2000-315290(29) 

   特開 2000-331272(29) 特開 2000-336994(29) 特開 2001-43373(52) 特開 2001-61112(25) 

   特開 2001-118070(52) 特開 2001-188944(42)   

  利便性 特開平 10-323331(46) 特開平 11-336386(22) 特開 2000-126138(46) 特開 2000-33052(46) 

   特開 2001-125871(34) 特開 2001-137198(46) 特開 2001-137199(46)  

  照合精度 特開平 8-115422(33) 特開 2000-293689(33)   

（1991 年１月～2001 年９月に公開の登録と系属案件） 

注)特許番号後のカッコ内の数字は次頁出願人の No に対応 
 
 
 

表 6.-2 官公庁出願人の特許 
公報番号 発明の名称 出願人名称-1 

特許2953813 個人認証機能付き携帯電話機 郵政大臣,松下通信工業 

特許2912759 指紋照合方法 郵政大臣,松下通信工業,小松 尚久 

特許2944602 掌紋印象の登録・照合方法およびその装置 警察庁長官 

特開2000-94869 
ラミネートフィルムで保護された貴重印刷物及びその製
造方法 

大蔵省印刷局長,財務省印刷局長 
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表 6.-3 出願件数上位 52 社の連絡先（1/2） 

No 出願人名 出願件数 住所（本社等の代表的住所) TEL 技術移転窓口 TEL 
1 沖電気工業 151 東京都港区虎ノ門 1ー7ー12 03-3501-3111   
2 東芝 108 東京都港区芝浦 1-1-1 

(東芝ビルディング） 
03-3457-4511 

  
3 三菱電機 101 東京都千代田区丸の内二丁目 2

番 3 号（三菱電機ビル） 
03-3218-2111 

  
4 ソニー 88 東京都品川区北品川 6-7-35 03-5448-2111   
5 日本電気 88 東京都港区芝五丁目 7 番 1 号 03-3454-1111   
6 富士通 81 東京都千代田区丸の内 1-6-1 

(丸の内センタービル) 
03-3216-3211 

  
7 日本電信電話 54 東京都千代田区大手町 2ー3ー1 03-5205-5111   
8 日立製作所 52 東京都千代田区神田駿河台四丁

目 6 番地 
03-3258-1111 

  
9 松下電器産業 48 大阪府門真市大字門真 1006 06-6908-1121   
10 富士通電装 42 川崎市高津区坂戸 1ー17ー3 044-822-2121   
11 キヤノン 32 東京都大田区下丸子 3ー30ー2 03-3758-2111   
12 オムロン 31 京都市下京区塩小路通堀川東入 075-344-7000   
13 浜松ホトニクス 27 静岡県浜松市砂山町 325ー6 053-452-2141   
14 カシオ計算機 26 東京都渋谷区本町 1ー6ー2 03-5334-4111   
15 山武 24  東京都渋谷区渋谷二丁目 12 番

19 号 （東建ｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙﾋﾞﾙ） 
03-3486-2031 

  
16 シャープ 22 大阪市阿倍野区長池町 22 番 22

号（田辺ビル） 
06-6621-1221 

  
17 デンソー 19 愛知県刈谷市昭和町 1ー1 0566-25-5511   
18 NTT データ 19 東京都江東区豊洲 3-3-3 豊洲セ

ンタービル 
03-5546-8202 

  
19 日本サイバーサイン 16 東京都世田谷区用賀四丁目 5 番

16 号 TE ビル 
03-3707-3131 

  
20 大日本印刷 14 東京都新宿区市谷加賀町 1-1-1 03-3266-2111   
21 ｲﾝﾀ-ﾅｼﾖﾅﾙ ﾋﾞｼﾞﾈｽ ﾏｼ
-ﾝｽﾞ(US) 

13 http://www.ibm.com/ US 
  

22 三菱電機ビルテクノ
サービス 

13 東京都千代田区大手町 2-6-2（日
本ビル）  

03-3279-8000 
  

23 ＮＥＣソフト 13 東京都江東区新木場一丁目18番
6 号 

03-5569-3333 
  

24 岡田 勝彦,岩本 秀治 12 大阪府堺市東八田 263-3,大阪府
八尾市高安町南 1-20 

 
  

25 日本ビクター 12 横浜市神奈川区守屋町 3 丁目 12
番地 

045-450-1580 
  

26 東芝テック 11 東京都千代田区神田錦町 1-1 03-3292-6223   
27 日立エンジニアリン
グ 

9 茨城県日立市幸町三丁目 2 番 1
号 

0294-24-1111 
  

28 エ ヌ  シ ー  ア ー ル
(US) 

9 http://www.ncr.com/ US 
  

29 イース 8 大阪府八尾市青山町 2ー1ー14 0729-93-6963   
30 コニカ 8 東京都新宿区西新宿 1ー26ー2 03-3349-5251   
31 スガツネ工業 8 東京都千代田区東神田 1-8-11 03-3864-1122   
32 セイコーインスツル
メンツ 

8 千葉県千葉市美浜区中瀬 1-8 043-211-1111 
  

33 セコム 8 東京都渋谷区神宮前 1-5-1 03-5775-8725   
34 ミノルタカメラ 8 大阪市中央区安土町 2-3-13 大

阪国際ビル 
06-6271-2251 

  
35 リコー 8 東京都港区南青山 1-15-5 リコ

ービル 
03-3479-3111 

  
36 富士ゼロックス 8 東京都港区赤坂二丁目 17 番 22

号 赤坂ツインタワー 
03-3585-3211 
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表 6.-3 出願件数上位 52 社の連絡先（2/2） 
No 出願人名 出願件数 住所（本社等の代表的住所) TEL 技術移転窓口 TEL 
37 中央発条 7 名古屋市緑区鳴海町字上汐田 68

番地 
052-623-1111 

  
38 ｴｲ ﾃｨ ｱﾝﾄﾞ ﾃｨ(US) 7 http://www.att.com/ US   
39 ｴｽ ﾃｨ- ﾏｲｸﾛｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ
(US) 

7 東京都港区港南2-15-1品川イン
ターシティ A 棟 18 階 

03-5783-8200 
  

40 ﾃｨ- ｱ-ﾙ ﾀﾞﾌﾞﾘｭ-(US) 7 http://www.trw.com/ US   
41 トーキン 7 東京都港区北青山 2 丁目 5 番 8

号 
03-3402-6103 

  
42 三洋電機 7 大阪府守口市京阪本通 2 丁目 5

番 5 号 
06-6991-1181 

  
43 富士電機 7 東京都品川区大崎一丁目 11 番 2

号ｹﾞｰﾄｼﾃｨ大崎ｲｰｽﾄﾀﾜｰ 
03-5435-7111 

  
44 グローリー工業 6 兵庫県姫路市下手野 1-3-1 0792-97-3131   
45 静岡日本電気 6 静岡県静岡市黒金町 3（シャンソ

ンビル） 
054-254-1071 

  
46 東陶機器 6 福岡県北九州市小倉北区中島

2-1-1 
093-951-2111 

  
47 凸版印刷 6 東京都千代田区神田和泉町 1 03-3835-5111   
48 翼システム 6 東京都江東区亀戸 2-25-14 立花

アネックスビル 
03-3638-3737 

  
49 オリンパス光学工業 5 東京都新宿区西新宿 2-3-1 新

宿モノリス 
03-3340-2111 

  
50 サンデン 5 群馬県伊勢崎市寿町 20 0270-24-1211   
51 ﾙ-ｾﾝﾄ ﾃｸﾉﾛｼﾞ-ｽﾞ(US) 5 http://www.lucent.com/ US   
52 ワイズコーポレーシ
ョン 

5 静岡県浜松市板屋町 111-2 浜松
アクトタワー25 階 

053-456-1320 
  

 
 
 




